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滞

日

本

建

築

協

曾

々

報

報

告

昭

利

大

年

二

-
月

一
て

十

日

枇

閣

法

人

日

本

建

築

協

有

々

長

叩
四

本

工

製

博

士

片

岡

内

務

大

医

公

淫

滞

下

附

下

市

街

地

位

築

物

法

令

A

規

川

改

正

の

作

に

付

建

議

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

ム

同

施

行

規

則

の

改

正

の

案

成

り

泣

く

共

の

滋

令

せ

ら

る

h

ゃ

に

問

〈

闘

凶

に

於

け

る

建

築

閥

係

者

を

以

て

相

級

ぜ

る

我

協

舎

は

円棋

に

昭

和

二

年

十

二

月

及

昭

和

問

年

間

月

訴

局

に

釣

し

訟

法

規

の

改

正

に

闘

す

る

意

見

希

望

を

述

べ

共

の

改

正

を

促

し

た

り

今

や

其

の

気

遂

に

際

合

せ

る

も

の

あ

る

を

知

り

夏

め

て

調

査

研

究

の

紡

泉

別

紙

の

池

改

正

意

見

及

希

望

を

凶

隙

し

併

せ

て

常

局

の

改

正

案

を

示

し

館

協

合

に

将

附

せ

ら

れ

ん

ζ

と

を

愁

約

数

候

脇陣

吋

然

御

誇

議

有

之

皮

此

段

パ

建

設

候

也

内

由

也

市

街

地

建

築

物

法

、

令

及

規

則

の

制

定

せ

ら

れ

て

よ

り

蕊

に

十

数

年

を

閲

し

其

の

間

令

法

規

則

に

付

て

は

数

次

の

改

正

を

見

た

り

惟

ふ

に

世

還

の

進

展

、

文

化

の

淡

達

に

依

り

殊

に

最

近

重

嬰

都

市

に

在

り

て

都

市

計

拐

事

業

相

次

で

起

る

あ

り

建

築

物

の

構

造

伐

備

は

自

ら

著

し

き

溢

携

を

作

ひ

従

来

の

法

、

令

法

規

則

に

聞

し

て

も

積

々

不

使

を

生

ず

る

を

免

れ

ず

誌

に

常

局

に

於

て

同

法

規

改

正

の

必

要

を

認

め

ら

れ

た

る

は

最

も

時

. h  

y:  

地問

に

遇

す

る

も

の

な

り

と

信

ず

仰

も

市

街

地

位

築

物

法

は

日

本

令

凶

に

一H

-

り

廿刊

の

窓

要

都

市

に

施

行

せ

ら

る

込

も

の

に

し

て

共

の

聞

各

地

方

の

欣

泌

を

異

に

す

る

も

の

あ

り

従

て

同

法

は

栂

め

て

普

遼

的

の

も

の

た

る

べ

き

は

論

を

倹

た

ず

然

る

に

過

去

の

いや

貨

に

徴

す

る

に

其

の

ま

法

或

は

其

の

改

正

に

首

り

品川

り

に

東

京

本

位

に

火

し

大

阪

共

の

池

側

四

に

於

け

る

主

要

都

市

を

閑

却

せ

る

の

感

あ

る

は

本

協

舎

の

最

も

法

憾

と

す

る

所

な

り

い
側

一
話

す

れ

ば

東

京

に

於

け

る

事

情

の

み

を

顧

慮

し

怖

い

机

泌

、

建

築

接

合

u

停

の

芯

見

号

制

一胤

せ

ら

る

L

の

般

的

か

ら

ず

今

川

の

改

正

に

際

し

で

も

従

来

の

傾

向

を

阿
川
川
町

せ

ら

れ

ん

か

刊

に

大

阪

共

の

他

山

間

耐

に

於

け

る

似

山

得

て

紫

む

べ

か

ら

ざ

る

の

み

な

ら

ず

却

て

徒

に

過

去

十

数

年

に

一
ハ

り

同

義

せ

ら

れ

た

る

真

似

脅

良

功

績

を

根

本

的

に

破

壊

し

吹

正

は

時

に

改

惑

に

堕

す

る

の

成

無

き

宇

を

憾

む

我

同
町
九
百

は

役

立

以

来

銑

に

十

有

五

の

u

先

制

た

閲

し

股

〈

削

剛

凶

に

於

け

る

建

築

闘

係

者

を

綱

縦

し

た

る

附

帥

胞

に

し

て

主

と

し

て

民

間

建

築

家

の

唯

一

代

表

機

闘

た

り

常

に

建

築

界

の

俄

み
一

な

る

溢

歩

後

廷

に

努

力

し

駈

舎

の

指

導

的

立

場

に

あ

る

を

以

て

自

認

せ

り

依

て

同

法

令

の

改

正

に

闘

し

て

は

設

に

門

前

局

に

具

陳

せ

る

匙

を

更

に

反

仮

精

査

し

蕊

に

獲

を

新

た

に

し

て

改

正

の

意

見

並

に

希

望

を

問

陳

し

建

議

す

る

も

の

に

し

て

充

分

之

を

怒

要

純

せ

ら

る

λ

と

共

に

叉

一

面

同

法

令

改

正

の

如

き

は

決

し

て

之

を

秘

密

に

付

す

る

の

必

要

な

く

民

t

其

の

意

見

を

天

下

に

求

め

ら

る

与

の

血

中

ろ

至

誌

な

る

べ

き

を

確

信

す

伶

局

仕

党

し

〈

其

の

改

正

案

を

明

示

し

抑

制

協

舎

に

封

し

時

間

間

を

焚

せ

ら

れ

ん

こ

と

を

懇

願

す

る

所

以

な

り

市

街

地

処

築

物

法

、

令

決

規

制

に

関

す

る

改

正

の

意

見

及

希

望

悶・

改

正

意

見

一

、

法

一

、

法

第

一

僚

の

地

域

に

依

り

指

定

し

た

る

残

品跡

内

地

は

未

指

定

地

な

ど

の

制

限

に

依

ら

ず

無

制

限

に

す

る

線

改

正

す

る

と

と

、

似

し

必

-

要

あ

ら

ば

地

域

n
u

路

知

を

冷

す

と

と

一

、

法

第

七

時怖

の

建

築

柏

仰

を

道

路

激

地

の

境

界

線

と

す

る

原

則

を

改

め

て

道

路

析

の

境

界

的

献

を

以

て

砧

廿

架

線

と

す

る

か

又

は

夫

れ

よ

り

何

尺

か

を

後

退

し

た

る

総

を

以

て

往

築

総

止

す

る

ζ

と

一

、

法

第

九

依

(

イ

〉

歩

道

を

有

す

る

道

路

に

於

て

は

両

地

k

八

尺

以

ヒ

の

此

に

限

り

歩

道

境

界

迄

突

肉

せ

し

め

作

る

様

改

正

す

る

こ

と

(

ロ

)

歩

道

を

有

す

る

道

路

に

於

て

は

往

築

物

の

基

礎

次

地

階

の

部

分

を

歩

逝

鈎

界

線

迄

突

出

せ

し

め

似

る

様

改

正

す

る

と

と

一

、

法

第

十

僚

の

制

限

は

市

街

の

惚

裁

上

の

み

な

ら

ず

交

通

上

を

も

考

慮

に

入

れ

得

る

様

改

正

す

る

と

と

一

、

法

第

十

一

保

「

高

」

の

次

に

「

階

数

」

を

加

-

A

る

と

と

一

、

法

第

十

=

・
僚

第

二

項

中

盛

物

の

部

分

を

目

的

す

防

火

墜

と

あ

る

を

皐

な

る

防

火

縫

に

改

正

す

る

こ

と

て

法

第

二

十

六

僚

の

道

路

の

個

別

員

を

十

二

尺

以

上

に

改

正

す

る

と

と

二
、

令

一、

令

第

一

傑

乃

至

第

=

‘
傑

の

内

容

を

一

好

適

硲

精

密

に

取

捨

す

る

と

と

一

、

令

第

四

僚

の

建

築

物

の

お

の

最

高

限

を

班

・

に

没

然

百

尺

叉

は

六

十

五

尺

と

規

定

し

た

る

は

不

可

な

り

宜

し

く

仲

川

該

建

築

物

の

面

積

又

は

土

地

の

欣

況

に

感

じ

相

訂

考

慮

し

支

障

な

き

限

り

之

が

最

山

阪

を

緩

和

し

作

る

様

制

限

を

改

む

る

ζ

と

土

地

の

欣

泌

を

考

舷

に

入

れ

た

る

但

舎

の

油

川

は

其

の

純

悶

不

明

耐

な

る

を

以

て

食

際

問

題

と

し

て

設

計

に

訴

り

不

安

に

し

て

見

解

の

相

惑

に

依

り

捌

も

す

れ

ば

不

剰

を

招

く

民

あ

り

依

て

出

来

得

れ

ば

命

令

を

以

て

共

惚

的

に

簡

保

守

の

憾

裁

に

依

P

規

定

す

る

と

と

一

、

令

第

七

僚

の

高

の

限

度

は

道

路

柄

及

外

廊

を

基

準

と

し

ピ

ヲ

ミ

ッ

ト

型

の

高

を

形

成

し

刊

る

様

改

む

る

ζ

と

、

従

て

二

十

五

尺

を

加

。

へ

た

る

限

皮

は

之

を

除

く

こ

と

一

、

建

築

物

の

高

の

最

低

限

皮

の

責

施

に

伴

ひ

其

の

往

築

敷

地

に

限

り

其

の

敷

地

縮

界

線

に

傍

し

建

築

す

る

場

合

に

於

て

其

の

法

礎

の

深

の

最

少

限

度

に

付

治

倫

な

る

制

限

を

付

す

る

と

と

一

、

公

遣

を

越

ゆ

る

す

1

バ

l

プ

リ

円
/
叫

V

A

隠

道

の

山

山

来

得

る

様

特

別

の

規

定

を

設

く

る

と

と

て

令

第

一
一

-

十

一

伐

を

削

除

す

る

と

と

一
一

a

、

規

則

一

、

規

則

第

阿

保

中

個

性

A

「

=
一

尺

迄

」

{

。

一

尺

迄

」

を

削

除

し

前

而

突

出

郊

を

緩

和

す

る

と

と

一一 2 1 ー ー



一

、

規

則

第

六

僚

の

屋

上

突

出

郊

の

制

限

を

今

少

し

緩

和

す

る

と

と

右

制

限

中

特

に

昇

降

機

塔

の

柄

又

は

商

絞

の

制

限

を

緩

和

す

る

ζ

と

て

規

制

第

十

八

僚

の

天

井

高

は

七

尺

五

寸

以

上

に

改

正

す

る

ζ

と

一

、

規

則

第

十

九

僚

の

制

限

は

特

に

大

な

る

居

室

次

地

階

の

居

案

に

付

不

都

合

の

場

合

な

し

と

せ

ず

、

一

般

的

に

規

定

の

採

光

而

秘

不

足

の

場

合

は

之

に

代

ふ

る

に

週

前

な

る

照

明

方

法

あ

る

と

き

は

除

外

し

畑

作

る

様

緩

和

す

る

と

L

ι

 

第

二

項

中

「

縁

側

」

の

次

に

「

q

A

は

廊

下

」

を

加

-
A

る

と

と

中

艇

に

於

て

ト

ッ

プ

ラ

イ

ト

ガ

ラ

ス

を

以

て

被

は

れ

た

る

と

き

の

採

光

商

は

最

上

階

よ

り

最

下

階

に

歪

る

迄

相

訴

有

効

に

認

む

る

こ

と

地

階

採

光

の

た

め

デ

ッ

キ

グ

ヲ

ス

を

使

用

す

る

場

合

に

於

て

之

を

天

窓

と

看

倣

し

て

採

光

面

積

を

=

-

倍

に

見

る

は

過

大

に

北

〈

す

、

街

地

階

油

風

に

到

し

で

も

非

常

な

る

飲

陥

を

生

ぜ

る

賞

例

多

し

一

、

規

則

第

内

十

二

僚

に

左

の

但

設

を

加

ふ

る

乙

と

例

し

鍛

骨

又

は

鍬

何

鍛

板

訟

の

も

の

に

し

て

帥端

部

の

祭

出

し

且

其

の

下

部

が

制

盤

に

接

す

る

も

の

は

此

の

限

に

杭

ら

ず

一

、

規

則

第

四

十

三

僚

に

左

の

但

替

を

加

ふ

る

p
」

1

乙

但

し

枇

寺

周

建

物

又

は

工

業

川

建

物

に

し

て

地

方

長

官

其

の

用

途

に

依

り

巳

む

を

畑

作

ず

と

認

む

る

も

の

は

此

の

限

り

に

荘

ら

ず

一

、

第

三

章

の

総

建

設

備

に

闘

す

る

況

定

適

用

に

付

て

は

大

修

繕

叉

は

大

後

更

に

限

り

英

の

一

部

を

免

除

す

る

と

と

一

、

規

則

第

五

十

二

依

に

左

の

但

容

を

加

ふ

る

こ

と

但

し

此

む

を

得

ざ

る

場

合

に

於

て

之

に

代

る

べ

き

過

食

な

る

補

強

方

法

を

施

し

た

る

と

き

は

此

の

限

に

在

ら

ず

一

、

規

則

第

七

十

冗

僚

に

左

の

制

一

容

を

加

ふ

る

F

」

'
ι

但

し

地

方

長

行

特

に

必

要

と

認

む

る

と

き

は

此

の

限

に

私

ら

ず

一

、

規

則

第

八

十

三

僚

を

友

の

祖

改

む

る

ζ

と

建

物

の

構

造

に

使

用

す

る

鋼

材

の

品

質

は

商

工

省

告

示

第

二

十

一一-

鋭

構

造

用

限

延

鋼

材

に

闘

す

る

市

川

崎

刊

に

依

る

(

大

正

十

五

年

十

月

二

十

六

日

官

報

告

示

〉

一

、

規

則

第

八

十

王

僚

に

左

の

但

容

を

加

ふ

る

と

と

但

し

過

食

な

る

ミ

リ

ン

グ

を

施

工

す

る

場

合

は

現

力

及

的

能

率

に

よ

る

も

の

L

M

灯

過

牛

を

仲

村

に

直

接

体

遺

し

作

る

も

の

と

す

一

、

規

則

第

八

十

七

僚

の

次

に

左

の

一

傑

を

加

ふ

る

と

と

第

八

十

七

僚

の

二

仮

設

的

の

建

物

其

の

他

檎

必

鱈

微

な

る

建

物

に

し

て

地

方

長

官

支

隊

な

し

と

認

む

る

も

の

に

付

て

は

第

八

十

二

係

乃

至

第

八

十

六

僚

の

三

の

規

定

を

遁

要

せ

ざ

る

ζ

と

を

符

一

、

規

則

第

九

十

一

僚

に

左

の

但

舎

を

加

ふ

る

と

と

但

し

ベ

ヤ

り

y

p
ウ

オ

1

ん

に

於

て

は

此

の

と 、 限

規 に

則 在

第 ら

百 ず

燦

f亡

左

の

攻

を

力H

A ・

る

と

リ

ペ

ア

ト

の

抗

陸

力

皮

は

感

努

力

皮

の

二

倍

ま

で

と

銭

す

と

と

を

畑

作

風

師

世

算

定

に

於

て

は

餓

の

謄

力

皮

を

過

賞

に

噌

加

せ

し

む

る

ζ

と

を

符

絞

鋲

縫

手

に

於

て

鋭

の

ベ

ヤ

リ

y

グ

7

昨

l

z

は

鋲

の

舷

掠

肯

皮

の

二

倍

ハ

二

市

内

一

千

二

百

肝

吋

)

ま

で

と

鈴

す

と

と

を

符

、

規

則

第

百

r
H
.

録

中

左

の

沼

改

む

る

と

と

位

家

二

百

周

回

、

沖

事

務

室

三

百

四品

¥

e

涛

本

僚

の

動

荷

量

は

震

力

算

定

に

於

て

は

七

制

以

内

を

減

ず

る

ζ

と

を

符

似

し

倉

庫

、

守

康

陳

列

室

、

御

覧

席

、

集

舎

室

等

に

付

て

は

之

を

締

減

ず

る

ζ

と

を

制

作

ず

著

し

き

銀

州

一

街

修

等

を

生

ず

べ

き

特

殊

の

効

荷

重

を

受

く

る

建

築

物

に

在

り

て

は

地

方

長

官

其

の

笠

況

に

感

じ

特

に

該

動

荷

重

の

増

加

其

の

他

必

要

な

る

措

置

を

命

ず

る

ζ

と

を

作

、

防

火

地

阪

内

に

於

け

る

建

築

物

に

し

て

小

規

模

の

榊

築

に

付

て

は

緩

和

す

る

旨

明

記

せ

る

俊

市

引

を

追

加

す

る

こ

と

一

、

戎

級

の

工

務

を

他

の

績

の

工

場

に

其

の

別

訟

を

俊

更

す

る

場

合

及

一

の

工

場

内

に

於

て

各

建

物

の

用

詮

を

部

分

的

に

後

更

す

る

場

合

は

果

し

て

規

川

第

円

四

十

一
一

-

係

筋

二

項

の

用

途

努

更

と

見

倣

す

べ

き

や

否

疑

義

を

生

じ

易

き

を

以

て

明

硲

に

規

定

す

る

と

と

令 乙

改

正

希

望

一、

住

居

の

用

に

供

す

る

建

物

の

空

地

は

地

域

の

如

何

を

問

は

ず

相

訴

の

而

績

を

強

制

す

る

様

改

正

す

る

こ

と

て

佐

居

地

域

内

に

於

て

は

一

定

面

積

内

に

建

て

符

る

建

物

の

戸

薮

を

制

限

す

る

こ

と

一
一

、

規

則

一

、

規

則

第

二

十

四

係

に

闘

し

非

常

口

の

外

開

一瞬

を

除

外

す

る

と

と

て

規

則

第

八

十

六

僚

の

規

定

に

付

構

訟

泡

MM

な

る

と

き

は

杭

仰

を

じ

y

ヂ

裕

治

と

鈴

し

判げ

る

様

俊

文

を

改

正

す

る

こ

と

一

、

規

則

第

九

十

係

の

こ

の

被

筋

立

の

標

準

を

規

定

す

る

こ

と

e

て

川

拙

筋

ヨ

y

p

p

l

ト

長

柱

の

公

式

を

定

め

第

九

十

二

慌

第

三

披

を

恥

削

除

す

る

乙

と

一

、

鍛

筋

コ

y

p

p

l

ト

用

コ

y

p

p

l

干

の

破

壊

慢

皮

の

最

小

限

を

規

定

す

る

と

と

一、

主

要

な

る

妓

梁

並

に

銭

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

汲

(

突

出

梁

を

合

む

)

の

許

容

設

大

競

皮

を

規

定

す

る

亡

と

一

、

餓

骨

倣

筋

コ

v
J

F

P

l

ト

構

造

に

闘

し

其

の

況

定

及

算

式

を

定

む

る

こ

と

一

、

高

層

建

築

物

は

銭

廿

鍬

筋

ヨ

y

p

り

l

ト

裕

治

と

な

さ

し

む

る

こ

と

一

、

出

願

手

績

の

形

式

は

各

都

市

共

小

八

々

区

々

に

し

て

不

使

砂

か

ら

ず

之

が

統

一

に

付

1

は

内

務

省

令

を

以

て

規

定

し

て

は

如

何

一

、

建

築

認

可

申

請

又

は

建

築

腐

山

後

二

十

日

を

池

戸

、

る

も

設

局

よ

り

何

等

の

泊

知

な

き

と

き

は

建

築

手

鎖

完

了

せ

し

も

の

と

宥

倣

し

建

築

工

務

に

着

手

す

る

ζ

と

を

符

る

旨

の

遁

設

な

る

脇

陣

羽

を

遁

加

す

る

ζ

主
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一

、

建

築

警

剣

を

同

一

知

事

に

幾

沼

も

提

出

せ

ざ

る

べ

か

ら

ざ

る

事

由

な

告

句

が

如

し

努

め

て

窓

被

認

可

を

澄

け

る

線

せ

ら

れ

た

し

他

の

法

令

に

依

る

手

綴

と

建

築

法

規

に

依

る

手

続

と

の

重

紋

煩

玖

を

、

避

く

る

意

味

に

於

て

市

街

地

建

築

物

法

遁

用

区

域

内

に

於

て

は

他

の

法

令

の

手

植

樹

中

建

築

に

闘

す

る

事

項

に

付

手

綴

を

要

せ

ざ

る

旨

夫

々

の

閥

係

法

令

を

吹

む

る

と

と

を

望

む

常

殴

蚕

員

曾

名

暗

情

調真

夏

今

凶

叶

川

協

品

目

常

設

委

員

舎

の

名

判

明

第

何

部

委

員

舎

と

特

例

す

る

を

駿

し

法

制

委

員

合

、

教

化

努

員

晶

口

、

資

料

委

員

台

、

災

符

強

度

委

員

台

、

住

宅

委

員

曾

と

粉

す

る

乙

と

に

改

正

致

し

ま

し

た

11曾![

t 、

'" 

遺

制

委

員

・箇圏

第

二

分

科

嘗

一-

-
月

二

十

三

日

午

後

五

時

三

十

分

l

1

同

九

時

三

十

分

所

テ

イ

オ

y

食

堂

出

席

者

安

員

長

池

田

A

班

主

査

工

藤

R

班

主

査

Z

A

E

委

員

梶

垣

武

m

記

事

一

、

近

く

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

及

同

施

行

規

則

の

改

正

せ

ら

る

L

に

付

、

前

協

合

よ

P

議

年

二

制

に

亙

り

仲

川

町

に

改

杭

意

見

を

鐙

議

せ

し

が

此

の

際

更

に

最

も

重

要

な

る

駄

を

審

議

し

成

案

を

得

て

歪

念

再

建

議

す

る

と

と

山
川

同

時

に

改

正

案

に

付

館

協

舎

へ

も

時

間

間

を

時

融

問

せ

ら

れ

ん

と

と

を

要

求

す

る

こ

と

一

、

右

に

闘

し

従

来

の

改

正

に

際

し

て

は

依

り

に

勢

制

限

本

位

、

建

築

同

軍

令

本

位

の

燃

あ

り

闘

西

方

面

に

建

築

協

舎

な

る

有

力

な

る

閲

怪

あ

り

夫

待

民

間

の

切

な

る

擦

の

あ

る

所

を

此

の

際

大

い

に

主

猿

す

る

の

必

要

あ

る

を

以

て

可

成

強

附

に

合

協

合

の

意

岡

山

を

表

示

し

た

し

一

、

依

っ

て

別

紙

の

沼

、

改

正

の

意

見

及

希

望

.. 
E ヨ

春

季

大

曾

第

一

分

科

佐

々

木

、

中

山

、

赤

松

、

山

仙伽

波

浴

岩

崎

魚

問

、

水

野

山

、

鈴

木

、

増

山

ｾ＠ ｾＮ 包

第 両先 、司五賀3 第

=主 席 本 三 二

分 に 夕 分 分

科 付 は 科 科

は 絶 委

各 令 員

々 を 長

分 朗 、

科 〈 幹

舎 に 司L

l I : 芸 、

開 ら 主

曹 ず 査

研 、 、

究 第 何

の ー れ

'ii 士 、 も

告挙

行

来

ル

五

月

十

日

(

日

曜

日

)

本

年

度

春

季

大

曾

(
時

雨

不

チ

開

催

致

、

ン

マ

ス

論

)見

皐

周

遊

曾費

信

貴

山

毘

沙

門

天

建

築

及

生

駒

聖

天

建

築

生

駒

山

頂

上

ニ

於

ア

舎

金

霊

園

五

拾

銭

昭

和

六

年

五

月

組

に

建

議

案

を

作

成

し

至

魚

窓

議

の

手

鎖

き

を

取

る

こ

と

と

す

住

宅

委

員

徳

曾

一一-

月

二

十

三

日

午

後

六

時

|

l

同

六

時

三

十

分

所

住

友

倶

刷

用

部

=

J
階

出

席

者

時

社

閣

法

人

日

本

建

築

協

曾

散

合

し

た

り月

例

曾

一一
一

月

二

十

五

日

午

後

六

時

三

十

五

分

|

|

同

九

時

三

十

分

腕

大

同

ピ

ル

八

階

集

合

家

出

席

者

片

岡

命

町

長

外

四

十

一

名

司

舎

者

片

岡

合

長

、

時

第

一

、

建

築

関

係

者

の

失

業

救

済

の

件

第

二

、

附地

相架

合

館

設

置

の

件

第

一
二

、

事

業

部

設

置

に

闘

す

る

件

右

一
一

問

題

は

目

下

急

迫

せ

る

話

要

時

事

問

題

に

し

て

此

の

際

舎

員

相

互

の

窓

見

を

交

鋭

し

大

い

に

業

界

の

銭

癒

す

底

あ

ら

し

め

只

協

合

力

低

す

べ

き

事

業

総

閣

の

繍

張

、

柑

肘

来

に

相

到

す

る

陪

班

川

出

策

等

に

付

腹

識

な

き

意

見

を

強

表

す

る

ζ

と

は

最

も

有

意

義

な

る

ζ

と

に

し

て

、

多

鍛

出

席

合

員

は

各

々

各

自

の

怠

見

を

述

べ

結

局

特

別

委

員

曾

を

役

け

る

事

に

満

磁

一

一

放

を

以

て

賛

成

し

、

古

字

国

副

曾

長

は

役

員

舎

に

路

P

夫

々

泡

訴

彪

到

す

べ

き

旨

を

謹

ぺ

感

曾

裡

に

散

含

せ

り

。

助制

化

妥

員

曲

面

一
一

-

月

二

十

七

日

牛

後

六

時

|

|

同

七

時

一一
一

十

分

印

刷

本

協

合

事

務

主

出

席

者

委

員

長

小

笠

胤

養

員

岡

本

、

問

問

、

木

村

、

芝

田

主

記

小

川

安

記

事

一

、

第

七

阿

建

築

諮

管

曾

に

付

別

紙

要

項

を

協

議

決

定

し

未

決

定

の

も

の

は

次

凶

協

議

決

定

す

る

と

と

L

し

取

教

ず

品

町

長

宛

に

閃

似

報

告

を

な

し

且

雑

誌

に

合

告

と

し

て

股

告

し

聴

務

者

を

募

集

す

る

ζ

と

と

す

一

、

次

凶

協

議

事

項

と

し

て

左

の

件

を

激

定

せ

時

ィ

、

講

師

決

定

の

件

口

、

時

鳳

算

の

件

ρ

、

其

他

港

制

轟

員

曾

世

間

三

分

割

判

曾
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時

四

月

一

日

午

後

六

時

|

!

同

十

時

十

分

所

ヲ

イ

オ

〆

食

堂

出

席

者

委

員

長

池

間

幹

事

古

塚

委

員

繍

潮

松

井

松

久

保

第

一

分

科

主

査

鳥

井

記

事

}

、

左

記

問

題

に

付

研

究

協

議

の

結

果

合

長

に

建

議

選

巾

及

要

求

を

な

す

こ

と

に

決

し

其

の

案

文

を

作

成

し

た

り

ィ

、

都

市

計

霊

法

及

市

街

地

建

築

物

法

施

行

十

年

記

念

祭

参

加

の

件

建

議

謹

申

旬
、

失

業

救

済

事

業

に

依

り

建

築

計

盤

中

の

建

築

物

有

無

の

件

に

付

照

合

後

必

要

求

照

合

交

案

作

成

一

、

左

の

問

題

に

付

次

凶

よ

り

研

究

す

る

と

と

に

決

定

ィ

、

郊

外

土

地

直

到

整

理

地

区

中

の

一

部

を

提

供

し

て

住

宅

博

其

の

他

の

方

法

に

依

り

泊

四

良

策

を

務

ず

る

「

宥

山

終

身

賛

助

員

」

の

訟

に

付

管

行

方

法

の

研

究

て

建

築

の

合

問

化

運

動

の

賀

行

方

法

に

付

研

究

て

誇

負

入

札

に

闘

す

る

件

其

の

他

に

付

意

見

の

交

換

を

な

し

散

合

し

た

り

住

宅

委

員

曾

第

一

分

科

冨

時

四

月

六

日

午

後

六

時

l

l

同

九

時

二

十

分

所

本

世

間

合

事

務

室

出

席

者

主

査

門

前

士

岡

委

員

浅

野

、

佐

々

木

、

篠

崎

、

中

山

、

樋

u

記

事

一

、

ェ

レ

ペ

I

V

2

y

を

治

む

る

に

先

だ

ち

外

部

仕

k

材

料

に

付

て

協

-

U

酬

を

な

す

こ

と

L

し

先

づ

基

礎

よ

り

始

む

洛

制

委

員

曾

第

一

分

科

曾

内

月

七

日

午

後

五

時

一
一

十

分

l

l

同

八

時

=

-

十

分

所

本

協

品

問

事

務

宗

一

出

席

者

主

査

鳥

井

委

員

北

垣

、

椎

原

、

池

凶

、

佐

戯

正

、

加

藤

時
5

4・r

罰

則

廿

J

J

一

、

土

地

岡

町

狭

現

地

区

中

3

V

N

の

公

闘

取

地

を

係

剛

山

の

件

に

付

前

凶

に

引

絞

き

鳥

井

キ

夜

よ

り

都

市

計

略

の

窓

向

学

述

べ

ら

れ

委

員

相

互

に

も

種

々

意

見

交

換

の

紡

果

円

下

以

勢

と

P

見

て

市

長

府

知

事

に

陳

情

し

倫

叶

川

路

の

幹

部

に

直

接

怒

似

す

る

こ

と

最

も

有

効

な

ら

ん

と

の

こ

と

に

協

議

一

決

し

布

陳

情

舎

案

次

凶

絶

命

u

の

前

迄

に

鳥

井

主

査

手

許

に

於

て

作

成

し

更

に

相

対

の

し

し

総

合

に

提

出

の

と

と

資

料

委

員

営

四

月

七

日

午

後

六

時

l

l

同

八

時

一
一

.

十

分

所

ラ

イ

オ

Y

食

堂

出

席

者

幹

事

二

・
木

第

二

分

科

高

岡

第

一}

-

分

科

一
一

-
木

第

内

分

科

山

中

、

士

山

村

、

須

賀

、

伴

時- ｾ￟＠
料 、m

合 今

を タ

捌 は

き 出

協 席

目義者

を 極

池 め

む て

る 少

と 数

と Yこ

官E し

は て

ず 、

食 分

時

四

月

八

日

所

本

協

晶

口

事

務

室

出

席

者

副

時

事

片

岡

叫

民

事

光

安

主

記

小

川

陽

、

小

川

袋

、

阪

井

、

松

本

、

森

本

主

計

阿

部

編

拙

刊

本

問

時

四

月

九

日

午

後

六

時

|

|

同

九

時

三

十

分

報

告

-

所

住

友

倶

集

部

一

一
.
階

一

、

二

-

月

分

合

計

報

告

一

山

山

一

席

者

委

只

長

弔

問

、

幹

事

大

野

古

川

一

、

敦

化

委

員

合

よ

り

報

告

に

係

る

第

七

倒

神

山

第

一

分

科

大

野

、

落

藤

.

閥

州場

、

築

講

習

舎

閉

山

胞

の

件

M

m

一

、

法

制

委

員

合

よ

り

報

告

に

係

る

市

街

地

建

川

口

、

田

市

問

、

中

応

、

築

物

法

及

的

脊

命

令

改

正

意

見

再

建

議

の

件

古

川

、

三

浦

旅

評

議

員

に

報

告

の

件

一

、

住

宅

委

員

合

よ

り

報

告

に

係

る

住

宅

晶

町

議

緋

yd

事

項

の

件

議

事

一

、

春

季

大

舎

に

腕

す

る

件

-

、

紳

戸

に

於

け

る

生

活

改

議

u
m

山

政

住

宅

展

覧

合

後

援

に

闘

す

る

件

附

方

に

問

問

し

特

別

委

員

舎

設

置

の

可

否

一

、

香

堕

に

於

け

る

小

住

宅

展

覧

合

後

援

申

込

に

闘

す

る

件

一

、

法

制

委

員

合

よ

P

建

識

に

係

る

都

市

計

霊

法

U

A

市

街

地

建

築

物

法

施

行

十

年

記

念

祭

参

加

に

仰

す

る

件

一

、

一
一

-

月

例

曾

に

於

て

希

望

せ

る

一
ぺ

額

の

特

別

護

員

設

置

に

闘

す

る

件

後

怒

淡

し

て

散

合

せ

り

常

務

曾

占

{

十

川

一

、

仙

川

.

界

最

新

建

築

闘

集

出

版

に

閥

す

る

件

-

、

法

制

委

員

合

よ

り

報

告

に

係

る

失

業

救

演

背

中

裁

に

依

り

建

築

計

盤

中

の

建

築

物

有

無

関

合

せ

の

件

に

付

府

鯨

町

村

長

宛

文

書

援

会

の

件

一

、

委

員

品

目

規

程

中

名

稀

俊

更

の

件

一

、

一

夜

時

即

戦

願

出

の

件

一

、

品

目

員

詮

衡

其

他

災

害

強

度

要

員

嘗

第

二

分

科

記

事

一

、

大

西

委

員

よ

O

提

出

さ

れ

た

る

巧

冬

}二

百

回

コ

3

・
口

T

】
甘
口

L

E

外

一

一
一

加

の

参

考

容

に

引

判
明
仰

々

し

意

見

の

交

換

を

な

し

た

り

一

、

開

梅

干俊

民

に

J
F
}
ι

一

=

h

N

F

a

o々

の

鈴

接

に

闘

す

る

仕

出

問

舎

を

続

課

し

て

次

凶

御

持

参

を

駅

ふ

ζ

と

一

、

学

石

博

士

の

招

待

座

談

舎

日

取

を

内

月

二

十

五

日

と

内

定

し

種

々

交

泌

を

準

め

る

と

と

教

化

安

員

曾

時

四

月

十

日

午

後

五

時

一
「

十

分

|

|

同

八

時

所

本

協

合

事

務

室

出

席

者

委

員

長

小

笠

原

幹

事

池

閃

谷

委

員

岡

本

、

岡

田

、

芝

閥

、

藤

枝
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山

本

一

、

都

附

の

件

一

、

合

同

輔

の

件

一

、

激

努

一、

活

動

箔

良

次

幻

m

N

の

件

右

の

諸

件

に

付

種

々

協

議

を

な

し

、

愈

々

一

決

定

的

に

準

備

を

な

す

と

と

を

決

議

し

散

合

せ

り

E包

住

宅

委

員

曾

第

二

分

料

曾

時

四

月

十

=

-

日

午

後

六

時

|

|

同

九

時

十

分

所

本

協

令

事

務

第

出

席

者

主

査

清

井

委

員

岩

尾

、

先

崎

、

丹

藤

記

事

前

凶

委

員

舎

の

決

議

に

依

り

蒐

集

せ

し

媛

房

の

時

同

型

鍬

に

什

意

見

の

交

挽

を

な

し

た

る

結

果

、

京

ね

て

放

然

的

級

附

表

、

一

時

間

の

消

費

燃

料

、

燃

料

品川

料

の

名

稀

及

種

類

等

に

付

各

舎

一献

に

間

合

す

こ

と

を

中

合

せ

た

り

逝

去

合

口

員

佐

藤

移

美

氏

昭

和

六

年

二

月

十

九

日

逝

去

さ

る

訟

に

謎

ん

で

昭

宵

と

略

隠

を

掲

げ

て

哀

悼

の

窓

を

表

す

佐

藤

彰

美

氏

略

田

町

和

由

美

濃

今

尾

事

情

主

竹

腰

労

の

医

佐

藤

小

右

衛

門

の

長

男

と

し

て

明

治

五

年

十

一

月

十

七

日

愛

知

阪

海

部

郡

南

陽

村

に

生

る

、

明

治

二

十

五

年

二

月

前

払

立

東

京

工

準

院

前

身

工

手

製

校

の

訟

家

集

科

を

卒

業

す

、

同

年

九

月

逓

信

省

に

車

中

戦

し

各

地

制

御

使

柏

田

信

局

大

阪

梅

田

停

車

場

其

他

各

燦

新

築

工

事

に

相

悦

楽

し

た

り

。

明

治

=

-
十
一

一
-

年

玉

月

住

友

本

官

臨

時

処

築

協

に

入

。

明

治

問

イ

一

年

技

師

に

任

ぜ

ら

る

、

大

正

七

年

三

月

住

友

を

僻

す

る

迄

住

友

建

築

工

事

に

相

到

す

る

穴

際

的

京

要

設

計

間

前

の

作

製

に

仲川

P

製

凶

主

任

と

し

て

粉

根

を

宣

し

て

活

動

せ

り

同

年

四

月

大

阪

宗

建

築

事

務

所

へ

勤

務

製

州

主

任

及

監

督

主

任

の

職

に

就

け
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計

)

評

議

員

大

原

芳

知

常

務

ヘ

主

計

〉

評

議

員

阿

部

顕

則

常

務

(

主

計

〉

静

議

員

徳

政

合

否

常

務

(

縞

斡

〉

評

議

員

小

西

一

良

常

務

ハ

銅

斡

〉

許

議

員

高

橋

祭

治

常

務

門

編

品

判

)

評

議

員

本

間

乙

彦

常

務

(

編

鶴

〉

評

議

員

村

野

藤

吾

評

議

員

池

閏

食

評

議

員

伊

東

宗

太

郎

野

総

員

岩

尾

保

術

評

議

員

小

笠

原

銅

評

議

員

岡

本

新

次

郎

評

議

員

加

旗

誠

二

評

議

員

徳

悶

定

怒

評

議

員

木

村

寛

一

評

議

員

久

保

川

鋒

雄

評

議

員

小

寺

禰

一

評

議

員

酒

井

勇

三

郎

評

議

員

白

石

登

喜

男

評

議

員

芝

関

知

窓

評

議

員

篠

原

太

郎

評

議

員

須

川

廉

太

郎

評

議

員

須

藤

隼

人

静

議

員

武

田

経

一

評

議

員

向

田

利

一

邸

評

議

員

永

回

三

次

郎

評

議

員

原

料

準

卒

評

議

員

前

内

文

二

郎

評

議

員

三

木

来

三

評

議

員

村

上

微

一

評

議

員

八

木

幸

次

郎

評

議

員

山

町

一政

卒

評

議

員

山

田

利

次

評

議

員

山

中

宮

山

一

評

議

員

渡

部

圭

吾

晶

冒

長

副

曾

長

副

告

官

長

野

議

員

野

議

員

評

議

員
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卒
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;
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日

本

民

家

基

本

千

面

計

劃

従

来

の

建

築

史

な

る

も

の

が

、

北
ハ
の

取

倣

ふ

範

問

を

殆

ん

ど

紀

念

的

建

遺

物

や

宗

教

建

築

の

類

に

限

っ

た

槻

が

あ

る

が

、

と

れ

は

英

雄

史

を

規

準

と

す

る

古

い

隈

史

事

的

方

法

を

共

の

健

建

築

に

油

川

し

た

の

だ

か

ら

致

し

方

が

な

い

。

然

し

と

れ

か

ら

の

建

築

史

な

る

も

の

は

従

来

の

も

の

で

満

込

さ

れ

な

い

ζ

と

は

明

か

で

あ

る

。

斯

ふ

云

ふ

観

的

検

討

の

過

渡

期

に

あ

る

現

在

、

民

家

建

築

の

研

究

は

.

米

旅

の

正

し

い

建

築

史

組

織

の

上

K

大

な

る

要

素

と

な

る

べ

き

と

と

は

云

ふ

ま

で

も

な

い

。

世

界

の

建

築

を

通

観

す

る

に

.

民

家

建

築

ほ

ど

各

岡

の

特

質

&

設

も

よ

く

如

一

設

に

表

現

し

て

ゐ

る

も

の

は

他

に

砂

い

で

あ

ら

う

。

其

庭

に

は

英

雄

的

危

豪

快

さ

も

、

天

才

的

の

超

時

代

感

も

鉱

山

e

僅

か

に

集

候

・

風

土

と

一

玄

ふ

様

友

地

理

的

拡

勢

の

然

ら

し

む

る

必

然

的

危

も

の

と

、

叉

一

方

に

は

長

い

厩

史

に

は

ぐ

L

ま

れ

た

園

民

性

、

或

は

民

族

性

と

云

ふ

様

友

宿

命

的

な

d

刊

の

と

に

支

配

さ

れ

て

遅

々

・と

し

た

素

朴

な

歩

み

を

続

け

て

ゐ

る

の

で

る

る

。

と

の

こ

と

は

閣

や

民

族

を

異

陀

す

る

場

合

は

勿

論

で

あ

る

が

‘

更

に

一

関

内

K

於

て

も

同

様

の

現

象

が

認

め

ら

れ

る

。

例

へ

ば

我

聞

の

様

な

大

陸

か

ら

分

離

し

た

島

闘

に

於

て

も

共

の

井

県

(

は

、

各

地

に

於

て

知

ら

れ

.

所

謂

地

方

色

を

表

は

し

て

ゐ

る

貼

が

多

k

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

然

し

会

は

誌

に

民

家

建

築

が

提

出

す

る

多

く

の

問

題

へ

の

考

祭

を

し

ゃ

う

と

す

る

も

の

で

は

な

い

J

余

が

数

年

研

究

の

一

封

象

と

し

て

ゐ

る

白

木

建

築

史

の

一

部

を

友

す

日

本

件

宅

史

の

研

究

の

中

で

、

卒

商

計

割

の

基

本

形

成

と

も

云

ふ

べ

き

も

の

へ

の

一

一

一

の

疑

問

を

提

出

し

て

識

者

の

示

敬

を

乞

は

ん

と

す

る

の

で

あ

る

つ

然

し

余

は

今

書

粛

を

離

れ

て

研

究

肱

行

の

途

次

、

奈

良

の

肱

舎

に

b

っ

て

、

此

の

一

文

を

草

し

て

居

る

の

で

、

元

よ

り

手

元

に

一

叩

の

参

考

書

も

無

い

の

で

論

に

幾

分

不

徹

底

の

鈷

も

る

る

で

あ

ら

う

が

宜

恕

を

乞

ふ

次

第

で

あ

る

J

ずｾ

-ーーー

疑

問

の

早

稲

田

大

皐

助

教

授

工

皐

士

田

均

し

く

日

本

民

家

と

云

つ

で

も

.

地

方

的

K

各

々

特

質

を

持

っ

て

居

る

と

と

は

既

陀

述

べ

た

が

、

卒

商

計

割

、

構

造

及

び

意

匠

等

の

到

に

就

て

詳

細

に

槻

察

す

れ

ば

‘

大

凡

そ

同

一

の

基

本

形

式

か

ら

成

立

し

て

肘

る

ξ

が

認

め

ら

れ

る

。

で

あ

る

か

ら

と

れ

等

の

解

保

は

一

見

側

め

て

簡

単

の

様

で

あ

る

が

、

共

の

原

流

の

考

・

授

に

向

っ

て

精

統

友

る

検

討

を

加

へ

る

な

ら

ば

、

問

題

は

多

耐

に

分

れ

て

甚

だ

複

雑

と

友

り
、

北

ハ

の

解

耕

に

背

し

む

問

題

に

屡

々

逢

着

す

る

の

で

あ

る

J

殊

に

平

岡

計

制

の

問

題

は

、

土

俗

接

的

或

は

民

族

接

的

な

方

面

へ

も

交

渉

を

持

つ

も

の

で

る

る

か

ら

、

更

に

複

雑

と

な

る

わ

け

で

あ

る

。

日

本

民

家

の

基

本

形

式

は

『

閏

字

形

の

間

取

り

』

即

ち

俗

に

『

四

つ

自

の

間

取

り

』

と

云

は

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

が

、

此

の

形

式

蛮

生

以

前

の

佐

宅

形

式

と

じ

て

『

天

地

根

元

の

ん

日

進

』

の

あ

る

と

と

は

屡

々

云

は

れ

て

ゐ

る

。

此

の

形

式

透‘

泰

は

日

本

建

築

の

起

源

と

し

て

建

し

寺

流

停

警

の

中

に

あ

る

停

設

的

の

も

の

で

あ

る

が

、

竪

穴

式

、

矩

形

卒

商

で

間

取

り

な

ど

は

無

い

。

そ

し

て

壁

と

床

の

無

い

明

立

式

の

も

の

で

あ

る

か

ら

、

建

築

接

的

推

理

に

依

っ

て

も

、

或

は

北

ハ

の

形

式

の

延

長

と

も

認

め

ら

れ

る

飛

郡

白

川

村

の

民

家

、

或

は

栴

木

腕

何

内

郡

地

方

の

名

問

の

仕

事

場

の

『

ム

ロ

」

と

郁

す

る

も

の

等

の

土

俗

恩

的

遺

物

か

ら

見

て

も

、

卜

し

代

に

於

け

る

住

宅

建

築

の

一

形

式

と

し

て

O

天

地

根

元

の

ん

日

迭

の

存

花

は

否

定

さ

れ

な

い

で

あ

ら

う

u

然

し

此

ω

形

式

以

前

即

ち

先

史

時

代

の

住

宅

配

の

存

在

が

考

古

接

的

登

場

に

よ

っ

て

近

年

続

々

鷲

見

さ

れ

て

ゐ

る

が

共

れ

は

問

形

、

時

穴

式

、

中

央

に

櫨

を

設

け

た

形

式

で

、

土

俗

接

的

に

は

カ

ム

チ

ャ

ツ

カ

共

他

北

方

に

現

存

す

る

位

宅

形

式

と

凡

そ

同

一

の

も

の

で

あ

る

。

代

表

的

の

例

は

下

野

姥

山

貝

壊

、

武

臓

高

ケ

坂

、

八

幡

卒

等

の

住

居

鉦

で

あ

る

。

此

れ

以

前

に

遡

れ

ば

越

中

氷

見

郡

か

ら

鷲

見

さ

れ

た

横

穴

式

の

洞

窟

住

居

が

3  
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る

る

が

、

と

れ

ば

自

然

の

洞

窟

利

用

で

、

人

鴛

的

の

工

作

が

加

へ

ら

れ

て

ゐ

-

な

い

か

ら

住

宅

と

認

め

難

い

の

で

、

認

に

は

省

略

す

る

。

兎

に

角

原

始

的

の

住

宅

形

式

と

し

て

は

、

時

代

の

順

序

と

し

て

先

づ

固

形

怒

穴

式

か

ら

、

天

地

根

元

の

ん円山

造

形

式

へ

椋

t
-
も

の

で

あ

る

が

、

共

の

過

程

を

如

何

に

解

離

す

べ

き

で

あ

ら

う

か

r

余

は

此

の

問

題

は

寧

ろ

、

殆

ん

ど

閥

係

の

無

い

民

族

的

の

相

異

と

認

め

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

他

に

考

察

の

飴

地

が

あ

る

で

あ

ら

F

J

か

J

更

に

間

取

り

の

形

式

に

就

て

は

、

前

K

述

べ

た

問

字

形

即

ち

四

つ

目

の

間

取

り

が

日

本

民

家

の

恭

本

形

式

と

た

っ

て

ゐ

る

と

と

は

説

れ

し

も

認

め

得

る

所

で

あ

る

‘

此

の

形

式

で

綾

も

古

い

遺

物

は

出

雲

大

祉

の

卒

商

形

式

で

‘

方

二

問

、

正

方

形

の

平

面

で

.

う

づ

柱

を

中

止

へ

に

置

い

て

.

如

何

に

も

問

字

形

の

卒

園

で

あ

り

、

叉

此

の

祉

は

大

己

責

命

の

住

宅

で

あ

っ

た

と

云

ふ

の

で

b

る

か

ら

、

上

代

既

に

斯

か

る

形

式

の

性

宅

が

あ

っ

た

と

考

へ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

其

の

構

造

意

匠

唯

一
寸

の

結

構

は

前

述

の

天

地

根

源

の

官

造

か

ら

進

化

し

た

も

の

と

認

め

て

何

等

不

合

理

な

所

は

無

い

。

然

し

之

れ

に

棋

〈

時

代

の

僅

か

な

遺

例

は

何

等

此

の

停

統

が

認

め

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

即

ち

天

卒

時

代

の

も

の

で

藤

原

不

比

等

の

室

橘

三

千

代

夫

人

の

住

宅

と

停

へ

ら

れ

る

法

隆

寺

東

院

の

仰

法

堂

、

或

は

正

合

院

文

書

に

依

っ

て

復

原

さ

れ

得

る

同

時

代

の

住

宅

等

に

依

れ

ば

.

云

ふ

ま

で

も

無

く

何

等

間

取

り

等

は

認

め

ら

れ

な

い
。

更

に

藤

原

時

代

初

期

の

寝

殿

造

K

も

一

一

棟

の

建

物

の

中

民

間

取

り

は

認

め

ら

れ

な

い

の

で

る

る

。

そ

し

て

間

取

り

の

殻

脹

は

隊

問

時

代

旧

か

ら

で

、

塗

節

乃

至

は

庇

の

問

等

か

ら

漸

次

進

化

す

る

こ

と

は

檎

袋

物

或

は

物

話

り

類

か

ら

明

か

に

推

定

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

鎌

合

時

代

末

乃

至

室

町

時

代

頃

に

な

れ

ば

、

武

家

活

及

び

祥

院

逝

が

完

成

さ

れ

、
ル

以

に

一叫

び

川

字

形

の

卒

同

形

式

が

生

れ

る

の

で

あ

る

。

印

ち

大

熊

防

士

所

蔵

の

所

訓

『

鎌

介

御

所

闘

』

乃

至

「

室

町

殿

屋

形

私

考

」

中

の

主

肢

の

形

式

は

室

町

時

代

の

出

字

形

卒

聞

を

持

つ

も

の

で

あ

り

、

近

-

仏

の

園

城

土寸

制

勝

十

院

特

殿

、

同

光

将

院

中

骨

殿

、

誰

園

寺

月
晶
化

殿

等

は

桃

山

時

代

の

主

殿

形

式

を

持

つ

書

院

治

で

あ

り

、

更

に

徳

川

氏

の

柳

営

の

主

要

部

分

の

如

き

も

少

し

複

朝

刊

で

は

あ

る

が

、

同

様

に

問

字

形

の

費

化

し

た

も

の

と

な

っ

て

ゐ

る

。

斯

様

に

槻

察

す

れ

ば

‘

現

在

日

本

民

家

卒

商

の

基

本

と

認

め

ら

れ

る

問

字

形

の

卒

面

形

式

の

源

流

に

就

て

は

‘

首

然

二

様

の

考

察

が

生

や

る

事

と

な

る

。

即

ら

其

の

第

一

一

は

上

代

既

に

出

謡

大

祉

等

の

道

管

に

表

は

れ

て

ゐ

る

如

く

、

官

時

か

ら

殻

生

し

、

共

れ

が

民

家

の

停

統

と

し

て

基

調

を

作

り

、

飛

鳥

、

天

卒

時

代

に

は

隆

盛

な

る

悌

教

文

化

が

時

代

を

鵬

倒

し

た

の

で

、

古

い

体

統

が

省

み

ら

れ

や

.

廷

に

民

家

と

別

K

藤

原

氏

の

貴

族

文

化

は

寝

叫

剛

造

を

構

成

し

て

殻

展

し

、

鎌

合

末

乃

至

室

町

時

代

に

至

っ

て

.

初

め

て

細

川

行

的

K

民

家

に

の

み

存

在

し

た

十

日

い

回

字

形

の

形

式

が

武

家

に

採

用

さ

る

L

所

と

な

っ

て

、

武

家

浩

主

殿

の

形

式

を

生

じ

、

書

院

迭

と

な

っ

て

今

日

に

迄

仰

ぺ

て

ゐ

る

と

す

る

の

で

あ

る

。

恩

師

伊

東

博

士

は

大

開

此

の

説

に

賛

意

を

表

さ

れ

、

更

に

鎌

倉

の

間

余

武

士

は

巾

4

へ

の

来

美

友

貴

族

文

化

に

無

智

で

あ

っ

た

か

ら

、

首

時

の

民

家

の

基

調

形

式

を

採

っ

て

、

所

謂

武

家

造

主

殿

形

式

を

構

成

し

た

も

の

で

は

あ

る

ま

い

か

、

と

云

は

れ

た

こ

と

を

記

憶

し

て

ゐ

る

が

、

傾

聴

す

べ

き

説

で

る

る

と

思

ふ

。

・

次

に

第

二

の

考

察

は

鎌

倉

乃

至

宰

町

の

武

家

時

代

K

至

っ

て

-

初

め

て

同

字

形

の

形

式

が

生

れ

、

此

の

頃

か

ら

民

家

の

基

調

と

な

っ

た

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

上

代

の

出

雲

大

祉

は

.

建

築

の

構

造

上

必

然

的

に

中

央

に

う

づ

粧

を

設

置

し

た

も

の

で

、

必

や

し

も

田

宇

形

の

間

取

り

と

す

る

矯

め

の

特

殊

な

考

案

か

ら

で

は

な

い

。

前

述

の

様

に

飛

鳥

、

一大

卒

、

弘

仁

、

藤

原

と

甚

だ

長

期

に

瓦

っ

て

此

の

間

取

り

形

式

が

忘

れ

ら

れ

て

ゐ

る

の

は

云

ふ

ま

で

も

無

く

民

族

的

友

も

の

で

無

か

っ

た

事

を

物

語

ゐ

も

の

で

あ

る

む

元

来

机

宅

形

式

、

特

に

間

取

り

と

云

ふ

綾

な

傑

い

民

族

的

な

体

統

を

根

底

に

持

ち

然

も

生

前

と

面

接

に

交

叫

仰

を

持

つ

形

式

が

容

易

K

費

改

さ

れ

得

る

も

の

で

は

無

い

っ

で

あ

る

か

ら

恐

ら

〈

鎌

倉

時

代

乃

至

室

町

時

代

頃

に

至

っ

て

武

家

が

武

家

治

主

肢

の

形

式

を

完

成

し

て

以

後

民

家

K

共

の

風

が

始

ま

っ

た

と

す

る

の

で

あ

る
J

脱

原

時

代

の

寝

殿

越

の

瑳

撞

を

見

て

も

、

一

一

棟

一

室

か

ら

漸

次

塗

館

、

庇

の

間

等

と

友

り

、

共

の

琵

逮

に

は

極

め

て

自

然

的

な

も

の

が

あ

り

、

民

政

的

の

旧

年

形

形

式

が

首

時

存

在

し

た

と

す

れ

ば

、

共

の

影

響

を

受

け

る

べ

き

答

で

あ

る

に

闘

ら

歩

、

何

等

共

の

跡

が

認

め

ら

れ

な

い

事

等

は

共

の

滑

擦

で

あ

る

と

考

へ

ら

れ

る

の

で

あ

る

4  

四
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回

字

形

の

間

取

り

の

版

流

K

閲

す

る

以

上

二

つ

の

考

察

は

何

れ

も

公

の

品

川

凡

で

あ

る

が

、

公

は

米

だ

北

ハ

の

何

れ

を

主

張

す

べ

き

資

放

に

も

接

し

た

い

の

で

あ

る
J

然

し

更

に

此

の

問

題

と

別

に

、

間

字

形

の

間

取

h

り

が

我

園

K

於

け

る

調

倒

的

の

護

渠

に

ぷ

く

も

の

で

あ

る

か

否

か

に

就

て

‘

小

ぃ
俗

附

チ

的

に

検

討

す

る

な

ら

版

、

先

づ

上

代

以

来

我

園

と

交

渉

の

深

い

四

阿

の

間

k

k

就

て

其

の

質

例

を

求

め

た

け

れ

ば

な

る

ま

い

。

更

に

根

本

的

に

云

へ

ば

、

我

が

日

本

民

族

が

何

れ

か

ら

移

動

し

て

来

た

も

の

で

る

る

か

、

或

満

洲

満

洲

の

耐

積

は

日

本

よ

り

も

憤

く

、

住

ん

で

ゐ

る

民

族

も

雑

多

で

あ

る

が

、

と

と

で

取

り

悦

は

う

と

す

る

の

は

古

米

在

住

し

て

ゐ

る

民

放

の

住

家

に

限

る

と

と

も
ゐ

し

、

露

関

車

人

の

体

へ

た

北

賦

系

の

民

家

ゃ

、

日

露

戦

争

以

後

に

於

け

る

本

邦

人

の

性

宅

に

つ

い

て

は

一

切

燭

れ

た

い

と

と

に

す

る
。

満

洲

在

来

の

民

家

を

大

別

す

れ

ば

、

は

如

何

な

る

も

の

と

如

何

友

る

も

の

と

の

複

合

で

あ

る

か

等

の

人

知

事

的

方

商

の

ー

に

も

考

究

を

進

め

日

付

ば

友

ら

ぬ

が

元

よ

り

之

れ

等

ぃ

専

門

外

の

事

は

余

樹

り

の

よ

く

す

る

所

で

左

い

d

然

し

先

鼎

者

の

川

問

先

に

撮

れ

ば

、

我

が

旧

字

形

の

間

取

り

の

源

流

と

も

考

へ

得

ら

れ

る

托

度

比

類

似

す

る

も

の

で

、

朝

鮮

北

部

の

或

地

方

の

民

家

児

期

か

る

形

式

の

存

在

す

る

と

と

は

、

八
I

和

次

郎

氏

の

報

告

に

依

っ

て

明

か

で

あ

り

‘

印

度

支

部

(

?

)

の

シ

ャ

ン

と

カ

チ

ン

族

の

性

宅

も

亦

我

が

問

中

形

間

取

り

と

院

内

覧

の

民

家

共

の

や

う

な

系

統

に

な

る

と

汚

へ

て

大

過

な

か

ら

う

と

忠

ふ
。

-

支

那

系

民

家

a

切

要

(

瓦

升

)

屋

川

帆

山

b

陸

(

又

は

川

弧

)
犀

糾

型

H

漏

ゲ

問

有

系

民

家

凹

裳

古

系

氏

家

と

の

中

、

川

以

後

の

山

一
我

山

系

、

即

ち

小

球

形

の

移

動

(

叉

は

聞

広

)

民

家

は

次

第

に

丙

方

K

退

却

し

・

今

で

は

黒

龍

江

省

の

西

部

.

遼

本

省

(

即

ち

奉

.大

省

)

の

阿

す

る

も

の

が

め

る

ん

や

を

既

に

古

く

伊

東

博

士

が

報

告

さ

れ

て

ゐ

る

u

我

が

上

代

文

化

が

各

種

族

の

複

合

文

化

で

あ

る

と

と

は

低

に

定

説

の

あ

る

所

で

あ

る

。

さ

れ

ば

此

の

間

取

り

形

式

の

如

き

も

、

勿

論

我

固

に

於

て

笑

附

さ

れ

た

も

の

で

左

く

、

種

族

移

動

K

依

っ

て

将

来

さ

れ

た

形

式

が

、

.
K

地

根

源

の

ん

日

進

或

は

共

の

殻

炭

形

式

と

結

ぼ

れ

て

必

に

特

附

れ

あ

る

も

の

と

な

っ

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

っ

以

上

略

記

し

た

所

代

依

っ

て

、

公

は

疑

問

二

一

な

ら

ヂ

、

三

乃

至

四

を

提

山

川

村

端

方

耐

に

於

い

て

比

る

と

と

が

出

来

る

だ

け

で

あ

る

か

ら

、

満

洲

民

家

の

小

に

は

加

へ

た

い

方

が

よ

か

ら

う

と

考

へ

る

の

で

記

さ

な

い

ι

以

下

右

の

順

序

に

従

っ

て

、

簡

単

な

が

ら

要

駄

だ

け

を

説

明

し

よ

う

。

足

り

な

い

所

は

詰

虞

で

補

っ

て

置

く

ο

満

洲

は

支

那

と

朝

鮮

三

の

中

間

に

あ

る

た

め

‘

民

族

や

政

治

の

史

的

閥

係

が

し

た

事

と

な

る

が

、

識

者

諸

賢

の

批

判

並

に

一
不

教

を

乞

ふ

次

第

で

あ

る

。

ハ

附

記

)

本

文

に

刊

付

設

し

作

な

か

っ

た

も

の

で

.

既

に

余

の

後

表

し

た

も

の

、

左

記

の

如

き

が

あ

る

。

御

渉

開

…

を

乞

・
中。

一

、

‘

』r

m

-

t

M

L

山

、

。

「

二

回

口

]

七

三

川}
W

E

A

T

=

・

5

U

宅

ロ

=
一
コ
向
山

E

ト
『
毛

岳
山

コ

(

高

図

工

業

合

議

プ

ロ

シ

1

J

T

イ

ン

ゲ

〉

二

、

日

本

仙

也

氏

(

雄

山

捌

田

弘

行

、

日

本

風

俗

民

講

座

)

竺

、

春

日

椴

現

窓

現

記

住

宅

孜

(

早

稲

田

建

築

即

日

+

報

、

第

七

銃

)

四
、

議

閣

寺

月

光

殿

(

市

民

苑

巡

施

、

第

一

品

川

)

-

(

奈

良

泊

四

伴

池

畔

政

舎

に

て

)
l

田

Y台

夏目

複

雑

で

あ

り

、

従

っ

て

満

洲

文

化

の

消

長

な

ど

も

簡

単

に

は

述

べ

難

い

。

し

か

し

大

障

に

於

い

て

、

支

那

本

土

か

ら

絶

へ

十

支

部

文

化

が

流

れ

込

み

、

一

方

で

は

満

洲

同

布

の

民

族

が

支

那

文

化

を

瀧

取

し

な

が

ら

間

有

の

風

も

殻

展

せ

し

め

る

と

い

ふ

有

様

で

あ

っ

た

。

市

湖

、

特

に

遼

東

小

島

に

支

那

人

が

移

住

し

た

の

は

漢

代

以

前

か

ら

で

あ

る

と

・

と

が

、

文

献

ば

か

り

で

な

く

考

古

感

的

遺

蹟

遺

物

の

研

究

に

よ

っ

て

も

明

か

5  
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か

味

と

意

前

の

の

部

門

泣

み

l
a

れ

。

る

こ

け

λ

殻

糸

に

那

ど

支

な

f

t、

川

則

壁

内

影

の
門

る

聞

は

あ

一

叉

が

第
で

あ

る

。

だ

か

ら

支

那

系

の

民

家

も

亦

随

分

早

く

か

ら

満

洲

K

出

現

し

た

と

と

が

推

察

せ

ら

れ

ゐ

が

、

遺

物

の

上

で

は

漠

代

の

墳

墓

か

ら

出

た

明

撚

の

中

に

瓦

製

の

穏

や

れ

家

の

模

型

が

見

出

さ

れ

る

の

み

で

あ

る

。

そ

の

模

型

か

ら

見

る

と

漢

代

の

住

家

の

中

に

は

、

既

に

瓦

を

引

い

た

切

妻

の

も

の

が

あ

っ

た

ら

し

く

‘

特

に

猷

り

破

風

の

傾

向

を

示

し

て

ゐ

る

駄

を

珍

ら

し

く

思

ふ

が

、

さ

う

し

た

民

家

が

ど

れ

だ

け

前

〈

行

は

れ

て

ゐ

た

か

に

つ

い

て

は

疑

問

と

し

か

言

へ

友

い
。

支

那

人

が

古

来

移

住

し

.

且

っ

そ

の

子

掃

の

定

住

繁

航

し

た

の

は

遼

陽

以

市

の

地

域

で

あ

っ

た

。

つ

ま

り

勧

海

や

比

海

の

沿

岸

と

謹

東

午

島

と

で

b

っ

た

。

政

治

又

は

軍

事

的

勢

力

は

一

時

更

K

北

方

ま

で

仲

び

た

と

と

が

る

っ

て

も

.

間

も

な

く

間

有

民

族

に

邸一

迫

さ

れ

て

放

棄

す

る

の

が

定

川

ぜ

あ

っ

た

遼

東

牛

島

さ

へ

も

高

勾

麗

の

や

う

友

強

大

な

此

族

が

勢

力

を

揺

る

と

支

那

川
氏

脹

は

彩

を

ひ

そ

め

ざ

る

を

得

友

か

っ

た

の

む

あ

る

J

士
叉

那

民

肢

が

市

山

閣

の

み

で

な

〈

北

渦

地

方

へ

ま

で

入

り

と

ん

廿

根

を

下

ろ

し

た

の

は

、

み

よ

く

清

朝

に

な

っ

て

か

ら

と

言

っ

て

よ

く

、

著

し

く

そ

の

傾

向

を

強

め

た

の

は

.

雨

明

中

期

以

後

・

特

に

十
有

一

|勺( 支那 事〕。鮪 J r' l な例。第 二悶

九

世

紀

に

な

っ

て

か

ら

と

見

て

よ

い

J

現

在

で

も

北

浦

へ

入

り

込

む

支

那

人

の

敢

は

(

仮

令

M

労

働

者

階

扱

で

過

牛

は

冬

期

師

郷

す

る

も

の

で

は

b

っ

て

も

)

年

k

百

前

向

を

下

ら

友

い

。

時

に

は

政

府

の

力

で

故

高

の

百

姓

を

移

住

せ

し

め

て

附

桜

一

せ

し

め

て

ゐ

る

。

か

う

い

ふ

情

況

で

あ

る

か

ら

支

那

系

民

家

が

今

で

は

満

洲

全

般

を

賄

容

す

る

勢

を

呈

し

て

ゐ

る

の

は

首

然

で

あ

る

。

そ

れ

に

反

し

て

満

洲

古

来

の

民

政

は

盆

k

影

が

う

す

く

な

る

。

三

百

年

近

く

も

支

那

を

支

配

し

て

ゐ

た

満

洲

民

鉄

の

如

き

も

の

ま

で

が

今

で

は

全

〈

支

那

化

し

て

満

洲

国

有

の

7
h

伺

文

化

友

ど

は

一

小

部

に

残

有

し

て

ゐ

る

の

み

と

言

は

れ

て

ゐ

る

。

従

っ

て

仁

e

t

E
V
A

'

b

満

洲

風

の

民

家

な

ど

も

遠

か

ら

十

し

て

絶

滅

す

べ

き

運

命

を

持

っ

て

ゐ

る

も

の

と

思

ふ

。

第 三閲 ｲｾ｣ 支那系 〕 。中 央が 門で左右が門房 で ある。屋根

の大棟を三つに ll lJ ける JiJ r- を注意。

6  

現

在

手

る

と

と

ろ

で

見

る

支

那

風

の

民

家

に

つ

い

て

述

べ

よ

う

、

い

ふ

ま

で

も

な

く

・

皐

に

支

那

風

と

い

っ

て

も

満

洲

の

民

家

は

北

支

那

の

系

統

に

属

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

南

克

那

の

民

家

と

は

全

く

遣

っ

て

ゐ

る

。

支

那

建

築

術

で

は

主

建

築

を

市

岡

せ

し

め

、

主

建

築

を

過

る

南

北

の

中

心

線

に

針

し

光

右

均

碕

K

各

種

建

築

物

を

配

置

す

る

の

を

き

ま

り

さ

す

る

。

上

は

宮

殿

か

ら

下

は

極

め

て

さ

さ

や

か

友

民

家

に

至

る

ま

で

そ

れ

が

守

ら

れ

て

ゐ

る

。

す

べ

て

の

建

物

は

長

方

形

の

卒

両

で

、

長

訟

に

出

入

口

や

窓

な

ど

を

と

り

・

短



溢

は

大

抵

厚

い

壁

に

止

ま

る

。

さ

う

し

た

矩

形

，

フ

ロ

ッ

ク

が

東

西

、

市

じ

向

け

て

建

て

ら

れ

・

互

の

聞

を

つ

友

ぐ

廊

下

な

ど

は

一

切

肘

ゐ

な

い

か

ら

、

辿

新

が

な

く

切

れ

切

れ

の

や

う

に

成

立

γ

る

。

建

物

の

大

き

さ

を

表

は

す

に

は

・

日

本

と

同

じ

よ

う

に

長

溢

の

佐

聞

の

放

に

よ

り

・

三

開

局

子

と

か

五

間

一

男

子

な

ど

と

イ

}

d

z
z

z

呼

ぶ

、

一

間

の

長

さ

は

七

尺

位

か

ら

十

一

尺

住

ま

で

あ

り

.

一

定

し

た

長

さ

で

は

な

い

。

門

は

普

通

市

の

中

央

に

設

け

る

が

、

市

街

地

で

は

敷

地

と

泊

路

と

の

闘

係

か

ら

東

又

は

西

に

世

く

と

と

も

あ

る

。

簡

翠

な

の

は

一

問

、

切

実

]
河
川
状

、

削

川

原

の

程

度

で

あ

る

が

‘

少

し

よ

い

家

に

な

る

と

三

間

.

五

間

尉

子

友

ど

で

、

中

央

一

聞

を

門

と

し

・

-

十
k

.

布

の

各

一

間

又

は

支

中

，

四

'

。L

ι

圃

-

p

-hυ

川

J

世

L

F

P

都

大

田

午

?

の

》

，

門

意

戸

の

注

、

c

申

央

を

け

-

中

ど

寸

一

四

・
・

4

M

-

t

u

e，

巴

主

B
島

『

r

k

噌

ヰ

F

司

f

上

回

支

、

拍

師

向

(

間

直

一

門

欄

一

同

や

は

園

間

瓦

と

4
【

四

那

門

-

第

l

-
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な

ど

に

川

ゐ

ら

れ

る

。

庭

の

北

に

三

間

以

上

(

五

間

・

七

聞

な

ど

)
の

正

-m
が

あ

り

・

主

人

夫

婦

の

位

む

と

と

ろ

で

あ

っ

て

、

親

し

い

容

の

肱

接

室

吃

加

へ

で

あ

る

場

合

が

多

い

Q

大

き

い

家

で

は

以

上

の

や

う

な

配

世

を

奥

へ

奥

へ

と

繰

り

返

す

だ

け

で

、

極

め

て

単

調

且

つ

平

面

的

で

る

る

。

過

し

て

床

を

暖

め

る

設

備

に

友

っ

て

ゐ

る

が

朝

鮮

の

オ

ン

ド

ル

よ

り

も

優

れ

た

駄

が

少

く

な

い

。

是

乞

抗

と

い

ふ

。

朝

鮮

り

オ

ン

ド

ル

は

室

の

金

床

を

艇

で

段

め

る

の

で

あ

る

が

.

支

那

の

坑

は

室

の

一

部

分

の

み

に

止

ま

る

。

だ

か

ら

支

那

の

有

識

者

は

カ

ン

と

オ

ン

ド

ル

と

を

同

別

し

て

呼

ん

で

ゐ

る

が

、

日

本

人

は

非

常

識

に

も

混

同

し

て

総

て

を

オ

ン

ド

ル

と

言

っ

て

ゐ

る

。

間

警

に

ま

で

オ

ン

ド

ル

と

し

て

ゐ

る

の

は

感

心

出

来

な

い
。

外

槻

も

亦

単

調

そ

の

も

の

で

、

煉

五

時

一一
か

ら

瓦

に

至

る

ま

で

一

切

畑

山

灰

色

の

一

色

で

あ

る

。

屋

根

は

普

通

切

妻

に

限

り

を

つ

け

て

ゐ

る

が

軒

反

り

は

な

い

。

前

庭

友

ど

に

も

日

本

風

の

築

山

な

ど

は

友

〈

、

桶

と

か

鉢

に

組

え

た

花

丹

生

劉

J E1i } ( 文書E系〉。内面去には石がE泣きつめてある。

重

要

な

建

物

な

ら

ば

必

ら

歩

出

入

口

が

中

央

に

あ

り

・

そ

れ

に

よ

っ

て

建

物

が

F

お

に

二

分

さ

れ

て

伎

は

れ

る

。

居

室

は

勿

論

靴

を

は

い

た

ま

ま

居

る

所

で

あ

る

か

ら

、

上

聞

.

煉

瓦

敷

或

は

板

敷

κ
友

っ

て

居

り

、

室

内

の

市

俊

一
広

一
沿

う

て

(

時

に

は

北

壁

の

と

と

も

あ

る

)

高

さ

二

尺

位

、

制

五

尺

飴

那

れ

が

支

さ

風

あ

る

煉

瓦

(

化

那

迭

の

高

床

部

代

支

一

近

に

を

設

け

、

の

〈

分

室

金

多

日

中

は

腰

接

で

だ

忽

宮

市

未

掛

け

と

し

総

一

も

-

室

の

で

夜

は

山

収

益

居

房

れ

の

正

そ

と

し

て

用

人

は

ゐ

る

ι

お

土

J

U

M

L

い

時

に

は

岡

、

A

ゐ

え

大

系

て

見

F

K

煙

を

第

第五到

一

一

聞

を

門

一

同

と

い

っ

て

使

仙

人

の

民

生

に

あ

て

て

ゐ

る

。

大

き

友

家

で

は

児

に

胤

へ
広

中

門

を

と

る

の

が

将

一泊

で

あ

る

門

を

入

っ

た

と

乙

ろ

に

は

院

チ

と

い

っ

て

腕

い

庭

が

あ

る

。

庭

の

点

回

に

三

間

又

は

五

聞

の

府

肢

が

あ

り

‘

円

疋

は

尉

房

、

倉

山

伸

、

家

人

の

屍

室

古

島

ゐ

舟

E

U
市

，

A

S

7  
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第 ヒ闘 陸 屋 依 の 家。 ζ れ は南満 の 家 だ か ら 石 積 みの壁

を用ゐ てゐる 。 道 に 沿 うた外壁 l亡は 量生 P 大き な慾を と

らないのが普油で ある 。

，. ｾ＠

e〆j

照

的

に

な

ら

べ

た

だ

け

で

あ

る

日

本

の

庭

闘

に

親

し

ん

だ

者

に

と

っ

て

は

、

驚

く

ば

か

り

の

無

味

乾

燥

さ

で

あ

る

が

そ

れ

で

も

他

の

系

統

の

も

の

に

比

べ

る

と

是

は

遥

か

に

後

れ

て

ゐ

る

と

言

っ

て

よ

い

υ

四

陸

自

伸

一

桜

と

い

っ

て

も

市

一

一

制

的

廿

は

友

〈

闘

孤

を

な

し

て

ゐ

る

か

ら

、

カ

マ

ポ

コ

屋

川悦

な

ど

と

呼

ぶ

人

も

あ

る

。

と

の

系

統

の

民

家

は

満

洲

の

阿

牛

部

、

特

に

昔

の

東

袋

古

に

臆

し

て

ゐ

た

新

開

地

K

多

〈

-

支

那

本

土

で

は

州

北

‘

山

西

二

省

の

北

部

申

告

恰

爾

省

、

そ

れ

か

ら

西

ｾ＠

第 八 回 総 伎 の 外観。章受物問屋には陸屋根の書誌が多い 。

基礎が浅いと曹は凍害をうけて壁が倒れるととが多く

かうした支牲 を設けなければならない 。

へ

走

っ

て

小

説

方

耐

ま

で

泌

制

す

る

ο

放

に

陸

尾

川

悦

系

は

問

ア

ジ

ア

、

中

央

ア

ジ

ア

友

ど

の

a

X

化

に

属

す

る

も

の

と

思

っ

て

よ

い

。

満

洲

へ

入

っ

た

の

は

出

か

百

五

十

年

と

の

方

で

あ

る

が

、

安

m

k
川

米

る

の

と

、

土

質

が

都

介

よ

い

の

と

で

新

開

地

で

必

ん

で

川

ゐ

ら

れ

る

た

め

、

放

の

上

か

ら

吾

一

口

へ

ば

非

常

に

俊

労

で

あ

一

る

が

、

附

に

却

す

る

抵

抗

力

が

少

友

い

の

で

、

次

第

に

支

部

瓦

を

力

ハ

ー

た

中釈

に

陸 屋根を備隊する。第九回

鑓

化

す

べ

き

運

命

を

持

っ

て

ゐ

る

と

思

は

れ

る

。

泥

を

か

た

め

た

日

乾

し

煉

瓦

を

つ

ん

で

時

と

し

、

制

い

丸

太

で

凶

弧

欣

の

小

屋

制

を

設

け

た

上

に

、

高

梁

殺

を

敷

き

つ

め

、

吏

に

泥

を

表

.

耐

に

塗

っ

て

踏

み

か

た

め

る

。

我

々

は

七

月

の

.m
期

に

な

る

毎

に

、

泥

屋

川

帆

が

陥

淡

し

た

あ

り

さ

ま

や

、

屋

川

悦

に

胞

を

ま

い

て

踏

み

か

た

め

て

ゐ

る

姿

を

は

る

と

と

が

川

来

る

。

勿

論

よ

い

家

に

な

る

と

石

次

を

表

面

に

塗

っ

て

ゐ

る

の

も

る

る

が

、

さ

う

い

ふ

例

は

決

し

て

多

く

な

い

。

家

の

聞

取

り

ゃ

室

内

設

備

な

ど

は

全

く

切

ド

応

用

艇

の

民

家

と

受

り

は

な

い
。

性

ん

で

ゐ

る

の

が

同

じ

支

那

民

族

で

あ

る

か

ら

営

然

℃

あ

ら

う

ο

仕

ん

で

ゐ

る

人

達

も

と

ん

友

家

で

満

足

し

て

ゐ

る

の

で

は

な

い

が

、

諸

事

倹

約

の

支

那

人

で

あ

る

し

、

瓦

引

に

し

て

後

の

軍

陶

か

ら

訓

せ

ら

れ

る

英

大

た

賦

金

を

恐

れ

る

鞘

も

あ

ら

う

。

8  

五

国

家

の

治

安

陀

頼

る

と

と

が

出

来

な

い

安

部

人

に

と

っ

て

は

、

一

家

が

同

時

に

一

つ

の

域

出

で

友

く

て

は

左

ら

ぬ

。

特

に

馬

賊

の

祈

躍

す

る

満

洲

の

川

合

で

は

、

屡

・

4

高

い

煉

瓦

恨

析

を

め

ぐ

ら

し

、

凶

附

に

一

段

尚

い

機

を

築

い

て

銃

眼

が

安奉務iで見る民家( i前洲系〉負1十|百l
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設

す ジ へ 支 思 屋 け

る ア な 那 ふ 根 そ で

も な い の 。 系 の あ

の ど で 妓 だ に 防 る

で で ・ 壁 か 属 製 例

は 見 む を ら す 的 を

な る し 小 此 る 緋 見

か 域 ろ さ の も 築 出

ら 民 新 〈 種 の の す

う 式 訪 ; ! し の が あ

か 民 省 た も 多 る

。 家 や と の い 家

と 中 の は や は

閥央み Ｍ ｾＧｲｌ う、

物 ア 考 に に 陸

...... 
，、

さ

へ

も

世

い

た

も

の

が

あ

る

。

門

は

日

本

の

鳥

居

に

類

す

る

も

の

・を

用

ひ

.

ま

は

り

の

抑制

も

丸

太

や

板

を

以

て

諮

っ

て

ゐ

る

。

そ

れ

か

ら

内

・

挺

に

は

校

倉

K

似

た

高

倉

の

あ

る

も

の

が

少

く

な

い

。

し

か

し

満

洲

系

と

は

言

つ

で

も

、

今

で

は

煉

瓦

鈴

や

安

の

間

取

り

な

ど

が

全

〈

支

郎

風

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

が

る

る

の

は

.

二

千

年

米

東

漸

し

て

ゐ

る

支

部

文

化

の

と

と

で

あ

る

か

ら

‘

営

然

の

影

響

と

い

弘

べ

き

で

あ

ら

う

。

そ

れ

で

も

室

内

の

代

は

北

支

那

風

と

泣

っ

て
、

市

、

四

‘

北

の

三

方

K

連

総

し

た

も

の

と

し

、

来

客

も

一

家

の

者

逮

も

同

宣

で

臥

床

す

る

風

が

あ

る

結

に

古

風

が

残

つ

満

洲

間

有

系

と

い

ふ

の

は

現

在

北

櫛

の

部門

k

晴

雨

附

近

や

東

部

山

地

、

例

へ

ば

安

務

総

K

沿

う

地

方

で

見

る

も

の

で

b

っ

て

、

高

梁

殻

を

茸

い

た

切

妻

屋

佃

帆

に

泥

監

.

時

に

は

千

木

K

似

た

交

叉

木

支第 十 一 回 北浦チチノ、 ル附 近 の民 家 の門( 満洲系〉。

那系 の門に近 いが屋根 にi前洲風が残っ てゐる 。

Ｈ ［Ａｬｩ嗣ｾ f&i'it :A '"量1 ｲ ｕ ｾＧ Ｉ＠

て

ゐ

る

。

未

知

の

客

で

も

行

き

暮

れ

て

一

夜

の

宿

を

抑制

め

ば

、

心

よ

〈

宿

泊

せ

し

め

、

支

那

と

は

迷

っ

て

主

婦

が

出

て

枇

待

す

る

の

が

満

洲

の

古

風

で

あ

っ

た

が

、

支

那

移

民

の

増

加

と

北

ハ
氏

、

し

た

素

朴

な

風

が

次

第

に

消

え

つ

つ

b

る

。

第 十 二回

第十三国 吉林 に 於 け る 民 家の門。

加味せられた もの であら う。

第十四闘 吉林に於 け る民家の 門。 塀 は 支

那風であるが. 板 による 支 那系模迭の門

は、 会 <i 首叫Hの ー 特 命 ル開 で上か1 . ， .，。

渦

洲

の

此

家

は

主

建

築

が

点

市

民

向

く

風

が

あ

る

と

と

は

背

か

ら

文

献

に

出

て

ゐ

る

が

、

今

で

は

そ

れ

も

全

く

支

那

:

化

し

て

南

面

す

る

や

う

に

鎧

っ

た

J

斯

う

い

ふ

風

に

満

洲

悶

有

の

・

民

家

も

、

良

貨

の

昔

の

姿

は

最

円

十

や

正

確

な

と

と

が

見

ら

れ

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

J

え

』

民

ノ

とれ は勿論西洋風が

吉

林

の

町

は

支

那

化

し

9  
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て

は

ゐ

て

も

比

較

的

満

洲

風

の

名

残

り

が

見

え

、

附

近

か

ら

木

材

の

産

出

が

盟

富

で

b

る

か

ら

、

煉

瓦

を

鈴

り

使

は

な

い

建

築

が

多

い

。

特

に

塀

と

か

門

な

ど

静

岡

と

云

へ

ば

史

上

か

ら

共

普

天

領

の

地

で

あ

っ

た

と

と

を

思

起

さ

る

L

も

の

で

あ

る

。

東

海

道

は

五

十

三

次

の

時

代

、

諸

大

名

遠

の

道

中

の

捌

り

其

宿

幼

と

し

て

の

っ

と

め

を

哨

戒

し

て

居

っ

た

、

東

本

陣

が

今

に

共

あ

り

し

昔

の

面

影

を

止

め

て

居

る
。

本

首

の

町

名

を

正

せ

ば

静

岡

市

停

馬

町

の

平

尾

某

氏

所

有

の

家

が

夫

れ

で

あ

る

、

弘

、

外

観

も

貨

に

オ

ツ

ト

リ

と

し

た

構

へ

で

・

出

入

口

の

闘

係

ハ

タ

ゴ

ヤ

と

静
現 存 せ る 静 岡 東 本 陣 平 面 u.; !

一 階 卒而|同

岡

一
一

句

土
'1i 

に

は

支

那

で

見

ら

れ

友

い

も

の

が

あ

り

板

で

支

那

建

築

を

模

遁

し

た

も

の

も

少

く

な

い

。

と

の

板

に

よ

る

般

地

は

世

に

八

百

年

も

昔

か

ら

北

浦

地

方

で

行

な

は

の

東

陣

本

し

て

の

室

の

配

置

.

特

に

高

位

の

人

の

客

聞

と

し

て

、

庭

に

面

し

た

、

奥

ま

っ

た

坐

敷

の

オ

チ

ッ

キ

、

夫

れ

に

附

属

し

た

る

便

所

の

構

へ

な

ど

殊

に

面

白

い

風

情

が

夫

れ

等

を

通

し

て

認

め

得

ら

る

L

共

後

此

家

は

再

度

の

補

修

を

加

へ

ら

れ

た

り

嘗

て

は

一

軒

で

あ

っ

た

も

の

を

今

で

は

二

軒

の

家

と

し

て

分

割

さ

れ

た

り

G  

。

λJ ... 己

的 0 6
- "1 1、、

昨 ζ コ

。え

ρ

川

'
F

一

円

U

③

i

i
o  

... 、

Lを

l e 

れ

て

ゐ

た

形

式

で

あ

る

。

満

洲

系

は

地

理

的

杭

置

か

ら

-一
一

行

っ

て

も

、

朝

鮮

と

支

那

と

の

中

聞

に

な

っ

建

築

型

式

を

一
不

す

の

が

常

然

守

る

る

が

、

同

時

に

日

本

凶

有

民

家

と

も

つ

な

が

り

が

あ

る

ら

し

い

賠

を

見

逃

が

す

と

と

が

出

来

な

い

よ

う

に

思

ふ

d

(

昭

六

・

四

・

八

)

跡

松

'儀

本

入

し

て

成

っ

て

川

る

、

夫

か

ら

近

く

又

或

合

一

砿

の

事

務

所

に

宛

て

ら

る

L

様

子

で

、

時

代

の

安

法

と

は

云

へ

け

な

げ

に

も

色

々

と

身

菅

を

し

て

奉

仕

し

て

ゐ

る

語

で

あ

る

。

二 階 半 面開

( 伝来の批? と す〉

ω円

。

急

円一

L

d

3

ヘJ

ヘ1

3

3

3

二

ァ

コ
7

/

L

P

(

-1)' 

1司

エ

・

フ

t

L

句、，

10 ー

本 iiIJ H rll 四I向〕
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j農

尾

昨

年

の

本

誌

郷

土

建

築

批

に

於

て

、

『

名

古

屋

の

郷

土

建

築

』

と

題

し

1

一

般

商

家

建

築

、

枇

本

建

築

等

の

械

器

は

記

し

た

が

、

と

の

地

方

に

於

け

る

農

家

建

築

に

就

て

は

制

等

記

述

を

試

み

な

か

っ

た

。

従

っ

て

本

年

は

そ

の

柿

足

と

し

て

誌

に

二

三

の

貧

弱

友

資

料

K

依

っ

て

農

家

建

築

む

概

暑

を

制

介

す

る

と

と

L

す

る

・
濃

尾

の

平

野

は

木

曾

、

揖

斐

の

雨

大

河

の

恩

悪

を

受

け

て

、

土

地

肥

沃

‘

大

古

よ

り

相

治

文

化

の

開

殻

せ

ら

れ

て

照

っ

た

と

と

は

か

の

日

本

武

命

点

征

の

史

官

に

依

っ

て

も

明

で

あ

り
、

妹

K

中

世

に

た

っ

て

は

織

問

、

豊

臣

、

徳

川

三

氏

の

瑳

鮮

地

と

し

て

‘

一

時

本

邦

文

化

の

中

楯

を

剥

し

た

地

で

あ

る

υ

従

っ

て

と

の

地

方

に

於

け

る

民

家

の

現

存

せ

る

も

の

に

は

興

味

念

る

琵

態

を

示

せ

る

も

の

も

多

く

見

受

け

ら

れ

.

郷

土

建

築

研

筑

に

好

会

柔
4

資

料

と

も

な

る

で

る

ら

ろ

と

考

へ

ら

れ

る

千

野

の

農

濃

尾

の

平

野

と

い

ふ

も

、

甚

だ

院

大

で

あ

り

、

些

制

に

槻

察

す

れ

ば

一

…
慨

に

は

論

じ

難

い

と

思

は

れ

る

が

、

大

問

者

名

古

犀

近

郊

の

農

家

K

就

て

言

へ

ば

、

存

農

家

は

一

軒

」

刊

に

雑

木

の

木

武

と

か

、

竹

鍛

と

か

で

背

商

を

純

は

れ

た

も

の

が

多

く

・

あ

た

か

も

武

蔵

野

の

民

家

を

見

る

が

様

で

あ

る

。

そ

し

て

此

等

の

農

家

の

建

築

形

態

で

特

民

一

任

意

を

惹

く

の

は

屋

根

で

、

屋

根

は

一

般

に

草

立

入

母

辰

で

あ

る

が

、

そ

の

入

母

犀

も

京

都

の

阿

郊

あ

た

り

に

見

る

や

う

な

大

き

な

立

波

及

も

の

で

な

く

、

甚

だ

小

さ

く

て

山中

説

け

的

の

も

の

で

あ

り

‘

h

一以

は

削

阿

の

中

心

棟

か

ら

鑓

じ

た

も

の

で

は

あ

る

ま

い

ー

か

と

も

思

へ

る

。

棟

は

箱

棟

の

如

く

に

大

屋

根

と

一

段

の

段

違

ひ

が

あ

り

、

と

の

段

泣

ひ

は

名

古

屋

近

郊

の

も

の

は

約

一

尺

ば

か

り

も

あ

る

や

う

で

あ

る

が

‘

本

曾

、

持

斐

の

同

州

を

波

る

と

迭

だ

し

く

少

く

な

り

、

な

ほ

市

民

行

く

と

全

然

消

滅

し

て

.

大

屋

旧

状

が

や

ん

ベ

ら

に

延

び

家

城

て

注

ち

に

棟

と

な

っ

て

居

る

も

の

も

見

ら

れ

る

。

そ

し

て

と

の

棟

で

特

筆

せ

ムな

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

思

ふ

の

は

、

棟

飾

り

と

も

言

ふ

ぺ

き

二

本

の

一

寸

角

位

の

木

が

交

叉

さ

れ

て

、

棟

の

雨

端

に

の

っ

て

居

る

こ

と

で

あ

る

。

第

一

闘

A

は

一

般

の

棟

飾

り

を

示

し

て

居

る

が

‘

中

に

は

と

れ

が

二

本

の

竹

K

置

き

か

へ

ら

れ

て

い

山

る

も

の

も

あ

り

、

叉

と

の

棟

飾

り

が

朽

ち

て

そ

の

後

そ

の

ま

L

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

も

の

か

、

或

ひ

は

最

初

か

ら

全

才

一

明

八

A

U

)

が

落

'f

w

J

戸

久

然

省

署

し

た

も

の

か

は

判

然

と

し

な

い

が

‘

と

の

二

本

の

交

父

せ

る

棟

飾

り

の

全

く

無

い

も

の

も

多

く

あ

る

。

そ

し

て

な

ほ

些

細

に

視

察

す

る

と

B

の

如

〈

棟

飾

り

が

棟

の

中

に

納

っ

て

し

ま

っ

て

‘

足

だ

け

を

長

く

大

屋

根

の

雨

端

に

延

ば

し

て

尉

る

も

の

も

あ

る

。

此

等

の

興

味

あ

る

棟

飾

り

の

下

法

を

考

へ

て

見

る

に

、

組

〈

一

小

部

落

の

中

で

さ

へ

も

各

入

交

っ

て

似

る

の

で

、

何

れ

が

最

古

の

千

法

で

.

何

れ

が

新

し

い

手

戸

高

明

ぺ

B

)

守

12 -



f' 283 建 築 と 厳 舎

も

の

で

あ

る

か

は

一

寸

想

像

も

つ

か

な

い

。

然

し

私

の

臆

測

か

も

知

れ

な

い

が

、

恐

ら

く

此

等

の

手

法

は

一

括

し

て

原

始

住

居

の

千

木

の

鐙

形

で

は

あ

る

ま

い

か

と

考

へ

ら

れ

る

。

現

に

と

の

棟

飾

り

の

消

滅

し

た

も

の

も

見

受

け

ら

れ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

屋

根

茸

の

構

造

上

必

須

町

材

と

も

受

け

と

れ

た

い

し

、

叉

全

然

潤

自

の

装

飾

手

法

と

も

思

へ

な

い

。

従

っ

て

原

始

住

居

に

見

る

千

本

の

手

法

が

か

く

一

寸

角

位

の

長

い

木

打

を

交

叉

し

て

棟

の

両

端

に

の

せ

る

と

と

に

遺

こ

さ

れ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

そ

し

ー

や

が

て

と

れ

が

竹

で

代

川

せ

ら

れ

、

竹

た

ら

ば

数

年

で

朽

ち

る

か

ら

、

取

り

か

へ

る

と

と

も

し

な

い

で

今

日

見

る

や

う

に

色

々

な

形

態

と

な

っ

た

も

の

と

思

は

れ

る

。

と

の

棟

飾

り

の

手

法

は

特

K

興

味

あ

る

貼

で
、

決

尽

の

卒

野

は

大

古

よ

り

文

化

の

開

張

せ

ら

れ

て

居

っ

た

地

で

あ

り

友

が

ら

、

現

在

た

ほ

か

L

る

原

始

佐

川

の

偲

を

切

め

て

居

る

能

家

の

琵

見

出

米

る

の

に

は

、

甚

だ

事

ぶ

べ

き

と

と

ろ

が

多

い

の

即

ち

千

木

の

形

式

は

布

く

は

か

の

出

版

也

に

も

、

書

院

逝

K

も

見

る

と

と

の

川

来

な

い

手

法

℃

あ

り

、

叉

近

く

は

町

家

建

築

‘

京

し

く

は

武

家

犀

放

の

建

築

に

し

ろ

、

今

日

K

遺

る

も

の

は

只

に

夫

等

の

建

築

せ

ら

れ

た

首

時

に

於

け

る

建

築

形

態

を

一
示

す

K

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る

が

‘

農

家

の

建

築

に

於

て

の

み

澗

り

千

水

の

手

法

の

如

き

原

始

住

居

の

手

法

を

今

た

ほ

樹

示

し

て

居

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

し

て

郷

土

建

築

研

究

の

一

日

的

は

在

に

此

等

の

輩

出

依

形

態

を

研

究

し

、

か

L

る

事

官

の

原

凶

を

探

索

究

明

す

る

と

と

に

一等

ろ

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

は

れ

る

。

名古屋 市東郊のｾ ＪＨ屋級 事ｉｩＧｬｦｬｩり に注意Ｉ第二悶

名古屋市東郊の農家屋根椋飾 り第四聞

名古屋市北郊の良家

次

K

卒

商

K

就

て

は

一

般

各

地

の

典

型

的

世

家

卒

面

と

は

大

発

注

〈

.

桁

行

は

一

定

せ

・

な

い

が

、

梁

川

は

必

十

二

間

半

か

若

し

く

は

三

聞

に

限

ら

れ

て

居

る

。

此

れ

は

首

然

徳

川

幕

府

の

家

作

制

限

の

結

川

市

で

幕

府

の

施

政

方

針

は

農

民

の

生

析

を

し

て

板

度

に

縮

少

さ

せ

る

と

い

ふ

主

義

で

あ

っ

た

か

ら

、

住

居

に

封

第三間

す

る

家

作

の

制

限

も

屡

k

行

は

れ

た

の

で

あ

る
叫

家

作

制

限

の

最

初

は

寛

永

十

九

年

五

月

に

町

村

諸

法

度

が

出

て

『

不

似

合

家

作

自

今

己

後

待

作

間

敷

市

』

と

記

し

、

甚

だ

漠

然

と

し

て

居

る

が

、

そ

の

後

・克

永

廿

年

三

月

・

元

秘

十

二

年

、

立

保

ム

ハ

年

同

七

年

克

政

十

二

年

(

と

の

年

の

リ

出

張

掃

の

制

限

で

は

武

士

の

邸

.

家

作

‘

間

数

.

川

町

日

割

等

P

L

I
め

て

居

る

d

ー

ー

昭

和

五

年

五

月

本

誌

郷

土

建

築

枕

に

於

け

る

抑

制

参

照

)

等

耐

を

爪

ね

る

符

に

蹴

置

と

怠

っ

て

尉

る

。

即

ち

享

保

六

年

の

七

十

五

例

傑

御

法

度

窓

口

に

は

『

新

一

院

に

建

候

家

は

梁

川

可

供

三

川

股

』

と

あ

り

、

同

十

四

年

の

御

僻

目

で

は

『

新

迭

の

家

梁

間

二

間

半

庇

一

問

、

桁

行

六

川

』

と

あ

り

.

と

の

享

保

の

家

作

制

限

は

全

- 13 ー
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国

に

行

き

渉

っ

た

も

の

ら

し

く

、

叫

怖

に

潰

尾

の

卒

野

は

御

三

家

の

所

領

で

あ

っ

た

か

ら

巌

重

に

賀

行

さ

れ

た

も

の

が

、

忠

資

K

裏

書

し

て

居

る

も

の

が

存

在

す

る

。

即

ち

篤

度

第

一

一

は

梁

間

二

間

牛

の

も

の

で

一

聞

の

瓦

非

庇

を

卦

下

し

て

尻

る

諜

け

で

あ

る

。

四

鳩

尾

卒

野

の

法

家

は

以

上

の

如

〈

何

組

先

吾

々

の

祖

先

!

共

れ

は

此

園

の

先

住

民

族

で

あ

る

。

コ

ロ

ボ

ツ

ク

ル

や

プ

イ

ヌ

や

熊

襲

、

土

蜘

昧

で

は

な

い

、

外

来

者

で

あ

る

と

と

ろ

の

大

和

民

族

の

祖

先

の

郷

土

建

築

と

は

川

市

し

て

何

ん

で

あ

ら

ふ

?

。

彼

の

天

地

棋

一冗

の

宮

と

栴

す

る

甚

だ

し

く

プ

リ

ミ

チ

l

ヴ

・

な

も

の

が

吾

々

の

祖

先

の

郷

土

建

築

で

あ

る

と

吾

々

は

教

へ

ら

れ

て

居

る

。

了

度

共

れ

は

今

日

北

海

道

に

遺

る

ア

イ

ヌ

人

の

家

屋

に

比

す

べ

き

程

度

の

も

の

に

過

ぎ

な

い

、

否

よ

り

以

上

に

簡

単

な

る

牛

穴

居

的

期

立

小

屋

に

過

ぎ

な

い

も

の

で

あ

る

つ

作

一

寸

特

殊

の

建

築

形

態

を

一
不

さ

な

い

が

.

と

れ

を

此

一
一

細

陀

一栂

捺

す

れ

ば

な

ほ

幾

多

の

興

味

あ

る

問

題

を

接

見

し

得

る

と

と

で

る

ら

う

と

思

は

れ

る
。

思

ふ

に

今

日

『

郷

土

』

の

研

筑

は

毎

々

佐

友

ら

う

と

し

最

近

に

於

て

は

「

郷

土

教

育

』

と

い

ふ

一

つ

の

新

し

い

テ

1

7

が

教

育

界

に

興

っ

て

居

る

。

と

れ

は

真

に

結

構

な

と

と

で

は

あ

る

が

、

そ

の

問

題

と

す

る

庭

を

吟

味

考

察

し

て

見

れ

ば

‘

只

都

市

的

教

育

の

発日

建

土

大

和

民

肢

が

此

閑

へ

の

移

住

民

で

あ

っ

た

事

は

考

古

療

や

人

都

島

T

K

て

諮

問

し

て

居

り

、

只

其

れ

が

朝

鮮

方

而

か

ら

と

、

南

洋

方

耐

か

ら

波

供

し

た

と

の

二

つ

の

議

論

に

別

れ

て

居

り

‘

何

れ

も

共

れ

L

T

明

確

K

立

話

し

得

る

域

に

達

し

て

居

左

い

が

、

併

し

な

が

ら

其

移

民

首

時

即

ち

今

よ

り

二

千

五

百

徐

年

前

に

於

け

ろ

此

防

民

族

の

文

化

は

、

決

し

て

.

今

日
r

l

同

人

の

見

る

川

の

ア

イ

ヌ

族

と

同

一

な

る

文

化

の

水

準

に

あ

る

も

の

と

は

思

は

れ

な

い
。

彼

等

は

た

さ

凶

尺

(

八

揖

|

一

揖

丘

寸

と

し

て

)

に

組

ゆ

る

鋭

利

友

る

創

を

家

の

一

時

的

た

気

ま

ぐ

れ

で

で

も

あ

る

や

う

に

考

へ

ら

れ

る

。

経

済

的

に

疲

弊

し

て

肘

る

上

に

、

る

ま

っ

さ

へ

都

市

よ

め

来

る

脊

修

の

誘

惑

を

受

け

て

居

る

農

村

の

子

弟

に

と

っ

て

、

只

漠

然

と

郷

土

美

ゃ

、

郷

土

愛

を

教

へ

込

ま

れ

た

底

で

何

等

の

績

に

も

な

ら

左

い

の

で

る

る

。

郷

土

教

育

の

提

哨

は

貨

に

欣

ぶ

べ

き

現

象

で

は

あ

る

が

.

友

ほ

多

大

の

欣

陥

が

あ

り

は

し

ま

い

か

さ

忠

ふ

。

と

同

時

に

築

ノ誼五

ド也、

持

っ

て

出

る

。

其

鞘

に

は

黄

金

を

以

て

五

卜

の

鈴

と

天

宮

と

を

彫

刻

し

て

居

る

(

人

皐

ポ

統

詑

)

白

銅

製

の

八

花

の

鋭

が

あ

る

。

内

銅

の

一

紳

襲

が

あ

る

、

峰

の

比

領

、

蛇

の

比

領

、

共

れ

は

多

分

勝

の

泊

四

の

如

き

薄

物

の

布

及

蛇

の

皮

の

如

き

紋

様

あ

る

腕

製

の

織

物

で

あ

っ

た

で

あ

ら

a
T

・

匂

う

も

r

・
z

帽

へ

つ

ふ

0

・主

蹴

津

一

鏡

と

は

航

海

闘

で

、

法

律

-

h

み

い

く

た

急

し

か

へ

し

白

た

鏡

と

は

地

固

で

、

生

烹

死

反

主

と

は

柴

品

な

あ

っ

た

も

の

と

推

定

さ

る

L

。

然

ら

ば

共

文

化

は

非

常

に

進

歩

殻

達

し

て

肘

た

民

族

と

認

め

ら

る

ぺ

く

.

決

し

て

彼

の

天

地

根

元

の

ん

討

が

共

郷

土

建

築

で

な

い

事

は

明

か

で

あ

っ

て

、

北

ハ

れ

は

先

郷

土

建

築

の

研

究

に

封

し

で

も

注

意

し

友

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の

は

‘

農

民

の

階

労

働

所

で

も

あ

り

安

息

所

で

あ

る

彼

等

の

家

を

る

た

か

も

別

抗

で

で

も

あ

る

か

の

如

ぐ

槻

察

す

る

や

ろ

な

と

と

は

避

け

ね

ば

・

な

ら

ぬ

と

さ

で

あ

る

。

そ

し

て

郷

土

建

築

の

研

究

は

決

し

て

聾

友

き

山

川

の

讃

美

で

純

針

に

あ

っ

て

は

た

ら

な

い

の

で

あ

る

、

.

〔

一

九

一一二

・

四

・

八

・

四

夜

)

政

金

位

民

族

の

建

築

で

あ

っ

て

大

和

民

族

本

来

の

建

築

で

は

な

く

‘

此

園

土

に

存

十

伏

せ

る

建

築

を

借

刑

し

た

に

過

ぎ

な

い

と

推

定

さ

る

L

。

一大

地

根

元

の

宮

に

比

す

べ

き

多

分

に

類

似

貼

を

持

つ

建

物

が

南

洋

方

面

や

又

マ

ダ

カ

ス

カ

ル

島

の

一

部

に

現

存

す

る

事

K

依

っ

て

、

叉

ジ

ヤ

ワ

島

や

フ

イ

リ

ツ

ピ

ン

島

の

一

部

K

共

風

俗

や

言

語

や

の

類

似

せ

る

も

の

る

る

を

以

っ

て

‘

北

ハ

庭

を

大

和

民

族

強

鮮

の

地

と

断

定

す

る

は

如

何

な

る

も

の

で

あ

ら

ふ

d

無

論

其

れ

は

或

過

程

の

閥

係

を

有

す

る

も

の

と

認

む

る

が

‘

共

過

去

の

園

・家

的

文

化

に

- 14 ー
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聞

し

て

、

大

和

民

族

の

故

郷

は

モ

ツ

ト

/

¥

強

大

な

ろ

高

程

の

園

家

を

形

っ

て

居

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

弘
司

ぜ

〈

』

ヨ

昨

倉

の

建

築

法

が

彼

の

丸

太

を

組

合

せ

て

造

る

現

在

の

シ

ベ

リ

ヤ

農

家

と

類

似

せ

る

を

以

て

、

吾

々

の

郷

土

が

共

庭

に

在

る

と

断

じ

共

建

築

を

吾

々

岨

先

の

郷

土

建

築

と

認

定

す

る

こ

と

も

平

計

で

あ

る

。

吾

々

の

建

園

の

以

前

に

遡

っ

て

共

郷

土

が

ヒ

リ

ツ

ピ

ン

や

、

シ

ペ

リ

ヤ

又

は

渦

洲

の

一

部

に

あ

る

な

ら

ば

、

我

々

の

中

世

に

於

け

る

勇

士

山

道

は

其

故

園

と

の

交

泊

を

続

け

た

で

あ

ら

ふ

。

丁

度

支

那

や

朝

鮮

又

は

印

皮

と

に

於

け

る

と

同

慌

に

其

交

通

と

文

化

と

は

不

可

分

に

る

っ

た

で

る

ろ

ふ

。

此

結

よ

り

し

て

も

吾

身

大

和

民

族

の

郷

土

が

支

部

や

朝

鮮

や

印

度

で

は

な

い

事

は

明

瞭

で

あ

る

。

然

ら

ば

阿

蹴

か

、

馬

米

か

、

此

等

の

東

洋

諸

国

は

吾

人

と

閥

係

は

あ

る

が

共

郷

土

と

は

忠

は

れ

な

い

、

然

ら

ば

何

廃

K

求

む

べ

き

で

あ

ろ

ふ

?

。

吾

々

の

組

先

の

郷

卜

い

は

五

回

建

国

の

以

前

に

於

て

は

強

佳

た

る

園

家

を

形

成

し

吾

建

閣

の

前

後

に

於

て

衰

退

し

た

る

園

家

で

あ

る

と

推

定

す

べ

き

と

と

は

、

我

閣

最

古

の

闘

史

な

る

古

事

記

上

の

記

述

よ

り

師

納

し

作

る

。

即

ち

一λ

州

五

代

地

か

み

よ

一

柳

七

代

の

所

前

榊

代

時

代

に

は

共

小

平

園

高

川ヘ

似

と

の

定

泊

及

交

沙

は

相

官

邸

、

広

の

胤

係

に

あ

っ

た

事

は

、

同

族

K

し

て

、

先

杭

砂

川山

た

る

出

品
車
両

践

に

針

す

る

本

閣

の

朕

辿

犬

和

民

族

中

民

主

催

帆

仰

を

選

任

せ

る

等

の

前

九

要

事

項

の

決

定

機

は

‘

一

に

高

-

ト

八

阪

に

於

け

る

神

々

の

挙

中

氏

存

在

し

て

居

た

事

は

.

如

何

に

本

閣

が

強

大

な

る

文

化

閣

で

あ

っ

て

.

間

半

な

る

巾

洋

や

満

洲

や

の

一

首

長

凶

で

な

い

事

は

川

阪

で

る

る

。

然

る

に

一

柳

武

建

国

の

前

後

よ

り

し

て

歴

史

は

共

本

固

と

何

等

の

交

通

の

引

を

示

さ

・ヂ

・

今

円

吾

人

を

し

S

ん

よ

て一

柳

代

時

代

の

史

貨

を

疑

は

し

む

る

に

到

っ

た

と

と

は

、

貨

は

共

首

時

に

於

て

共

本

園

は

衰

亡

し

‘

高

一

火

原

は

覆

滅

し

た

る

岱

め

本

固

と

の

そ

泊

は

ぷ

久

氏

杜

絶

し

た

結

川

市

で

る

る

と

推

山

ん

す

べ

き

で

あ

る

。

斯

の

如

き

僚

件

に

適

合

す

る

‘

即

ち

B

C

六

百

六

十

年

(

我

建

閣

の

元

年

)

品
川

に

於

て

は

高

度

の

文

化

図

に

達

し

た

る

園

に

し

て

.

其

前

後

に

於

い

て

衰

退

し

た

る

同

家

は

果

し

て

何

底

に

存

在

す

る

で

あ

ら

ふ

?

五

口

々

大

和

民

族

が

拶

民

で

あ

り

、

光

社

い

民

膝

た

る

ア

イ

ヌ

北

ハ

他

の

和

族

K

代

っ

て

此

国

土

を

開

拓

し

た

事

は

前

述

の

如

く

、

我

考

古

壊

や

人

利

息

十

の

椛

戚

芥

の

等

し

く

認

識

す

る

川

で

、

叉

一

般

に

も

而

く

信

ぜ

ら

る

L

所

T

あ

る

に

も

拘

ら

歩

、

北

ハ

本

聞

に

就

い

て

は

今

日

向

行

と

し

て

不

明

に

印

刷

し

て

出

る

の

大

和

民

族

の

祖

先

を

一

品

る

糾

訊

も

只

共

催

に

受

け

入

れ

る

に

は

現

代

は

徐

り

に

科

事

的

で

あ

る

o

M

m

し

な

が

ら

れ

し

似

り

に

吾

々

が

信

仰

の

上

よ

り

共

史

官

を

明

か

に

す

る

事

を

欲

せ

や

.

共

折

筑

K

H

を

裂

ひ

耳

を

泉

ぐ

と

し

て

も

‘

世

アメ Y 刷l' 殿 のfJi! IF. 

15 ー



建 築 と 枇 ' 曾 ( XIV ) :;86  

..........1111............11.....1111................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...1

界

の

科

事

は

主

ハ

鋭

い

メ

ス

を

遠

慮

な

く

吾

k

の

一

例

刊

に

加

へ

て

其

れ

を

解

剖

し

資

澄

し

て

、

吾

々

の

承

認

を

徐

儀

な

く

し

て

共

不

明

間

附

を

笑

ふ

で

あ

ら

ふ

。

吾

々

は

五

k

自

身

共

問

題

を

解

決

す

べ

き

で

あ

る

。

高

天

原

が

何

底

で

あ

る

か

と

す
一
口

ふ

過

去

へ

の

探

筑

は

吾

々

の

帆

先

が

何

庭

か

ら

来

た

か

と

言

ふ

事

を

立

設

す

る

鍵

で

あ

る

。

従

来

高

一大

原

の

解

樺

は

脹

代

の

接

民

仰

に

依

り

て

臨

身

地

(

っ

て

居

り

.

ド一以

は

天

杢

説

又

は

胸

裡

説

位

一

寸

が

努

力

を

占

め

て

居

た

が

‘

素

よ

り

満

足

す

べ

き

程

度

に

到

ら

友

い

の

で

、

日

収

近

に

は

非

科

謬

設

は

漸

次

省

み

ら

れ

十

‘

地

上

説

が

有

刀

に

な

り

つ

L

あ

る

。

地

上

設

で

は

北

方

紙

と

南

方

振

と

に

別

れ

て

、

一

は

高

一

六

原

を

満

洲

に

る

り

と

推

し

・

他

は

ヒ

リ

ツ

ピ

ン

群

島

中

に

共

存

在

を

探

求

し

て

肘

る

。

然

し

な

が

ら

前

挫

の

如

く

大

和

民

族

の

組

先

の

本

闘

は

高

度

の

介

入

化

闘

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

蝦

り

に

北

ハ

底

に

何

等

か

の

遺

跡

が

あ

る

と

し

て

も

、

北

ハ

れ

は

此

国

土

に

来

る

途

中

の

滞

在

の

逃

跡

に

し

て

、

共

本

撮

は

遥

か

に

速

く

西

方

に

る

っ

た

の

で

あ

る

。

域

及

・

兇

を

緩

く

と

き

ア

メ

ン

と

一宮門

ふ

一

脚

が

あ

り

‘

共

れ

は

始

め

は

テ

l

ベ

山

の

氏

一

酬

で

あ

っ

た

が

、

第

十

二

一

k

朝

の

始

め

の

王

の

登

脱

を

支

持

し

て

一

躍

園

一

仰

と

な

り

.

共

正

は

共

一

例

名

を

冠

し

て

ア

メ

ン

・

ム

ヒ

ト

一

世

と

栴

せ

る

事

は

徐

り

に

布

名

で

あ

る

。

北

ハ

後

此

榊

は

挺

代

主

の

故

高

ぺ

川

こ

し

て

ア

メ

ン

の

一

刷

版

叉

は

カ

ル

ナ

ツ

ク

榊

阪

と

し

て

、

北
ハ
山
地

築

の

枇

大

秀

麗

な

る

は

令

日

向

共

殴

跡

で

さ

へ

世

界

の

鷲

見

(

と

な

っ

て

川

る

。

此

榊

肢

は

紀

主

川

六

U

六

十

三

年

紳

武

建

園

の

三

年

前

、

ア

ツ

シ

リ

ヤ

王

ア

ス

ウ

ル

パ

シ

パ

ル

の

お

め

に

テ

l

ベ

市

と

共

に

無

人

の

腔

跡

と

し

て

川

町

壊

悲

掠

さ

れ

る

迄

闘

民

信

仰

の

的

で

b

っ

た

」

其

後

十

八

王

朝

に

は

ア

メ

ン

ヘ

テ

プ

一

世

。

。

。

叉

は

ア

メ

ノ

ホ

リ

ス

と

言

ふ

英

十

七

が

出

で

、

共

他

ア

メ

ン

を

冠

す

る

王

は

多

数

輩

出

し

て

居

る

が

、

皆

ア

メ

ン

榊

の

子

と

言

ふ

意

味

で

、

北

ハ

名

放

を

冠

し

τ
居

る

。

ア

メ

ン

神

殿

は

ア

モ

ン

又

は

ア

ン

モ

ン

と

も

呼

ば

れ

て

肘

る

が

‘

共

は

多

分

雑

時

傾

後

の

稀

呼

で

は

な

い

か

と

思

は

る

L

.

正

し

く

は

即

ち

象

形

文

字

の

琵

一耳目

は

ア

メ

ン

又

は

ア

メ

ノ

で

あ

る

u

か

み

土

我

k

の

一

柳

代

及

建

園

後

に

於

て

王

に

も

臣

下

に

も

天

の

即

ち

ア

メ

ノ

を

冠

す

る

榊

.

叉

は

.

人

の

多

き

と

と

は

、

指

著

な

る

事

官

で

あ

る

も

而

し

て

共

れ

は

姓

氏

と

も

思

は

れ

な

い

貼

に

疑

問

が

あ

る
。

高

天

原

を

挨

及

象

形

文

字

で

解

い

て

見

る

。

元

来

高

天

原

は

挺

史

の

上

か

ら

見

て

、

或

場

所

を

指

し

た

る

事

は

明

か

で

あ

る

。

而

し

て

共

文

字

の

上

か

ら

「

タ

カ

」

は

形

容

詞

で

ア

メ

ノ

は

名

詞

で

ハ

ラ

は

場

所

を

表

し

て

居

る

と

解

す

べ

き

で

あ

る

第

一

一

闘

の

域

及

象

形

文

字

仰

は

タ

例

は

カ

刊

は

ア

刊

は

メ

ン

刊

は

ヌ

又

は

ノ

仰

は

紳

を

表

す

の

は

パ

ル

例

は

ヤ

と

夫

k

殻

昔

す

る

‘

即

ち

共

殻

昔

，.，. 

ｾ＠
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は

グ

カ

ア

メ

ノ

パ

ル

「

ヤ

」

と

な

る

。

而

し

て

其

意

味

は

タ

は

土

地

と

言

ふ

意

味

で

カ

は

謹

叉

は

高

聾

と

言

ふ

意

味

で

只

草

に

高

い

と

言

ふ

と

き

は

第

六

闘

の

判

例

が

カ

と

護

昔

し

上

と

言

ふ

意

味

で
、

第

一

固

の

仰

は

其

代

川

と

し

て

入

れ

た

も

の

で

斯

の

文

字

の

方

が

遁

世

で

あ

る

と

一倍

し

て

世

代

へ

た

も

の

で

あ

る
。

m

w

同

州

刊

の

ア

メ

ン

は

其

本

来

の

意

味

は

『

隠

る

』

と

言

ふ

意

味

で

あ

る

が

仰

の

記

械

で

ア

メ

ン

榊

と

友

る

。

の

は

建

物

の

意

味

で

例

を

附

す

と

き

大

建

物

即

ち

宮

殿

、

え

一

柳

殿

と

言

ふ

意

味

と

な

る
J

我

が

図

語

原

即

ち

ハ

ラ

は

叉

バ

ル

と

も

殻

脅

さ

る

L

。

然

ら

ば

我

が

高

天

原

は

上

竣

及

の

ア

メ

ン

の

大

一

刷

版

を

指

し

て

居

る

事

と

な

る

。

ア

メ

ン

榊

は

叉

太

陽

神

ラ

ー

を

合

間

し

て

ア

メ

シ

ラ

ー

と

稿

し

て

居

る

、

而

し

て

神

聖

と

言

ふ

意

味

は

ヘ

ル

と

言

ふ

。

是

も

叉

高

天

原

に

近

い

瑳

昔

と

な

る
・

何

れ

に

し

て

も

ア

メ

ン

大

柿

肢

を

指

す

事

に

費

り

は

な

い

。

吾

K

の

組

先

の

郷

土

建

築

は

ア

メ

ン

の

大

榊

殿

で

あ

る

け

我

が

高

天

原

と

は

上

域

及

ア

メ

ノ

榊

殿

で

あ

る

円一

此

一利

殿

の

寵

誠

と

共

に

竣

及

王

朝

も

事

・貨

に

於

い

て

我

建

国

の

三

年

前

永

久

に

亡

び

て

居

る

。

ア

メ

ン

榊

殿

に

は

多

数

の

榊

官

が

あ

り

、

叉

国

王

は
一

柳

山

口

の

長

で

あ

り

1

叉

此

…

脚

囲

は

王

の

成

立

を

左

右

す

る

程

の

勢

力

を

有

し

て

居

り

、

時

に

は

此

榊

固

か

ら

出

で

て

王

位

に

登

っ

た

事

も

あ

わ

、

要

す

る

に

政

敬

一

致

で

あ

っ

た
。

吾

々

の

上

代

人

が

『

ア

メ

ノ

』

を

冠

す

る

人

が

多

い

と

前

に

述

ぺ

た

が

、

其

れ

は

ア

メ

一

神

国

か

ら

祇

議

さ

れ

た

人

々

で

あ

っ

た

か

ら

で

、

共

名

目

併

が

姓

氏

と

思

は

れ

な

い

の

は

其

舟

め

で

る

る

J

竣

及

第

十

九

王

朝

の

ラ

ム

セ

ス

三

世

が

商

業

を

奨

勘

し

た

舟

め

に

.

検

及

は

常

時

世

界

(

西

牟

球

の

)

の

尚

業

の

中

心

と・

な

り

、

各

閣

よ

り

唆

及

に

集

合

す

る

商

船

は

頗

る

多

く

、

検

及

も

叉

地

中

海

及

紅

耐

に

艦

隊

を

置

き

て

商

舶

を

保

護

せ

し

お

め

梅

外

と

の

交

易

は

非

常

に

瑳

達

し
、

検

及

の

・岡

崎

は

ア

ラ

ピ

ヤ

の

池

濁

を

介

し

て

、

極

東

よ

り

の

商

船

と

交

易

し

た

と

一

時

史

は

記

述

し

て

居

る

。

極

東

と

は

旧

別

し

て

何

れ

の

園

を

指

し

た

で

あ

ら

ふ

?

多

分

首

時

相

首

の

文

化

κ
建

せ

る

支

那

の

商

船

で

は

な

か

っ

た

か

。

果

し

て

然

ら

ば

其

支

那

の

東

に

蓬

莱

の

島

が

あ

る

と

の

物

語

り

は

域

及

人

K

知

ら

れ

た

も

の

と

し

て

の

推

測

は

不

合

理

の

事

で

は

た

い

。

山通

征

好

の

域

及

人

。

叉

日

の

川

へ

の

総

到

の

信

臥

の

な

る

ア

メ

ン

榊

倒

の

人

k

が
、

共

光

明

を

尋

引

い

て

、

叉

未

知

の

土

地

へ

の

好

奇

心

と

は

共

述

祇

を

賀

行

す

る

に

充

分

の

力

を

持

ち

、

其

文

化

と

富

と

は

王

の

同

意

を

得

る

に

易

々

た

る

も

の

で
、

先

づ

陪

行

隊

は

ウ

ラ

ル

ア

ル

タ

イ

系

の

語

原

を

遺

し

て

.

制

鮮

を

経

て

山

妥

民

族

を

服

成

し
・

叉

海

上

械

は

マ

ダ

カ

ス

カ

ル

島

よ

り

赤

道

に

沿

ふ

て

来

航

し

ジ

ヤ

バ

品

民

共

遺

跡

を

止

め

て

災

に

東

北

に

向

ひ

ヒ

リ

ツ

ピ

ン

群

島

よ

り

台

湾

東

海

岸

を

沿

ひ

琉

球

を

経

て

日

向

南

端

に

到

達

し

た

も

の

と

推

定

さ

る

る

ο

此

質

滑

に

就

て

は

我

問

よ

り

ヒ

リ

ツ

ピ

ン

島

迄

は

‘

北

附
山

一
蘭

氏

の

『

日

本

訴

の

線

本

的

研

究

』

が

或

科

度

の

皮

質

を

物

祈

っ

て

居

る

u

勿

論

共

主

張

に

就

い

て

は

誌

に

言

ふ

所

の

も

の

と

は

'

州

連

し

て

居

る

が
、

恐

ら

く

同

氏

の

研

究

を

進

む

る

場

合

は

蛍

然

誌

に

言

ふ

一

川

の

根

元

に

到

達

す

る

位

十

円
で

あ

る

w

高

天

原

が

上

域

及

の

ア

メ

ン

の

帥

肢

と

す

る

な

ら

ば

、

甘

内

庭

に

存

在

す

る

一

刷

名

は

叉

我

園

出

先

の

内

に

存

在

し

な

く

て

は

.

単

に

ア

メ

ン

と

言

ふ

名

と

『

一

大

の

」

と

言

ふ

名

が

一

致

せ

る

と

の

理

山

丈

け

で

は

信

や

る

に

込

ら

友

い

。

回

一

ん

は

誰

し

も

言

ふ

所

で

あ

る

J

嘗

て

木

村

鷹

太

郎

氏

が

.

域

及

の

ギ

ゼ

の

第

三

ピ

ラ

ミ

ッ

ド

の

建

設

王

ミ

ケ

リ

テ

ス

と

抗日

刊

武

の

皇

兄

三

毛

入

野

命

と

同

一

人

た

り

と

主

張

さ

れ

て

居

る

ο

所

が

此

乙

ケ

リ

ノ

ウ

ス

は

紀

元

前

三

千

年

頃

で

あ

っ

て

、

一
脚

武

の

建

園

は

紀

元

前

六

百

六

十

・

年

で

あ

る

か

ら

.

共

年

代

の

相

遣

は

貨

に

二

千

三

百

四

十

年

で

飴

り

に

年

代

が

相

越

す

る

の

で

、

世

の

認

識

を

作

な

か

っ

た

で

は

な

い

か

と

思

は

る

L

。

元

来

此

正

の

一

川

筆

名

は

メ

ン

カ

ウ

、

ラ

ー

で

あ

っ

て

‘

其

第

二

の

名

が

ミ

ケ

リ

ノ

ウ

ス

で

あ

る

が

、

此

第

二

名

に

疑

ふ

鈷

が

あ

る

。

共

れ

は

語

尾

の

ウ

ス

で

あ

る

が

、

-

X

来

域

及

川

有

の

名

K

は

少

友

く

も

中

古

以

前

に

は

ウ

ス

と

一言

ふ

如

き

名

前

は

な

く
、

多

く

は

ペ

ル

シ

ヤ

κ
征

服

さ

れ

た

る

以

後

.

乃

ち

希

蝦

名

の

影

響

後

の

も

の

で

は

な

か

ら

ふ

か

、

北

ハ

れ

か

ら

歴

代

五

の

ミ

イ

ラ

は

時

と

す

る

と

、

他

の

古

き

五

の

議

を

借

川

す

る

例

が

あ

る

か

ら

、

紀

元

前

六

百

六

十

年

頃

の

皇

兄

の

ミ

イ

ラ

が

た

ま

/

¥

第

凶

王

朝

の

袋

一

K

A
円

制

さ

れ

て

あ

っ

た

と

解

離

す

る

は

不

可

能

で

は

な

い

。

現

に

第

廿

五

王

朝

に

は

或

榊

官

出

の

王

の

如

き

其

ミ

イ

ラ

を

隠

匿

す

る

に

古

代

の

干

一
裟

を

借

川

し

た

史

官

が

あ

る

》

随

っ

て

此

皇

兄

の

問

題

が

年

代

の

相

違

の

み

を

以

っ

て

荒

山

崎

友

り

と

片

- 17 -
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付

け

る

事

は

組

忽

で

あ

る

。

殊

に

五

口

k

の

組

先

の

郷

土

建

築

が

、

ア

メ

ン

一

柳

肢

で

あ

る

と

主

張

し

得

る

今

日

術

研

究

の

徐

地

あ

る

も

の

と

す

べ

き

で

あ

る

J

ゐ

め

ア

メ

ン

と

天

の

が

似

て

ゐ

る

三

の

理

山

丈

け

で

、

ア

メ

ン

訓

肢

が

高

天

原

だ

と

断

定

す

る

は

早

計

で

る

る

と

批

難

さ

る

を

越

く

る

岱

め

に

.

更

に

古

事

詑

中

の

川

名

を

象

形

文

字

に

議

し

て

見

る

。

第

二

凶

は

天

の

御

中

王

の

紳

の

議

で

あ

る

，

川

w
仰

向

は

前

拙

の

如

く

ア

メ

ノ

と

蛮

言

す

る

刊

は

ム

又

は

ミ

川

w
m
w
は

ナ

と

雅

一背

し
・

調

和

叉

は

一

致

の

意

味

で

の

は

既

出

仰

は

ノ

川

川

は

ウ

シ

と

殻

音

し

、

大

人

又

は

古

老

の

意

即

ち

此

一

刊

の

日

本

名

は

挨

及

一刊

に

て

は

ア

メ

ン

榊

と

一

致

す

る

至

上

の

川

|

|

ア

メ

ン

ラ

l

耐

を

指

し

た

も

の

で

あ

る

。

た

か

&

じ

守

口

申

か

み

次

は

高

御

産

糸

比

一例

第

三

幽

は

此

川

名

の

域

及

諜

な

り

、

仰

向

は

タ

カ

に

し

て

'

凶

出

の

如

く

上

竣

嘗

府

大

阪

に

残

っ

て

居

る

洋

風

建

築

の

最

も

古

い

d

h

の

と

せ口

へ

ば

江

之

子

島

に

現

トれ

す

る

岱

大

阪

府

臨

合

、

今

の

大

阪

一

附

及

を

指

す

、

仰

は

ム

K

し

て

英

語

の

m，

S

B

叉

は

ぎ

山

岳

民

相

官

す

る

、

刊

は

ム

ス

と

殻

一
耳

目

し

産

む

と

言

ふ

意

、

仰

は

ス

と

稜

一記一同

し

接

尾

訴

に

し

て

刊

と

合

し

て

ム

ス

と

読

む

、

山門

m

w

は

ブ

に

し

て

場

所

と

言

ふ

意

、

即

ち

上

域

及

に

於

い

て

産

ま

れ

し

一

脚

と

言

ふ

意

味

で

あ

る

か

む

み

む

す

び

の

A

H

み

次

は

一

脚

御

産

泉

北

榊

節

目

闘

は

此

榊

の

挨

及

諜

な

り

、

川

w

仰

向

は

カ

ム

ト

と

琵

音

し

「

黒

い

土

』

と

の

意

味

を

表

し

域

及

の

闘

名

で

あ

る

が

、

主

と

し

て

下

検

及

の

肥

沃

の

地

を

指

す

、

而

し

て

例

の

ト

は

土

地

の

意

味

で

あ

る

が

此

場

合

物

附

し

て

芸

支

な

く

川

円

以

下

は

前

記

の

三

凶

と

同

一

な

る

を

以

て

此

糾

名

の

立

味

は

下

域

及

に

於

い

て

生

れ

給

ふ

一

例

と

の

意

味

で

あ

る

。

王

朝

時

代

の

挨

及

に

は

丁

度

我

闘

に

於

け

る

夫

れ

の

如

ぐ

村

・

町

、

市

等

に

夫

k

氏

州

を

持

っ

て

居

る

。

而

し

て

廿

角

川

は

様

々

の

位

類

が

あ

る

。

ア

メ

ン

ラ

廃

合

の

建

工

業

挺

働

航

で

る

る

。

地

特

局

内

に

も

古

い

も

の

が

残

っ

て

居

る

が

都

府

聴

会

は

そ

れ

と

始

ん

ど

同

時

代

、

明

治

六

年

l

榊

は

域

及

川

区

向

に

し

て

高

一

仰

の

視

で

あ

る

、

放

に

共

中

央

に

一

大

の

御

中

主

榊

む

す

ぷ

の

を

祭

句

、

左

京

は

上

下

挨

及

の

庄

糸

比

か

み

や

ほ

よ

ろ

づ

の

か

み

榊

即

ち

閑

地

の

八

百

仲

間

一

脚

の

代

表

ぺ

仰

を

阿

る

と

と

は

首

然

で

あ

る

。

第

五

凶

は

一

川

の

象

形

文

字

で

赴

を

カ

ム

イ

と

瑳

晋

す

る

お

出

来

る

の

意

味

で

あ

る

。

五

口

々

が

今

日

耐

を

祭

る

と

き

は

降

一

川

の

脱

耐

を

ぶ

つ

て

廷

を

招

来

L

て

居

る

と

と

は

.

此

象

形

文

字

の

意

味

に

合

致

し

て

居

て

一

両

白

き

事

世

で

あ

る

。

第

七

凶

は

ラ

ム

セ

ス

三

世

の

記

枕

で

仰

は

ラ

1

即

ち

太

陽

一

川

‘

仰

は

め

ニ

凶

の

仰

と

同

じ

〈

ム

ス

で

、

川

門

川

門

は

第

三

凶

の

仰

と

同

様

に

ス

と

稜

言

す

.

即

ち

ラ

、

ム

ス

、

ス

ス

と

な

る

。

然

る

に

H

M

は

英

世

一
円

で

は

ラ

ム

セ

ス

と

琵

一育

し

て

居

る

ο

な

味

は

太

陽

榊

よ

り

生

れ

た

る

王

じ

す

の

意

で

あ

る

。

吾

々

の

閣

訪

の

産

換

は

咲

及

訴

の

ム

ス

と

意

味

も

質

・

背

も

全

然

同

一

で

あ

る

王

は

.

叉

共

他

の

五

口

人

の

築

葛

(

?

)

の

建

設

と

あ

る

か

ら

最

訟

自

に

値

す

る

好

例

の

紀

念

建

築

と

・一
一

日

っ

て

よ

か

ら

ふ

。

一

脚

名

や

意

味

が

、

攻

及

語

に

世

き

代

へ

て

何

等

の

無

理

も

友

き

主

と

は

抑

k

何

を

語

る

も

の

で

あ

ろ

ふ

。

咲

及

の

-

歴

史

は

吾

が

建

国

の

以

前

に

は

.

共

文

化

は

燦

と

し

て

世

界

の

何

れ

よ

り

本

高

度

に

蹄

き

.

而

も

吾

紀

元

の

三

年

前

衰

退

し

て

且

我

移

民

の

本

韓

友

る

高

天

原

は

破

壊

さ

れ

.

共

ざ

迎

は

永

久

に

失

は

れ

た

の

で

あ

る

υ

従

来

歳

月

は

約

二

千

六

百

年

共

言

語

も

文

字

も

多

大

の

鐙

化

を

生

じ

て

居

り

、

H

X

が

割

問

は

至

難

の

事

で

あ

る

が

叉

必

十

し

も

不

可

能

の

事

で

は

友

い

、

且

叉

無

川

の

詮

来

で

も

な

い

。

天

地

根

元

の

官

の

代

り

に

自

分

は

ア

メ

ン

の

大

榊

殿

を

大

和

民

族

の

郷

土

建

築

で

あ

る

と

登

表

し

得

た

事

を

愉

快

と

思

ふ

と

同

時

に

、

此

殻

表

に

先

っ

て

伊

勢

と

畝

火

と

に

曇

拝

し

た

事

を

附

記

し

て

世

く

。

向

前

述

の

次

第

で

域

及

の

象

形

文

字

は

我

閣

の

何

底

か

に

遣

っ

て

ゐ

る

と

忠

ふ

。

彼

の

肥

人

の

書

の

如

き

は

北

二

例

で

は

あ

る

が

、

若

し

説

者

中

に

共

等

の

疑

問

の

も

の

を

強

見

さ

れ

た

ら

御

一

報

を

刷

ふ

て

北

ハ

に

研

究

を

し

た

い

と

忠

ふ

d

野

見士

Ns 

建

築

世

時

の

一

件

品

川

類

は

今

も

府

の

土

木

課

に

保

管

さ

れ

て

肘

る

廿

…

円

で

あ

る

自

分

は

山

に

在

職

中

し

ら

べ

て

見

た

事
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が

有

る

が

凡

て

直

営

工

事

で

.

材

料

に

し

て

も

手

間

に

し

て

も

今

か

ら

は

想

像

も

つ

か

な

い

粍

安

値

な

も

の

で

有

っ

た

事

を

記

憾

す

る

。

そ

れ

で

居

て

総

工

費

六

高

闘

を

要

し

た

と

言

ふ

の

で

有

る

か

ら

、

首

時

の

大

阪

に

花

つ

て

は

と

言

ふ

よ

り

初

期

明

治

政

府

の

事

業

と

し

て

.

可

友

り

力

と

ぶ

を

入

れ

ら

れ

た

大

工

事

で

有

っ

た

に

遠

ひ

は

な

い

。

設

時

の

事

情

が

如

何

う

で

有

っ

た

か

吾

々

に

は

委

し

く

は

分

ら

な

い

が

、

無

論

政

府

は

相

訪

貧

乏

で

有

っ

た

に

泣

ひ

な

い

。

其

貧

乏

政

府

が

六

寓

固

と

言

ふ

首

時

k

b

つ

て

は

可

な

り

の

大

金

を

投

じ

て

か

L

る

大

建

築

を

や

っ

た

事

K

は

そ

れ

相

官

の

理

山

が

無

く

て

は

な

ら

な

い

。

勿

論

工

費

の

大

部

分

は

大

阪

の

富

豪

か

ら

牒

の

よ

い

御

用

金

を

命

ぜ

ら

れ

た

も

の

と

想

像

す

る
。

と

れ

は

私

の

想

像

に

過

ぎ

な

い

け

れ

ど

共

頃

の

事

情

か

ら

考

へ

る

と

き

っ

と

左

様

刊

で

有

っ

た

ら

ふ

と

思

は

れ

ほ

る

の

で

有

る

。

事

笹

と

し

糊

て

も

一

一一

の

古

老

か

ら

そ

一
叫

ん

な

話

も

聞

い

た

様

に

記

例

憶

す

る

。

(

大

阪

の

人

は

つ

い

先

頃

附

ま

で

府

監

?

と

は

呼

ば

歩

府

に

『

政

府

』

と

呼

ん

で

居

刈

っ

た

。

固

定

れ

は

頗

る

商

白

E

J

)

 

例

代

い

事

官

で

府

牒

腕

舎

を

『

刊

賄

政

府

』

と

呼

ぴ

た

ら

さ

れ

初

制

た

例

は

恐

ら

く

は

他

に

な

u
p

問

い

と

信

-
T

6

0
つ

ま

り

建

制

限

築

首

初

の

目

的

で

は

一

府

防

相

胤

舎

で

は

無

〈

明

治

政

府

の

威

力

を

一
示

す

代

表

的

建

物

で

在

た

の

で

あ

る

。

第 一闘

門

前

時

の

政

府

人

は

此

建

設

に

よ

っ

て

、

大

阪

人

に

一

大

成

脈

一
を

試

み

た

も

の

と

考

へ

る

の

が

至

首

で

有

ら

ふ

d

た

し

か

前

記

の

府

土

木

謀

K

あ

る

建

築

首

時

ω

一

件

書

類

に

も

「

新

政

府

建

築

云

k

』

と

言

っ

た

犠

友

文

何

が

あ

っ

た

と

記

憶

す

る

。

『

政

府

』

と

言

ふ

の

は

翠

に

大

医

人

の

呼

び

た

ら

は

し

で

は

無

く

、

会

役

人

自

ら

が

『

新

政

府

』

と

呼

ん

だ

の

で

有

る

。

決

し

て

府

臆

と

は

言

は

な

か

っ

た

ら

し

い

。

其

篤

に

一

般

大

阪

人

広

『

政

府

』

「

k

k

』

と

呼

び

な

れ

て

つ

い

近

年

ま

で

其

習

慣

が

残

っ

た

も

の

ら

し

い

。

次

に

面

白

い

の

は

位

置

の

撰

定

で

あ

る

。

明

治

初

期

の

大

阪

の

似

況

か

ら

す

れ

ば

、

今

の

江

之

子

島

は

西

の

端

に

首

っ

て

居

る

。

決

し

て

市

の

巾

心

で

は

な

い

。

官

時

誰

れ

が

知

事

で

あ

っ

た

か

調

べ

て

も

見

な

い

が

斯

様

K

偏

在

し

た

位

置

を

撰

ん

だ

に

は

有

力

及

理

由

が

在

っ

た

に

相

違

な

い

。

紳

戸

大

阪

聞

の

銭

道

の

聞

け

た

の

は

た

し

か

明

治

八

年

(

?

)

と

記

憶

す

る

か

ら

.

『

政

府

』

建

築

首

時

に

は

未

だ

鍛

道

は

た

い

。

主

と

し

て

水

路

海

路

に

重

き

を

置

か

れ

る

の

が

営

然

で

有

る

。

帥

ち

安

治

川

を

前

に

木

津

川

に

商

し

て

栴

か

ら

入

る

大

阪

の

目

貨

の

佐

世

と

目

さ

る

L

今

の

場

所

が

撰

定

さ

れ

、

建

物

広

間

向

に

厳

然

と

戚

力

を

示

し

た

の

で

有

る

、

現

在

の

府

鹿

舎

が

わ

ざ

/

¥

l

上

町

に

持

っ

て

来

て

、

然

d

町

大

大

阪

を

治

し

り

向

け

に

東

商

し

て

建

っ

て

居

る

の

と

は

商

白

い

封

照

の

様

に

感

十

三

位

局

の

頭

の

程

度

が

思

ひ

浮

ぺ

ら

れ

る

で

は

無

い

か

。

『

新

政

府

』

の

時

特

製

と

北

ハ

に

附

近

が

め

き

/

¥

l

と

殻

展

し

た

事

は

想

像

に

が

た

く

た

い

3

「

新

政

府

』

の

封

岸

川

口

町

一

帯

は

外

入

居

切

地

で

有

っ

た

d

柳

の

並

木

の

あ

る

美

〈

し

い

活

路

が

有

っ

て

、

外

人

の

住

宅

や

ら

商

舘

.

感

校

、

数

命

日

舶

附励奨業工
府阪

、

，
司
ノ

冷
」
品在

、
J

現

m

w

f

‘
、

ν

ス

合

，

h

隊

γ
出

府

反

晴

樹

山

山

間

正

一

f

‘
、

第二聞

と歌手容〉
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業

で

あ

る

。

専

門

の

紅

建

築

家

で

は

無

か

鳩

削

っ

た

ら

ろ

と

忠

ふ

円

ω

が

来

し

て

如

何

だ

H

1

，
、
円

a

国

版

か

よ

く

わ

か

ら

な

会

議

、

。

総

合

b

伽

ゆ

自

分

ω
府

在

職

岡

恥

官

時

大

阪

の

事

情

三

郎

氏

通

じ

た

議

ハ

は

な

K

H

負
目

t

u
ョ

ど

の

話

に

き

く

と

キ

ン

デ

ル

ソ

ン

に

設

計

は

依

制

制

し

た

が

報

酬

が

出

す

ぎ

る

の

で

、

そ

っ

と

岡

商

だ

け

を

篤

し

と

っ

て

外

人

の

方

は

沿

流

れ

と

し

‘

日

本

人

の

乎

で

杢

部

や

っ

て

了

っ

た

の

だ

と

言

ふ

事

で

あ

っ

た

。

共

頃

の

政

府

人

の

や

り

さ

う

な

随

分

と

や

る

い

や

り

方

で

有

る

。

棟

梁

は

堂

島

溢

の

人

で

あ

っ

た

さ

う

で

あ

る

が

成

る

程

左

様

聞

け

ば

、

左

様

か

と

思

は

れ

る

節

が

無

い

で

は

な

い

。

現

存

の

も

の

は

建

築

営

初

の

而

影

が

大

分

失

は

れ

て

居

る

。

大

正

三

四

年

度

に

わ

た

っ

て

時

の

大

久

保

知

事

の

護

意

で

大

改

越

を

や

っ

た

の

で

あ

る

u

今

か

ら

考

へ

る

と

情

し

い

事

を

し

た

や

う

に

感

ぜ

ら

れ

る

が

止

友

得

な

い

。

今

日

見

る

雨

ウ

イ

ン

グ

は

其

時

の

増

築

で

、

元

は

ベ

ジ

メ

ン

ト

の

つ

い

た

も

っ

と

小

い

さ

な

も

の

が

翼

を

な

し

て

会

韓

の

形

を

喜 重 築 と 厳 令 CXI V) 29D 

病

院

た

き

ょ

行

っ

た

も

の

が

な

ら

ん

で

居

た

。

今

で

は

殆

ん

ど

共

岡

山

殺

す

ら

無

く

な

っ

た

が

、

自

分

の

小

早

時

代

は

此

溢

は

非

常

に

ハ

イ

カ

ラ

な

紡

麗

な

と

と

ろ

で

有

っ

た

。

舶

津

橋

の

下

に

今

一

つ

安

治

川

橋

と

一
古

川

ふ

の

が

有

っ

た

J

古

く

は

「

磁

石

橋

』

と

一

般

に

呼

ば

れ

て

居

た

が

大

舶

の

川

入

を

自

-m
に

す

る

た

め

、

磁

石

の

様

K

廻

制

押

す

る

構

逝

で

b

っ

た

ら

し

い

u

何

ん

な

締

出

?

有

っ

た

か

今

は

っ

き

り

し

な

い

が

、

共

首

時

の

お

真

で

払

有

れ

ば

面

白

い

d

h

の

で

有

っ

た

ら

ふ

と

思

は

れ

る

。奮

府

鹿

舎

の

設

計

は

常

時

匙

幣

局

の

沿

雇

外

人

技

師

で

る

っ

た

さ

う

で

有

る
J

た

し

か

キ

ン

デ

ル

ソ

ン

と

か

一言

っ

た

よ

ふ

に

記

憶

す

る

。

現

存

造

幣

局

の

諸

建

物

も

同

人

の

設

計

で

あ

る

は

勿

論

ま

と

め

て

居

た

。

正

面

玄

闘

や

中

央

塔

屋

は

大

憶

に

於

て

元

形

を

保

存

し

て

肘

る

9

内

部

は

凡

ぺ

て

改

出

し

て

了

っ

た

が

只

中

央

ホ

ー

ル

だ

け

が

時

k

昔

の

ま

L

で

有

る

J

デ

テ

イ

ル

の

大

ま

か

な

天

井

の

高

い

凡

て

が

堂

々

た

る

も

の

で

あ

っ

た

d

窓

廻

り

や

軒

蛇

腹

の

繰

形

や

正

面

玄

関

コ

リ

ン

ト

形

訂

杭

の

キ

ャ

ピ

タ

ル

等

賞

時

の

日

本

人

が

外

人

の

凶

面

に

ま

ね

て

浩

っ

た

稚

拙

な

面

白

さ

が

よ

〈

味

は

れ

る

。

全

く

無

経

験

の

も

の

が

弔

』

れ

だ

け

に

仕

上

げ

た

の

は

栴

讃

に

航

す

る

と

思

は

れ

る

。

域

築

の

部

分

は

木

浩

で

有

る

が

杭

府

隙

舎

は

全

部

煉

瓦

逝

で

有

る

。

堺

溢

で

漉

い

た

も

の

で

あ

ら

う

。

取

と

は

し

の

際

に

し

ら

ぺ

て

見

た

が

、

鹿

き

も

相

官

な

煉

瓦

が

つ

か

つ

て

有

っ

た

。

セ

メ

ン

ト

の

我

閣

で

初

め

て

浩

ら

れ

た

の

は

明

治

四

年

で

あ

る

が

、

未

だ

府

臨

舎

新

築

頃

に

は

間

に

合

は

な

か

っ

た

か
、

全

部

石

次

モ

ル

タ

ル

で

入

念

に

積

ま

れ

て

居

る

。

増

築

の

際

じ

ら

ぺ

て

見

た

が

埴

裂

ら

し

い

筒

所

も

見

首

ら

・な

か

っ

た

吋

点

尾

の

一

民

災

の

時

に

も

玄

関

左

の

佐

に

四

分

ば

か

り

の

目

泣

ひ

を

生

じ

た

だ

け

で

有

る

。

是

れ

は

増

築

首

時

石

屋

に

目

立

た

ぬ

ゃ

う

叩

か

せ

て

了

っ

た
。

基

礎

も

入

念

に

出

来

て

居

る

。

厚

一

一

一

尺

ば

か

り

の

石

次

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

上

安治川 に架けて あった磁石橋向」、の格の 見 えてゐ る建築物

は江の 子島のー終大阪府総合

( 鶴丸梅太郎氏桜1宝慢限鏡穏良による〉

賞1・四翻
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に

御

影

の

尺

角

税

の

切

一れ

を

並

べ

て
、

北

ハ

上

K

煉

瓦

の

根

積

が

有

っ

た

桜

に

記

憶

す

る

。

木

製

の

間

仕

切

等

は

殆

ん

ど

無

く

、

欧

憶

は

凡

て

煉

瓦

積

で

有

っ

た

コ

床

は

木

造

で

有

る

が

そ

れ

が

全

部

楠

で

あ

っ

た

に

は

結

か

さ

れ

た

ο

増

築

の

場

合

府

の

古

い

梁

を

ひ

か

せ

て

祭

出

入

口

の

建

具

や

腰

澗

目

材

に

利

用

し

た

。

木

材

界

の

事

情

が

今

日

と

全

く

ち

が

っ

て

明

っ

た

事

が

知

ら

れ

る

。

輿

力

私

は

ん

γ

山
川

ん
力

川

を

歩

い

て

ゐ

る

J

止

日

は

練

射

の

犀

放

が

紛

い

て

町

岩

行

興

力

裁

が

式

台

を

蹄

ん

で

出

入

し

た

静

か

な

開

放

川

で

あ

っ

た

ら

う

が

、

今

で

は

小

官

同

人

が

軒

を

接

し

て

・

附

子

工

場

か

ら

は

伐

ん

に

煤

畑

を

降

ら

し

午

后

の

日

ざ

し

が

一時

治

と

し

て

ゐ

る

。

附

子

土

壌

K

働

く

朝

鮮

の

人

々

が

三

々

五

k

菜

葉

や

干

魚

を

購

っ

た

り

軒

先

に

無

震

K

蹴

っ

た

り

し

て

ゐ

る

、

横

町

に

は

謀

総別

の

庇

鮒

ま

で

る

っ

て

一

川

に

問

中

の

軒

庖

に

白

衣

の

朝

鮮

老

障

が

草

棋

木

皮

を

並

ぺ

て

・

日

常

を

し

ご

き

乍

ら

故

岡

共

催

の

衣

冠

を

つ

け

た

老

人

と

長

い

煙

管

を

口

に

し

て

閑

談

に

耽

っ

て

ゐ

る

な

ど

正

面

支

闘

の

片

茸

桂

は

棒

材

で

あ

る

。

た

し

か

池

間

近

在

の

村

祉

の

森

か

な

に

か

に

有

っ

た

日

材

を

ひ

か

せ

た

の

だ

と

話

し

た

人

も

有

っ

た

。

事

一

設

が

如

何

か

知

ら

な

い

が

、

そ

ん

な

事

も

有

っ

た

の

で

有

ら

う

。

前

記

土

木

課

に

あ

る

一

件

書

類

中

の

明

細

帳

に

よ

る

と

.

木

材

の

如

き

も

才

何

銭

と

言

ふ

融

制

く

可

き

安

い

も

の

で

有

っ

た

。

官

時

は

ひ

と

り

府

出

合

K

限

ら

や

他

屋

敷

捜

か

ι

べ た と

と れ

は が

夢 大

想 阪

だ の

に 昔

及 の

ば 興

な 力

い 原

、 敷

漸 で

く あ

尋 つ

ね

首

て

た

一

引

は

市

場

と

軒

切

り

と

に

煩

は

さ

れ

て

今

は

共

一

部

よ

り

存

し

て

ゐ

な

い

向

披

近

迄

一

軒

八

川

某

と

い

ふ

の

郡

役

所

等

の

最

も

古

い

も

の

を

見

て

も

、

凡

て

檎

造

り

で

有

っ

た

か

ら

檎

材

の

如

き

も

可

友

り

豊

富

に

あ

っ

た

も

の

で

あ

ら

ふ

。

栴

迭

の

の

郡

役

所

建

物

が

坪

蛍

り

十

敢

闘

粍

度

で

出

来

た

の

で

有

る

ο

・貨

に

今

か

ら

思

ふ

と

夢

の

様

K

感

ぜ

ら

れ

る

。

大

阪

名

物

の

『

政

府

』

も

現

・

肘

雌

舎

の

新

築

と

共

に

あ

ぶ

な

く

取

と

わ

さ

れ

さ

う

で

引

っ

た

が

、

や

っ

と

命

だ

け

は

取

す

約鳥

嵐 四 が 面圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・ー へ の

雛 年 交正園田園・圃園田晒 & ・ 移 が

助 亥 傷 Lー

出 二 ，TSi Z 一間天満輿力町に残れ る輿力屋数 て つ

正 月 迄 関 紙 邸 正 門( 磁版協合 No. 3回 5) 見 た

て 十 t 停 字 し 鮮 の が 卒 力 亥IJ Ｎ ｾ ［そ

がr 八 r v 蔵 と ?と か l閃 あ と IlI f の ら う

狂 日 だ と い 使 ら 元 つ い の 公 な だ

言 よl J ; f いふ節 臨 元 ? と ふ 北 私 い が

と り 乙 ふ も の を 年そ{ 向1 ll!i J 要 、今

し 角 れ 封 の 申 献 正 う 普 に 賢 元 は

て の は リ 十 | を の 上 月 だ 前 八 に 秘 何

並 芝 l閃 の 鈴 夜 K rc. 、興 岡 西 八 庭

木 屑 和 士 木 天 使 朝 か 力 寧 興 年 か

と

め

て

今

は

大

阪

府

工

業

挺

附

備

の

名

稿

の

下

に

保

存

せ

ら

れ

て

肘

る

わ

誠

に

結

構

な

話

し

で

あ

る

。

只

遺

憾

に

感

ぜ

ら

れ

る

の

は

大

切

な

雨

見

左

と

は

し

て

了

っ

て

増

築

や

ら

修

築

の

た

め

K

、

折

角

の

奮

視

が

い

た

く

損

ぜ

ら

れ

て

居

る

事

質

で

有

る

。

し

か

も

そ

れ

が

向

分

校

職

中

に

や

っ

た

仕

事

で

市

る

か

ら

、

今

と

な

っ

て

見

る

と

誠

氏

残

念

で

な

ら

な

い

椋

左

心

持

が

す

る

の

で

有

る
。

(

了

)

丸

呆

.  - 唖 臨む ' ・/

輿力屋敷闘根氏丘1; 玄関 (t筋合 激 版Ko.3036)
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2

…

正

三

作

世

話

料

理

俳

庖

I

ξ

題

し

て

芝

;

・

2

一

居

に

仕

組

ま

れ

て

ゐ

る

他

岡

の

健

頭

屋

〉

山

と

い

ふ

放

筒

犀

で

取

押

へ

た

御

町

奉

行

m

u

…

組

下

八

回

五

郎

左

衛

門

と

い

ふ

人

が

あ

(

…

る

が

彼

の

最

近

迄

あ

っ

た

八

回

と

い

ふ

舎

…

姓

の

家

が

と

れ

と

何

等

か

の

閥

係

が

あ

駐

…

っ

た

た

ら

求

め

て

ゐ

る

よ

き

料

材

が

得

と

山

ら

れ

た

の

だ

が

惜

し

い

と

と

で

あ

る

.

築

…

そ

れ

に

し

て

も

朝

鮮

の

使

節

と

関

係

の

建

m

春

雨

の

刷

る

若

葉

の

宵

と

と

『

ア

ミ

ダ

」

他

「

二

葉

』

亭

で

落

ち

つ

い

て

‘

話

題

も

環

境

と

と

け

や

っ

た

『

郷

土

建

築

』

を

た

の

が

じ

し

心

ゆ

ぐ

ば

か

り

訴

り

過

ぎ

語

り

来

て

春

宵

一

刻

倒

千

金

ま

と

と

に

牧

穫

多

き

一

タ

で

b

っ

た

。

(

記

者

)

本

間

御

挨

拶

を

市

上

げ

ま

す

、

今

日

は

態

々

雨

が

降

り

路

の

惑

い

所

を

ゐ

運

び

を

願

ひ

ま

し

て

、

甚

だ

恐

縮

で

ご

ざ

い

ま

し

た

‘

・

貨

は

是

ま

で

建

築

協

合

あ

る

輿

力

町

に

現

に

殆

ど

朝

鮮

街

を

努

髭

し

て

ゐ

る

互

は

皮

肉

に

も

面

白

い

。

失

望

し

て

南

同

心

町

へ

廻

る

。

奥

力

町

よ

り

梢

明

る

〈

は

る

り

あ

の

噴

雑

も

少

な

い

が

小

さ

な

長

屋

が

建

て

連

ら

ね

ら

れ

て

と

L

K

も

屋

敷

町

の

商

影

を

止

め

て

ゐ

友

い

東

を

見

る

と

煤

け

な

が

ら

も

芽

を

ふ

い

た

樹

の

影

を

認

め

た

の

で

も

し

や

と

勢

づ

い

て

歩

を

速

め

阿朔陀池の闘

第E

土

建

築

座

談

曾

の

編

輯

部

の

方

で

は

年

に

一

回

づ

L

郷

土

建

築

の

研

究

蹴

と

し

て

、

徐

り

世

間

か

ら

顧

み

ら

れ

な

い

で

、

段

々

・

挺

さ

れ

た

り

、

廃

っ

て

行

き

ま

す

建

築

物

を

今

に

於

て

成

ぺ

く

記

録

し

て

置

き

た

い

と

云

ふ

や

ろ

友

意

味

で

、

斯

う

云

ふ

風

(

貨

物

)

友

特

輯

蹴

を

出

し

て

来

た

の

で

あ

り

え

ず

、

併

し

私

等

若

い

者

の

や

る

と

と

で

ご

ざ

い

ま

し

て

.

E
弓

も

飴

り

郷

土

知

識

に

詳

し

く

な

い

も

の

で

ご

ざ

い

ま

ず

か

ら

、

珍

し

い

も

の

を

見

落

し

た

り

‘

叉

判

り

ま

せ

及

ん

だ

り

し

ま

し

た

果

し

て

昔

其

僚

ら

し

い

表

構

を

見

る

と

と

が

出

来

た

、

主

人

を

訪

ね

て

敷

聞

か

ら

玄

関

台

所

を

撮

ら

し

て

も

ら

う

、

主

闘

の

天

井

か

ら

釣

っ

た

鎗

掛

け

、

台

所

の

揚

げ

下

げ

障

子

・

流

し

、

組

ぺ

て

が

奮

幕

時

代

の

匂

ひ

で

躍

っ

て

ゐ

る

寂

小

紋

の

上

下

に

二

本

さ

し

た

姿

が

限

に

浮

ぶ

、

黄

昏

が

近

づ

い

た

の

で

再

調

を

期

し

都

し

て

の

蹄

る

さ

街

角

K

活

花

の

今 鶴 江 南 山

井 丸 木

崎 株

買 梅 芳

一 太 政 太 利

て

、

甚

だ

遺

憾

な

黙

が

ど

‘

さ

い

ま

す

の

で

、

今

年

は

一

つ

皆

様

に

ゐ

集

り

を

願

ひ

ま

し

て

、

座

談

合

の

形

式

で

色

々

ゐ

話

を

伺

ひ

ま

し

た

ら

、

大

鐙

得

る

所

が

多

い

だ

ら

う

と

云

ふ

の

で

.

命

運

び

そ

願

っ

た

ゃ

う

左

諜

で

ご

ざ

い

ま

す

、

そ

れ

で

た

話

は

建

築

協

舎

の

催

し

で

あ

る

か

ら

と

云

っ

て

‘

決

し

て

堅

苦

し

い

建

築

の

技

術

上

の

と

と

に

闘

し

て

と

云

ふ

の

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ぬ

で

、

唯

建

築

に

聯

関

し

た

と

と

は

何

な

り

と

ゐ

聴

か

せ

下

さ

い

ま

し

た

ら

、

淘

に

仕

合

せ

で

ご

花

瑳

業

k

し

い

の

で

近

づ

く

と

近

頃

ぼ

つ

/

¥

と

出

現

し

が

』

揚

弓

携

の

開

業

で

近

所

の

若

い

人

建

が

弓

を

撮

っ

て

ゐ

る

あ

の

ち

た

り

に

は

奮

記

を

〈

る

と

確

か

に

興

力

同

心

象

の

射

場

が

あ

う

た

誇

だ

皮

肉

に

今

復

活

し

て

ゐ

る

の

が

可

笑

し

い

。

(

昭

和

五

年

春

記

〉

附

記

王

浩

に

御

族

抱

方

興

カ

の

家

が

一

軒

位

は

残

つ

で

あ

る

筈

だ

が

調

ぺ

て

見

た

い

と

思

っ

て

ゐ

る

。
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昌

輯

編

同

人

郎 郎 忠 郎

橋

高

議

=且a、

'ロ

.‘. 
1

 

・
a

e

西

良

本

間

乙

彦

ざ

い

ま

す

。

小

林

古

い

郷

土

的

の

建

築

な

ら

、

今

の

中

K

速

く

堺

へ

手

を

着

け

た

ら

可

い

で

せ

う

。

本

問

所

が

大

阪

K

は

同

劃

整

理

な

ん

か

が

僚

に

行

は

れ

ま

し

て

.

咋

日

あ

っ

た

も

の

が

今

日

は

無

く

な

る

と

云

ふ

や

う

な

欣

態

で

あ

向

ま

す

か

ら

、

兎

に

角

手

近

か

ら

や

ら

な

く

ち

ゃ

な

り

ま

ぜ

ぬ

の

と

、

も

う

一

つ

は

枇

寺

だ

と

か

共

の

他

的

緒

め

る

建

築

は

制

合

に

保

護

さ

れ

て

居

り

ま

す

、

史

蹟

に

指

定

さ

れ

た
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り

‘

闘

賞

と

な

っ

た

り

致

し

ま

す

が

、

一

般

の

民

家

べ

前

家

だ

と

か

一

去

っ

た

類

の

も

の

は

何

等

の

保

設

が

無

い

の

で

す

か

ら

、

ど

し

ノ

t

l

遠

慮

命

日

韓

も

な

し

に

壊

は

さ

れ

る

の

ぜ

す

、

そ

れ

が

甚

だ

残

念

な

も

の

で

す

か

ら

、

川
一ん

ま

で

も

気

づ

き

ま

し

た

も

の

は

成

ぺ

く

寓

買

を

撮

り

ま

し

て

、

共

の

数

、

大

分

の

も

の

に

な

っ

て

居

る

の

で

ご

ざ

い

ま

す

c

今

井

マ

ア

江

崎

さ

ん

が

見

え

た

ら

鴻

地

の

と

と

宇

豆

一同

し

願

ふ

の

で

す

ね

小

林

マ

ア

何

で

す

ね

平

野

屋

と

か

加

島

屋

、

そ

れ

に

長

国

と

云

ふ

の

を

御

存

じ

で

す

か

、

る

れ

は

矢

川
町

り

加

島

と

云

っ

て

‘

住

友

銀

行

に

な

っ

て

居

る

所

で

、

古

く

は

銀

行

集

合

所

に

・

な

っ

て

居

り

ま

し

た

が

、

立

派

な

も

の

で

あ

り

ま

し

た

.

そ

れ

が

ら

大

韓

昔

は

表

を

粗

末

に

し

て

中

を

締

麗

に

し

ま

し

た

な

υ

南

木

大

阪

で

は

皆

さ

う

で

し

た

ね

本

間

何

と

か

民

家

の

や

う

な

も

の

の

保

存

法

で

す

ね

・

無

論

全

部

を

保

存

す

る

と

云

ふ

や

う

な

馬

鹿

友

と

と

も

出

来

ま

せ

ぬ

が

電

共

の

外

観

の

一

部

友

り

或

は

特

長

の

あ

る

部

分

を

保

存

す

る

と

云

ふ

ゃ

う

・

な

と

と

が

出

来

な

い

も

の

で

ご

ざ

い

ま

せ

う

か

3

高

橋

ど

う

も

段

k

日

本

の

古

い

建

築

は

滅

び

て

し

ま

ふ

も

の

と

忠

ひ

ま

す

友

。本

閉

そ

れ

令

何

庭

か

一

部

分

移

し

て

保

存

す

る

言
と

云

ふ

や

う

な

と

と

が

出

来

る

と

可

い

の

で

す

が

ね

っ

今

井

マ

ア

段

k

b

L

云

ふ

高

暦

建

築

が

出

来

て

行

く

と

云

ふ

や

う

に

な

り

ま

す

と

、

誰

で

も

が

古

い

建

築

を

全

〈

減

く

し

て

し

ま

ふ

と

去

ふ

の

は

惜

し

い

も

の

だ

と

云

ふ

気

に

な

る

も

の

と

見

え

て
、

あ

の

倫

敦

の

何

と

か

云

ふ

町

に

は

特

に

オ

ー

ル

ド

・

ハ

ウ

ス

と

云

ふ

も

の

が

遣

さ

れ

て

居

り

ま

す

が

、

ス

テ

ー

ブ

ル

イ

ン

(

馬

宿

と

云

び

ま

す

か

)

と

云

ふ

矢

張

り

二

三

百

年

以

前

の

建

物

と

思

は

れ

る

も

の

が

町

の

誇

り

と

し

て

立

祇

た

建

築

の

中

に

遣

さ

れ

て

、

そ

れ

を

一

つ

の

見

物

場

所

と

し

て

居

り

ま

す

・

詰

り

立

派

な

建

築

を

見

に

行

く

と

同

時

K

倫

款

の

古

い

建

築

を

見

に

行

く

一

つ

の

名

所

に

な

っ

て

居

る

語

で

あ

り

ま

す

.

マ

ア

さ

-つ

云

ふ

と

と

が

必

要

で

す

ね

。

本

閉

そ

れ

は

僅

な

も

の

で

も

可

い

の

で

す

、

例

へ

ば

防

火

地

区

と

か

何

と

か

云

ふ

や

う

な

と

と

で

.

建

築

の

取

締

上

さ

う

し

た

も

の

を

置

け

な

い

場

所

も

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

何

鹿

か

公

園

の

一

部

な

り

、

或

は

裏

町

の

方

に

一

廓

を

劃

し

て

で

も

、

共

庭

に

壊

し

屋

に

賀

っ

て

し

ま

ふ

ゃ

う

た

建

物

で

極

〈

テ

イ

ピ

カ

ル

な

も

の

を

持

っ

て

来

て

建

て

L

置

く

と

か

し

た

な

ら

ば

.

昔

の

大

医

の

町

が

何

時

ま

で

も

遣

っ

て

居

る

と

云

ふ

と

と

に

な

っ

て

可

か

ら

う

と

思

ひ

ま

ず

か

ら
、

是

非

一

つ

有

力

な

方

々

の

御

後

援

で

さ

う

云

ふ

計

症

を

世

け

し

た

い

も

の

だ

と

思

ひ

ま

す

L

南

木

私

な

ん

か

も

御

尤

も

に

思

ひ

ま

す

、

新

し

い

も

の

を

ど

ん

/

¥

建

築

す

る

と

同

時

に

古

い

建

築

を

保

存

す

る

と

一
五

ふ

と

と

が

両

立

し

-

な

け

れ

ば

止

む

を

作

ま

せ

ぬ

け

れ

ど

も

、

方

法

に

依

つ

て

は

全

然

保

存

せ

ら

れ

ぬ

と

云

ふ

と

と

は

な

い

か

ら

新

し

い

も

の

を

ど

ん

/

¥

怯

耐

え

る

と

同

時

K

古

い

も

の

を

保

存

す

る

と

云

ふ

や

う

な

と

と

に

し

た

い

も

の

で

す

ね

。

鶴

丸

瑞

典

に

は

内

部

ま

で

共

の

偉

に

し

て

農

民

を

住

は

し

ず

居

る

と

云

ふ

ゃ

う

た

も

の

が

あ

る

や

う

で

す

ね

。

小

西

共

廃

ま

で

は

難

し

い

で

せ

う

け

れ

ど

ね

ふ

本

閉

そ

れ

は

有

名

な

人

が

居

っ

た

家

で

あ

る

と

か

云

ふ

や

う

な

意

味

の

も

の

と

述

び

ま

し

て

.

間

単

に

家

屋

と

し

て

で

あ

り

ま

す

が

、

窮

民

を

見

ま

す

と

、

丘

陵

の

森

や

林

の

あ

る

所

K

止

日

の

催

の

農

家

と

云

ふ

や

う

な

も

の

を

集

め

て

列

ぺ

で

あ

る

諜

で

す

が

、

市

中

の

殊

に

路

幅

の

狭

か

っ

た

大

阪

の

家

た

ん

で

す

か

ら

‘

さ

う

大

し

て

蹟

い

場

所

も

取

ら

な

い

と

氾

ひ

ま

す

が

ね

。

今

井

何

で

す

な

.

大

阪

は

大

医

で

何

か

特

有

な

住

宅

と

か

出

舗

と

玄

ふ

ゃ

う

友

も

の

が

あ

り

ま

せ

う

な

、

京

都

は

京

都

の

特

典

の

も

の

、

江

戸

は

江

戸

の

特

典

な

も

の

、

大

阪

は

大

阪

の

特

異

な

も

の

と

一
五

ふ

の

が

ね

。

南

木

さ

う

で

す

ね

、

京

都

へ

行

〈

と

、

格

子

や

位

を

紅

柄

で

塗

っ

た

り

し

て

居

り

ま

す

ね

、

b

L

云

っ

た

も

の

は

京

都

の

建

築

の

判

長

ら

し

い

で

す

が

.

大

阪

は

一

見

し

て

一

寸

山

判

長

と

す

べ

き

所

が

無

い

や

う

に

忠

は

れ

止

す

が

、

矢

張

り

島

の

内

や

船

場

越

の

格

子

の

聞

の

附

い

た

家

な

ど

は

大

阪

ら

し

〈

泣

い

で

せ

う

か

、

そ

れ

か

ら

入

っ

た

所

の

間

取

の

工

合

は

先

程

沿

話

の

や

う

た

、

這

入

る

と

直

ぐ

中

庭

が

あ

っ

て

、

玄

関

が

あ

っ

て

、

中

庭

か

ら

台

所

へ

入

っ

て

行

く

と

云

ふ

あ

の

式

に

定

っ

て

居

る

や

う

で

す

ね

。

小

林

そ

れ

は

定

っ

て

居

り

ま

す

な

決

し

て

入

っ

た

所

か

ら

上

れ

な

い

。

小

西

あ

れ

は

中

庭

と

云

ふ

の

で

す

ね

‘

玄

闘

ま

で

の

聞

は

。

小

林

さ

う

で

す

、

千

種

屋

の

家

が

矢

探

り

さ

う

で

す

な

。
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昔

の

大

阪

商

家

圏

諸

〔

一

)

(

明

治

十

二

年

版

浪

花

御

内

濁

案

内

に

依

る

鈴

丸

梅

太

郎

氏

議

)

依

-

宿

命

』

e

ホ

和

函

草

γ

島

正

長

側

愈

'

瞳

企

管

事
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膏

a

R

品

情

問

圃

咽

そ

絶

骨

骨

-ep
量

咽

岨

司

格

e

F
・

守

唱
す

A

R

R

白

書

7

文

明

A

，

佼

a

s

t

'
ヘ
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普

の

大

阪

商

家

圏

諸

(

一

一

〉

(

明

治

卜

二

年

版

浪

花

御

出

向

調

案

内

に

依

る

鶴

丸

梅

太

郎

氏

様

)

ゆ

、

μ

恭

一

ル

町

農

波

歯

明

治

養

堂

中

井

氏

宰

&

九

年

十

萄

年

d

R

大

阪

の

抱

に

昔

の

ま

ま

残

る

高

家

門

一

〉

島

の

内

向

島

潟

村

氏

応

'

P

 

潟

村

氏

邸

祭

砲

の

飾

付

け

渇

村

氏

邸

の

内

祁

( 協合成政 No. 300り

海

村

氏

邸

内

部

( 協合戯曲i . N o.  3∞2)  

........ム轟轟薗

Ｈ協合成版 ｎ り，ｾ∞サ
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鶴

丸

あ

れ

が

特

長

で

す

た

J

高

橋

大

抵

皆

卒

面

は

同

じ

ゃ

う

ゑ

工

合

で

す

ね

。

南

木

此

の

間

住

友

・

銀

行

の

建

染

を

見

せ

て

貰

っ

た

の

で

す

が

、

A

W

U

議

室

の

壁

は

ど

う

云

ふ

も

の

か

と

云

ふ

と

.

一音

響

が

大

盤

ボ

ン

ヤ

リ

す

る

と

云

ふ

と

と

で

す

。

今

井

あ

の

住

友

さ

ん

が

茶

臼

山

の

邸

を

造

る

時

の

話

で

す

が

、

桂

の

上

に

跨

が

ら

す

牛

ー

と

云

ふ

も

の

が

あ

り

ま

す

ね

、

牛

掛

と

云

ひ

ま

す

か

、

あ

れ

は

松

に

限

っ

た

も

の

だ

さ

う

で

す

ね

、

矢

張

り

縁

喜

を

闘

っ

た

も

の

や

」

せ

う

が

.

而

も

あ

L

云

ふ

説

家

に

な

る

と

、

非

常

に

古

い

松

の

木

ぞ

選

ぶ

も

の

と

見

え

て

、

ど

う

し

て

も

千

年

以

上

経

っ

た

松

の

木

が

欲

し

い

と

一

玄

ふ

の

で

大

分

方

々

捜

し

た

、

工

作

部

の

方

で

は

堅

牢

と

云

ふ

と

と

な

ら

‘

鋭

の

梁

掛

が

一

蒋

可

い

と

云

ふ

話

で

あ

っ

た

が

.

八

木

甚

兵

衛

(

大

工

)

は

顔

を

都

め

て

か

ら

に

そ

れ

に

反

釘

し

て

、

ど

う

し

て

も

古

い

松

の

木

が

欲

し

い

と

云

ふ

の

で

.

方

々

捜

し

た

が

何

庭

に

も

無

い

.

ょ

う

/

¥

九

州

の

何

慮

か

に

あ

っ

た

の

を

持

っ

て

来

た

、

八

木

甚

兵

衛

は

普

請

中

に

死

ん

だ

さ

う

で

す

が

、

非

常

に

喜

ん

で

立

振

に

仕

上

げ

て

牛

掛

の

旧

材

に

し

た

、

共

の

除

材

を

以

て

故

の

男

一

闘

が

盆

な

ご

を

造

り

.

長

に

色

h

ベ

な

も

の

を

弘閃

い

た

り

し

て

、

閥

係

者

に

記

念

と

し

て

配

ら

れ

た

、

私

は

一

向

建

築

の

と

と

は

知

り

ま

せ

ぬ

け

れ

ど

も

、

さ

う

云

ふ

ふ

う

に

縁

菩

を

刷

っ

て

目

出

度

い

も

の

を

使

ふ

の

で

、

決

し

て

あ

れ

は

他

の

も

の

を

使

は

ね

‘

必

十

松

に

限

る

と

云

ふ

と

と

で

す

。

高

橋

梁

に

は

松

が

一

呑

良

い

の

で

す

。今

井

凱

く

も

あ

り

目

出

度

〈

も

る

り

と

云

ふ

諜

で

す

友

，

本

聞

大

阪

の

商

家

に

は

い
か
A

閥

が

錐

…

い

と

云

ふ

風

に

聞

い

て

舟

り

ま

す

が

、

さ

う

で

す

か

小

林

ム

闘

の

あ

る

家

は

絵

棋

大

き

な

家

で

す

ね

。

鶴

丸

住

友

さ

ん

も

ぷ

闘

が

無

い

ゃ

う

で

す

な

c

高

橋

そ

れ

は

前

を

壊

し

て

居

り

ま

ず

か

ら

、

原

形

は

あ

の

ま

せ

ぬ

.

壊

し

た

の

は

何

十

年

も

前

で

す

。

今

井

併

し

あ

の

家

は

そ

ん

な

に

十

日

い

家

で

は

な

い

ゃ

う

で

す

ね

。

小

林

住

友

さ

ん

の

一

」つ

艶

っ

て

居

り

ま

す

り

は

、

半

ば

工

場

(

吹

所

)

で

宇

ば

住

宅

で

あ

っ

た

の

を

、

明

治

の

初

年

に

吹

所

は

他

へ

移

し

た

の

で

す

が

、

以

前

は

工

場

で

あ

り

庄

で

あ

り

住

宅

で

あ

っ

た

語

で

す

。

高

橋

平

面

闘

を

見

ま

す

と

、

す

っ

か

り

纏

っ

て

居

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

ι

U

A

闘

な

ん

か

は

娃

な

所

か

ら

入

り

ま

す

。

小

林

だ

か

ら

彼

庭

の

は

一

寸

鎧

っ

て

居

り

ま

す

が

.

表

の

庖

は

恰

度

先

代

さ

ん

が

御

養

子

に

友

ら

れ

る

前

に

壊

し

て

居

り

ま

す

よ

。

高

橋

兎

に

角

家

は

さ

う

古

く

な

い

ゃ

う

で

す

。

今

井

あ

の

ム

闘

は

普

通

の

玄

関

で

は

あ

り

ま

せ

ぬ

か

‘

鰻

谷

の

は

。

小

林

あ

れ

は

普

通

の

玄

関

で

、

前

の

児

闘

が

造

っ

た

の

で

す

.
引
払

吐

一寸

が

覚

え

て

居

り

ま

す

の

は

、

矢

張

り

太

い

格

-J

の

長

い

も

の

が

あ

り

ま

し

た

.

そ

れ

か

ら

私

等

の

中

年

前

住

の

時

分

で

す

が

大

き

な

掛

聾

で

金

何

千

何

百

闘

也

、

何

市

内

何

千

闘

也

と

云

っ

て

算

盤

を

置

い

て

川

っ

た

、

大

師訟

な

も

の

だ

な

ア

と

云

ふ

と

.

イ

ヤ

あ

れ

は

借

金

の

勘

定

だ

と

言

ふ

た

人

が

あ

り

ま

す

.

マ

ア

庄

の

者

等

が

稽

古

に

や

っ

て

居

っ

た

り

か

ど

う

か

知

り

ま

せ

ぬ

が

.

始

絶

大

き

な

聾

で

算

盤

を

世

い

て

居

り

ま

し

た

よ

。

本

問

先

か

ら

大

分

大

阪

の

住

宅

の

特

長

に

就

て

沿

話

を

伺

ひ

ま

し

た

が

、

ま

だ

何

か

外

に

は

一

寸

見

ら

れ

な

い

と

云

ふ

や

う

な

所

が

あ

り

ま

す

ま

い

か

。

南

木

あ

り

ま

せ

う

ね

。

小

林

南

本

町

と

云

ふ

所

は

央

服

問

屋

ば

か

り

で

あ

っ

た

の

で

す

が

、

道

路

を

瞭

く

す

る

ま

で

は

、

二

階

が

非

常

に

長

か

っ

た

、

普

通

の

も

の

で

は

な

い

、

庄

が

大

屋

根

よ

り

低

く

友

っ

て

出

る

.

b

れ

は

妙

な

も

の

で

、

市

本

町

の

川

村

長

で

す

、

と

L

に

天

窓

が

聞

い

て

居

る

が

そ

れ

は

何

で

か

と

云

ふ

と

.

飴

り

明

い

と
‘

ア

ラ

が

見

え

る

.

薄

暗

う

し

て

世

く

と

品

物

が

良

く

見

え

る

と

云

ふ

識

で

す

。鶴

丸

妙

な

所

に

掛

停

が

あ

っ

た

の

で

す

ね

。

南

木

揚

庖

が

無

く

な

っ

て

居

り

ま

す

が

、

あ

れ

は

判

長

で

し

た

ね

。

鶴

丸

一大

水

楠

な

ん

か

も

無

く

な

り

ま

し

た

た

。

南

木

夏

な

ん

か

は

助

活

を

利

用

し

て

涼

み

を

や

っ

た

も

の

で

す

3

本

問

機

村

さ

ん

あ

た

り

で

は

其

慮

を

何

と

か

云

ひ

ま

し

た

な

「

け

っ

か

い

』

で

問

み

ま

し

て

、

北

ハ

庇

に

竹

e
q

一

置

い

た

も

の

だ

さ

う

で

す

ね

。

南

木

そ

れ

か

ら

は

楊

底

の

上

に

腰

陣

子

と

云

ふ

も

の

を

出

し

た

も

の

で

す

近

頃

ま

で

一段

犀

で

一

軒

b

h
り

ま

し

た

が

そ

れ

も

も

う

無

く

な

り

ま

し

た

ν

今

井

水

野

さ

ん

の

家

が

さ

う

な

っ
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て

居

り

ま

す

ね

。

小

林

藍

屋

で

友

〈

て

も

眼

障

子

を

や

っ

た

所

は

あ

り

・

乏

し

た
。

南

木

そ

れ

か

ら

二

階

が

皆

低

く

危

う

て

居

る

の

は

非

常

に

特

色

だ

ら

う

と

思

ひ

ま

す

。

本

間

あ

れ

は

前

の

方

に

限

っ

て

低

く

し

た

も

の

で

す

か

。

小

林

天

井

は

殆

ど

使

は

な

か

っ

た

も

の

で

す

。

南

木

マ

ア

物

入

で

す

ね

J

或

は

胞

の

者

が

山

崎

る

や

う

な

所

で

あ

っ

た

の

で

す

旬

本

間

何

か

規

則

で

も

あ

っ

た

の

で

す

か

。

高

橋

今

で

も

建

て

篠

へ

ぬ

所

は

矢

張

り

低

い

ゃ

う

で

す

な

υ

.

本

聞

い

つ

か

蛮

東

海

道

主

歩

き

ま

し

た

時

に

土

山

あ

た

り

で

聴

き

ま

す

と

彼

鹿

で

は

二

階

か

ら

大

名

の

行

列

を

覗

〈

と

云

ふ

と

と

は

可

け

な

い

と

云

ふ

の

で

二

階

を

造

ら

な

か

っ

た

の

だ

さ

う

で

す

が

、

大

阪

は

さ

う

云

ふ

と

と

は

あ

り

、手

品

せ

ぬ

か

。

今

井

あ

り

ま

せ

ぬ

ね

.

大

阪

の

町

人

思

考

で

や

か

ま

し

い

人

で

す

が

‘

山

鯨

婿

桃

は

非

常

に

火

事

を

恐

れ

た

.

マ

ア

火

事

に

も

遭

っ

て

、

新

に

家

を

浩

っ

た

場

合

K

.

丁

十

度

今

の

愛

日

小

曲

学

校

の

北

の

方

の

北

演

の

遇

に

向

い

た

家

守

す

が

、

防

火

設

備

と

し

て

、

今

な

ら

何

か

消

火

山

付

で

も

世

〈

識

で

す

け

れ

ど

も

、

共

の

代

り

に

、

あ

の

此

い

二

帥

m

k

f

卜

の

遊

を

帯

へ

て

・

近

火

で

火

の

粉

が

飛

ん

で

来

る

と

一
五

ふ

や

う

な

時

分

に

は

、

共

の

遊

を

尿

根

の

上

に

敷

い

て

水

を

掛

け

る

、

さ

う

す

る

と

一

寸

位

火

の

粉

が

飛

ん

で

来

て

も

差

支

な

い

と

一
五

ふ

の

で

そ

ん

な

川

立

を

し

た

と

云

ふ

と

と

で

す

又

先

生

は

大

阪

の

大

火

事

を

防

慢

す

る

方

法

と

し

て

、

恰

度

今

の

二

十

四

間

道

路

の

淀

屋

橋

過

を

ズ

ツ

と

北

か

ら

市

へ

掛

け

て

道

幅

友

商

ぐ

し

、

員

巾

に

大

き

な

堤

防

を

築

い

て

、

北

ハ

庭

に

樹

木

を

航

え

れ

ば

、

西

が

焼

け

て

も

・

束

。
へ

は

移

ら

ぬ

し

、

東

が

焼

け

て

も

西

へ

は

移

ら

ぬ

、

兎

に

角

半

分

だ

け

は

そ

れ

で

救

へ

る

と

云

ふ

や

う

な

と

と

を

夢

の

械

と

云

ふ

脳

濯

に

引

い

て

居

h

り

ま

す

.

ヘ

ー

か

ら

考

へ

れ

ば

、

幼

稚

な

も

の

で

す

れ

ど

も

さ

う

云

ふ

火

災

の

換

防

法

や

火

災

の

場

合

に

執

る

べ

き

手

段

を

書

い

て

居

ろ

諜

で

す

ο

小

西

今

で

一
守

口

へ

ば

、

防

火

地

匿

を

怯

叶

え

る

諜

で

す

ね

。

南

木

火

事

と

云

ふ

と

、

以

前

は

大

き

な

凶

扇

に

長

い

柄

を

付

け

て

ぶ

闘

に

二

本

粍

置

い

た

も

の

で

す

よ

。

あ

れ

は

御

堂

さ

ん

な

ん

か

へ

行

っ

て

見

る

と

・

ま

だ

あ

り

ま

す

ね

ο

小

林

少

し

大

き

な

家

で

は

祈

そ

れ

を

泣

い

た

も

の

で

す

。

小

西

火

事

を

ど

う

す

る

の

で

す

っ

南

木

向

ふ

へ

煽

〈

の

ぜ

す

、

私

等

子

供

の

時

分

に

置

い

て

あ

り

ま

し

た

・

戎

橋

北

詰

の

米

側

が

焼

け

た

時

に

丸

高

か

ら

る

れ

を

持

出

し

て

や

っ

て

問

た

、

辿

も

火

を

防

げ

さ

う

な

も

の

で

は

な

い

け

れ

ど

。

小

林

あ

れ

が

立

減

に

役

立

っ

た

こ

と

も

あ

る

、

本

開

予

の

北

の

方

が

焼

り

た

時

に

、

本

願

寺

に

あ

の

凶

扇

が

津

山

あ

っ

た

の

で

、

そ

れ

を

皆

持

っ

て

居

っ

て

、

斑

令

を

掛

け

て

一

斉

に

斯

う

(

煽

ぐ

)

や

る

、

さ

う

す

る

と

一

時

火

が

向

ふ

へ

行

っ

た

さ

う

で

す

、

之

を

匝

々

に

や

っ

て

居

つ

て

は

巧

け

な

い

し

、

無

論

三

本

や

四

本

あ

っ

た

所

が

何

に

も

な

ら

ぬ

》

小

西

さ

う

で

せ

う

な

J

本

聞

大

分

火

事

の

沿

話

が

出

ま

し

た

が

、

土

蔵

と

云

ふ

も

の

は

可

友

り

大

阪

で

は

研

究

さ

れ

た

も

の

だ

ら

う

と

思

ひ

ま

す

、

何

か

そ

れ

に

就

て

商

白

い

請

は

あ

り

ま

せ

ぬ

で

せ

う

か

。

今

井

私

等

が

聞

い

て

肘

る

の

に

は

漆

喰

建

築

と

云

ふ

も

の

は

江

戸

に

敵

ふ

も

の

は

な

か

っ

た

と

云

び

ま

す

ね

、

そ

れ

は

或

時

東

京

へ

行

っ

て

、

恰

度

裁

の

建

築

を

し

て

居

た

さ

う

云

ふ

方

に

巧

者

友

人

か

ら

初

て

聴

い

て

成

程

と

思

ひ

ま

し

た

が

、

辿

も

上

方

で

は

東

京

の

や

う

左

仕

事

は

出

来

泣

い

、

東

京

は

火

事

の

多

い

火

の

速

い

所

だ

け

に

、

特

に

土

蔵

の

壁

塗

と

云

ふ

も

の

は

な

か

/

¥

優

れ

た

も

の

で

、

東

京

の

土

蔵

は

減

多

に

落

ち

は

し

な

い

け

れ

ど

対

柄

、

大

阪

や

京

都

一

例

戸

あ

た

り

の

土

蔵

は

溶

ち

る

と

云

ふ

と

さ

で

す

、

叉

私

は

大

阪

の

土

離

が

火

事

K

命日

つ

ず

崩

壊

す

る

の

を

眼

前

に

津

山

見

ま

し

た

・

そ

れ

は

御

承

知

の

明

治

四

十

二

年

の

北

匝

の

大

火

の

時

で

す

が

あ

れ

は

一

章

夜

か

ら

燃

え

た

大

火

で

‘

朝

か

ら

共

の

日

の

晩

も

ズ

ツ

と

燃

え

続

い

た

の

で

す

が

、

強

日

の

朝

闘

帯

舘

へ

出

勤

し

ま

し

て

、

高

い

所

か

ら

見

渡

し

ま

す

と

、

彼

方

此

方

に

土

蔵

だ

け

残

っ

て

居

り

ま

し

た

が

.

見

て

肘

る

と

、

上

か

ら

飛

行

機

か

何

か

が

強

丸

で

も

蒸

し

た

や

う

に

、

屋

根

の

方

K

煙

が

出

て

来

る

と

、

パ

ー

ツ

と

崩

壊

し

て

落

ち

る

、

あ

L

惜

し

い

友

ア

と

思

う

て

見

て

居

る

と

、

叉

向

ふ

の

方

の

土

離

が

ホ

1

ツ

と

解

け

よ

る

、

十

八

万

ゑ

問

診

一

も

出

来

な

か

っ

た

の

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

が

、

見

て

居

る

中

κ
土

蔵

が

三

つ

も

四

つ

も

落

ち

る

- 28 ー
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版

天

満

の

茶

滅

菌

献合協

(

S

A
噌

法

師

同

居

c
・

ω

。
一
ω

)

?-，..込.

天満菅原町の家並

の

を

見

ま

し

た

、

そ

れ

は

中

に

火

が

一

ば

い

満

ち

て

崩

唆

す

る

の

で

せ

う

け

れ

ど

。

小

林

あ

L

云

ふ

大

火

に

な

り

ま

し

た

ら

、

辿

も

保

ち

ま

せ

ぬ

友

ぜ

今

井

附

近

が

少

し

焼

け

る

位

の

な

ら

.

保

ち

も

し

ま

せ

う

が

、

敷

町

の

聞

が

一

面

K

火

に

友

っ

て

し

ま

っ

た

ら

駄

目

ポ

す

ね

J

小

林

流

石

に

土

蔵

だ

け

は

後

に

残

っ

て

居

る

の

で

す

が

、

火

が

能

っ

て

内

側

か

ら

焼

げ

て

行

っ

て

、

到

頭

解

け

て

し

ま

ふ

の

で

す

ね

。

今

井

北

の

大

火

の

時

は

可

友

り

時

間

K

徐

怖

が

る

っ

た

の

で

す

か

ら

、

十

分

に

同

塗

も

出

米

た

の

で

せ

う

が

、

全

く

大

火

の

震

に

や

ら

れ

た

の

で

す

ね

。

小

林

日

塗

を

し

て

も

、

あ

L

友

っ

た

ら

、

い

き

ま

せ

ぬ

友

っ

今

井

あ

れ

は

滋

'

焼

け

に

な

っ

て

し

ま

ふ

の

予

す

瓜

、

小

さ

友

火

山
ゆ

で

d

h

土

臓

を

直

ぐ

附

け

る

と

、

火

を

引

く

と

云

ひ

ま

す

ね
、

m
-日

行

っ

て

も

、

先

づ

水

を

掛

け

て

、

冷

し

て

か

ら

、

開

け

ぬ

と

い

か

ぬ

さ

う

で

す

ね

。

本

聞

大

分

色

々

な

と

と

を

伺

ひ

ま

し

た

が

、

今

度

は

大

阪

の

古

い
1

町

家

で

現

在

残

っ

て

肘

り

ま

す

代

表

的

な

も

の

を

沿

聴

か

せ

願

へ

ま

せ

ぬ

で

せ

う

か

、

例

へ

ば

殿

村

さ

ん

の

ゐ

宅

で

す

と

か

云

ふ

ゃ

う

友

J

小

林

マ

ア

鴻

池

さ

ん

.

殿

村

さ

ん

鰻

谷

の

方

の

吉

野

さ

ん

。

今

井

高

安

も

さ

う

で

せ

う

“

鶴

丸

あ

れ

は

電

車

で

半

分

一

脱

さ

れ

た

。小

林

あ

れ

を

市

舎

に

居

る

時

分

に

や

か

ま

し

く

言

ふ

た

の

で

す

が

ね

J

今

井

そ

れ

か

ら

小

佐

の

所

で

は

上

野

理

一

君

の

家

。

小

林

そ

れ

か

ら

い

い

民

柄

の

人

杭

の

吉

野

さ

ん

の

別

抗

、

あ

れ

は

珍

ら

し

い

ー
も

の

で

す

、

あ

の

太

い

市

.

大

の

床

什

れ

を

狭

い

所

へ

持

っ

て

行

っ

た

り

が

耐

内

い

。

今

井

今

現

存

し

て

肘

る

大

中

小

の

大

阪

の

代

表

的

友

建

築

の

自

民

を

揃

っ

て

世

い

て

貰

ふ

の

で

す

な

J

本

同

そ

し

て

成

べ

〈

判

長

の

あ

る

部

分

の

A

V

所

あ

た

り

ま

で

の

平

副

を

ほ

ら

し

て

戴

き

た

い

、

奥

の

方

は

沿

嫌

ひ

に

な

る

か

も

知

れ

ま

ぜ

ぬ

が

。

鶴

丸

奥

の

方

は

さ

う

特

長

は

る

り
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総

斗

水

の

あ

る

民

家

(

西

区

江

の

子

烏

〉

(

骨

即

時

務

濁

2

0
・

ω

O

一ど

'"・‘.;. 

ま

せ

ぬ

ね

、

底

の

聞

と

中

庭

・

葺

所

の

閥

係

に

大

口

史

.

而

白

い

特

長

が

t

c

る

の

で

す

υ
小

林

吉

野

の

別

抗

の

茶

の

間

を

除

い

て

し

ま

っ

た

の

は

惜

し

い

と

と

だ

っ

た

、

え

ら

う

大

き

な

普

請

で

は

な

い

け

れ

ど

も

、

狭

い

庭

を

巧

〈

利

川

し

て

上

け

た

り

下

げ

た

り

し

た

所

が

町

白

い

。

今

井

今

の

大

き

な

殿

村

、

鴻

池

さ

ん

と

云

ふ

ゃ

う

友

も

の

L

外

に

小

さ

い

所

で

制

〈

代

表

的

友

も

の

は

あ

り

ま

せ

ぬ

か

友

。

高

橋

あ

り

さ

う

な

も

の

で

す

ね

、

何

庭

か

。一? ??

南

木

あ

る

の

で

す

が

‘

よ

く

二

一

一

一

日

経

た

ぬ

中

に

壊

さ

れ

て

し

ま

ふ

の

が

る

り

ま

す

新

犀

敷

に

か

げ

ま

茶

屋

の

商

影

が

あ

っ

た

の

で

す

、

例

の

三

角

絡

一十

な

ど

が

あ

っ

て

、

辿

も

町

内

い

の

で

す

が

、

此

の

川

行

き

ま

し

た

ら

.

も

弓

無

く

な

っ

て

し

ま

ひ

ま

し

た

.

あ

L

云

ふ

家

が

小

さ

な

も

の

で

而

白

い

で

す

ね

、

油

産

近

八

と

一
去

っ

た

や

う

な

家

で

ね

。

今

井

押

通

の

町

家

や

叉

古

川

原

の

や

う

友

も

り

。

南

木

円

疋

も

段

々

鐙

り

ま

す

ね

。

今

井

侠

は

今

に

富

田

日

さ

ん

た

ん

か

も

四

津

館

に

し

て

し

ま

ひ

は

令

ぬ

か

と

思

ふ

、

西

洋

叫

に

は

せ

ぬ

に

せ

よ

.

あ

れ

令

大

和

原

風

κ
し

て

し

ま

っ

て

も

面

白

〈

友

い

、

ズ

ツ

と

あ

の

長

い

絡

子

が

る

る

の

で

‘

あ

の

町

を

泊

る

と

.

如

何

に

も

-
M
を

泊

っ

て

居

る

や

う

左

感

じ

が

す

る

の

で

す

か

ら

ね

。

本

向

そ

れ

か

ら

大

分

場

所

は

述

ひ

ま

す

け

れ

ど

も

‘

天

王

寺

の

阿

川

の

泊

り

で

す

ね

、

あ

の

山

同

病

院

の

あ

る

家

並

に

は

大

分

古

い

の

が

あ

り

ま

す

ね

、

る

の

米

正

中

丸

と

云

ふ

話

を

聞

く

ゃ

う

友

ο南

太

・

あ

り

ま

す

ね

、

一

六

王

寺

の

前

に

白

桐

原

と

云

ふ

の

が

あ

り

ま

す

が

、

彼

底

は

辿

も

面

向

い

で

す

。

鶴

丸

あ

れ

は

合

で

す

か

。

南

木

さ

う

で

す

ね

、

あ

れ

は

へ

ん

て

と

な

倉

み

た

や

う

な

長

い

尿

狼

で

す

ね

、

一

寸

費

っ

て

尉

り

ま

す

な

。

今

井

あ

の

山

間

病

院

は

小

林

さ

ん

の

沿

婆

さ

ん

の

ゐ

家

だ

さ

う

で

す

ね

・

南

木

さ

う

で

す

小

林

さ

ん

は

幼

少

の

時

分

に

暫

く

彼

慮

に

行

っ

て

居

ら

れ

た

の

で

す

ね

。

今

井

さ

う

云

ふ

-

h

申
請

で

す

ね

、

彼

ド

庇

で

大

分

げ

存

さ

れ

た

と

云

ふ

詳

で

す

。

本

同

何

底

か

手

頃

な

楠

村

さ

ん

科

度

の

家

で

、

あ

り

ま

せ

ぬ

か

ね

っ

今

井

北

方

面

は

あ

り

ま

せ

ぬ

か

「

本

間

も

っ

と

小

さ

友

所

で

、

此

の

家

'
Z

0
・
印

2

2

)
な

ん

か

よ

ろ

し

う

ご

ざ

い

ま

す

ね

。

南

木

よ

い

で

す

ρ

此

払

底

が

無

く

な

っ

て

肘

り

ま

す

が

、

是

は

何

か

商

官

起

す

か

。

本

同

今

は

刊

し

も

た

や

」

で

す

=

南

木

『

し

も

た

や

』

は

悦

山

が

無

い

で

す

ね

。

今

井

ゐ

家

は

判

時

の

建

築

で

す

か

(

小

林

氏

に

)

小

林

私

の

方

は

民

感

四

年

に

焼

け

ま

し

て

ね

、

其

の

折

に

建

替

へ

た

の

で

す

レ今

井

小

林

さ

ん

の

沿

家

は

ど

っ

ち
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‘  

村

橋

邸

堺

破

風

板

装

飾

は

十

字

架

文

に

あ

ら

ざ

る

か

Ｈ 協舎 厳版 ｎ ｏＮ ＳＰＱ ｾ Ｎ Ｉ北同心、屋敷( 天満同心町 )

( 協舎磁j振N o. 30 15)南同心、屋敷〈天満 同心町)

一

寸

鐙

っ

て

居

り

ま

す

南同心屋敷 天井見上 ( 協曾詩語版 N r. 3017)

か

と

云

ふ

と

‘

ね
。

一補

木

私

は

先

達

て

伺

ひ

ま

し

て

、

表

の

川

K

円

舶

問

屋

の

で

す

か

、

長

い

紙

を

ゐ

貼

り

に

な

っ

て

居

り

ま

し

た

が

米

開

で

す

か

。

小

林

米

犀

か

株

式

序

で

す

J

南

木

一

覧

際

色

U

t

h

云

ふ

も

の

わ

包

貼

っ

た

所

が

有

ま

せ

ぬ

ね

、

前

は

山

に

入

り

ま

す

と

.

何

々

丸

と

云

っ

た

汽

舶

の

名

な

ん

か

が

貼

つ

で

あ

っ

た

も

の

で

す

ね

小

林

米

は

納

め

相

場

を

貼

っ

た

も

の

で

す

。

〈協合請託版 N o. 3018)

今

井

そ

れ

は

ど

う

云

ふ

友

ん

で

。

小

林

E

う

云

ふ

も

の

で

し

た

か

な

米

屋

か

ら

持

っ

て

来

る

の

で

す

、

仙

刷

一

の

一

昨

い

紙

で

檎

い

で

あ

っ

て

、

あ

れ

を

又

喜

〈

者

が

今

は

段

k

下

手

に

な

っ

て

来

ま

し

た

が

、

告

は

上

手

で

し

た

、

叫

聞

に

堂

島

あ

た

り

わ

提

灯

何

が

巧

く

計

一円
い

た

も

の

で

す

、

肥

後

米

何

闘

何

十

銭

と

云

ふ

風

K

一

一れ

の

相

場

を

書

い

て

い

余

る

の

で

す

ね

。

市同心屋敷玄鰯露地

本

同

大

分

商

庄

の

ゐ

話

が

前

み

ま

し

た

が

・

今

度

は

一

つ

硬

い

方

で

、

.

武

家

以

敷

に

就

て

何

か

伺

ひ

た

い

と

思

ひ

ま

す

、

協

A
W

の

方

で

も

同

心

町

と

興

力

町

を

酬

は

し

て

、

而

影

の

遣

っ

て

居

る

家

を

多

少

見

付

け

は

し

ま

し

た

が

。
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南

木

た

か

。

今

井

同

心

阿

に

闘

根

と

一

試

ふ

・

家

が

あ

り

ま

す

ね
。

本

間

伺

ひ

ま

し

た

、

是

(

お

毘

)

で

す
、

面

、白

い

ゐ

宅

で

す

が

、

庫

敷

の

方

は

元

の

・偉

に

残

っ

て

居

り

ま

す

・

去

年

克

ま

し

た

時

に

は

、

矢

張

り

一

山

の

大

き

な

視

が

立

っ

た

沿

出

敷

が

る

り

ま

し

た

A

床

の

間

に

は

刀

懸

に

刀

が

収

っ

て

居

た

と

云

ふ

ゃ

う

友

詩

で

あ

り

ま

す

。

今

井

是

(官

制

民

)

は

結

構

で

す

な

ア

本

間

そ

れ

は

一

部

分

切

っ

た

の

だ

さ

う

で

す

、

市

場

が

出

来

る

の

で

ね

‘

そ

れ

は

北

の

同

心

町

の

同

心

照

敷

で

す

今

井

闘

根

の

家

は

興

力

の

家

で

す

か

ら

ね

、

何

百

石

取

っ

て

居

り

ま

し

た

。

小

林

そ

ん

訟

に

取

っ

て

居

り

ま

し

た

か

た

、

親

父

さ

ん

は

私

の

方

の

弟

子

で

し

て

ね

、

長

ら

く

監

獄

の

典

獄

を

し

て

居

り

ま

し

た

、

恰

度

高

崎

奮

大

阪

府

知

事

の

殺

に

大

久

保

さ

ん

が

来

ま

し

た

時

に

次

阪

の

古

い

話

を

聴

か

し

て

央

れ

と

云

ふ

む

と

で

.

大

阪

の

古

い

と

さ

L

云

ふ

た

ら

、

閥

根

よ

り

知

っ

て

居

る

者

は

無

い

と

一
五

、
ふ

て

呼

ん

で

来

ま

し

た

が

私

は

知

ら

ぬ

/

1

と

言

ふ

て

、

何

κ
も

言

ひ

ま

せ

ぬ

で

し

た

。

本

間

南

木

さ

ん

さ

つ

き

ゐ

話

の

玉

工

h

遣

に

沿

出

で

に

な

り

ま

し

迭

の

と

云

ふ

の

は

3

南

木

一k

迭

に

従

ふ

同

心

町

で
。

鶴

丸

餓

砲

初

で

す

か
。

今

井

大

阪

の

興

力

同

心

K

は

定

存

附

属

の

興

力

同

心

と

町

奉

行

附

属

の

興

力

同

心

と

あ

り

ま

し

て

、

天

満

の

は

皆

町

奉

行

附

の

興

力

同

心

で

、

玉

造

と

十

二

軒

町

の

は

皆

定

持

附

の

興

力

同

心

で

す

、

役

伺

は

注

ひ

ま

す

け

れ

ど

も

.

同

じ

く

輿

力

と

云

ひ

同

心

と

・
玄

は

れ

て

、

興

力

が

上

位

で

す

が

‘

同

心

の

巾

で

も

小

さ

い

や

つ

は

十

人

扶

持

と

か

何

人

扶

持

と

云

ふ

の

で
、

大

き

い

や

つ

は

百

訂

以

上

の

も

あ

っ

た
。

本

間

十

二

軒

町

あ

た

り

の

は

随

分

小

さ

い

も

の

で

す

な

J

今

井

あ

れ

は

励

興

力

で

す

な

本

間

竹

村

秋

峠

さ

ん

の

家

も

さ

う

で

す

な

。

今

井

さ

う

で

す

ね

J

鶴

丸

十

二

軒

川

方

面

で

も

段

山

無

く

な

り

ま

す

ね

、

今

の

上

本

町

二

γ

ほ

の

桃

谷

本

間

彼

鹿

に

は

随

分

あ

る

や

ろ

で

す

ね

。

鶴

丸

五

世

で

も

私

の

知

っ

て

居

る

の

は

禅

山

-

あ

っ

た

が

、

玉

造

は

一

帯

辿

〈

滅

び

て

し

ま

っ

た

、

あ

れ

な

ん

か

も

捜

し

て

止

め

て

置

き

た

い

も

の

で

す

ね

本

間

閥

根

さ

ん

(

哲

天

満

興

力

へ

)

で

も

御

利

介

を

刷

ひ

た

い

も

の

で

す

ね

小

林

一

度

私

が

行

け

ば

可

い

の

で

す

け

れ

ど

も

、

も

う

亡

く

な

り

ま

し

た

か

ら

斤
。

本

間

ま

す

。

未

亡

人

は

ゐ

ゐ

で

で

ご

ざ

い

今

井

そ

れ

は

矢

張

h

り

あ

な

た

位

が

可

い

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

な

、

彼

庭

の

家

に

は

色

々

書

い

た

も

の

が

る

り

ま

ず

か

ら

、

さ

う

云

ふ

も

の

か

ら

、

州

か

家

に

闘

す

る

ヒ

ン

ト

も

得

ら

れ

ま

せ

っ

し
、

興

力

生

活

に

闘

す

る

も

の

も

得

ら

れ

ま

ず

か

ら

、

一

寸

暇

を

費

し

て

.

建

築

を

御

貨

に

な

る

と

同

時

K

さ

う

云

ふ

も

の

も

御

貨

に

な

る

と

可

い

と

思

ひ

ま

す

ね

小

林

そ

れ

な

ら

私

が

一

週

行

っ

て

名

乗

っ

て

い

米

ま

せ

う

、

川

底

ら

で

す
、

出

家

は

。

本

同

奥

力

町

の

市

場

の

描

と

仰

し

ゃ

い

ま

し

た

ら

、

直

ぐ

分

り

ま

す

、

表

を

数

命

け
に

ι

お

貸

し

で

す

。

小

林

未

亡

人

が

居

っ

た

所

が

八

十

近

い

で

せ

う

。

本

間

イ

ヤ

八

十

に

は

ゐ

な

り

ぢ

や

ご

ざ

い

ま

せ

ぬ

よ
、

も

っ

と

ゐ

沿

い

方

で

す

よ

、

五

六

十

位

の

。

小

林

閥

根

さ

ん

が

肘

っ

た

ら

腕

て

九

十

位

だ

ね

。

今

井

大

阪

に

居

た

頃

に

は

盛

に

話

を

し

て

居

っ

た

・

凶

書

館

に

来

て

も

能

〈

話

を

し

て

ね

・

此

の

老

人

は

大

事

に

し

て

能

く

話

を

聴

い

て

世

か

ぬ

と

可

か

ぬ

と

思

う

て

居

る

中

に

化

ん

で

じ

ま

っ

た

が

ね

。

本

閉

そ

れ

か

ら

造

物

局

の

合

宅

の

一

部

に
、

一冗

沿

土

寸

か

-

h

相

官

か

あ

り

ま

し

た

、

川

崎

慎

現

で

す

か

ね

、

彼

底

の

一

角

に

あ

h

り

ま

し

た

武

家

照

敷

の

長

照

門

が

そ

っ

く

り

保

存

さ

れ

て

居

り

ま

す

、

そ

れ

は

造

幣

局

の

建

築

技

仰

の

中

村

さ

ん

と

云

ふ

人

が

大

出

演

さ

う

云

ふ

と

と

に

趣

味

の

あ

る

方

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

そ

れ

を

そ

っ

く

り

持

っ

て

来

ま

し

て

ね

、

今

道

場

に

使

っ

て

居

り

ま

す

。

江

崎

ま

だ

あ

り

ま

せ

う

・

私

の

列

び

に

も

.

修

繕

を

加

へ

て

し

ま

っ

た

け

れ

ど

も

.

門

長

屋

が

縫

っ

て

居

り

ま

す

私

は

今

遮

れ

て

来

た

の

で

す

が

、

京

都

の

を

今

度

毎

日

新

聞

で

拐

し

た

も

の

を

取

品

川

へ

や

買

っ

て

見

て

居

り

ま

す

が

ね

る

L

云

ふ

風

に

や

っ

て

、

事

所

ま

で

お

す

と

、

あ

の

中

で

も

ま

だ

大

分

面

白

い

も

の

が

残

っ

て

居

り

は

せ

ぬ

か

と

思

ふ
。

本

間

そ

れ

か

ら

式

家

犀

敷

と

は

一

寸

志

ふ

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

が

、

施

中町

敷

で

す

ね

、

是

も

大

阪

の

特

長

の

一

つ

で
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現

存

の

藩

屋

敷

・
(

大

阪

〉

中

の

烏

三

丁

目

涜

側

(

東

紳

倉

庫

〉

(

本

間

乙

彦

氏

骨

ど

せ

う

が

、

常

応

大

橋

の

阿

に

一

つ

縫

っ

て

肘

り

ま

す

、

そ

れ

か

ら

日

本

銀

行

の

と

ち

ら

の

方

は

u

今

井

あ

れ

は
E

J

ん

と

一

山

木

さ

ん

の

M

っ

た

家

で

す

ね

。

江

崎

東

紳

介

践

の

門

が

残

っ

て

居

わ

ま

す

が

、

此

の

間

か

ら

京

一

例

入

村

出

に

日

就

て

色

k

な

と

と

を

抽

出

き

ま

し

て

、

後

コ

勝

又

兵

衛

が

あ

の

門

を

ど

う

か

し

た

と

叫

一
千

伝

説

が

あ

る

が

‘

共

の

山

手

乞

制

仲

べ

て

呉

れ

と

云

ふ

の

で

、

色

々

制

べ

て

州

見

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

何

し

ろ

略

取

哨

版

記

の

時

分

で

友

け

れ

ば

後

川

勝

又

兵

術

は

対

り

は

せ

ぬ

の

で

、

共

の

後

k

m米

た

〈協合成版. : 1 " 0. 3019)
〈協曾，成 l板 No. 3020)誕長屋敷助、( 現東神倉時{ )

も

の

だ

か

ら

‘

そ

ん

な

こ

と

は

な

い

と

云

ふ

の

で

す

が

・

そ

れ

ぢ

や

黒

川

の

邸

に

あ

っ

た

の

を

移

し

た

も

の

で

な

い

か

と

云

ふ

議

論

も

あ

る

の

で

す

、

兎

に

品

川

そ

れ

が

一

寸

面

白

い

の

は

儲

か

州

で

川

来

て

居

る

の

で

、

あ

の

川

の

古

い

と

と

は

一

品

質

で

す

、

彼

庭

は

門

ま

で

は

壊

さ

友

い

と

思

ひ

ま

す

が

、

あ

の

川

は

な

か

/

1
面

白

い

も

の

で

す

よ

J

小

西

彼

庇

ま

で

ホ

テ

ル

に

な

る

の

で

す

ね

叫

南

木

あ

れ

は

辿

も

可

い

。

本

間

る

れ

は

何

点

胞

の

刊

州

民

放

で

す

、.

。

ふ

μ

江

崎

調

べ

て

見

れ

ば

.

也

ぐ

分

り

ま

す

が

.

確

か

禁

同

で

せ

う

d

川

鶴

丸

そ

れ

か

ら

日

本

銀

行

の

少

し

川

西

の

方

に

在

る

武

者

窓

の

あ

る

川

は

小

人

日

経

面

白

い

で

す

ね

。

議

江

崎

同

に

一

…

榊

へ

あ

り

ま

す

ね

。

協

鶴

丸

蔵

原

敷

は

今

時

っ

て

川

る

だ

〆
，
‘
、〉

け

織

っ

て

世

き

た

い

で

す

ね

。

月

江

崎

門

は

雌

に

械

]

何

敷

の

門

で

す

ト

↑

あ

の

脇

に

市

仰

さ

ん

が

あ

っ

た

の

は

取

阿

部

ほ

れ

た

が

、

門

だ

け

は

喋

っ

て

肘

り

阪

ま

す

‘

そ

れ

か

ら

鴻

他

の

方

で

い

く

と

醐

あ

の

砲

の

肘

る

中

ω
所

は

一

寸

も

蟹

つ

級

て

肘

り

ま

せ

ぬ

か

ら

・

あ

れ

は

耐

内

う

ご

ざ

い

ま

す

。
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今

井

蔵

日

開

敷

で

は

私

の

所

民

事

州

の

蔵

屋

敷

の

半

面

闘

が

あ

り

ま

す

。

卒

商

闘

で

す

か

ら

見

た

っ

て

判

ら

ぬ

け

れ

E

も

、

可

な

り

大

一

潜

の

蔵

尾

強

で
、

稲

荷

さ

ん

を

杷

つ

で

あ

っ

た

り

，

入

堀

の

所

な

ど

.

首

時

ど

う

云

ふ

設

備

を

し

て

居

っ

た

か

と

い

ふ

と

と

は

分

り

ま

す

、

腐

す

な

ら

ゐ

手

の

も

の

で

す

し

‘

あ

の

平

間

闘

は

何

時

で

&

貸

し

ま

ず

か

ら

、

篤

民

に

で

も

し

て

は

ど

う

で

す

。

・

江

崎

鴻

池

さ

ん

の

北

H

の

催

な

の

は

五

局

橋

の

別

邸

で

す

、

門

は

新

し

い

、

是

は

博

暗

合

少

し

前

に

造

っ

た

の

で

す

が

、

中

の

す

い

闘

か

ら

疹

所

向

の

方

は

昔

の

偉

で

す

本

同

一

度

潟

真

を

拙

ら

さ

し

1

戴

き

た

い

の

で

す

が

ね

江

崎

そ

れ

は

能

〈

都

合

を

聴

い

て

か

ら

。

本

同

今

は

・

沿

取

込

で

せ

う

か

ら

、

d

h

う

少

し

先

で

宜

し

う

ご

ざ

い

ま

す

。

江

崎

そ

れ

は

お

足

を

撤

る

と

A

・
ム
ふ

と

と

に

な

る

と

、

幾

つ

も

出

り

た

い

と

思

ふ

も

の

が

あ

h

ま

す

ね

、

や

か

ま

し

い

も

の

で

は

業

卒

の

井

筒

、

そ

れ

か

ら

南

木

さ

ん

な

ん

か

に

伺

っ

た

ら

判

る

と

思

ひ

ま

す

が

、

例

へ

ば

小

林

さ

ん

所

の

看

板

の

や

う

な

止円

か

ら

あ

る

も

の

を

お

し

て

貰

ふ

と

可

く

は

な

い

か

と

思

ひ

ま

す

。南

木

ね

江

崎

是

非

さ

う

云

ふ

も

の

も

願

ひ

し

た

い

と

思

ひ

ま

す

・

マ

ア

饗

屋

の

五

臓

閣

の

看

板

の

や

う

た

も

の

も

ね

。

本

間

是

(

弱

震

)

は

「

み

す

や

針

」

の

看

板

で

す

、

是

h

も

う

接

さ

れ

て

し

ま

ひ

・

ま

し

た

。

南

木

小

生

君

の

は

ど

う

し

ま

し

た
。

本

間

あ

れ

は

市

民

博

物

舘

じ

納

っ

て

肘

わ

ま

ず

か

ら

大

丈

夫

で

す

。

今

井

建

築

K

南

接

閥

係

は

無

け

れ

ど

も

、

看

板

は

寓

し

て

置

い

て

貰

ひ

た

い

ね

。

江

崎

そ

れ

か

ら

天

王

寺

で

古

い

家

は

山

間

で

す

ね

。

本

同

あ

れ

は

前

に

就

き

ま

し

た

‘

附

間

取

が

無

い

の

で

す

小

林

間

取

は

行

つ

見

れ

ば

判

る

本

間

み

す

や

針

の

公

話

が

州

ま

し

た

が

、

あ

の

近

所

の

仰

光

寺

が

昨

日

屋

根

の

瓦

を

剥

が

し

て

、

そ

ろ

/

¥

壊

は

さ

れ

て

居

ま

す

、

あ

の

た

・守

の

白

唯

一
塗

は

、

武

者

格

子

で

は

左

い

の

で

す

が

.

何

と

た

く

城

の

や

う

な

感

じ

の

す

る

ゐ

寺

が

あ

る

の

は

大

阪

の

特

長

の

一

つ

だ

ら

う

と

思

ひ

ま

す

.

南

の

御

堂

、

北

の

そ

れ

は

面

白

う

ど

、さ

い

ま

す

御

堂

を

首

め

と

し

て

。

今

井

爆

の

鵠

の

櫓

も

一

躍

し

て

し

ま

ひ

ま

し

た

ね

り

・

南

本

米

喜

だ

け

が

縫

っ

て

糾

っ

た

の

で

す

が

ね

、

可

な

り

考

慮

さ

れ

た

の

で

す

け

れ

ど

も

・

高

層

建

築

と

し

た

篤

に

一

・

寸

工

合

が

悪

い

、

高

麗

橋

に

も

立

っ

て

肘

り

ま

し

た

ね

υ

小

林

高

麗

橋

は

南

側

と

北

側

と

一

山

方

に

あ

っ

た

南

木

六

高

鴨

町

の

奈

良

漬

山

も

北

ハ

の

催

で

す

よ

。

今

井

六

-
M
鴨

川

め

奈

良

漬

崖

の

宥

板

で

す

か

υ

一

閉

木

あ

の

宥

板

は

武

名

が

引

省

い

て

肘

り

ま

す

、

表

か

ら

見

た

ら

何

も

判

長

が

加

盟

…

ハ

ド

ゃ

う

で

す

が

、

家

が

北

川

の

俊

雄

っ

て

M

ま

す

、

そ

れ

か

ら

あ

れ

隣

が

三

成

本

と

ぷ

ふ

料

理

屈

で

・

ズ

ツ

と

向

山

に

古

い

庭

が

め

っ

た

の

で

す

が

ね

3

本

聞

大

阪

の

寺

は

大

健

闘

臼

い

と

忠

ひ

ま

す

が

、

州

故

あ

L

.

五

ふ

風

に

武

装

を

し

た

か

沿

話

を

伺

ひ

た

い
ー

と

忠

び

ま

す

が

J

今

井

る

れ

は

矢

張

り

石

山

本

側

寺

時

代

に

封

武

家

の

防

禦

を

や

っ

た

の

が

元

で

す

ね

‘

そ

れ

が

石

山

も

亡

び

て

し

ま

ひ

、

型

眠

時

代

に

な

っ

て

も

矢

張

り

武

家

は

恐

い

も

の

と

考

へ

、

徳

川

時

代

に

な

っ

て

は

も

う

さ

う

一
五

ふ

気

迫

ひ

は

無

か

っ

た

ω
で

す

が

ね

。

江

崎

後

K

は

形

式

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

だ

ら

う

。

今

井

初

は

武

家

を

恐

が

っ

て

、

此

底

(

究

員

)

か

ら

弓

で

も

引

か

う

と

思

っ

た

の

だ

ね

。

本

間

南

の

御

堂

が

最

近

一

部

改

造

に

な

り

ま

し

た

が

.

何

か

市

の

御

堂

の

沿

話

は

ご

ざ

い

ま

せ

ぬ

で

せ

う

か
。

江

崎

あ

の

南

の

御

堂

の
一

品
川

院

な

ん

か

は

襲

っ

た

も

の

で

す

ね

υ

本

同

あ

ち

ら

は

大

丈

夫

で

せ

う

、

あ

の

南

御

堂

の

製

校

は

何

時

頃

出

来

た

の

で

す

。

南

木

あ

れ

は

最

近

で

す

よ

、

今

井

南

の

御

堂

の

療

校

は

阿

部

野

の

方

ヘ

移

っ

た

の

で

せ

う

。

南

木

さ

う

/

¥

さ

う

で

す

ね

。

今

井

共

の

跡

を

矢

張

り

製

校

に

し

て

居

り

ま

す

か

。

南

木

此

の

間

ま

で

副

学

校

に

使

っ

て

居

り

ま

し

た

‘

引

川

り

分

校

で

す

ね

。

江

崎

新

し

い

も

の

で

古

く

な

る

も

の

も

描

っ

て

置

い

て

可

い

で

す

ね

.

例

へ

て

見

る

と

.

江

の

子

島

の

府

聴

令

り

如

き

・

叉

天

満

橋

や

天

一

肺

橋

も

壊

し

て

し

ま

ふ

か

ら

ね

。

今

井

造

物

局

の

川

迭

の

非

常

に

佳
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大

市

寺

院

阪

内

の

輿

T

肌

4

寸

掛

所

の

鏡

検

(

天

満

)

円
目

別

命

磁

気

汚

こ・

-
ω
-

3

帥

開

光

寺

掛

所

の

鍛

樵

(

削

州

場

卒

の

町

)

(

国

F

4

噌

齢

同

誌

切

っ

・

-
ω
-
m

v
)

例

光

寺

掛

所

正

門(

S

4噌
和

問

出

向

ヌ

。

・

5

-

J

時 V 明司咽咽

t
m
の

御

堂

パ

本

間

乙

彦

氏

別

殺

山

泌

氏

)

所

。っ

御

堂

さ

ん
r 、、

自 の

る尉

重量

言者

z  

8  

“、J

i、J
、J

南

の

御

堂

さ

ん

の

塀

及

穴

門

(

一

長

命

品

開

一

諸

問

。

.

川

O

U

)
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い

色

の

煉

瓦

建

ω
も

の

は

ど

う

で

す

。

一

向

木

あ

れ

は

明

治

の

初

期

の

建

築

と

し

τ
保

存

し

な

け

れ

ば

い

か

ぬ

で

ぜ

ぅ

、

れ

い

友

さ

ん

の

家

、

泉

布

館

、

府

脱

文

衛

戊

病

院

の

建

築

た

ん

か

も

な

か

/

¥

代

い

で

す

よ

。

本

同

泉

'州
耐
仙

の

お

員

も

良

い

も

の

を

撮

り

ま

し

た

.

地

特

け

川

に

就

て

は

設

計

闘

が

全

部

姥

っ

て

川

h

り

ま

す

が

、

美

濃

紙

に

「

・

と

う

さ

」

を

引

い

て

、

折

本

に

な

っ

て

加

わ

ま

す

、

そ

れ

を

去

年

前

-安

な

も

の

は

殆

ど

山

山

川

被

高

い

た

し

ま

し

た

ま

だ

文

献

の

方

が

集

ら

な

い

も

の

で

す

か

ら

、

能

-

つ

殻

去

し

な

い

の

で

す

け

れ

ど

も

、

是

は

一

寸

大

事

主

で

し

た

が

‘

複

本

が

出

米

た

詳

で

す

‘

向

ふ

ぜ

L

非

常

に

賀

市

れ

に

し

て

庇

り

え

し

て

、

門

外

不

川

の

も

む

に

な

っ

て

川

市

わ

ま

す

が

、

闘

聞

と

し

て

は

従

に

山

色

茶

然

と

し

て

尉

り

ま

す

。

南

木

山

建

築

の

保

存

に

就

て

は

本

首

に

効

川

市

を

邸

中

げ

て

行

け

な

か

れ

ば

な

り

ま

せ

ね

が

.

伎

の

常

に

泣

憾

に

思

う

て

居

る

の

は
‘

少

し

建

築

の

方

と

泣

ひ

ま

す

け

れ

ど

も

、

茶

室

で

、

ボ

山

の

遺

跡

ε
あ

る

六

前

向

山H
r

で

す

ね

、

市

川

新

升

の

肘

た

時

分

は

る

の

K

M

父

さ

ん

が

茶

人

で

し

た

か

ら

、

ま

だ

能

ぐ

似

作

し

て

川

わ

ま

し

た

が

、

市

川

行

が

州

て

か

ら

飛

問

の

遊

山

叩

の

事

務

所

か

な

ん

か

に

し

て

本

岡

あ

「

と

ら

に

昔

の

蘭

影

は

あ

し

ま

っ

て

.

悲

惨

な

ぷ

岐

茶

室

の

而

影

り

ま

せ

ぬ

か

、

太

い

格

子

の

絞

ま

っ

た

が

無

い

ら

し

い

、

と

ぷ

ふ

の

は

建

築

を

.

宿

屋

は

る

匂

ま

す

が

権

ぎ

円

え

し

た

り

し

た

ら

し

い

の

で

す

ね

南

木

あ

れ

は

新

し

い

の

で

す

が

、

今

井

あ

の

前

に

何

と

か

一
五

ふ

械

が

石

原

の

所

に

水

屋

と

・

4

ふ

宿

原

が

あ

つ

あ

り

ま

し

た

ね

、

新

升

叶

れ

が

能

く

言

っ

た

の

で

す

。

本

向

新

し

い

と

一
五

っ

と

も

、

も

う

て

居

ま

し

た

が

。

明

一

加

の

も

の

も

段

々

見

ら

れ

友

〈

友

り

江

崎

そ

れ

か

ら

あ

の

八

作

家

で

す

ま

す

か

ら

.

遣

さ

た

ぐ

ち

ゃ

友

ら

ぬ

と

ね

、

に

八
一

柳

橋

と

天

満

橋

の

聞

の

所

で

す

b

f

ι

と

に

な

り

ま

す

。

ね

、

彼

底

K

何

底

か

す

の

悼

の

家

が

あ

江

崎

少

し

町

っ

た

所

で

は

枚

方

の

る

さ

う

で

す

ね

。

鍵

家

な

ん

か

も

一
冗

の

依

で

す

.

私

は

一

鶴

丸

あ

っ

た

の

で

す

が

、

壊

し

ま

遍

一

〈

ら

は

ぬ

か

」

の

と

と

を

聴

き

に

行

し

た

、

民

川

前

新

を

昧

は

う

の

に

EE

い

き

ま

し

た

が

ね

。

所

で

し

た

が

ね

。

本

問

先

制

収

明

治

年

聞

の

品
川

要

建

築

江

崎

京

毘

な

ん

か

が

さ

ろ

で

し

た

の

ゐ

話

が

出

ま

し

た

が

・

今

度

桜

さ

れ

が

、

今

は

桁

替

し

て

し

ま

ひ

ま

し

た

ね

さ

う

志

の

は

淡

町

牒

で

す

、

之

氏

就

1

一

閉

木

X

満

橋

の

ん

作

山

川

町

川

か

ら

少

し

何

か

ゐ

話

は

b

り

ま

せ

ぬ

か

。

一米

を

今

す

っ

か

れ

収

除

け

て

居

り

ま

す

今

井

模

川

騨

は

可

い

で

す

ね

・

あ

線

問

ス

テ

シ

ヨ

y

(

大

阪

廓

」

ね

。

(

大

阪

名

所

刷

出

陣

品

闘

給

に

依

る

)

河

に

依

っ

て

京

伏

見

止

聯

給

し

た

ヘ

軒

家

(

大

阪

名

所

前

川

賢

凶

治

に

依

る

)
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駕 梅 田 ス テ ンジョン
信機 nl ステ ンシヨゾ( 紙丸 氏Jfr 綴 lt*性銭潟 反 に依る 〕

〈協合成片仮 N o・二3037)



307 建 築 正 監 曾 〈 玄I V)

、、， 予、、- ' 5 ・ ， 唱

噴tt' l主湊Ii IJ 腕 (JJj_) 内日:Ji:1'i j' 合 集 ( 協曾 激版 1" 0. 3025)

れ

は

ど

う

せ

壊

さ

れ

る

か

ら

・

壊

さ

れ

な

い

前

に

撮

っ

て

世

く

の

で

す

ね

。

本

間

小

林

さ

ん

ど

う

で

す

、

明

治

初

年

の

同

洋

肺

結

築

の

御

記

憶

を

一

つ

。

小

林

さ

う

で

す

ね

、

今

篤

昆

が

あ

り

ま

し

た

の

と

、

淡

町

牒

三

大

阪

牒

と

製

薬

九
日

リ

枇

と

。

今

井

性

支

さ

ん

の

は

家

っ

て

居

h

り

ま

す

か
。

本

同

あ

り

ま

す

今

井

あ

れ

な

ん

ぞ

は

販

制

宰

卒

の

若

い

て

居

る

も

の

も

あ

り

ま

す

が

、

る

の

文

掌

な

ん

か

&

訂

し

て

む

く

と

可

い

で

す

ね

高

橋

三

回

ば

か

り

に

亙

っ

て

鱗

挺

し

て

周

り

ま

す

ね

。

鶴

丸

出

入

椛

が

使

っ

て

悟

り

ま

す

ね

今

井

あ

れ

は

官

難波 湊 町線Ｈ現 ｘ 明 治 ＱＱ 十年頃の主 ｴｴ 寄ｾＩ Ｈ協曾成以ＱＧＱ Ｐ Ｎ こ Ｐ Ｒ ｾＩ

明

治

初

期

に

於

け

る

大

隊

の

函

浮

建

袋

く ｴｾＮ 九台必版 ＺＧ｜ Ｐ 3) 26)  

此

品

晶

に

柄

げ

た

建

築

の

M

汁

に

芯

幣

肋

ハ

明

治

六

作

匙

銃取

)

大

阪

和

的

府

線

合

ハ

前

掲

お

野

氏

終

府

闘

刷

会

の

匙

築

品

世

間

…

〉

俸

が

あ

る

。

ＳｾＧ Ｑｦｦ問 北 ｦ ｬＡｬ Ａ泉布 脅官

内

北

泊

料

大

限

期間

n

川

試

験

株

式

台

一世

へ

葬

品

噌

臨

時

h

R

×
2

・

-
ω印

O

)

〈協舎 i，!!版 1'¥0 . : 027)  銀 行 務 住 友 男 謂 fdi
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郵

船

品

開

枇

‘

そ

れ

か

ら

静

制

械

の

一公

門

の

丙

側

J

今

井

街

成

病

院

な

ん

か

も

ヘ

ー

で

は

奮

式

の

丙

洋

館

の

中

K

入

れ

て

も

可

い

で

せ

う

。

本

閉

そ

れ

か

ら

彼

庭

に

は

将

同

版

合

が

あ

り

ま

す

。

鶴

丸

あ

れ

は

域

内

に

あ

っ

た

の

を

移

し

た

も

の

で

す

。

南

木

親

父

に

聞

い

て

閉

山

り

ま

す

が

住

友

さ

ん

の

家

が

川

来

六

時

分

に

は

析

勝

手

に

見

せ

て

央

れ

た

さ

う

で

す

ね

小

林

さ

ウ

ぷ

ふ

時

も

ご

ざ

い

ま

し

た

ね

、

あ

れ

は

妙

左

家

℃

・

ぐ

る

の

に

手

摺

が

あ

っ

て

.

白

収

布

館

と

同

じ

ゃ

う

一
~
w
m

-

.

ヰ

一
園

建築 Ｎ ｾ量 ｴ ・ ｻｘｉｖＩ お ｓ

( 鶴 九氏所滋賀使館軍善良に依る〉

( 協舎磁版 No. 3039)  

な

た

ち

で

す

、

あ

の

風

の

同

洋

航

は

・竹

さ

う

だ

つ

た

。

南

木

全

く

係

樫

で

す

。

小

林

そ

れ

か

ら

る

の

隣

の

三

菱

の

精

錬

所

が

矢

張

り

西

洋

館

と

し

て

古

い

も

の

で

す

.

極

〈

奮

式

な

精

錬

所

で

、

宮

内

省

で

起

て

た

も

の

で

す

が

‘

今

も

す

っ

ぐ

り

あ

り

ま

す

、

活

倣

巾

局

「

り

折

し

い

け

れ

ど

も

、

明

治

二

十

何

年

頃

に

や

っ

た

も

の

で

す

。

本

間

私

は

此

の

(

篤

民

」

大

阪

騨

の

姿

が

商

白

い

と

思

ひ

ま

す

が

、

是

は

何

年

頃

な

ん

で

す

か

。

今

井

明

治

三

十

年

頃

ま

で

は

是

で

あ

っ

た

と

思

ひ

ま

す

が

ね

、

ど

う

で

す

・刀

南

木

今

の

建

物

は

明

治

三

十

年

で

せ

う

。

本

間

喝

矢

張

り

八

九

年

頃

の

も

の

で

す

か

。

小

林

さ

う

で

す

、

八

九

年

頃

で

せ

う

、

一

川

戸

牛

へ

阪

の

銭

道

の

悶

泊

が

さ

う

で

す

。

江

崎

十

年

の

役

の

時

に

軍

艦

で

榊

戸

へ

上

っ

て

、

京

都

へ

来

た

の

だ

か

ら

。

本

間

淡

川

の

騨

は

ど

う

で

す

。

今

井

そ

れ

は

ズ

ツ

と

新

し

い

明

治

二

十

七

パ

年

頃

で

せ

う

。

小

林

あ

れ

は

鎧

っ

た

.

阿

南

戟

雫

大阪八 聯隊管会

の

頃

一

に

野

田

八

兵

衛

な

ど

が

討

議

し

て

奈

良

ま

で

や

っ

た

の

ペ

、

大

和

川

を

凶

八

刀

へ

越

え

る

橋

が

あ

る

だ

ら

う

・

あ

の

橋

を

野

田

等

と

一
一
一
人

で

向

ふ

へ

波

っ

て

=

一

日

間

様

子

や

眺

め

、

卒

均

州

人

通

っ

た

是

な

ら

叶

A

n

ふ

と

え

ふ

ζ

と

で

や

っ

た

の

だ

。

今

井

他

に

同

，
W

建

築

の

山

い

の

は

あ

り

ま

ザ

-

ぬ

か

l

l

あ

η

下

抑

れ

の

中

の

μ

の

製

飢

所

は

わ

り

ま

せ

ぬ

か

、

鶴

丸

鹿

屋

の

や

う

に

な

っ

て

ま

だ

あ

っ

た

や

ろ

陀

忠

ひ

ま

す

が

ね

。

今

井

大

ピ

ル

謹

h

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ぬ

か

。

鶴

丸

も

つ

ム

一
刊

で

す

。

今

井

そ

れ

れ

は

ら

だ

ピ

つ

腕

い

所

が

あ

り

ま

す

れ

相

C

小

林

る

μ

は

下

郷

で

は

ご

ざ

ん

せ

ぬ

、

初

は

何

と

か

ぶ

ふ

人

で

し

た

よ

コ

本

間

今

度

芝

肘

茶

岸

で

ご

ざ

い

ま

す

、

今

日

も

新

聞

を

見

ま

し

た

ら

.

芝

居

茶

躍

も

耐

儀

式

?
一
段

で

悲

鳴

を

犠

げ

て

居

る

ゃ

う

で

す

が

.

も

う

見

え

た

く

な

る

や

う

で

す

、

是

d

h

間

取

や

何

か

も

一

つ

治

し

て

置

き

た

い

と

思

う

て

川

り

ま

す

‘

是

〈

幻

棋

)

は

此

の

軒

並

が

一

間

内

う

ご

ざ

い

ま

せ

う

。

鶴

丸

一

帯

初

め

い

ろ

は

茶

阿

が

川

十

八

軒

あ

っ

た

。

南

本

一

穂

大

版

で

は

川

筋

を

利

則

し

た

も

の

で

す

か

ら

.

川

舵

で

芝

鳥

見

物

に

行

っ

た

の

で

、

裏

か

ら

上

る

や

う

に

出

来

て

居

る

の

で

す

、

今

は

す

っ

か

り

箆

っ

て

居

わ

ま

す

が

。

今

井

商

木

さ

ん

・

私

は

各

の

顔

見

世

や

何

か

の

寒

い

時

分

に

朝

早

く

芝

脳

茶

長

へ

行

く

と

、

冷

た

い

板

の

間

K

火

鉢

を

世

い

て

熊

野

茨

の

カ

ン

/

¥

す

る

や

つ

を

撤

し

て

居

っ

た

、

あ

の

感

じ

だ

け

は

米

だ

に

忘

ら

れ

ま

せ

ぬ

ね

u

南

木

さ

う

/

¥

l

股

火

を

し

て

ね

。

今

井

今

の

ゐ

話

の

泊

り

佑

か

ら

上

っ

て

行

く

の

で

す

が

‘

向

ふ

へ

活

い

た

ら

.

そ

ろ

/

¥

夜

が

明

け

る

と

ぷ

ふ

時 ( Jl品曾 薮 版 No. 30L8)
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分

か

ら

ね

。

南

本

今

は

表

か

ら

ば

か

り

這

入

る

の

で

す

が

、

止

日

は

高

か

ら

入

っ

た

も

の

で

す

か

ら

‘

一議

か

ら

上

る

や

う

に

州

米

て

居

ま

し

た

。

本

間

滞

頓

刷

引

に

若

干

掛

っ

て

照

る

の

は

止

日

の

俄

で

す

か

小

林

焼

け

て

、

す

っ

か

り

縫

っ

て

居

り

ま

す

。

今

井

縫

っ

て

弘

北

日

の

泊

り

ち

ゃ

ご

ざ

い

，
、

ぜ

ぬ

か

。

小

林

そ

れ

は

舶

の

出向

橋

が

ズ

ツ

と

出

し

て

あ

っ

た

が

.

あ

h

一
五

ふ

も

の

が

あ

り

ま

せ

ぬ

。

江

崎

路

地

で
旧

制

ソ

叫

に

は

ま

だ

な

か

f

t

I

面

白

い

も

の

が

建

っ

て

居

る

ね
・

北日

の

柳

格

子

と

云

ふ

も

の

が

あ

る

。

鶴

丸

御

池

橋

溢

り

に

も

あ

り

ま

す

ね

ο

南

木

路

地

は

大

阪

の

特

長

の

あ

る

も

の

で

、

制

筑

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

ね
。

・

京

間

路

地

の

中

ω
一
長

田
町

珪

は

町

白

い

も

の

で

す

ね

。

今

井

あ

れ

は

面

白

い

も

の

で

す

、

へ

義

時

臨

時

煎

%

3

・

5

-

印

有

を

敷

い

た

路

b

L

抜

け

て

行

〈

と

、

両

方

に

家

が

立

っ

て

居

り

ま

し

て

ね

。

本

両

此

臨

K

長

屋

の

応

員

が

あ

り

ま

す

が

.

雨

側

に

家

が

る

り

ま

し

て

、

突

首

h

り

に

共

同

の

便

所

が

あ

り

ま

す

是

は

正

し

い

も

の

で

友

い

の

で

ぜ

う

か

、

船

内

相

溢

り

の

で

寸

が

。

小

林

抜

路

地

は

各

戸

に

友

っ

て

居

り

ま

す

、

船

場

.

上

町

の

方

は

さ

・つ

一
玄

ふ

の

が

多

い

。

南

木

一

軒

路

地

は

皆

共

同

で

す

。

本

間

一

軒

路

地

と

抜

路

地

と

述

ふ

の

で

す

ね

・

北

演

に

難

波

橋

か

ら

一

寸

西

へ

行

き

ま

す

と

.

紳

本

と

云

ふ

散

髪

屋

が

あ

り

ま

す

、

あ

の

横

に

路

地

が

あ

り

ま

し

て

‘

大

躍

の

飢

に

も

焼

け

な

か

っ

た

と

一
五

ふ

の

で

す

が

、

是

は

矢

川
明

り

突

首

h"
が

使

所

で

し

て

、

プ

ラ

ン

も

る

り

ま

す

が

、

貨

に

封

印

…

が

商

白

い

の

C

す

。鶴

丸

そ

れ

佐

一

軒

路

地

と

ぷ

ふ

の

で

す

か

。

小

林

さ

う

で

す

U

南

木

路

地

と

云

ふ

で

も

な

か

/

¥

締

盟

な

路

地

も

あ

り

ま

す

、

位

ん

で

居

る

人

が

ね

。

小

西

あ

れ

ば

嘩

な

ん

か

の

住

む

所

で

は

な

い

の

で

す

か

。

今

井

マ

ア

通

ひ

・祢

頭

が

泊

る

所

だ

ね

・

大

阪

の

路

地

は

雌

に

特

色

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

路

地

の

研

究

は

可

い

で

せ

且

J

3

本

間

小

林

さ

ん

先

程

松

品

の

松

館

織

と

云

ふ

た

話

が

め

り

ま

し

た

が

・

小

林

あ

れ

は

松

島

の

・

必

で

す

。

本

閉

そ

れ

は

古

い

も

の

で

す

か

。

小

林

あ

れ

は

新

し

い

も

の

で

す

。

今

井

松

島

の

肉

屋

で

あ

っ

た

か

.

大

阪

の

博

覧

舎

の

時

分

に

絵

り

有

名

な

の

で

.

態

々

見

に

行

っ

た

と

と

が

あ

り

ま

す

が

.

便

所

へ

行

っ

て

見

る

と

。

小

林

あ

れ

は

現

長

だ

‘

物

の

安

い

時

に

安
一
一
隠

に

千

閲
4

裂

け

た

、

便

所

の

さ

ん

か

く

し

を

跨

げ

て

下

を

見

る

と

、

繭

子

が

張

っ

て

あ

っ

て

、

錦

晶

戸

川

が

俳

い

で

居

る

の

で

す

・

そ

れ

を

角

の

芝

居

が

真

似

を

し

た

が

醸

張

り

人

が

入

ら

友

か

っ

た

.

現

長

が

失

敗

し

た

の

は
‘

女

や

何

か

前

が

見

え

る

と

云

ふ

の

で

、

批

難

が

起

っ

て

.

叉

鐙

へ

ょ

っ

た

。

鶴

丸

そ

れ

か

ら

南

の

中

筋

を

市

へ

松品廊搬 liII
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造

り

酒

屋

(

天

満

肱

術

町

田

中

総

一

民

邸

)

円

葬

場

湯

気

v

h

。
・

ω
円

ω

O〉

本L!.

i酉

昆

r 、、

.犬

〔満

手互 依

z寄笥

ｾ町
玉自 問

湾 中

P 純.

心‘

gz 

ぷヤ塁3 鼠

伽進 、ノ

.' ， 

行

っ

た

所

に

前

円

安

と

一
五

ル

烏

原

が

あ

り

ま

し

た

が

。

今

井

も

う

あ

り

ま

す

ま

い

ね

。

鶴

丸

此

の

間

む

し

に

行

っ

た

の

で

す

が

、

す

っ

か

り

析

築

し

L

駄

同

な

ん

で

す

が

ね

.

あ

れ

は

沿

茶

尿

だ

っ

た

ん

だ

ら

う

小

忠

ひ

ま

す

。

南

木

さ

う

で

す

よ

、

あ

の

遜

は

一

寸

風

鑓

り

の

・

お

茶

屋

が

あ

り

ま

す

。

本

同

そ

れ

か

ら

も

ご

う

し

て

丸

分

ら

・

な

い

の

は

天

満

の

浩

酒

屋

で

す

‘

岬作

山

あ

っ

た

の

で

せ

う

が

ね

南

木

そ

れ

は

有

名

な

も

の

で

す

J

凶
停
毛

M

l

m

w

Z

7

ι

町

J

旬

刷

阿

倍

好

成

孟

4

b

v

h

，

 

本

同

九

寸

の

電

車

筋

の

阿

側

で

す

。

南

木

大

阪

の

地

情

と

云

っ

た

ら

一火

浦

で

す

か

ら

ね

J

本

間

そ

れ

よ

り

堺

に

あ

る

や

う

で

す

、

矢

振

り

酒

井

と

云

ふ

造

酒

屋

で

今

は

州

子

屋

に

襲

っ

て

居

り

ま

す

が

、

先

代

が

大

経

文

字

の

好

き

な

人

で

‘

ド

本

だ

に仙

台

い

た

も

の

が

長

持

に

二

三

ば

い

逃

し

て

あ

る

さ

う

で

す

、

現

在

の

主

人

は

さ

う

云

ふ

と

と

に

些

と

も

策

の

無

い

方

で

す

が

、

保

存

は

良

い

ゃ

う

で

す

、

其

の

人

が

家

主

で

す

か

ら

.

一

部

分

持

っ

て

い

米

だ

の

を

見

ま

し

た

が

、

貨

に

面

白

川

誇

姿

屈

の

看

板

に

斯

ふ

云

ふ

も

の

を

使

ふ

の

は

ど

う

云

ふ

諜

だ

と

か

色

々

友

と

と

が

克

明

に

書

い

で

あ

る

、

あ

L

ぷ

ふ

も

の

を

一

度

お

調

ぺ

に

ム

な

っ

た

ら

一円

い

と

思

ひ

ま

す

ね

。

今

井

さ

-つ

云

ふ

も

の

を

川

り

て

い

米

窃

絵

君

子

dω

つ

ω

ど

て

調

べ

て

見

た

い

も

の

で

す

、品。

小

林

前

の

酒

屋

と

云

へ

ば

、

二

百

石

か

三

百

七

逝

っ

て

陪

た

ら

、

そ

れ

よ

げ

裕

な

も

の

で

し

た

。

南

木

酒

屋

で

忠

ひ

出

し

た

が

、

制

川

の

川

の

水

が

洞

を

臨

す

に

非

常

κ
良

か

っ

た

の

で

γ

、

所

マ

叉

彼

底

で

色

々

な

も

の

が

礎

れ

た

さ

う

で

す

が

、

共

の

獲

れ

仁

睡

や

色

々

の

魚

の

味

が

非

常

に

佳

っ

た

さ

う

で

す

、

そ

れ

は

何

故

か

と

云

ふ

と

米

の

汁

を

吸

ふ

て

居

る

か

ら

だ

と

云

ふ

の

で

す

。

本

同

斯

う

云

ふ

(

寓

員

)

蔵

が

残

っ

て

届

り

ま

す

U

今

日

疋

は

返

信

川

か

何

雌

か

で

使

っ

て

肘

り

ま

す

。

南

木

此

の

窓

は

面

白

い

で

す

ね

d

本

向

耐

臼

い

恰

好

で

す

l

l

台

、

私

の

方

か

ら

無

理

仰

に

お

謀

4
F

噂
し

た

い

と

思

ひ

ま

す

と

と

は

、

大

樹

情

み

ま

し

た

が

、

此

次

は

ど

う

ぞ

御

白

山

K

ゐ

断

い

た

し

ま

す

‘

今

ま

で

進

行

係

と

し

亡

甚

だ

与

川

加

を

何

恨

め

ま

し

た

と

と

を

た

許

し

願

び

ま

す

。

今

井

今

ま

で

ゐ

話

が

出

る

か

と

思

う

て

作

っ

て

居

め

ま

し

た

が

北

前

一

丁

目

の

築

地

の

宿

恒

は

ド

へ

下

り

た

ら

山

政

が

あ

っ

て

、

向

ふ

は

川

で

す

・

あ

ん

な

所

は

b

り

ま

せ

ぬ

ね

江

崎

一

寸

巾

し

後

れ

ま

し

た

が

、

此

の

頃

は

大

分

析

し

ー

な

っ

て

し

ま

っ

た

け

れ

ど

も

、

舶

の

料

理

屋

な

ど

は

東

口

溢

り

の

人

が

見

た

ら

、

珍

し

い

も

の

で

、

網

彦

な

ん

か

で

ど

ん

/

¥

舶

の

山

・

へ

這

入

て

行

〈

所

は

外

に

無

い

も

の

で

面

白

い

T

す

ね

、

矢

阪

り

大

阪

の

建

築

の

一

つ

の

特

長

で

せ

う

、

d

h

う

一

つ

刷

- 40 ー
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昔

の

河

作

永

代

演

(

明

治

十

二

年

版

浪

花

御

向

精

案

内

に

依

る

)

白

い

の

は

、

私

が

一

度

東

横

桝

か

ら

西

崎

柄

、

道

頓

掘

と

云

ふ

や

う

な

所

を

姑

で

ズ

ツ

と

逝

っ

て

見

た

、

さ

う

す

る

と

橋

は

各

K

山

首

迷

っ

て

居

る

の

で

、

技

師

の

手

本

廷

に

し

て

居

る

の

だ

ら

う

と

悲

円

を

一士
一円

ふ

た

所

が

、

島

崎

君

は

さ

う

で

た

い

.

そ

れ

は

素

人

の

一育

ふ

こ

と

だ

と

言

っ

て

笑

っ

て

腐

っ

た

け

れ

ど

も

、

川

筋

を

舶

で

通

る

と

.

色

k

の

議

闘

が

見

え

て

商

白

い

で

す

よ
・

一

週

川

筋

を

通

っ

て

‘

裏

面

を

寓

す

と

一
五

ふ

ε
も

K

M

考

へ

願

っ

た

ら

商

白

い

だ

ら

う

と

忠

ふ

。

小

林

併

し

舶

で

行

っ

て

も

、

昔

の

や

う

に

面

白

く

な

い

な

。

江

崎

も

う

一

つ

東

横

川

引

の

高

麗

掛

か

ら

思

案

橋

の

聞

の

石

一

仰

や

犬

定

り

な

ん

か

私

大

分

姿

・

は

叫

怒

り

ま

し

た

が

‘

面

白

い

、

あ

の

石

慣

は

背

の

三

の

丸

の

石

屋

だ

ら

う

と

思

ひ

ま

す

が

、

あ

ん

な

の

は

外

に

あ

り

ま

せ

ぬ

ね

。

鶴

丸

本

町

の

州

り

は

耐

向

い

で

す

ね
。

昔

の

河

山

行

北

液

築

地

(

明

治

十

二

年

版

浪

花

御

市

川

狐

案

内

に

依

る

)

南

木

け

れ

ど

も

、

あ

の

山

h

り

も

大

分

嵯

り

ま

し

た

な

‘

土

日

は

も

っ

と

深

か

っ

た

。

今

井

川

の

話

の

序

ぜ

す

が

、

子

供

の

時

分

に

江

戸

川

引

北

過

に

机

ん

T

M
ま

し

て

、

裏

は

川

で

し

た

、

中

の

島

に

在

っ

た

泰

西

皐

舘

ム

」

4
4

ふ

製

校

に

英

語

を

習

ひ

に

行

っ

て

居

り

ま

し

た

が

、

偶

k

大

水

の

日

K

料

理

出

向

断

み

た

や

う

な

所

へ

土

左

衛

門

が

か

か

っ

て

肘

て

、

大

勢

行

っ

て

見

た

‘

私

は

そ

れ

を

見

る

と

、

何

だ

か

怖

い

と

云

ふ

よ

り

け

、

脈

な

策

が

し

て

家

へ

師

っ

て

来

た

・

所

が

女

中

が

川

端

へ

下

り

て

沈

滞

を

し

て

民

た

が

私

が

見

て

居

る

と

.

ど

う

し

た

機

み

か

沈

滞

物

を

手

放

し

て

‘

あ

L

坊

ち

ゃ

ん

取

っ

て

下

さ

い

と

一
一

日

っ

た

、

私

は

二

三

男

枕

泳

げ

た

し
・

大

水

で

可

た

り

水

は

山川

て

屑

た

け

れ

ど

も

・

江

戸

川

引

は

始

終

泳

い

で

肘

た

か

ら

、

能

く

知

っ

て

居

た

、

品

川

し

土

左

衛

門

を

見

て

来

た

か

ら

、

ど

う

し

て

も

川

へ

入

る

気

が

し

ま

せ

ぬ

、

女

巾

は

あ

ん

た

は

不

親

切

だ

さ

言

っ

て

居

ま

し

た

が

、

あ

の

川

縁

で

洗

湖

慨

を

す

る

の

も

大

阪

の

一

種

の

情

緒

で

す

よ

。

南

木

さ

う

で

す

川

端

へ

下

り

て

此

か

ら

げ

し

て

洗

っ

て

肘

る

の

は

大

阪

情

緒

で

す

。

鶴

丸

江

戸

期

の

一

帯

尻

の

大

一

川

尾

の

前

は

料

理

屋

ら

し

い

で

す

ね

。

小

林

元

料

理

屋

で

す

。

本

同

あ

の

川

を

隔

て

L

向

角

に

古

い

銀

杏

が

あ

り

ま

す

ね

、

あ

れ

は

何

か

由

緒

の

あ

る

も

の

で

す

か

。

南

木

そ

れ

は

娘

銀

杏

と

か

云

ふ

の

で

す

ね

、

る

れ

は

川

内

総

が

あ

る

の

で

す

娘

の

委

が

見

え

た

-

三

五

ふ

の

で

、

北

ハの

山

米

は

前

K

上

方

へ

斡

き

ま

し

た

。

本

間

川

か

ら

見

た

大

阪

と

云

ふ

の

は

面

白

い

で

す

ね

、

建

築

家

の

方

か

ら

見

て

も

。

南

木

侠

は

巡

航

船

廿

廻

っ

た

と

と

が

あ

り

ま

す

。

鶴

丸

薩

康

川

引

の

方

も

商

白

い

で

す

ね
。

本

間

願

敬

h

y

の

訟

も

縫

り

ま

し

た

ね
。

南

木

先

制

帆

お

話

の

川

沿

ひ

の

下

回

践

で

す

ね

、

是

は

研

究

し

た

ら

商

白

で

せ

= :  41 
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ぅ

、

下

に

座

敷

が

あ

る

.

所

副

ち

ょ

ん

の

問

で

・

建

築

の

エ

ム

口

が

非

常

に

凶

白

い

で

す

ね

。

鶴

丸

築

地

・な

ん

か

も

さ

う

で

す

。

本

間

築

地

は

二

十

年

聞

か

ら

偽

り

鎧

っ

て

居

り

ま

せ

ぬ

ね

。

今

井

そ

れ

は

さ

う

だ

、

電

車

が

川

来

る

前

ま

で

は

竹

鍛

で

あ

っ

た

。

江

崎

庭

は

ま

だ

ち

よ

い

/

¥

十

け

い

の

が

残

っ

て

居

り

ま

す

ぜ

u

本

間

今

井

さ

ん

陀

た

聴

き

し

ま

す

が

、

情

期

間

。
に

和

問

さ

ん

と

云

ふ

の

が

る

り

ま

す

ね

、

家

光

公

の

手

植

の

織

が

あ

る

と

一
五

ふ

家

で

す

が
。

小

林

そ

れ

は

餌

発

町

で

な

い

で

す

か
、

木

原

の

別

抗

と

遠

ふ

の

で

す

か

。

本

間

和

岡

高

彦

氏

と

ぷ

ふ

家

で

す

今

ゐ

話

し

の

お

矢

張

。

三

百

年

以

上

の

家

で

す

、

建

築

は

全

然

駄

目

で

す

け

れ

P

」

ぜ

も

。

江

崎

さ

う

ゼ

す

、

古

い

山

地

物

ぜ

什

の

依

な

所

は

利

川

久

点

術

川

さ

ん

の

・

家

で

す
、

庭

の

古

い

の

は

杭

士

口

に

一

つ

あ

る

さ

う

で

す

、

是

非

見

に

来

て

呉

れ

と

言

っ

て

居

る

の

で

す

が

、

な

に

は

閑

と

か

云

ふ

の

で

す

。

本

間

川怖

か

踊

烏

と

ぶ

ふ

方

が

八

寸

有

っ

て

肘

ら

れ

る

の

で

す

が

‘

加

沢

村

下

屋

敷

が

遣

っ

て

肘

る

の

ぜ

す

。

今

井

一

寸

名

前

は

忘

れ

ま

し

た

が

出

入

鑓

立

添

な

げ

の

悼

の

も

の

だ

と

云

ふ

と

と

廿

す

。

南

木

町

花

村

の

稲

川

宏

一

君

が

言

ふ

て

肘

っ

た

の

で

す

。

本

間

私

も

福

岡

君

か

ム

聞

い

た

の

吃

す

。

江

崎

一

週

調

ぺ

て

見

ま

せ

う

r

南

木

そ

れ

は

近

休

の

下

照

敷

と

云

ふ

の

で

す

‘

生

玉

の

表

門

を

ズ

ツ

と

南

へ

行

く

と

‘

竹

刷

出

雲

の

某

一

の

あ

る

青

山

辿

ウ

と

f

A

ふ

沿

ヤ

が

あ

り

ま

す

が

・

共

m

h

向

ひ

で

す

、

辿

も

代

い

庭

で

止臼

の

俗

で

す
、

共

の

代

り

乎

を

入

れ

て

居

り

ま

せ

ぬ

の

で

、

雑

草

が

茂

っ

て

肘

り

ま

す

、

茶

室

が

三

つ

も

あ

っ

て

、

紀

州

便

所

が

あ

り

ま

す

、

近

休

の

別

業

で

、

是

は

庭

の

何

を

見

る

上

に

於

て

非

常

に

参

考

に

な

り

ま

す

し

‘

叉

あ

の

溢

に

如

何

K

別

業

が

多

か

っ

た

か

さ

云

ふ

と

と

が

判

る

の

で

あ

り

ま

す

‘

あ

の

泌

は

A

H

の

別

貯

地

で

す

が

、

湾

要

あ

た

り

の

住

築

ほ

非

常

に

特

長

の

あ

る

も

の

℃

す

。

今

井

確

か

安

土

の

城

門

を

移

し

た

も

の

が

残

っ

て

川

る

と

思

ひ

ま

す
。

一

商

木

商

業

倶

楽

部

と

云

ふ

の

が

あ

り

ま

し

た

ね

。

鶴

丸

あ

れ

は

日

本

橋

の

突

首

り

で

私

も

子

供

心

K

m凡

比

え

て

川

り

ま

す

。

南

木

本

町

の

病

院

。

今

井

藤

津

さ

ん

の

川

国

書

院

は

何

時

建

っ

た

の

で

す

か

、

な

か

/

・
1

縫

っ

て

鼎

り

ま

す

ね

。

小

林

あ

れ

は

可

な

り

古

い

で

す

。

今

井

今

γ

の

泊

国

主

円

院

は

無

論

明

治

で

す

け

れ

ど

も

、

建

物

は

壊

校

に

造

っ

た

も

の

で

す

。

南

木

盟

出

さ

ん

が

建

て

た

の

で

す

江

崎

鴻

池

の

本

宅

の

前

の

銀

行

は

明

治

に

出

来

た

古

い

建

物

で

す

が

.

も

う

直

き

前

れ

ま

す

よ

。

本

間

山

中

の

応

は

大

八

刀

古

い

も

の

だ

さ

う

で

す

ね

。

あ

れ

は

東

匝

役

所

に

使

っ

た

さ

う

で

す

ね

。

鶴

丸

そ

れ

は

山

中

南

舎

の

方

で

す

南

木

-

あ

れ

は

一

時

税

務

署

で

し

た

前

に

岩

城

と

云

ふ

呉

服

屋

の

あ

っ

た

所

廿

あ

り

ま

す

。

天

干

一

寺

の

椛

寺

町

に

問

中

屋

と

云

ふ

の

が

あ

り

ま

す

、

花

月

庵

向

ふ

は

北

ハ

の

怖

で

す

ね

。

南

木

あ

れ

は

共

の

俄

で

す

。

本

間

表

に

竹

川

の

あ

る

家

で

す

か

南

木

今

は

煎

茶

の

ね

。

江

崎

、

ゐ

茶

と

一
去

ふ

と

と

に

な

る

と

ゐ

茶

室

は

ゐ

茶

安

で

集

め

た

ら

、

ど

う

で

す

か

。

本

間

口

廷

は

可

友

り

集

め

て

ゐ

ゐ

で

に

友

る

方

が

あ

り

ま

ず

か

ら

・

制

A

H

に

減

〈

た

ら

左

い

の

で

す

が

.

唯

民

家

と

云

ふ

も

の

は

↓

帯

速

く

減

く

な

り

ま

す

。鶴

丸

前

に

難

波

詮

κ
茅

克

の

家

が

残

っ

て

肘

り

ま

し

た

な

。

今

井

岡

珠

庵

は

茅

立

で

す

か

。

南

木

浄

れ

は

確

か

さ

う

ぢ

ゃ

あ

り

ま

せ

ぬ

よ

。

江

崎

来

山

の

川

っ

た

所

は

上

か

ら

錨

力

で

張

っ

て

し

ま

ひ

ま

し

た

ね
。

鶴

丸

梅

悶

に

在

る

茅

立

を

錨

力

で

川

町

っ

た

の

を

御

存

じ

で

す

か

。

本

間

あ

の

家

は

未

だ

に

百

姓

家

そ

っ

く

り

の

家

ぜ

す

、

門

長

屋

む

家

で
、

米

を

乾

す

ゃ

う

友

情

庭

が

あ

っ

て

、

宅

は

一

巣

立

に

寵

ひ

を

し

て

あ

の

ま

す

、

そ

れ

か

ら

難

波

元

町

の

魔

道

と

云

ふ

家

も

さ

う

ら

し

い

で

す

・

又

一

度

大

仁

を

捜

し

ま

し

た

ら

‘

二

軒

あ

り

ま

し

た

、

一

軒

は

誌

北

で

.

矢

張

り

上

を

挺

ふ

た

ゃ

う

で

す

、

一

軒

は

瓦

立

T

す

け

れ

ど

も

マ

ア

世

家

ら

し

い

も

の

で

す

。

江

崎

さ

う

云

ふ

と

と

を

云

へ

ば

、

少

し

離

れ

た

所

で

鴻

他

新

出

の

建

物

は

な

か

/

¥

l

古

い

も

の

で

す

、

肱

奉

友

ん

か

も

肘

っ

た

と

云

ふ

と

と

で

・

冠

木

門

は

明

治

に

な

っ

て

か

ら

の

も

の

で

す

が

小

の

も

の

は

十

日

い

も

の

で

、

新

川

を

附

護

し

た

事

務

所

で

す

司

川

殻

首

時

の

制

.....;. 42 ー
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札

な

ん

ぞ

も

そ

っ

く

り

あ

り

ま

す

‘

ス

事

所

な

ん

か

も

大

勢

の

仇

川

し

が

山

来

る

や

う

に

な

っ

て

肘

り

ま

し

て

、

拾

な

ん

か

も

共

の

他

掛

け

て

あ

り

ま

す

し

、

米

企

な

ん

か

も

そ

っ

く

り

残

っ

て

肘

り

ま

す

。

南

木

河

内

の

吉

村

は

ど

う

で

す

。

今

井

あ

れ

は

古

い

で

す

ね

。

志

間

あ

れ

は

可

な

り

詳

し

〈

府

民

に

撮

り

ま

し

た

。

南

木

中

さ

ん

は

。

今

井

巾

珪

兵

衛

、

そ

れ

は

×

×

と

云

ふ

の

が

養

子

に

行

っ

て

、

感

校

教

員

を

し

て

肘

た

が

、

そ

れ

が

殻

狂

し

て

死

ん

で

、

北

ハ

の

後

が

ど

う

な

っ

た

か

知

ら

ぬ
、

家

は

残

っ

て

肘

ら

友

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

忠

ひ

ま

す

が

。

鶴

丸

河

内

の

本

陣

も

面

白

い

で

す

左

。南

木

先

月

見

事

に

行

っ

た

林

の

本

陣

友

ん

か

も

是

非

必

要

で

す

ね

。

鶴

丸

そ

れ

か

ら

成

町

屋

の

家

は

古

く

た

い

で

す

か

。

今

井

あ

の

・

央

臨

敷

も

面

白

い

で

す

が

、

何

か

別

業

で

は

友

か

っ

た

の

で

す

ミ

0

4
μ
 

江

崎

す

か

。

鶴

丸

符

島

町

の

天

守

山

止

は

る

り

ま

あ

り

ま

す

・

王

遣

の

方

は

八

初

は

三

邸

前

衛

門

と

云

ふ

て

川

り

ま

し

た

が

.

民

五

郎

と

云

ふ

人

は

共

曾

孫

に

な

る

ゃ

う

で

す

‘

ケ

落

と

云

ふ

人

は

色

々

書

い

た

も

の

に

現

れ

て

来

る

所

で

は

徳

川

の

初

の

人

で

す

が

ね

、

淀

尽

の

某

一

は

も

っ

と

大

き

い

の

が

泣

っ

て

M

h
り

ま

す

ね

u

小

林

此

彪

(

ア

ミ

ダ

池

)

の

分

家

の

善

光

寺

の

縁

起

が

此

底

κ
し

で

あ

る

、

踊

津

の

国

.

難

波

堀

江

に

な

っ

て

肘

り

ま

す

が

、

守

の

縁

起

た

ご

と

云

ふ

も

の

は

好

い

加

減

な

も

の

で

.

仰

れ

称

え

た

も

の

で

あ

ら

う

と

忠

ひ

ま

す

、

今

井

さ

う

で

す

ね

‘

一
五

日

光

寺

の

如

米

は

此

底

か

ら

抑

川

し

て

来

た

と

と

に

な

っ

て

M

h
り

ま

す

ね

。

小

林

此

の

他

に

就

て

は

面

白

い

と

と

が

あ

る

・

此

庇

に

紫

芸

棋

と

云

ふ

の

が

b

っ

て

、

戸

長

役

場

に

な

っ

て

肘

っ

た

・

北

ハ

の

後

水

谷

川

V

助

と

云

ふ

の

が

、

名

を

忘

れ

ま

し

た

が

.

加

賀

の

何

と

か

云

ふ

人

に

地

の

石

を

皆

貿

っ

て

し

ま

っ

て
、

共

の

人

が

持

っ

て

行

っ

て

し

ま

っ

た

が

、

紫

-客

機

と

云

ふ

名

の

起

っ

た

の

は

、

共

底

に

紫

石

と

云

ふ

の

が

あ

っ

て

は

金

を

耕

え

る

の

で

友

〈

‘

金

を

出

し

・
J

共

の

石

に

粧

を

慣習

て

L

あ

っ

た

、

共

の

に

生

れ

て

来

た

の

で

す

が

J

石

は

何

だ

か

知

ら

ぬ

が

、

え

ら

い

喧

し

今

井

出

屋

ケ

揺

と

云

ふ

人

で

す

な

い

石

で

、

何

で

も

或

閥

凶

の

大

名

か

ら

( 鶴丸梅太郎氏ffr 滋〉古川前天主教合堂

十

年

近

く

な

り

ま

す

が

、

彼

山

路

の

刊

一川

を

聴

き

ま

し

た

ら

、

日

品

川

の

が

一

株

古

い

と

云

ふ

と

と

で

-あ

り

ま

し

た

。

註

合

判

明

「

二

葉

」

字

は

あ

み

だ

池

和

光

寺

の

一

部

で

後

も

と

大

=

.
輪

氏

邸

で

あ

っ

た

が

哉

近

料

一

口

γ

と

襲

っ

た

も

の

で

そ

の

庭

園

は

有

名

な

も

の

で

あ

る

今

井

此

庇

(

二

葉

)

は

廿

か

ら

地

が

あ

っ

た

の

で

あ

り

ま

か

。

小

林

さ

う

で

す

ね

、

此

底

は

元

々

洲

で

砂

が

聞

っ

て

山

川

氷

上

っ

て

旅

先

も

の

で

あ

れ

ν

ま

ず

か

ら

、

淀

屋

民

五

郎

の

先

代

が

金

を

幹

え

た

の

で

す

、

民

五

郎

大

阪

の

蹴

黒

敷

ω
留

守

川

に

向

っ

て

‘

北

ハ

の

石

を

買

取

る

や

う

に

命

じ

た

、

所

が

を

う

し

て

も

そ

れ

を

貿

ら

な

い

r

の

で

共

の

蔵

原

敷

の

役

人

は

到

頭

腹

を

切

っ

て

共

の

石

の

上

で

死

ん

で

し

ま

っ

た

、

そ

れ

か

ら

け

ち

が

付

い

た

と

一

疋

ふ

話

で

す

が

、

其

の

後

散

の

持

、

一

土

の

時

代

で

る

っ

た

か

共

の

石

を

買

っ

て

し

え

っ

た

ら

し

い

、

私

の

知

っ

て

居

る

の

は

初

は

下

宿

屋

で

し

た

が

.

そ

れ

か

ら

又

古

い

家

が

立

っ

て

居

り

ま

し

た

が

、

大

三

輪

長

太

郎

が

名

古

伝

銀

行

を

臨

め

て

、

此

底

へ

来

た

時

に

そ

れ

を

壊

し

て

、

名

古

屋

の

家

を

持

っ

て

来

た

の

で

す

が

、

叉

そ

れ

を

壊

し

て

的

民

に

し

て

し

ま

っ

た

・

元

大

三

輸

の

家

の

入

口

は

と

っ

ち

に

あ

っ

た

の

で

、

一

帯

家

相

の

語

い

鬼

門

K

拍

え

た

の

で

す

が

、

大

三

愉

自

身

も

共

底

で

死

ん

だ

。

今

井

大

三

愉

長

兵

衛

の

闘

係

ゼ

す

、
.

。

・
刀

小

林

長

兵

衛

の

一

人

息

子

で

す

.

早

う

に

昭

一

米

利

加

へ

遊

製

し

ま

し

て

友

共

の

首

時

私

や

家

内

が

可

な

り

懇

・

意

に

し

て

居

っ

て

、

制

戸

ま

で

送

っ

て

や

っ

た

と

と

が

あ

り

ま

す

。

本

間

小

林

さ

ん

大

阪

の

古

い

と

と

を

お

聴

か

せ

下

さ

い

ま

せ

ぬ

か

。
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小

林

私

の

父

が

居

り

ま

し

た

ら

、

古

い

と

と

が

分

り

ま

す

が

ね

。

今

井

私

は

h

羽

目

K

掛

か

っ

た

と

と

は

な

山

け

れ

ど

も

・

元

町

年

寄

を

さ

れ

た

の

で

す

ね

、

あ

な

た

の

た

家

は

υ

本

間

あ

の

町

名

は

何

と

云

ふ

の

で

す

か

。

小

林

此

底

ら

は

御

池

泊

で

す

d

御

池

通

と

云

ふ

の

は

、

あ

の

他

か

ら

取

っ

た

も

の

で

す

ね

、

本

断

ホ

ナ

の

在

る

所

を

御

山

県

筋

と

云

ふ

の

と

同

じ

で

す

ね

。

本

聞

い

ろ

/

¥

有

盆

な

と

と

を

た

聞

か

せ

下

さ

い

ま

し

て

ど

う

も

る

り

が

た

う

ご

ざ

い

ま

し

た

、

で

は

と

れ

枕

に

し

て

ゐ

き

ま

す

。
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( 明治廿阿年石版〕
大 阪 R'Ii業 i民当理部〈同 と〉

( 明治廿五年銅版〉

(

五

十

六

頁

よ

り

続

く

〉

車

の

便

利

が

あ

る

。

古

は

修

験

道

者

の

行

壌

で

あ

っ

た

が

行

基

、

{

会

海

等

に

よ

っ

て

伽

館

建

立

さ

れ

輪

奥

の

美

を

極

め

て

ゐ

た

。

そ

の

良

和

年

間

高

師

直

寺

領

を

波

牧

し

て

一

山

乞

次

雄

し

た

と

停

へ

ら

れ

て

ゐ

る

。

延

資

六

年

に

到

っ

て

賀

山

和

向

湛

海

の

勅

募

に

よ

っ

て

再

管

さ

れ

自

刻

の

不

動

明

王

を

安

世

し

て

本

傘

ざ

し

、

撤

玄問

中

八

を

d

h

安

置

し

た

。

現

在

で

は

昌

一言

宗

に

属

し

賀

山

や

と

い

ふ

よ

、
、

り

は

む

し

ろ

牛

.

駒

の

聖

天

さ

ん

と

い

っ

た

方

が

有

名

で

あ

る

。

今

の

本

堂

は

一冗

職

年

間

の

建

立

に

な

っ

て

ゐ

る

。

本

堂

の

背

耐

の

数

十

丈

の

日

山

川

は

役

行

者

の

遺

跡

と

仰

へ

ら

れ

般

消

術

と

呼

ば

れ

て

ゐ

る

。

ま

た

山

上

に

防

空

蹴

を

安

置

し

石

上

聞

と

一
五

っ

て

ゐ

る

u

他

民

救

菩

一

火

刷

、

制

t

円

堂

‘

強

勅

帥

仰

.

判

州

財

.

火

刷

.

役

行

者

堂

‘

十

三一

れ

広

口

佐

一寸

が

あ

る

J

閣

官

と

し

て

は

絹

本

着

色

制

動

菩

・雌

依

.

同

愛

染

明

王

像

、

同

脊

白

川

A

茶

雑

凶

等

-

K

賊

し

て

ゐ

る

。

現

今

は

山

中

山

麓

一

帯

に

市

街

を

な

し

て

料

h
H
T

肱

舘

・

映

古

舘

.

温

泉

場

ダ

ン

ス

ホ

ー

ル

等

さ

へ

出

来

て

、

毎

月

十

日

十

六

日

を

縁

日

と

し

一

年

り

袋

特

約

三

百

高

以

上

と

云

は

れ

る

ほ

ど

盛

ん

で

る

る

。

ハ

昭

和

六

、

四

二

三

夜

〉

局
イ詩

，，/.三

ユB.
〈向上〉

〈明治廿二年石版〕E誌i登山保天( 同上 〉
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UI 

口

市

Vと

於

五

今

八

幡

宮

社

殿

る

岡

賢

建

築

沼

今

八

幡

宮

は

郷

枇

ぜ

あ

る

が

、

境

内

も

前

く

建

物

も

立

訴

だ

か

ら

、

院

枇

と

ほ

か

見

え

ぬ

ハ

ー

で

あ

る
。

下

回

の

石

階

数

十

級

を

昇

る

と

制

限

門

の

前

に

立

つ

と

と

に

な

る

が

、

慾

に

は

門

迄

が

も

う

少

し

あ

っ

た

ら

ば

と

忠

ふ

。

【

地

名

郡

菩

】

に

八
7

八

附

官

、

叉

卒

清

水

と

い

ふ

山

口

の

官

阿

に

て

、

大

内

時
一
五
口

‘

文

明

十

年

の

僚

に

私

見

ゆ

、

共

建

築

叉

近

代

の

も

の

に

あ

ら

歩

、

大

内

の

兵

火

を

菟

れ

し

も

の

と

云

ふ

・

市

街

の

東

北

馬

場

町

に

在

り

、

二

十

二

祉

法

式

に

「

周

防

園

朝

倉

八

幡

、

一

脚

緋

同

宇

佐

点

勤

元

年

立

行

山

首

」

と

あ

る

は

此

賄

、

岡

山

時一(

や

知

ら

や

。

と

あ

る

。

【

特

建

国

究

目

鍛

】

に

は

、

「

文

組

二

一
?

」

と

あ

り

・

【

日

本

古

建

築

精

華

】

K

は

:

・

:

元

の

朝

倉

八

幡

山

白

に

し

て

宇

杭

八

幡

よ

り

勅

話

せ

る

が

放

に

今

八

幡

官

と

い

ふ

・

大

内

政

弘

之

を

今

の

地

に

移

す

、

以

来

大

内

氏

の

崇

敬

一

厚

〈

八

寸

の

枇

殿

は

文

組

三

年

政

弘

の

建

立

せ

し

も

の

な

り

と

い

ふ

・

:

:

:

と

あ

っ

て

、

文

語

三

年

設

を

採

用

し

て

ゐ

る

や

う

で

る

る

。

日

銀

に

「

文

箱

三

年

?

」

と

し

て

あ

る

の

は

.

何

故

K

「

?

」

印

を

つ

け

た

の

か

判

ら

な

い

。

記

録

に

疑

が

あ

っ

た

の

か

、

形

式

上

ど

う

で

あ

ら

う

か

と

い

ふ

所

か

ら

か

、

著

者

に

訊

ね

た

，

け

れ

ば

判

ら

な

い

コ

私

は

記

録

は

一

つ

私

見

な

か

っ

た

の

で

、

貨

物

か

ら

の

判

断

で

あ

る

が

、

本

殿

は

文

箱

頃

で

よ

ろ

し

い

と

思

ふ

。

共

他

の

部

分

s
|

楼

門

と

奔

肢

と

ー

ー

は

、

古

い

と

と

ろ

は

勿

論

あ

る

が

.

ま

た

後

楠

の

部

も

あ

る

た

め

、

ど

う

も

い

く

ら

か

新

し

く

見

え

る

貼

も

あ

る

。

さ

う

い

ふ

所

か

ら

、

本

殿

丈

け

は

文

(

下

)

天

俊

地

と

し

て

お

き

、

残

れ

は

「

?

'
↑

印

を

つ

け

て

も

よ

か

ら

う

o

但

し

共

印

は

文

地

と

し

て

も

い

L

と

と

ろ

も

あ

る

が

、

ま

た

後

仙

の

と

と

ろ

が

多

い

た

め

、

之

れ

よ

り

い

く

ら

か

さ

が

る

ら

し

い

と

い

ふ

意

味

の

つ

も

り

ぜ

あ

る

。

*

*

*

 

前

枕

に

も

か

い

た

泊

り

、

此

建

物

は

卒

一剛

が

特

殊

で

あ

る

(

軒

目

)

。

前

通

後

ろ

へ

地

川

・

拝

殿

・

本

殿

が

一

ド
山

一
一糾

上

に

仙

叫

ん

で

ゐ

る

が

、

之

れ

等

を

波

胤

な

結

び

つ

け

て

ゐ

る
。

さ

う

し

て

柑

門

に

は

床

が

は

っ

て

あ

る

か

ら

、

先

づ

椛

現

誌

と

い

っ

た

様

な

感

が

あ

る

。

岐

阜

鯨

可

児

郡

川

区

間

村

氏

永

保

寺

と

い

ふ

や

が

あ

り

、

其

間

山

堂

は

鵡

堂

・

あ

ひ

の

川

・

澗

設

と

北

ん

廿

ゐ

る

か

ら

、

一

柳

祉

に

す

れ

ば

拝

殿

幣

殿

本

殿

と

い

っ

た

形

で

、

さ

う

し

て

椛

現

造

の

践

で

来

た

一冗

は

.

と

の

溢

で

は

友

い

か

と

い

ふ

様

に

考

へ

ら

れ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

ま

た

京

都

市

北

野

榊

祉

保

存

の

北

川

判

長

茶

維

に

よ

る

と

、

そ

の

時

分

か

ら

叫

肢

と

本

殿

と

の

川

に

石

の

川

が

あ

っ

た

の

だ

か

ら

、

や

は

り

少

友

〈

と

も

室

町

ハ

ー

か

ら

、

と

の

様

な

式

は

一脚

此

建

築

に

あ

っ

た

と

み

て

も

よ

さ

L

う

で

あ

る

。

さ

う

す

る

と

、

此

今

八

幡

の

建

物

も

、

室

町

時

代

K

於

い

て

、

既

民

権

現

世

の

や

う

に

は

え

て

も

、

少

し

も

不

都

A

H

は

な

い

と

と

に

な

る

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

石

の

聞

も

幣

殿

κ
相

首

す

る

も

の

も

、

飴

程

早

い

時

か

ら

あ

っ

た

と

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

私

は

次

に

楼

門

か

ら

順

に

拝

殿

本

殿

と

詑

械

を

・
試

み

る

と

と

に

す

る

。

*  

ー 附27 ー

撞

門

下

暦

は

方

一

間

吹

き

放

し

で

床

に

板

を

は

り

つ

め

で

あ

る

.

術

語

で

い

へ

一
ば

「
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拭

板

敷

'

一

で

、

共

耐

方

に

方

二

間

の

挺

廊

が

つ

い

て

ゐ

る

。

二

闘

で

は

あ

る

が

、

門

の

一

聞

と

長

さ

が

同

じ

だ

か

ら

、

つ

ま

り

金

鰐

と

し

て

は

左

右

に

長

い

床

が

、

五

間

二

面

の

建

物

に

貼

つ

で

あ

る

の

で

あ

る

υ

門

だ

か

ら

と

い

っ

て

、

土

足

で

歩

「

世

押

入

卒

而

J

o

く

と

と

は

で

き

友

い

の

で

あ

る

「

闘

参

照

)

F

耐

に

は

深

さ

一

聞

の

向

拝

が

つ

い

て

ゐ

る

ο

隔

は

正

面

枝

問

と

同

じ

で

あ

る

が

、

と

れ

等

の

下

部

K

は

何

れ

も

木

製

の

礎

仰

を

入

れ

て

る

る

(

綿

一

一

一

什

町

)

p

少

し

制

い

が

翼

廊

の

も

同

じ

く

刷

杭

ぜ

あ

る

の

K

、

そ

れ

に

は

礎

諜

を

用

ぴ

歩

、

た

だ

と

の

六

本

い

え

に

あ

る

の

で

る

り

、

さ

う

し

て

向

拝

の

分

に

は

、

上

下

に

ね

を

つ

け

て

あ

る

と

と

、

州

立

商

凶

に

於

い

て

み

る

が

如

し

。

共

上

に

三

科

あ

り

、

手

挟

の

如

・智

大

し

て

感

脳

の

で

き

ぬ

水

品

を

つ

け

た

も

の

も

附

属

し

て

ゐ

る

勺

向

拝

の

虻

梁

は

後

納

な

る

も

・

中

央

の

五

肢

の

陥

出

は

古

い

と

み

ら

れ

る

。

共

虹

梁

が

向

科

の

叶

れ

に

挿

し

込

ま

れ

て

ゐ

る

と

と

ろ

は

.

別

段

襲

っ

た

と

と

は

友

い

が

、

木

鼻

は

山

川

緑

に

普

冊

一

左

る

如

く

、

少

し

く

内

方

に

向

へ

る

曲

線

形

を

以

て

什

れ

か

ら

で

L

ゐ

る

。

か

L

る

手

法

は

少

し

く

沿

か

し

い

と

と

が

友

〈

も

左

い

。

私

は

則

梁

が

後

仙

だ

け

に

、

多

少

の

疑

川

を

も

っ

て

ゐ

る

の

ぜ

、

之

れ

は

後

に

述

べ

る

。

小

さ

い

ど

う

で

も

い

与

と

と

か

も

川

れ

な

い

が

。

さ

う

し

て

共

同

葬

の

組

破

瓜

は

上

府

勾

欄

の

下

に

う

ま

く

納

り

‘

問問

棋

は

正

商

の

方

は

い

L

が

、

側

面

筑

甲

の

と

と

ろ

に

脳

く

佐

か

ば

か

り

、

苦

し

い

思

ひ

を

し

て

ゐ

る

や

う

友

風

に

比

え

て

ゐ

る

が

、

と

れ

も

策

が

つ

か

ね

ば

殆

ん

ど

判

ら

ぬ

枕

で

わ

る

(

州

地

)

卜

.
M

は

三

間

二

面

で

阿

方

に

後

が

あ

り

、

後

勾

欄

F
r
o
-

備

へ

て

ゐ

る

。

北

ハ

勾

胸

は

総

て

新

し

く

・

数

年

前

修

制

ω

と

き

制

加

し

た

も

の

ぜ

あ

る

。

だ

か

ら

前

例

に

よ

っ

た

の

か

、

れ

一

成

は

監

符

一

時

一

川

の

考

へ

で

推

定

役

一

仰

を

し

た

の

か

判

ら

な

い

(

ゆ

一
L

和

二

十

九

北

び

J

j

f

B

側

立

而

凶

可

徐

に

は

珍

ら

し

い

と

と

に

機

桁

の

昂

を

能

ふ

様

に

叔

を

打

附

け

て

あ

る

c

尤

も

此

牧

は

一

山

側

商

と

背

面

と

に

あ

る

だ

け

で

‘

王

聞

は

下

回

庄

の

向

拝

の

い

虻

艇

の

た

め

に

、

と

れ

♂

蹴

い

て

ゐ

る

(

酬

肱

)

ν

何

と

い

ふ

名

の

板

か

知

ら

ぬ

が

、

仮

に

鼻

隠

板

と

し

て

や

か

う

。

さ

う

し

た

と

と

ろ

ぜ

、

此

際

天

松

一
一
様

建

築

の

僻

鼻

に

打

っ

た

板

と

開

法

ふ

心

配

は

あ

る

ま

い

か

ら

。

そ

れ

で

と

の

・

鼻

腔

板

は

、

北

ハ

耐

に

薄

肉

に

創

巴

紋

を

刻

し

て

あ

る

。

併

し

な

が

ら

普

辿

の

此

種

の

・

又

様

の

如

〈

、

創

の

聞

に

巴

が

入

っ

て

ゐ

る

の

で

は

な

く

て

‘

創

は

創

で

下

に

蛇

び

、

巴

紋

は

上

の

方

の

珠

紋

の

蛇

ぶ

と

と

ろ

に

、

二

つ

と

三

っ

と

一

つ

隔

き

に

吹

寄

せ

に

な

ソ

て

居

り

、

其

倫

・

却

を

明

瞭

な

ら

し

む

る

た

め

、

周

囲

を

闘

撃

で

つ

い

て

あ

る

(

時

五

紅

2

5前

一
一
一

)

d

圃

版

の

併

設

に

も

か

い

て

沿

い

た

が

・

か

L

る

意

匠

は

和

歌

山

鯨

海

芸

輩

出

中

村

の

長

一

堂

守

多

賀

山

崎

(

臨

時

)

須

弧

壇

の

脚

に

つ

け

て

あ

る

一

つ

巴

(

螺

旋

模

様

)

に

見

出

さ

れ

る

と

と

ろ

を

以

て

み

る

と

.

師

に

鎌

倉

時

代

か

ら

あ

っ

た

と

い

ひ

得

る

の

で

あ

る

ο

さ

う

す

る

と

敢

て

と

L

で

始

ま

っ

た

の

で

も

友

く

、

さ

う

診

ら

し

く

も

な

い

か

も

知

れ

ぬ

が

、

三

つ

巴

を

か

う

取

扱

っ

た

の

や

、

創

巴

紋

と

し

て

の

意

匠

の

貼

に

於

い

て

類

例

は

少

な

い

と

思

ふ

。

さ

-

つ

し

て

ま

た

剣

頭

紋

は

、

一

つ

隔

き

に

出

た

り

引

込

ん

だ

り

し

て

¥

第

三

十

四

及

第

三

十

/

ゐ

る

「

六

闘

右

方

断

商

品
世

間

…

」

。

妹

K

面

白

い

と

思

は

れ

る

の

は

後

面

の

中

央

で

‘

二

枚

の

板

の

つ

ぎ

回

を

捌

縫

す

る

た

め

と

、

中

心

飾

と

を

粂

ね

て

、

何

か

よ

く

私

に

は

判

ら

な

い

が

、

本

殿

側

面

基

肢

の

中

心

飾

(

瑚

伽

十

)

類

似

の

文

様

を

刻

ん

で

、

目

的

を

達

し

て

ゐ

る

。

奈

良

市

官

幣

大

枇

春

日

榊

枇

本

殿

の

後

桁

の

鼻

隠

板

及

び

昇

勾

欄

の

館

桁

の

側

耐

に

は

、

並
H

泊

の

創

巴

紋

が

用

ひ

で

あ

る

。

黒

い

と

と

ろ

に

白

く

だ

b

で

あ

る

か

ら

、

極

め

て

明

瞭

で

あ

る

o

御

物

に

な

っ

て

ゐ

る

泰

日

桃

現

験

記

(

附

谷

)

の

本

殿

の

輸

に

、

と

の

文

様

が

描

い

で

あ

る

の

だ

か

ら

、

鎌

倉

時

代

に

は

既

に

か

L

る

位

置

へ

か

L

る

装

飾

を

川

ひ

た

の

で

、

初

め

は

い

つ

か

ら

か

知

・
ぬ

が

、

少

な

く

と

も

鎌

倉

以

降

は

、
式

年

遊

戯

凸

毎

に

共

ま

L

踏

襲

し

て

今

日

に

及

ん

だ

の

ぜ

あ

ら

う

。

と

の

例

に

よ

る

と

、

か

L

る

と

と

ろ

へ

か

L

る

装

飾

を

用

ひ

で

め

っ

て

も

、

之

れ

は

鎌

倉

か

ら

あ

る

の

だ

か

ら

、

室

町

友

ら

勿

論

あ

っ

て

少

し

も

不

思

議

は

友

い

。

上

居

の

r

H
.

聞

と

後

耐

と

の

中

4

へ

の

聞

は

出

入

口

K

友

つ

て

ゐ

る

、

定

規

橡

附

の

小

さ

い

板

扉

を

u
m

込

み

常

軸

あ

り

、

社

賞

り

に

は

と

の

出

入

口

の

雨

方

K

限

り

、

上

側

常

軸

の

伝

き

を

延

長

し

た

部

分

が

佐

と

出

合

ふ

と

と

ろ

に

・

猪

月

を

ほ

っ

た

木

製

六

葉

'

T

.

下

部

は

胴

長

押

の

柱

嘗

り

|

|

柱

の

一山

方

に

は

限

ら

十

ー

ー

に

猪

同

友

し

の

木

製

六

業

を

打

っ

て

ゐ

る

(
脚

一
一

竹

川

町

)

リ

故

に

此

等

の

釘

隠

の

う

ち

、

猪

目

附

の

は

総

計

四

、

務

白

な

し

の

は

十

四

あ

る

わ

け

で

あ

る
。

雨

脇

の

聞

に

は

輪

費

型

令

中

央

に

あ

け

た

盲

辿

子

窓

が

b

る

み

一

一

5

1一.
嗣

)

0

倫

賓

の

と

と

ろ

か

ら

い

く

ら

か

光

繰

は

入

る

が

、

内

部

を

照

明

す

る

に

は

不

足

で

あ

る

。

第

三

十

九

一 附28 ー
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闘

は

中

か

ら

外

を

み

た

と

と

ろ

で

、

外

に

聞

か

ら

見

え

て

ゐ

る

の

は

拝

殿

の

南

妻

で

る

る

。

か

う

す

る

と

割

合

に

締

盟

で

あ

る

。

雨

側

面

は

二

間

づ

L

で

、

そ

と

へ

同

じ

く

盲

連

子

の

中

央

に

大

内

菱

を

入

れ

た

窓

が

あ

る

の

と

の

β

は

す

べ

て

が

盲

で

、

ま

る

で

孔

は

な

い

か

ら

、

装

飾

以

外

に

何

の

役

に

も

た

つ

て

ゐ

な

い

、

け

れ

ど

も

と

れ

は

下

か

ら

よ

く

見

え

る

か

ら

、

大

1

:

¥

第

四

十

二

J

3

に

効

却

は

あ

る

r

m

m

十一

十
一

関

可

上

目

府

内

部

桂

に

墨

書

が

あ

る

。

も

っ

と

探

し

た

ら

ば

あ

る

か

も

知

れ

ぬ

が

、

見

た

の

は

二

個

所

台

、

一

は

後

而

出

入

円

東

側

杭

に

天

正

十

六

年

卯

:

:

上

れ

在

之

栴

・
:
・
:
:

と

い

ふ

風

に

は

え

、

日

阿

川

杭

に

も

多

く

の

ネ

が

あ

る

ら

し

い

が

、

そ

の

う

ち

八

月

什

二

日

だ

け

よ

め

た

。

ケ
什

一

刷

点

側

の

什

れ

に

は

安

永

阿

年

米

八

月

・十
一
日
日

大

工

波

溢

忠

右

衛

門

と

あ

っ

て

、

何

れ

も

屋

根

の

立

替

や

小

修

理

の

時

の

も

の

で

あ

る

c

と

と

ろ

が

天

正

の

墨

書

の

う

ち

「

卯

」

と

い

に

子

だ

と

思

っ

た

の

は

、

何

か

の

見

誤

り

か

、

或

は

沼

し

訣

め

か

1

1

自

分

で

は

正

し

く

讃

み

な

が

ら

、

か

く

時

に

ま

る

官

界

一(

っ

た

ザ

を

、

う

っ

か

り

し

て

か

い

て

ゐ

き

、

あ

と

で

何

だ

か

立

時

が

訓

じ

な

く

な

っ

た

場

合

が

私

K

は

時

々

あ

る

か

ら

、

此

私

さ

う

か

も

知

れ

ね

|

|

何

れ

か

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

。

天

正

十

六

年

は

「

戊

子

」

で

、

十

九

年

が

一

・

Y

卯

」

だ

か

ら

、

「

卯

」

が

正

し

く

ば

十

九

年

で

な

け

れ

ば

な

ら

や

、

「

十

六

し

が

正

し

け

れ

ば

卯

が

説

り

で

あ

る

。

い

ま

ど

ち

ら

だ

か

判

ら

な

い

。

凡

そ

校

聞

に

窓

を

設

け

る

場

合

は

、

共

窓

が

盲

守

あ

る

と

も

め

あ

き

で

あ

る

と

も
、

夫

れ

に

係

ら

や

並

日

油

大

蹴

は

制

橡

の

雨

方

が

幾

分

は

杭

か

ら

敵

れ

て

ゐ

る

も

の

で

.

即

ち

一山

側

の

制

機

と

桂

と

の

聞

に

脇

羽

目

叉

は

小

野

一

が

あ

る

も

の

で

あ

る

υ

稀

に

は

弘

前

市

最

勝

院

五

荒

川

川

の

如

く

、

左

右

は

杭

に

つ

き

、

上

下

の

制

僚

と

.

長

押

と

の

聞

に

徐

地

の

あ

る

の

も

あ

る

。

然

る

に

既

に

前

蹴

瑠

璃

光

寺

五

小

山

一

一

応

の

と

と

ろ

に

か

い

た

泊

り

、

あ

れ

と

同

じ

ゃ

う

K

州

間

後

は

上

下

応

右

が

一

ぱ

い

で

、

上

は

事

倫

下

は

長

押

、

左

右

は

枢

に

く

っ

つ

い

て

ゐ

て

、

而

も

た

ピ

外

か

ら

沿

つ

つ

け

た

だ

り

の

と

と

だ

か

ら

、

直

に

外

せ

る

と

と

も

亦

あ

れ

と

同

じ

で

あ

る

。

第

四

十

二

岡

の

左

端

は

、

制

機

が

う

ま

く

柱

K

っ

か

・

な

い

で

、

少

し

は

友

れ

て

ゐ

る

と

と

ろ

が

偶

然

幻

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

此

地

方

K

は

と

の

様

な

や

り

方

が

る

る

の

か

も

知

れ

ね

が

、

調

ぺ

て

ゐ

な

い

か

ら

は

っ

き

り

し

た

と

と

は

い

へ

ぬ

。

科

棋

は

出

組

で

あ

る

が

、

肘

木

は

先

づ

唐

様

に

近

い

も

の

と

い

へ

や

う

J

料

は

ど

っ

ち

と

も

考

へ

ら

れ

る

か

ら

‘

肘

木

の

木

円

の

と

と

る

の

闘

味

か

ら

、

粁

棋

唐

様

出

組

と

し

て

よ

か

ら

う

。

北

ハ

手

先

の

秤

肘

木

の

ま

ん

中

か

ら

前

に

で

た

木

山

県

も

亦

府

様

式

で

あ

る

が

‘

共

側

同

の

渦

紋

を

彫

刻

し

た

部

分

は

、

雨

方

か

ら

闘

撃

で

突

い

た

の

と

突

か

ぬ

の

と

二

種

類

あ

る

。

そ

れ

か

ら

秤

肘

木

上

の

各

併

は

芭

に

丸

桁

を

含

ま

な

い

で

、

桁

の

下

k

m
白

川

木

と

い

っ

た

や

う

な

樹

木

が

あ

り

、

そ

れ

を

支

へ

て

ゐ

る

と

と

、

此

も

亦

仰

川

硝

光

寺

北

ハ

他

の

如

く

で

あ

る

。

し

て

み

る

と

、

と

れ

も

ま

た

と

の

溢

に

流

行

し

て

ゐ

る

手

法

の

一

か

も

知

れ

な

い

。

妻

飾

は

家

探

首

υ

破

風

の

拝

み

に

大

き

な

獄

目

懸

魚

が

下

が

っ

て

ゐ

る

丈

け

で

、

甚

だ

簡

素

で

あ

る

。

棟

は

箱

棟

で

、

鬼

叡

に

は

一

文

字

の

下

K

三

足

"
を

沿

い

た

毛

利

家

的

紋

立

を

現

は

し

て

②

る

υ

内

部

の

床

が

拭

坂

敷

に

な

っ

て

ゐ

る

と

と

は

先

に

か

い

た

が

、

天

井

は

組

入

天

井

で

、

柱

聞

は

東

側

及

阿

川

に

は

中

央

に

一

具

、

南

側

と

北

側

と

は

二

具

づ

っ

の

組

物

(

を

や

た

き

、

此

初

物

に

比

較

的

大

会

事

室

架

渡

し
、

さ

う

し

て

先

づ

天

井

を

六

つ

の

等

し

き

長

方

形

に

分

ち

‘

b

什

方

形

内

に

市

北

に

四

本

来

四

K

七

本

づ

っ

の

格

織

を

泊

し

て

あ

る

。

*

*

*

*

 

左

右

の

契

廊

は

二

間

二

刷

、

内

部

床

板

敷

、

天

井

な

〈

化

粧

屋

根

裏

J

虹

梁

上

は

家

校

首

で

あ

る

が

、

か

L

る

場

合

は

大

概

雨

妻

丈

け

が

家

択

首

に

な

り

、

内

部

は

中

央

の

雫

也

材

を

依

き

、

合

本

に

友

っ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

の

K

、

と

と

で

は

内

部

の

迄

が

中

央

に

雫

ト
山

一

の

材

を

も

っ

て

ゐ

る

。

-

棋

舟

肘

木

の

簡

単

な

も

の

で

‘

¥

w

v

=

.
十

一

間

J

o

と

り

た

て

て

い

ふ

科

の

事

は

な

い

f

孔

帆

立

面

同

」

*

*

*

 

権

門

の

上

居

昨

町

に

傾

が

か

け

て

あ

る

(

…

印

刷

十

)

。

*  

天

文

十

二

年

の

刻

銘

が

あ

ー 附30 ー
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る

か

ら

、

で

き

た

時

に

間

遠

は

あ

る

ま

い

。

似

し

愉

・郎

は

可

な

り

如

く

銘

が

、

な

く

ば

も

ろ

少

し

下

げ

度

い

位

で

る

る

。

尤

も

銘

は

愉

-M

に

刻

ん

で

な

い

の

だ

か

ら

、

と

れ

丈

け

が

あ

と

か

も

知

れ

ぬ

が

、

質

は

よ

く

調

ぺ

な

か

っ

た

の

で

、

今

明

ら

か

に

き

め

か

ね

る

が

、

多

分

い

い

と

思

っ

て

ゐ

る

。

舗

に

は

「

八

幡

宮

」

の

文

字

を

ほ

り

、

同

方

に

高

く

愉

廓

を

と

り

.

共

愉

-
M
と

制

徴

と

の

山

に

天

文

十

二

年

服

一一

月

十

日

本

願

妙

一

省

北

E

尼

十

穀

と

刻

み

つ

け

て

あ

る

。

最

後

の

二

字

が

ど

う

し

て

も

私

に

は

「

十

穀

」

と

ほ

か

み

え

ぬ

が

、

と

の

意

味

が

解

レ

か

ね

る

。

銅

像

は

縦

愉

が

と

つ

で

あ

る

が

‘

入

ら

な

く

と

も

い

い

と

と

ろ

で

、

共

提

愉

が

入

り

込

ん

で

渦

紋

を

な

し

た

り

し

て

ゐ

る

。

さ

う

し

て

上

下

左

布

中

央

の

聞

の

院

い

と

と

ろ

に

大

内

支

を

入

れ

、

共

問

の

益

隙

を

庇

草

で

充

た

し

て

あ

る

。

*  

*  

刻ド

*

 

此

権

門

は

古

い

と

と

ろ

も

あ

る

が

、

ま

た

新

し

い

部

分

も

混

じ

て

ゐ

る

u

併

し

友

が

ら

、

先

づ

建

立

は

文

舗

と

し

て

お

い

て

、

京

し

初

め

か

ら

柿

卦

で

あ

つ

な

の

な

ら

‘

天

正

(

什

材

料

託

)

の

立

一

特

は

岡

市

川

目

一日

で

あ

っ

た

ら

う

し

・

槍

皮

で

あ

っ

た

の

な

ら

二

皮

目

位

で

と

の

時

柿

に

し

た

と

も

思

は

れ

る
。

殿

楼

門

の

後

方

に

少

し

ば

か

り

(

蹴

崎

山

m

M
吋

切

れ

U

刈

)

離

れ

て

一

間

三

而

の

拝

殿

が

建

っ

て

ゐ

る

。

奔

殿

と

楼

門

と

の

聞

は

、

ほ

が

は

っ

て

あ

る

か

ら

下

の

や

に

ー

¥

卒

商

問

北

ハ

ま

ま

進

む

と

と

が

で

き

る

，

床

は

ほ

ん

の

長

判

一

本

低

い

丈

け

で

あ

る

f

及

立

面

開

参

)

d

此

拝

殿

は

師

に

記

し

た

通

り

、

拝

殿

と

い

ふ

よ

り

は

幣

殿

と

も

い

ふ

べ

き

性

質

の

も

の

で

あ

る

。

共

後

方

に

、

本

殿

京

商

階

段

と

の

聞

を

連

絡

し

て

ゐ

る

と

と

ろ

の

‘

同

じ

幅

の

少

し

低

い

建

物

が

あ

る

が

.

と

れ

は

別

段

特

別

の

名

も

な

い

さ

う

だ

し

、

え

た

拝

殿

の

一

部

で

は

な

い

(

僻

商

)

。

拝

殿

は

ど

と

迄

も

一

間

三

商

切

妻

拝

越

で

あ

る

が

、

正

面

の

方

は

飴

計

に

で

て

ゐ

て

、

丁

限

共

大

棟

が

楼

門

の

府

の

下

に

納

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

横

川

将

殿

の

つ

ぎ

の

部

分

は

、

附

が

降

つ

で

も

ぬ

れ

る

心

配

は

な

い

(

吋

胴

M

ほ

吋

初

哨

一
川

)

。

後

聞

の

い

々

は

正

町

民

比

ぺ

る

と

出

が

少

な

い

。

正

商

の

支

外

慨

が

十

本

だ

の

に
、

後

面

は

七

本

で

、

而

も

七

本

国

の

は

似

風

級

に

つ

い

て

ゐ

る

。

と

れ

も

亦

鎌

倉

時

代

左

左

の

建

物

K

見

出

さ

れ

る

と

と

ろ

で

、

小

ヘ

立

面

J

さ

い

と

と

だ

が

在

意

し

て

た

く

必

要

が

あ

ら

う

(

岡

」

一

川

三

耐

と

い

っ

て

も

佐

川

に

は

大

差

が

あ

り

、

正

後

雨

耐

は

十

四

尺

七

寸

づ

っ

.

隔

側

而

は

六

尺

戸

九

寸

五

分

の

三

間

で

あ

る

。

総

て

D

枝

問

一収

で

.

桂

一

一

進

七

寸

七

分

.

而

内

六

寸

=

一
分

だ

か

ら

、

間

見

付

七

分

と

な

る

.

放

に

阿

見

付

と

桂

太

さ

三

の

比

は

1

ば

と

な

り

、

室

町

と

し

て

も

除

り

円

十

い

と

と

ろ

代

は

も

っ

て

行

け

ね

。

内

部

は

化

粧

屋

根

長

で

、

杵

上

は

三

材

、

科

棋

川

は

川

科

京

を

刑

ふ

J

た

布

向

び

合

ひ

の

抗

上

に

大

虻

梁

を

架

渡

し

、

共

虹

梁

L

・
一

は

家

円
以

首

に

友

っ

て

ゐ

ほ

口

契

廊

に

同

じ

。

虹

梁

ι
は

脳

あ

り

、

袖

切

は

特

殊

で

本

殿

の

提

山

梁

の

如

く

戸

別

引

什

て

傘

枠

の

上

端

に

添

ひ

、

明

瞭

友

鈍

品
川

を

友

し

て

ゐ

る

。

家

叔

首

の

上

は

大

枠

肘

木

の

様

式

の

設

備

を

友

し

て

棟

木

を

支

へ

て

ゐ

る

、

枝

上

三

科

の

肘

木

と

、

練

木

交

の

肘

木

と

形

を

具

に

し

て

ゐ

る

の

は

、

密

化

を

求

め

る

と

同

時

K

.

恰

好

よ

ヘ

玄

面

附

の

左

方

に

乙

れ

等

が

J

。

〈

見

せ

る

た

め

で

あ

ら

う

f

す

べ

て

よ

く

現

は

し

て

あ

る

」

基

股

は

雨

妻

中

央

に

一

例

，

つ

つ

あ

り

、

南

の

も

の

は

刷

岡

共

通

唐

草

を

入

れ

、

北

の

も

同

じ

く

雨

而

北

ハ
牡

丹

府

草

を

入

れ

て

あ

る

。

共

山

口ω

良

は

第

四

十

五

・

第

凶

十

六

聞

に

示

し

て

沿

い

た

が

、

本

殿

に

い

い

形

の

が

津

山

あ

る

た

め

も

あ

ら

う

が

ど

う

も

少

し

見

劣

が

す

る

け

れ

ど

も

・

と

れ

丈

け

み

て

ゐ

れ

ば

、
・

光

様

友

と

と

は

決

し

て

た

い

。

*

*

*

*

 

拝

殿

の

後

方

本

殿

ま

で

の

と

と

ろ

の

四

品

川

友

商

問

は

.

い

は

ば

拝

殿

の

蛾

般

の

や

う

な

も

の

ら

し

〈

、

同

じ

ゃ

う

に

使

へ

る

と

と

ろ

を

み

る

と

、

後

に

か

う

し

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

若

し

後

に

か

う

し

た

の

た

ら

.

椛

現

越

の

や

う

た

形

式

を

と

っ

た

の

が

文

範

か

ら

で

・

な

い

と

と

に

な

る

が

、

と

れ

は

文

献

を

調

世

代

し

な

け

れ

ば

判

ら

な

い

。

或

は

さ

う

し

や

う

に

も

書

い

た

も

の

が

な

い

か

も

知

れ

ぬ

u

今

の

と

と

ろ

私

は

ど

ち

ら

と

も

き

め

ら

れ

な

い

か

ら

、

あ

と

か

ら

も

知

れ

ぬ

と

い

ふ

想

像

- 附3 1 -
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を

し

て

た

く

に

止

め

る

丈

け

で

あ

る

。

更

に

他

日

卒

清

水

八

幡

祉

で

も

見

壊

に

行

〈

と

き

、

で

き

た

ら

ぽ

調

べ

て

み

る

つ

も

り

で

あ

る

。

本

殿

本

殿

は

向

奔

附

三

間

枇

流

迭

に

民

に

中

央

の

間

だ

け

向

拝

が

つ

け

て

る

る

へ
別

蜘

)

。

京

都

附

近

で

同

じ

ゃ

う

注

建

物

と

い

へ

ば

.

大

津

市

闘

城

寺

の

新

羅

普

…

盟

主

が

か

う

・

な

っ

て

ゐ

る

。

他

に

も

る

る

か

も

知

れ

ぬ

が

今

思

ひ

だ

せ

ぬ

。

本

殿

の

方

は

闘

杭

で

向

奔

に

首

る

と

と

ろ

が

方

柱

日

間

取

に

し

で

あ

る

と

と

ろ

払

亦

同

じ

で

る

る

が

‘

此

場

A

H

K

は

線

東

は

全

部

方

荘

商

取

に

な

っ

て

ゐ

る

。

向

ほ

礎

石

が

特

別

の

形

を

し

て

ゐ

る

の

は

師

向

い

と

と

と

開

山

ふ

。

向

拝

は

三

科

で

あ

る

が

‘

大

枠

と

手

挟

と

が

古

く

て

.

あ

と

全

部

柿

加

し

た

や

う

に

見

え

た

。

そ

の

う

ち

虹

梁

と

基

股

と

は

江

戸

時

代

の

も

の

ら

し

く

‘

あ

と

は

最

近

の

修

理

の

と

き

の

で

あ

ら

う

。

北

ハ

本一

股

は

第

五

十

四

阿

に

示

し

た

如

く

で

、

裏

聞

は

雲

に

毛

利

の

一

に

三

星

紋

、

r
i

耐

は

愉

貨

と

記

憶

し

て

ゐ

る

。

大

し

て

い

い

形

で

は

な

い

。

詳

細

は

刷

版

解

説

参

照

の

と

と

。

此

向

拝

は

正

岡

五

級

の

本

階

を

保

護

す

る

た

め

に

つ

け

た

も

の

で

あ

る

。

此

木

階

の

雨

方

に

つ

け

て

あ

る

昇

勾

欄

は

、

親

杭

に

連

防

前

が

つ

け

て

る

る

(

同

位

一

般

)

。

此

背

は

二

節

で

節

は

特

別

に

太

ノ

¥

賀

珠

も

割

合

K

大

き

〈

略

三

角

形

を

な

し

、

甚

だ

異

な

っ

た

形

を

し

て

ゐ

る

(

時

一剛

十

)

。

一
当

然

と

の

節

は

杭

と

の

区

切

り

を

明

瞭

な

ら

し

む

る

た

め

に

造

っ

た

も

の

ら

し

く

、

若

し

上

の

方

を

金

属

で

つ

く

る

と

す

れ

ば

、

木

と

金

と

だ

か

ら

別

に

節

が

な

〈

と

も

・

一

見

明

ら

か

な

筈

で

あ

る

が

.

な

い

と

何

だ

か

淋

し

く

襲

っ

て

見

え

、

少

し

聞

が

ぬ

け

て

ゐ

る

と

い

ふ

感

が

な

く

も

友

い

。

兵

庫

鰍

飾

磨

郡

曾

左

村

の

山

の

上

、

堂

円

弱

山

闘

教

寺

金

剛

堂

須

禰

一

噌

勾

欄

の

が

即

ち

共

一

例

で

.

一

本

か

ら

く

り

だ

し

て

漆

塗

に

な

っ

て

ゐ

る

か

ら

.

ま

る

で

ど

と

が

境

か

判

ら

な

い

。

筒

は

一

番

下

が

何

も

な

い

と

の

場

ム
口

で

ー

i

そ

れ

か

ら

一

つ

(

取

に

峨

)

・

二

つ

(

紘

一

円

俳

句

本

)

・

三

つ

(

鍬

)

・

四

つ

(

糊

間

判

断

)

ま

で

は

貨

例

が

あ

る

が

、

五

つ

の

は

知

ら

な

い

。

見

馴

れ

て

ゐ

ι
せ

い

か

、

三

つ

が

最

も

よ

ろ

し

く

、

殊

に

錐

A

M

時

代

の

な

ど

に

・

な

る

と

、

非

常

に

形

が

い

い

。

二

つ

と

な

る

と

‘

う

ま

く

や

ら

ぬ

と

艶

K

見

え

る

と

き

が

あ

る

。

宇

治

上

紳

枇

本

殿

や

法

隆

寺

モ

経

院

及

新

宅

の

な

ど

は

、

同

じ

二

節

で

も

中

中

よ

ろ

し

い

が

.

信

州

松

本

の

筑

摩

八

幡

祉

の

と

な

る

と

、

ど

う

も

少

し

ゐ

ち

る

。

形

も

と

れ

に

よ

r
-
似

て

ゐ

る

か

ら

.

と

れ

等

也

，
あ

の

仲

間

と

い

へ

る

。

併

し

ほ

ん

と

う

の

と

と

を

い

ふ

と

、

筑

摩

八

幡

の

よ

り

ま

だ

拙

い

。

共

原

因

は

節

の

聞

が

は

な

れ

過

ぎ

て

ゐ

る

の

と

・

資

珠

が

三

角

す

ぎ

て

、

豆

腐

尾

の

庖

に

あ

る

「

む

す

び

」

の

如

〈

?

さ

う

し

て

↓

へ

き

す

ぎ

る

か

ら

で

あ

ら

う

。

木

階

を

昇

り

つ

め

る

と

徐

に

で

る

。

織

は

建

物

の

三

方

を

巡

り

、

本

殿

後

方

の

脇

陣

子

K

終

る

。

僚

に

は

勾

欄

を

附

し

て

あ

る

が

、

そ

れ

に

は

科

東

其

他

に

古

い

と

と

ろ

が

捜

っ

て

ゐ

る

け

れ

ど

も

、

大

部

分

は

後

補

で

あ

る

。

脇

障

子

は

第

四

十

九

闘

の

如

き

も

の

で

、

四

方

に

杭

を

と

り

、

棋

の

耐

に

は

珠

紋

が

二

例

づ

っ

吹

得

K

つ

け

て

あ

る

、

と

の

一

珠

紋

の

部

分

は

少

し

ば

か

り

ほ

り

し

づ

め

で

あ

る

J

共

中

に

細

い

が

大

耐

を

と

っ

た

木

で

井

桁

を

く

み

、

一

一

m

K
絞

を

は

つ

で

あ

る

。

後

に

述

べ

る

が

、

向

秤

の

だ

右

出

入

口

の

引

泣

板

戸

が

と

れ

と

同

じ

思

匠

に

し

で

あ

る

。

少

し

く

飴

談

に

亙

る

が

、

近

江

市

生

郡

老

蘇

村

の

鎌

官

紳

士

ヘ

鳥

居

に

奥

石

一

柳

一舵

と

い

ふ

額

が

上

っ

て

J

!

制

戸

ゐ

る

、

と

れ

は

O

B

O

L『

5

」

ド

と

よ

む

」

本

殿

の

防

陣

子

は

.

先

年

修

理

の

際

附

方

北

ハ

新

し

〈

柿

加

し

て

ゐ

る

が

、

其

意

陀

は

殆

ん

ど

と

れ

と

同

じ

で

、

権

に

闘

紋

が

吹

寄

に

三

つ

、

つ

つ

あ

り

、

中

の

井

桁

の

細

い

木

を

か

い

て

ゐ

る

丈

け

で

あ

る

。

こ

れ

は

天

正

九

年

と

い

ふ

と

と

で

る

る

か

ら

、

少

し

時

代

は

後

れ

る

が

、

脇

障

子

は

多

分

と

ん

な

と

と

ろ

か

ら

考

へ

つ

い

て

、

推

'

ぺ

ん

復

原

を

し

た

の

で

る

ら

う

、

と

私

は

想

像

す

る

が

、

と

の

想

像

に

は

相

首

に

校

携

が

あ

る

つ

も

り

で

ゐ

る

。

今

ど

と

へ

も

っ

て

ゐ

っ

た

か

知

ら

ぬ

が

、

上

醍

醐

品

川

瀧

堂

拝

殿

の

後

耐

の

引

泣

板

戸

に

は

、

権

に

餓

鬼

巴

を

ほ

っ

た

固

紋

が

二

つ

又

は

三

つ

吹

寄

せ

に

用

ひ

て

あ

っ

た

。

と

れ

は

初

め

か

ら

此

建

物

の

で

は

友

か

っ

た

か

も

知

れ

ぬ

が

‘

室

町

時

代

と

認

め

ら

れ

る

も

の

で

る

っ

た

。

と

に

か

く

此

時

代

に

、

引

戸

の

艇

な

ど

に

と

の

様

な

意

慌

の

あ

っ

た

事

は

.

と

れ

等

の

数

例

で

判

る

で

あ

ら

う

。

脇

附

子

上

欄

間

は

.

両

側

の

は

後

怖

だ

か

ら

判

ら

ぬ

が

.
市
川

側

の

で

み

る

と

、

何

と

い

ふ

名

か

知

ら

ぬ

が

一

種

判

別

の

愉

-
M

の

中

に

、

中

止

へ

に

一

障

の

中

心

飾

を

や

き

・

共

同

方

に

府

草

を

諮

問

附

に

し

て

あ

る

(

附

沼

町

)

，

北
(

L

ム

九

々

も

一

直

線

を

F ー 附32 - ー
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し

な

い

℃

、

少

し

山

う

た

形

を

し

て

ゐ

る

が

、

陥

・邸

も

え

様

も

何

も

彼

も

総

て

一

位

似

か

ら

刻

み

だ

さ

れ

て

ゐ

る

と

と

が

、

珍

ら

し

い

と

思

ふ

。

竹

の

節

の

上

か

ら

制

い

四

角

友

附

れ

が

た

ち

、

そ

れ

が

桁

の

一

卜

に

及

ん

で

ゐ

る

の

は

、

ど

と

で

も

同

じ

手

法

で

あ

る

が

、

共

上

に

簡

爪

た

木

鼻

を

も

っ

た

短

か

い

肘

木

が

の

せ

で

あ

る

(
M
.
p
-

九

)

d

縦

の

制

い

什

れ

が

出

接

に

桁

を

支

へ

で

も

、

之

れ

は

た

だ

形

式

だ

け

で

、

六

し

て

役

に

た

っ

て

ゐ

な

い

、

と

い

ふ

集

が

す

る

が

、

か

う

す

れ

ば

|

|

貨

は

桁

に

比

ペ

て

制

辿

る

か

ら

、

五

十

歩

百

歩

か

も

知

れ

ぬ

が

|

i

不

調

和

が

幾

分

緩

和

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

正

副

深

さ

一

川

の

と

と

ろ

は

、

大

剛

取

的

柱

に

部

戸

を

け

巾

込

ん

で

あ

る

。

柱

方

九

寸

六

分

・

州

内

七

寸

、

耐

見

付

一

寸

三

分

で

、

制

ム

円

は

1

一
M

。

だ

か

ら

と

れ

は

将

殿

の

l

一
U

に

比

べ

て

大

分

に

大

き

い

。

時

代

が

同

じ

で

る

る

の

に

、

か

う

迄

杭

の

耐

の

大

さ

に

叶

況

が

あ

る

と

は

忠

へ

な

い

。

私

は

奔

殿

の

方

は

・
χ

晦

ま

C

上

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

と

忠

ふ

の

で

る

る

J

と

の

事

は

叫

に

最

初

に

少

し

か

い

た

が

、

ま

た

後

に

述

べ

る

J

行

棋

は

二

一

W

で

、

共

聞

か

ら

手

挟

の

如

き

木

ぬ

が

内

方

に

で

て

ゐ

る

(

柳

町

九
一一

凶

)

。

と

れ

ば

M

2
踊

れ

て

は

ゐ

泣

い

で

、

さ

う

し

て

前

方

に

で

て

ゐ

る

梯

形

を

逆

陀

し

て

斜

に

先

を

切

っ

た

ゃ

う

友

木

鼻

(

ヰ

肺

門

州

日

一

服

柑

日

十

)

の

尻

に

相

賞

し

て

ゐ

る

の

で

.

多

分

一

木

か

ら

刻

み

だ

し

‘

三

件

h

z

f

H
り

て

ゐ

る

肘

木

と

.

大

枠

¥

銑

に

犯

の

上

ぜ

相

級

ぎ

に

し

で

あ

る

の

台

あ

ら

う

J

と

の

木

鼻

は

向

非

の

子

挟

式

戸

し

た

如

〈

離

れ

て

ゐ

る

小

J

水

晶

と

北

ハ

K

、

宅

げ

な

ら

や

っ

と

あ

と

‘

と

と

に

よ

っ

た

ら

も

ら

手

狭

で

は

な

ν
」

i

H

う

少

し

下

げ

て

も

よ

く

は

あ

る

ま

い

か

と

考

へ

ら

れ

る

。

さ

う

し

て

此

郎

の

肘

木

に

は

、

向

訴

の

と

同

様

下

端

に

.山

が

と

つ

で

あ

る

J

前

の

方

の

肘

十

本

に

だ

り

耐

を

と

る

の

は

、

八

阪

神

枇

本

殿

が

さ

う

友

つ

て

ゐ

た

。

料

耕

聞

に

は

必

肢

が

あ

る

が

、

共

一

仰

聞

に

は

社

丹

の

透

阪

を

入

れ

て

あ

る

(

博

一

九

・

五

十

七

・
)

o

-

小

ヘ

井

な

く

化

粧

屋

根

謀

、

左

右

は

パ

違

板

戸

へ

側

立

〕

c

と

の

左

右

の

あ

寸

八

凶

¥

l

r

f

面

倒

¥

収

戸

は

‘

恰

も

前

記

脇

陣

子

と

同

一

の

意

阪

で

あ

る

が

、

全

部

新

制

だ

か

ら

、

或

は

推

定

復

捌

か

も

知

れ

な

い

。

此

川

連

板

戸

の

上

は

、

本

殿

正

耐

の

抗

上

と

向

拝

机

上

の

科

械

と

を

辿

耕

し

て

ゐ

る

議

山

梁

が

あ

る

が

へ

閣

五

十

聞

及

て

此

は

背

遁

の

1

1

r

別

立

高

間

」

虹

梁

で

も

い

い

の

に

、

さ

う

し

友

い

で

少

し

の

こ

と

で

海

老

町

梁

に

し

て

あ

る

。

此

海

老

虻

梁

は

本

殿

の

杭

に

入

っ

て

ゐ

る

と

こ

ろ

は

普

通

の

通

り

で

あ

る

が

、

外

陣

粧

上

の

と

と

ろ

ぜ

は

特

殊

の

袖

切

が

し

で

あ

る

。

此

袖

切

は

秤

殿

虹

梁

の

と

同

附

旭

市

五

十

図

u

A

J

o

じ

く

角

が

で

き

て

ゐ

ろ

F

側

立

而

箇

」

と

の

外

陣

四

本

の

刷

取

角

抗

上

は

、

中

の

二

本

が

前

記

の

如

く

内

方

K

子

挟

の

如

き

木

鼻

が

で

、

両

側

の

二

本

が

内

方

は

各

¥

第

五

十

悶

及

J

併

を

一

つ

の

せ

た

肘

木

に

な

っ

て

ゐ

る

の

で

る

る

(

側

空

間

闘

」

内

陣

と

の

境

も

亦

‘

佐

上

は

二

一

科

で

将

棋

聞

は

ぷ

一

股

だ

が

.

内

仰

の

方

は

よ

く

判

ら

な

い

け

れ

ど

も

、

聞

は

壁

だ

か

ら

.

多

分

片

側

丈

け

で

あ

ら

う

。

川

端

の

聞

の

が

苦

戸

大

館

(

叩

)

・

中

の

間

は

資

珠

に

庇

草

よ

h

H

成

る

吋

川

崎

一町

一

刻

什

昨

.
)。

味

合

以

降

‘

必

股

内

の

彫

刻

が

漸

く

殻

達

し

て

き

で

か

ら

は

、

大

き

く

い

へ

ば

凡

そ

{

子

市

川

の

森

一

紺

高

象

は

持

利

川

附

さ

れ

る

や

う

に

な

っ

た

が

‘

硝

り

天

間

の

み

は

肱

用

の

注

少

な

く

、

江

戸

時

代

の

石

崎

純

白

火

袋

の

窓

民

、

あ

の

枕

立

川

さ

れ

た

日

・

月

・

星

は

殆

ん

ど

悲

肢

に

見

出

さ

れ

歩

、

た

だ

僅

に

私

は

江

戸

時

代

で

も

歩

っ

と

降

る

と

忠

は

れ

た

小

さ

い

附

子

の

正

副

科

挟

間

氏

、

金

色

の

新

一

月

(

叩

出

抑

制

)

去

を

入

れ

た

も

の

と

、

門

の

夫

れ

に

請

に

北

斗

七

星

(

組

問

時

制

伽

M

J

V

連

結

し

，
を

だ

し

た

の

を

知

っ

て

ゐ

た

枕

で

-
b

っ

た

が

、

前

蹴

に

か

い

た

八

阪

榊

枇

た

も

の

本

殿

の

後

-

耐

に

も

る

る

し
‘

と

と

に

は

二

つ

も

あ

っ

て

、

何

れ

も

室

町

時

代

の

も

の

と

認

め

ら

れ

、

且

つ

意

匠

も

勝

れ

て

ゐ

る

と

と

が

判

っ

た

の

で

あ

る

。

基

股

の

中

へ

賀

珠

を

三

つ

入

れ

た

の

は

.

鎌

倉

安

町

時

代

に

は

珍

ら

し

く

は

な

い

が

・

一

つ

の

は

さ

う

は

友

い

。

第

六

十

川

の

解

説

に

書

い

た

通

り

、

つ

い

と

の

間

ま

で

三

つ

ほ

か

知

ら

た

か

っ

た

が

、

去

年

の

反

一

っ

と

.

今

川

と

と

で

一

つ

・

尚

北

ハ
上

に

般

嶋

一

脚

此

末

枇

荒

胡

子

一

脚

祉

に

も

又

一

つ

あ

っ

た

の

で
、

皆

で

六

つ

で

き

た

。

共

中

で

と

と

の

が

珠

も

大

き

く

周

聞

の

陪

引

い

が

最

も

手

が

込

ん

で

ゐ

る

。

さ

う

し

て

此

種

の

は

何

れ

も

左

右

相

帰

だ

が

、

と

れ

も

亦

さ

う

で

あ

る

ο

何

に

し

ろ

中

心

飾

と

し

て

・

賞

味

を

入

れ

た

以

上

.

川

聞

の

山

川

革

も

左

右

相

郁

で

な

く

て

は

納

り

が

つ

か

ぬ

で

る

ら

う

、

だ

か

ら

か

か

る

意

匠

の

は

、

局

卒

的

友

凶

鯨

的

危

彫

刻

が

玄

一

同

ば

れ

友

く

な

っ

た

と

同

時

に

跡

を

断

っ

た

の

で

あ

る

、

だ

か

ら

鎌

倉

室

町

に

は

見

出

さ

れ

る

が

、

桃

山

以

降

に

は

た

ま

に

一

つ

や

二

つ

枕

は

あ

る

か

も

知

れ

ぬ

が

‘

む

づ

な

い

と

い

っ

て

も

よ

か

ら

う

。

と

に

か

く

と

の

場

合

は

、

資

珠

が

比

一 附33 ー
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較

的

大

き

く

.

共

闘

の

く

び

れ

が

甚

だ

明

瞭

で

あ

り

、

問

凶

の

唐

草

が

鎌

倉

系

統

の

左

右

相

栴

の

最

も

込

み

入

っ

た

も

の

で

あ

る

と

と

が

.

同

舟
(

彩

を

放

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

o

つ

ま

り

と

の

内

外

陣

境

の

三

つ

の

基

股

は

、

い

ろ

い

ろ

の

結

で

興

味

を

掠

く

も

の

で

あ

る

。

内

外

陣

境

の

三

例

所

は

‘

側

耐

内

陣

第

一

の

聞

と

共

に

、

大

き

な

幣

軸

を

廻

ら

し

・

定

木

被

の

つ

い

た

板

扉

を

吊

込

ん

で

あ

る

u

此

定

木

A

憶

に

は

唐

戸

耐

の

様

な

耐

が

と

つ

で

あ

る

が
、

少

し

く

角

が

る

る

し

.

ま

た

と

の

部

分

に

は

六

業

.

扉

に

は

内

外

陣

境

の

分

じ

は

上

下

端

喰

の

と

と

ろ

に

出

八

双

、

そ

れ

に

連

接

し

て

散

八

双

を

並

べ

て

打

つ

で

あ

る
。

と

の

や

う

に

し

た

の

は

さ

う

多

く

の

例

が

な

い

と

同

時

に

、

飾

金

具

の

形

も

い

か

が

と

思

は

れ

、

ど

う

も

後

の

仕

事

ら

し

く

思

へ

る

(
献

町

役

一

一

川

崎

)

J

上

の

議

出

は

特

別

に

大

き

く

・

F

の

は

形

が

特

殊

で

る

り

、

と

れ

も

亦

後

の

も

の

と

考

へ

ら

れ

な

く

も

な

い

。

物

軸

と

扉

と

は

朱

塗

に

し

で

あ

る

の

で

.

そ

と

だ

け

が

大

に

目

立

っ

て

ゐ

る

。

i

z-

-=

ヘ

一止

函

は

部

次

に

側

副

の

方

へ

廻

っ

て

み

る

。

橡

上

に

は

旬

目

長

仰

と

二

霊

長

引

{

戸

で

、

切

目

長

押

丈

け

で
.

J

と

が

あ

り

、

二

重

長

抑

が

脇

陣

子

の

下

の

舗

の

材

に

友

つ

て

ゐ

二

益

長

押

は

な

い

」

る

(

ゆ

糊

十
)

0

此

木

は

何

と

い

ふ

名

か

知

ら

ぬ

が

、

後

上

に

添

え

る

の

が

地

後

で

・

と

れ

が

上

根

と

す

る

と

.

川

に

羽

目

板

広

い

取

も

あ

り

・

先

づ

脇

陣

子

の

輩

と

い

っ

た

や

う

な

も

の

官

あ

る

。

¥

守

山

ド

n

M

4

L

I

J

脇

障

子

ω
上

の

方

、

側

杭

の

上

の

方

を

み

る

と

お

山

即

-
1

前

に

記

し

た

太

い

桁

の

元

の

と

と

ろ

は

.

持

法

り

の

理

論

に

時

つ

て

ゐ

る

二

手

先

の

組

物

で

支

へ

て

ゐ

る

(

誹

腕

十

)。

手

町

と

の

種

類

の

持

活

の

は

と

と

の

み

で

は

な

く

、

椋

木

で

も

向

詳

の

桁

で

も

同

様

ぜ

あ

る
。

川
州

K

於

い

て

み

る

如

く

、

下

側

の

肘

木

を

妊

の

上

か

ら

だ

し

・

と

の

上

K

X

ル

一
-

様

の

繰

形

か

ら

鐙

化

し

た

血

叫

刊

の

や

う

に

友

っ

た

も

の

を

日
付

尻

に

つ

け

た

各

科

を

の

せ

.

上

の

肘

木

上

の

各

科

ぜ

は

、

直

K

桁

を

含

ま

せ

な

い

ぜ

‘

廿

《

鼻

が

判

別

の

〈

り

形

を

も

っ

た

貸

別

木

を

含

ま

し

て

ゐ

る

ο

此

木

裁

は

一

見

非

常

に

鎧

っ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

が

、

と

れ

を

ひ

っ

く

り

返

し

て

み

る

と

‘

基

股

の

脚

の

先

き

と

同

じ

形

を

し

て

ゐ

る

と

と

が

判

る

で

あ

ら

う

。

総

て

形

や

用

ひ

場

所

に

ご

ま

か

さ

れ

中

、

注

意

し

て

槻
山
政
一
一

す

る

・な

ら

ば
、

事

柄

は

割

合

に

簡

単

に

解

決

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

3

向

詳

の

は

さ

う

ぜ

は

な

い

が

、

本

殿

の

の

は

第

五

十

三

凶

に

み

る

如

く

、

何

れ

も

抗

上

か

ら

で

た

肘

木

と

、

廿

犬

上

の

谷

叫刊

と

の

聞

に

部

いv

似

の

や

う

な

中

小

が

入

れ

て

る

る

。

多

分

少

し

す

が

不

足

な

の

ぜ

か

う

し

た

の

な

あ

ら

う

が

・

少

し

ば

か

り

目

障

り

に

な

る

J

向

拝

の

肘

木

に

は

全

部

耐

を

と

り

な

が

ら
、

本

殿

の

に

は

一

つ

も

と

っ

て

な

い

の

は

、

前

者

を

剖

合

に

き

ゃ

し

ゃ

に

見

せ

、

後

者

の

方

を

丈

夫

に

見

せ

る

た

め

に

他

な

ら

ぬ

の

守

あ

ら

う

u

一山

側

副

の

二

聞

に

は

何

れ

も

昨

夜

肢

が

入

れ

て

あ

る

が

、

中

心

飾

は

左

右

相

借

ω

卒

耐

的

な

模

慌

で

・

中

心

に

例

の

花

が

あ

り

・

左

右

に

は

符

か

五

荷

た

け

の

や

う

な

も

の

が

向

ひ

A

H

ひ

.

共

外

の

昼

間

は

左

右

少

し

ば

か

り

呉

な

っ

て

ゐ

る

唐

草

か

何

か

を

以

て

充

た

し

て

あ

る

。

除

り

必

傾

を

作

た

形

で

も

な

い

や

ゲ

だ

が

、

相

首

の

鑓

化

を

見

せ

て

ゐ

る

。

併

し

少

し

ば

か

り

問

綜

し

す

ぎ

て

ゐ

て

.

迷

路

の

如

く

何

だ

か

よ

く

判

ら

十

、

そ

れ

を

判

ら

せ

干

っ

と

思

っ

て

.

よ

く

み

た

が

ど

う

も

判

然

し

ム

な

か

っ

た

J

あ

と

か

ら

ゆ

っ

く

り

お

し

た

自

民

を

な

が

め

た

が

、

そ

れ

で

も

i

i

r

「

第

五

十

J

'

や

は

り

司

会

領

を

作

な

か

っ

た

・

1

凶

可

私

は

ぽ

拡

な

父

棋

は

除

り

す

き

で

な

い
J

妻

飾

家

奴

首

・

最

後

K

後

耐

に

移

る

。

後

耐

に

は

三

個

の

恭

股

が

科

耕

聞

に

あ

る

。

中

央

の

は

「

滞

潟

'
一

が

ぼ

っ

て

あ

る

や

う

だ

が

‘

刷

版

の

川

の

は

「

水

に

魚

」

ω
如

く

見

え

る

。

魚

は

一

一

足

づ

っ

入

っ

て

ゐ

る

が

、

山

の

は

お

乞

小

れ

の

は

光

を

向

、ぎ

.

互

κ
向

会

あ

っ

て

ゐ

る

や

ろ

宏

、

さ

う

し

て

鰭

か

何

か

少

し

見

え

て

ゐ

る

だ

り

守

、

魚

と

し

て

も

、

ど

う

い

ふ

魚

か

よ

く

判

ら

ぬ

。

此

建

物

は

八

阪

榊

枇

本

蹴

よ

り

向

ほ

高

い

の

T

・

山

鈍

で

税

い

て

も

光

線

の

工

へ

け

が

ど

う

も

は

っ

き

り

し

な

か

っ

た

の

官

、

漸

く

「

水

に

魚

」

と

い

ふ

と

と

だ

け

雌

め

る

と

と

が

な

き

た

。

室

町

時

代

に

悲

肢

の

中

に

水

と

魚

な

き

を

ほ

っ

た

の

は

.

他

に

も

例

が

あ

，

心

か

ら

と

と

ば

か

り

と

は

い

へ

友

い

。

但

し

私

の

知

っ

て

ゐ

る

純

附

で

は

多

〈

鯉

で

あ

っ

た

J

そ

ば

廿

み

た

ら

ば

と

と

の

も

或

は

平

凡

友

鯉

か

も

知

れ

友

い

J

*  

*  

*  

*  

此

建

物

は

棺

門

・

拝

殿

・

本

阪

の

三

棟

よ

り

成

り

、

各

廊

を

以

て

辿

耕

し

て

ゐ

る

と

と

ろ

が

‘

大

に

興

味

の

あ

る

と

と

ろ

で

、

般

に

其

辿

絡

が

後

世

行

は

れ

た

も

の

と

し

て

も

榊

枇

建

築

史

上

市

裂

な

る

日

世

を

山

め

て

ゐ

る

も

の

で

、

叫

m

r

L

拝

阪

が

一 附34 ー
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妻

人

に

な

っ

て

ゐ

る

と

と

ろ

等

.

決

し

て

軒

々

に

宕

過

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

介り
，

っ。
次

K

共

建

立

年

代

で

あ

る

が

、

ど

う

も

何

れ

も

皆

同

時

代

と

は

認

め

難

い

。

私

の

み

た

と

と

ろ

で

は

、

本

殿

は

向

拝

と

か

懸

魚

と

か

い

ふ

も

の

を

除

き

文

箱

三

年

で

よ

ろ

し

〈

、

最

も

よ

く

保

存

さ

れ

て

ゐ

る

3

地

門

も

亦

文

箱

で

は

あ

ら

う

が

、

桃

山

時

代

に

本

殿

の

向

拝

と

共

に

予

が

入

っ

て

ゐ

る

の

で

は

る

る

ま

い

か

と

思

ふ

d

奔

殿

は

或

は

桃

山

に

改

築

さ

れ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

斯

様

な

と

と

は

‘

買

は

あ

る

か

・

な

い

か

判

ら

ぬ

が

.

あ

っ

た

ら

ば

記

鋒

を

調

ぺ

、

ま

だ

な

え

ば

在

地

を

充

分

に

槻

察

し

て

か

ら

執

一

考

す

べ

き

で

、

私

の

は

大

に

将

卒

で

②

る

と

自

由

児

は

し

て

ゐ

る

が

‘

以

上

は

私

が

也

党

ぜ

さ

う

感

じ

た

の

で

か

い

て

み

た

の

ゼ

あ

る

J

今

後

灯

機

が

あ

っ

た

ら

向

よ

く

調

べ

て

み

る

つ

も

り

ぜ

あ

る

。

結

尾

山

口

市

の

滞

布

は

伍

に

三

日

と

牛

日

で

.

市

も

日

の

短

い

時

で

あ

っ

た

の

と

‘

正

月

の

せ

い

か

制

早

く

し

た

く

が

で

き

歩

、

漸

く

宿

を

で

た

の

が

九

時

か

ら

九

時

中

T

の

聞

で

‘

午

後

は

凶

時

牛

に

な

る

と

‘

天

策

の

い

い

と

き

で

も

.

も

う

飴

り

仕

事

が

で

き

友

い

欣

態

ぜ

あ

っ

た

か

ら

‘

時

聞

は

日

に

い

く

ら

も

左

か

っ

た

。

二

日

の

午

後

か

ら

附

れ

だ

し

三

円

は

非

常

な

好

晴

と

な

り

・

殊

に

今

八

幡

宮

守

は

.

天

気

が

よ

〈

て

暖

か

℃

拘

K

好

都

合

で

あ

っ

た

。

夫

れ

K

引

か

へ

、

四

日

は

大

公

り

で

十

時

半

頃

か

ら

降

り

だ

し

、

終

日

欽

ま

友

か

っ

た

た

め

、

一

日

の

仕

事

と

し

て

古

熊

榊

枇

で

三

つ

‘

八

阪

榊

杭

で

七

つ

、

合

計

十

の

悲

股

の

お

民

を

と

っ

た

丈

け

で

あ

っ

た

。

ま

た

此

日

が

聞

で

あ

っ

た

た

め

、

市

外

約

一

民

の

卒

清

水

八

幡

祉

は
、

他

自

に

延

期

す

る

と

と

に

し

て

し

ま

っ

た

。

併

し

な

が

ら

市

内

所

有

の

岡

賢

建

築

を

八

棟

、

例

へ

僅

か

の

時

間

づ

つ

で

も

み

た

た

め

に

、

私

は

と

の

時

迄

知

ら

な

か

っ

た

左

の

事

柄

を

知

り

得

た

の

で

あ

っ

た

、

即

ち

ヘ

相

明

暗

判

光

寺

J

(

一

)

、

閲

形

府

枝

川

制

捕

現

の

存

在

{

五

霊

塔

」

(

二

)

、

大

科

に

料

一

線

な

く

立

方

一

鮮

の

も

の

あ

る

と

と

(

団

)

ω

¥

向

上

・
今

八

J

o

(

三

)

、

制

比

憾

の

仙

桂

聞

に

依

込

み

た

る

盲

窓

の

存

ホ

(

幅

制

宵

楼

門

)

ヘ

八

阪

J

〈

問

)

、

基

股

内

の

彫

刻

に

牡

丹

に

鳳

恩

{

紳

一
祉

Y

松

竹

|

|

松

に

鳳

瓜

・

竹

に

鳳

用

(

恥

…

)

等

が

あ

り

、

鳳

凪

が

多

く

川

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

事
。

(

五

)

、

基

股

内

の

彫

刻

に

、

既

に

宣

町

時

代

に

於

い

て

瓜

を

用

ひ

て

ゐ

る

事

(
m

m

)
。

(
六

)

、

同

に

「

大

内

菱

」

を

用

ひ

・

ま

た

後

世

の

も

の

は

「

一

に

三

星

」

を

用

ひ

て

ゐ

る

か

ら

、

例

へ

文

織

や

形

式

の

費

遁

が

判

ら

な

く

と

も

、

と

の

方

面

の

素

養

が

あ

れ

ば

、

そ

れ

等

に

よ

り

て

大

凡

共

物

の

製

作

年

代

を

知

る

h

-

¥

ベ

阪

・

古

熊

J

D

と

と

が

で

き

る

と

と

ア

今

八

幡

」

c

¥

八

阪

，
A

1

J

O

(

七
)
、

室

町

時

代

の

基

股

K

天

仙

併

を

入

れ

た

も

の

の

あ

る

事

ケ

ヘ

一

幡

」

ぺ

八

)

・

同

に

貧

珠

入

の

一

新

例

の

あ

っ

た

事

(

肘

八

)

J

等

ぜ

あ

る

。

共

他

吉

窓

に

倫

賀

を

入

れ

た

の

や

、

機

の

4A

曜

紙

に

新

意

匠

の

剣

口

紋

を

入

れ

た

の

等

は

.

去

る

大

正

十

二

年

の

末

K

闘

刷

新

治

氏

か

ら

附

ら

れ

た

青

馬

民

や

摺

本

等

に

よ

り

て

知

つ

て

は

ゐ

た

が

.

愉

賀

は

ど

の

溢

が

孔

に

な

っ

て

ゐ

る

の

か

.

或

は

全

部

盲

で

、

大

内

菱

を

入

れ

た

の

と

同

じ

で

あ

る

か

ど

う

か

‘

と

い

ふ

や

う

な

と

と

が

.

質

物

を

み

る

ま

で

ど

う

も

判

然

し

な

か

っ

た

の

ぜ

あ

る
。

斯

棟

な

欣

態

で

あ

る

か

ら

、

前

は

ゆ

る

咋

是

今

非

は

常

に

起

り

つ

つ

あ

る

の

で

あ

る
。

昨

日

迄

い

い

と

思

っ

て

ゐ

た

と

と

は

、

今

日

い

け

な

く

放

る

。

新

陳

代

謝

も

か

う

制

端

宏

は

刷

る

が

.

ど

う

も

致

し

方

が

な

い

。

ほ

ん

と

う

の

事

を

い

へ

ば

、

日

本

間

中

を

行

脚

し

て

、

せ

め

て

現

在

指

定

さ

れ

て

ゐ

る

園

賢

建

築

丈

け

で

も

全

部

み

た

上

で

左

け

れ

ば

、

-

何

に

も

言

へ

ぬ

し

何

も

か

け

ね

の

で

あ

る

が

.

同

下

の

私

に

と

っ

て

は

で

き

な

い

相

談

ぜ

あ

る

。

だ

か

ら

今

迄

知

っ

て

ゐ

る

丈

け

の

材

料

で

か

き

も

言

ひ

も

す

る

の

だ

か

ら

、

間

遠

だ

ら

け

の

記

事

か

も

知

れ

な

い

、

だ

か

ら

読

者

諸

若

も

共

つ

も

り

で

讃

ま

れ

ん

事

を

望

む

。

と

同

時

に

、

此

方

闘

に

趣

味

の

あ

る

人

は

‘

ひ

ま

の

時

に

は

成

る

ぺ

〈

多

く

の

撃

築

物

を

閥

察

さ

れ

ん

と

と

を

も

望

む

の

で

あ

る

。

*

*

*

京

編

制

判

員

蹴

取

陽

君

か

ら

、

何

で

も

い

い

か

ら

害

〈

様

に

と

の

話

が

昨

年

の

幕

に

ー 附35 ー
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あ

っ

た

。

そ

と

ぜ

今

度

は

私

に

と

っ

て

は

極

く

新

し

く

珍

ら

し

い

が

.

大

多

数

の

曾

員

諸

教

に

と

っ

て

は

.

現

代

に

ま

る

で

刑

の

な

い

古

寺

や

古

宮

り

と

と

で

た

集

の

読

と

思

び

友

が

ら

も

、

事

校

・

病

院

・

銀

行

・

作

宅

何

一

っ

か

け

た

い

か

ら

‘

止

む

を

得

や

と

の

や

う

友

も

の

に

し

て

沿

い

た

の

守

あ

る

c

- m3 6 -

附

録

今

八

幡

宮

に

大

き

友

鰐

口

が

あ

る

。

鰐

口

は

元

米

?

に

あ

る

べ

き

ぜ

あ

る

が

、

後

に

は

一

柳

祉

に

も

い

く

ら

で

も

b

る

や

う

に

な

っ

た

り

寸

法

を

と

ら

な

か

っ

た

か

ら
、

直

俸

が

い

く

ら

あ

る

か

数

字

で

は

か

け

ぬ

が

.

三

尺

仰

は

あ

っ

た

や

う

に

忠

ふ
、

厚

さ

と

れ

に

相

官

し

た

も

の

で

.

一

一町

民

左

の

銘

が

あ

る

u

向

て

お

に

二

行

に

X

奉

寄

進

鰐

口

周

防

炎

山

口

今

八

幡

大

菩

雌

仰

白

川

前

大

楠

那

従

五

机

下

山

寸

左

京

大

夫

多

々

良

朝

開

花

降

向

て

左

に

二

行

施

主

…

利

明

大

宮

司

従

丘

位

下

橘

朝

間

日

銀

市

同

議

信

総

附

羽

目

恭

助

千

時

天

文

三

年

仰

卯

月

上

旬

森

屋

金

屋

大

工

大

江

朝

刊

定

秀

倣

什

(

開

和

六

年

三

月

十

日

稿

了

〉

~

i
』

'

I

 

J

N

n

 

5虎

正

誤

前

統

第

十

一

頁

、

第

一

M

M

及

第

二

回

解

説

中

、

上

よ

り

第

七

行

目

、

。っ

O

O

A

リ

の

3

0

0

0

行

:

此

貼

」

の

次

に

「

と

第

二

重

凶

勾

欄

親

柱

と

」

の

十

字

を

枕

せ

り

。

即

ち

披

絡
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世

間

二

+

八

圃

山

口

市

今

八

幡

宮

捜

門

(

此

闘

以

下

特

に

年

月

日

を

起

し

た

も

の

、

及

び

同

刊

本

の

潟

貨

を

除

章

、

会

一
滞

昭

和

六

年

一

月

=
今

日

の

撒

彩

〉

正面に深さー聞の向拝，両側からは下層は一間一面，上居は三間二商の建築で，

方二聞の翼廊ともいふぺきものがでてゐる ニ向奔のついてゐるととろは柳縫ってゐ

また門である以上，土足で通行ができるやうに思はれるが，さうはいかな h、。るし，

拭仮敷に完工つてゐるから，育il の石段を 昇り つめたと とろで，下駄を ぬがねばならぬ。

とれが先づ機現i主等の奔殿に古るので，簡E互に拝むな ら潟廊門にはi主ひないが，

員 K 見えてゐる や うに，段の下 K 立って すます とともで きる。そと で向奔の必要が

ある。そとで向奔をつけたのであらう 。京都市清水寺の門は，草暦切妻造であるが，

とれ
向拝の ついてゐるので珍 らしし ~ ととろが此門にも同じく向痔がついてゐる 。

必これは ない と困るので，は全 く負ー用か らきたので，清水寺のはな くと もすむが，

要からき たのである( 三月一日) 。

ー 附 37ー



-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘

建 築 主 従 舎 ( XI V) 特別 附録

(

柱

η

右

方

に

作

品

て

る

は

曲

尺

の

右，第二十九園。 山口市，今八幡宮峰門向奔詳細。

左，第 三 十 園 。 同 経及礎録。

前闘の向奔を近くみたととろ。 牡 下i亡礎盤のあるととに注意せよ。上方の木鼻はとれでは よく判ら

( J . いが，槌紋風の桁隠が桃山式で， 文極三年とは見えにくいやう主主 気がする。上居勾欄はO i し く， 費

尺

・

昭

和

六

年

一

月

五

日

)

あk社も同首Iで，推定復凶であるか，古いのによったのか判然 しない =

左聞は後側の桂の礎盤をみせたので，柱の下に「綜」のないととろと ，礎盤の} 醇が割合t乙背の高いこ

とｾ f' L注意すぺきである ，殆んど和様のととろへ，ほんの一滴唐様が交って ゐるのでるる( 三月 一日 )。

- 附 38ー
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第

三

十

一

E

今

八

幡

宮

側

面

全

景

(

昭

和

六

年

一

月

五

日

)

第

三

+

ニ

圃

岡

本

殿

側

面

(

同

年

同

月

同

日

)

一月四円は午前が大曇で午後は雨と な り， 全長のお員等は思ひもよら なかった ので，

五日まで延期した と とろ，同は臥 ・ ん だが大安友霧 Ｍ ｣Ｍ ， 卒 素 から少しも ｊ ｾ ｟ｴｴ し 友 い素人応

j量te端の蒜をはってる
阿の虫f I き，践11龍たる ものができて しまった

民は，還に第三十

とれは第三十二|丙! の方がはっきりして
るのが翼廊の一部，共右が拝殿，右端が本殿で，

ゐ る。修理前は全部哲 ｾｩ が沿ってゐて， 立 祇友側面はまるで見 え 主 主 かった 。 【日 本古建築

精華】( ｾ ｉｾ 加 第 Ｔ Ａｬ頁Ｉにでてゐる闘は ， 何も見え友Ｈ ， 像下の柵と鞘と 屋 根丈けのお員だ

とれでも徐程い L のである( 三 月一日) 。
あれに比べると，から，
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第

三

十

三

国

m
門

後

面

橡

桁

且

鼻

咽

曙

板

筋

三

十

五

圃

・

第

三

+

六

薗

向

上

支

蝿

帽

摺

本
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第 三 十 三 園 の 一 節 績 大第三十四国

‘  ・.

、回、

掛

輔

盆

一

良

品

骨

(

〉

H

M

V

骨量

描4

1

3

藍

|

( 第 三 十 三三 |同 以 下 解 訟 は 次 1 l に あ り 〉

.aJ  
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建 築 主 量t ・( X I V ) ，特別附録

...，・・....・・・・・H ・H ・""""・・........・.......・H ・..... .・H ・H ・....・H ・...・H ・H ・..............・H ・.....・H ・..........・H ・......・H ・...・・・・・・......・.......・・川u... ・.... .. 

第三十三園は奔殿の前の東へょったととろから全帽を窮してみたもので，三十四・三十五

は共一部の摺本， ｾｾ三十六岡は第 三 十三闘の 一 部左大きく見せたのである 。 此は本文にも Ｗ 与

いた通り「剣巴紋」ーむあるが，普通の場合 lとは剣の聞に巳文を 油主(1亡配置 しであ るのと， 愈IJ と

剣との問がし、くらかはなれてゐるとと，例へば東大

寺 三 ｮ 堂 内 ｾｬｬ￮ 須嫡壇に於けるが虫 ｮ きもの ・む ある 。

然るに此は珍らしいととには，創が一つ隔きに 川たり引込ん だ りしてゐるのと，共一つー

つが外の愉Jii rf は普通であるが，内部は先きが尖って少し〈外方1 ' 1 : I;;J き，ほんとうの剣の先き

のやう tとなってゐる 。 さうしてとの一つ沿き tcl + ' ，入してゐる 剣頚紋丈けが下に位V:， 上のEj :

紋の並列する 場所1 ' 1 : ，巴紋が二つ叉は三つ吹寄 ぜにつけてある 。共亥IJ み方は， 官質は般の市{

と閉じ高さで，昼間を若干共面より凹まし向問問をはっきりさせるため，民l撃でるたりを

ついてるる。友 か友か商向いやり方であると ，f{J!，ふ。併しながらとの 1.41撃でついたのは，延民

ｐｙ Ｈ，ｦＮの建築なる ｫｦ 呆令多賀培［例制型の ｗｾ ｉＧＱＺ ， 類似の Ｚ 立匠が見 ｈｉｉ される コ 放に鎌倉時代からる

った手法と考へてい L ゃ うであ る。

共上向ー居間白いととは，中央の板を つきつ付であるととろに，何かよく判 之ないが， I1正

右相陪の一種の模様を浅くほつであるととでるる 雨側商はうよく隠れる し，正商は向奔の

屋 根で覆はれて了って見えぬから問題は起らぬが，ｾの中央は何か 友いと物淋 し いととろ Ｎ ｣

るるので， か L る新意匠を凝らしたものと思はれ，るつ恐らくか L る例は碕んど他にあるま h、。

【春 日権現験記】といふ錐合時代の納容-物1'1:. .奈良の春 日Iftll l祉の本殿の圃がーε てゐ るが，や

はり現在のやう K 階段の彫刻や徐の鼻隠板の商は，剣巴紋を以て装飾されてゐるととろ をみ

ると，恐らく卒安時代から ，か うし、ふととろに斯慌た装飾法を月j ひたのではないかと考へら

れる( 三月一 日) 。
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重量" 築 ーと 量士 曾 ( XI V) 特別附録

上

。

世

間

三

十

七

幽

棲

門

上

層

正

面

出

入

口

(

艇

長

押

上

に

立

て

る

は

凶

尺

の

約

瓦

寸

(

六

吋

)
)

下

。

第

三

+

八

圃

同

融

市

紬

一

部

決

上

鰐

釘

膿

詳

細

腰

長

仰

と

幣

軸

の

上

稚

か

ら

一刷

方

に

ぜ

た

と

と

ろ

の

桂

川品

り

K

は

、

装

飾

と

粂

ね

て

六

誕

の

釘

隠

を

打

っ

て

あ

る

。

上

の

に

は

括

討

が

あ

り

、

下

の

K

は

な

い

。

下

の

は

勿

論

、

上

の

で

も
、

下

か

ら

は

中

々

見

え

た

い

の

に

、

町

時

に

意

匠

が

か

へ

で

あ

る

。

元

と

は

金

箱

で

も

沿

い

て

る

っ

た

ら

う

が

、

今

は

と

の

通

り

素

本

で

あ

る

。

下

の

広

大

き

ぐ

寓

し

た

が

、

機

械

が

助

い

て

失

敗

し

た

(

三

月

一

日

)

。
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上

。

第

三

十

九

圃

下

。

第

四

十

回

檀

門

上

原

後

面

酋

鴎

隅

の

懇

を

内

鵠

よ

り

見

る

同

正

面

(

ド

附

左

山

州

に

立

て

る

は

曲

尺

の

一

尺

〉

楼

門

上

日

腐

は

正

面

(

後

函

)

-
Z

側

面

と

で

窓

が

呉

友

つ

て

ゐ

る

。

次

に

越

べ

る

が

・

一山

脇

商

は

謂

は

ゆ

る

「

大

内

義

」

を

入

れ

た

盲

必

に

友

っ

て

居

り

.

正

商

と

背

面

と

は

‘

中

央

が

絞

唐

戸

を

吊

込

ん

だ

出

入

口

で

‘

雨

脇

聞

は

ニ

L

K

闘

示

し

た

や

う

に

、

盲

連

子

の

中

央

に

倫

貨

を

入

れ

た

も

の

で

.

共

陥

資

の

輔

の

聞

と

‘

川

聞

の

o

m

2
型

を

な

し

た

八

段

の

と

と

ろ

と

が

あ

い

て

ゐ

る

.

そ

と

か

ら

内

部

民

光

が

入

る

や

う

忙

な

っ

て

ゐ

る

が

‘

大

し

て

効

川

市

は

な

い

。

上

暦

内

部

K

は

床

が

は

っ

て

あ

る

が

、

貨

は

物

世

に

川

ひ

ら

れ

る

位

の

と

と

で

、

出

入

口

を

閉

め

て

此

等

四

つ

の

窓

か

ら

の

み

採

光

す

る

必

要

は

全

く

な

い

u

然

ら

ば

川

入

口

を

あ

け

て

沿

く

と

す

る

と

、

と

れ

等

の

窓

は

.

世

用

上

K

は

あ

っ

て

も

な

く

て

も

費

り

は

な

い

の

で

あ

る

。

さ

う

す

る

と

単

に

装

飾

に

オ

入

け

や

〈

に

た

つ

と

み

る

よ

り

ほ

か

に

あ

る

ま

い

。

漣

子

窓

の

椎

は

耐

が

組

〈

小

さ

い

。

鎌

倉

の

末

か

ら

よ

く

と

の

棋

な

の

が

あ

っ

た

か

ら

、

と

れ

は

(

次

頁

へ

)
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第

四

十

一

園

同

英

也

査

に

於

い

て

斜

に

見

る

(

治

下

柱

に

添

ひ

て

立

て

る

は

曲

尺

の

約

気

寸

(

ム

ハ

吋

)

)

(
前

頁

よ

り

)

別

段

取

立

て

L

い

ふ

程

の

事

は

友

い

が

、

珍

ら

し

い

と

思

は

れ

る

の

は

、

更

に

共

内

に

枠

を

と

っ

て

、

さ

う

し

て

共

中

K

盲

連

子

令

入

れ

て

わ

る

と

と

で

、

側

耐

の

窓

も

か

う

友

っ

て

ゐ

る

。

か

L

ろ

手

法

は

飛

鳥

と

か

奈

良

と

か

い

ふ

古

い

時

代

に

於

い

て

、

額

橡

が

簡

単

友

長

方

形

の

断

面

を

持

つ

τ
ゐ

る

時

分

に

は

間

々

あ

っ

た

が

、

近

畿

地

方

で

は

、

時

代

が

と

れ

佐

降

る

と

、

あ

ま

り

見

友

い

ゃ

う

で

あ

る
。

而

し

て

其

中

央

に

陥

賀

型

の

窓

を

あ

け

て

あ

る

が

、

い

ふ

迄

も

友

〈

愉

貨

な

る

も

の

は

例

数

K

関

係

し

た

も

の

で

、

利

一
杭

に

は

元

来

全

〈

縁

の

友

い

も

の

で

あ

る

。

前

面

に

お

民

を

か

L

げ

た

八

阪

糾

枇

の

基

股

に

党

字

を

入

れ

た

り

し

た

の

も

、

同

様

K

榊

枇

に

は

不

都

合

友

も

の

で

あ

る

が

.

紳

悌

誠

治

時

代

に

は

常

に

あ

っ

た

と

と

で

、

少

し

も

珍

ら

し

く

も

、

亦

不

合

理

で

も

、な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

と

ん

友

も

の

ば

か

り

で

は

友

い

、

土

日

し

は

一

紳

枇

建

築

の

礎

石

に

一巡

花

を

ほ

っ

た

り

、

向

奔

4

T

挟

b

・

柁

肘

木

や

基

股

の

中

に

蓮

唐

草

を

用

ひ

た

り

、

拝

殿

の

妻

飾

に

金

剛

杵

を

つ

け

た

り

、

と

ん

友

例

は

枚

奉

K

H退

が

友

い

の

で

る

る

。

此

窓

も

亦

.
明

璃

光

寺

五

霊

塔

の

夫

れ

の

如

く

‘

額

橡

ご

と

外

か

ら

桂

聞

に

K

が

っ

つ

け

て

あ

る

u

だ

か

ら

同

様

K

外

か

ら

引

張

っ

て

も

内

か

ら

押

し

で

も

、

そ

っ

く

り

共

ま

与

は

づ

せ

る

》

さ

う

し

・

て

み

る

と

、

此

や

う

な

や

り

方

は

、

と

の

謹

一

般

に

行

は

れ

て

ゐ

る

の

か

も

知

れ

た

い

。

此

種

の

窓

四

ケ

所

の

う

ち

、

大

概

は

修

理

が

入

っ

て

居

り

、

と

抗

が

最

も

完

全

友

も

の

で

あ

っ

た

。

月

二

日

)

。
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第四十二園 穫門上層東側面盲這子窓

此等は 向て右即ち 東側面・の盲窓ぜるる。正面と側面と桂聞は殆ん E 同じでdうるのに，正面は

三間，側面は 二聞にしであるから，自然側面. の方は左t聞が蹟いc そとへ連子窓を入れるから，

従って窓の幅は践〈友る 、だから正面や後面の肢に闘いものぞ入れたのでは，雨方が徐り過ぎ

て形がよくない J そとで横tこ長い菱を入れたのは， うまい考へであると 言はねば友らぬ。

此も亦，額橡ごと外から沿しつけてある丈けである 。大概の迷子宮、は，上下は長押I ' C- I 品、

としても ，左右はいくらかあいてゐて，桂との間I ' CIJ 、脇潤目叉は小壁 といったやうなものがで

きてゐるのに，瑠璃光 ミ ｾ Ｇ ＺｬＩ 絡のもとれも，桂間一ばいに入れてある 。 とれも亦地方色のー っと

百 ひ得るのかも知れない。

釘隠は此場合! 媒長{IPt t : ばかりるって，下の切目 長{IPI ' Cも上長仰にも 友h、。猪の自のない木製

六ｾＮ巳第三十七闘にでてゐるのと同じものである 。 切 目長 ｦｬｐ はとにか＼Ｎ腰長 ｦＱｲ ｉＧｃ打つ よ り

は，上長flPに用ひた方が下から みたときいくら か見えるから，多少の効果はある筈だから ，さ

うしさうなものでるるのに ，なぜ上告略したのか，その

漣のととが我々にはどうもよく判らない( 三月二 日)。
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111111111・・・・・8・"・4・・ 1111111111111111111111・111111111111111111111・111111111111・・ 11111111・1・1111111111111111111 1111・11111111111111111111111111 11 1111111111111111111111111111111111111111111・111111111・

第

四

+

三

園

穫

門

上

謄

東

側

料

品

供

此は前圃と同じととろで，共右半分即ち東側の北* 分がとれであると橡迄応つてゐるから，

切目長.f lp・腰長. f rp. 上長.f rp共皆よく見えてゐる J ;.:r棋は/ : 1¥組で，共聞から一つ一つ木鼻が突出

さうして持耕/ 1. 111とは何の装飾も友いととお民の通りであ る。

寓買に は現はれてゐぬが構造の貼で少しばかり商白いと とろがある。 大科から前方へでて

ゐる肘木一一即ち秤肘木を支へてゐる窓枠の乗ってゐる肘木一ーは，前方K でてゐる約三倍

してゐ る。

位後方にのび，其上I ' L;肢に木を渡 し， 束 を?とて，共束で前後 に架j及ー した梁 を支へ しめてゐ る。

此束は自然下1 ' Ll!J与 される ι 東がゐされれば肘木の

自然軒桁は少なくさ うすれば大科の上が支貼と友り ，肘木 D 鼻は上に上る，

とも其位置に保?とれ ると とになってく る( 本文挿悶及記事参照) 。

中中うまい考へで， 梁は垂み勝 ちだか ら，

尻 を下に必す，

此も亦秤肘木上のを科は，直に桁を含まないで，共下に ある通貨肘木とでもいふぺき長い

細い木を含んでゐ る。木鼻は室町といふより は， 35f ろ桃山に近い形を して ゐるやうで ある。

( 三月二日 )
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此

は

楼

門

上

回
肘

の

正

面

に

掲

げ

で

あ

る

舗

で
、

割

合

に

背

が

高

い

た

め

、

通

常

な

角

度

に

な

ら

十

、

遺

に

下

を

向

け

て

あ

る

か

ら

・

が

、

下

か

ら

仰

い

で

み

る

と

、

さ

う

で

も

な

い

。

額

は

諸

民

に

み

る

如

く

中

央

に

「
八

幡

宮

」

の

文

字

あ

り

.

夫

れ

夫

れ

天

文

十

二

年

服

二

月

十

日

本

願

妙

益

田

比

正

尼

十

穀

と

刻

ん

で

あ

る

。

だ

か

ら

少

左

く

と

も

此

額

は

文

翁

年

間

の

も

の

で

な

い

事

は

確

か

で

る

る

。

額

は

沿

ろ

さ

ぬ

以

上

正

面

か

ら

お

民

は

と

れ

歩

、

さ

り

と

て

下

ろ

す

と

と

も

で

き

歩

、

止

む

を

得

宇

抗

か

ら

撮

り

・

少

し

向

き

す

ま

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

其

輪

廓

と

額

縁

と

の

聞

の

狭

い

と

と

ろ

に

‘

向

て

右

及

び

左

に

さ

う

し

て

夫

れ

を

で

会

る

丈

け

気

持

よ

く

見

せ

る

た

め

垂

直

の

位

世

を

と

ら

せ

、
他

の

方

を

曲

げ

て

ゐ

い

た

J

だ

か

ら

元

米

黒

U

た

る

べ

き

軸

部

は

ま

る

で

上

向

き

に

な

っ

て

了

つ

っ

た

u

.

見

た

と

と

ろ

設

だ

が

止

む

を

得

な

い

。

第

四

十

図

面

機

門

上

層

正

面

額

額

縁

は

形

が

大

し

て

よ

く

な

い

、

さ

う

し

て

覆

輪

が

と

っ

て

②

り

.

夫

れ

も

鑓

友

と

と

ろ

で

中

に

入

り

込

ん

で

ゐ

る

が

、

と

れ

は

時

代

か

ら

い

ふ

と

、

仕

方

が

な

い

で

あ

ら

う
。

共

上

下

た

右

の

中

央

に

例

の

如

く

大

内

山

女

を

陽

一刻

し

、

其

空

隙

は

唐

草

で

埋

め

で

あ

る

。

中

中

精

巧

友

も

の

と

い

へ

る

。

前

回

の

木

鼻

等

も

天

文

伐

に

も

つ

で

き

た

ら

い

い

か

も

知

れ

ぬ

。

桜

門

契

廊

金

程

或

は

と

の

枕

迄

下

か

る

か

も

知

れ

ぬ

(

三

月

二

日

〉
。
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ー建 築 左 肩士 舎 ( XIV ) 特別附録
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第

四

十

五

圏

第

四

+

六

国

拝

殿

商

事

責

内

部

ハ

上

)

及

北

妻

外

都

八
一

ト

〉
募

股

少 しく 明瞭を依くが，上は蓮唐草( 外部 も同様でるるが，少し〈男友ったととろも ある )f'C

葦か何 かを配 したもので，下は牡丹問・1容である。奔殿は ーnr J 三面て¥ 妻の内側は家叔肯にな

ってゐる こと，沼尻でみる泊りである。 下は拝殿と本殿との1mをつないて・ゐる渡廊のやうな

ものの化粧練木が，此悲股上の科にかかり， さう して化粧屋線高を みせてゐる。常殿K は彫

刻は殆ん どたし先づとの基股位のものである。此等四個の基! 肢も，共愉廓は徐り J制民のでき

ぬ形で，八fU正面11
1祉のを設分まづく したやう友形である。拝殿の柱は商取の角で ある が，文勉

迄は上るかどうか問題である。 要するに此建物も ，面から推すと大大的に譲歩しでも室町米

位， ｾｾｩＮ ろ桃 山と 考へた方がいい か も知れないＨ 三月 二日 λ

脚"で附 約 一



建 築 と 肩士 舎 ( XI V) 特別附録

111' 11 1111111 111111 ・・ 11111・1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 1111111111111111111111111 1111 111 1111111 11111 111111・1111111 111111111111111111111・11 11111 11111111111111111

第

四

十

七

回

本

殿

正

面

賓

側

昇

勾

酋

欄

及

珠

往

(

牲

に

添

ひ

て

立

て

る

は

苅

尺

の

一

尺

)
し
刷

昇 勾棋の親柱の一つで ， 正 ｉＧｃＮ ｭ ｾ はゆる慣賀珠で あ る が， 柱 と 共 ｋ ー 木から刻み だ し て あ り，

どうも形はよく且つ節は二つで割合に太く，上の費王立は略三角形でとれ も亦異常に大きく，

［ｉｪＺｾ、。併し 君主 がらとれはやはり室町のものとみてよささう で あ る 。

さう決して珍 らしくは友い本文にもかし、たが，節の二つの例は鎌倉時代から相官にあ り，

とれ等は余り形のいい方ではたい。同じ室町の中でも ，気のZLちながら拙い方・の部に入る
ｩｊｾ ，＠

ーー 防 切 ー

資格がるる( 三月三 日) 。



建 築 正 枇 令 ( X I ¥' ) 特別附録

上

。

第

四

+

八

圃

本

殿

東

面

脳

陣

帽

子

上

欄

間

彫

刻

〈

上

に

平

た

る

あ

る

は

陶

尺

の

二

尺

〉

下

。

第

四

+

九

回

金

景

門

左

下

に

玄

て

る

は

曲

尺

の

一

尺

〉

同

脇

陣

子

は

舗

橡

の

商

に

珠

紋

を

吹

寄

せ

に

到

し

、

共

内

に

細

い

桟

を

井

桁

に

入

れ

た

も

の

。

上

部

竹

の

節

の

間

の

透

膨

は

‘

第

一

に

輸

-M

が

特

殊

の

形

を

し

て

ゐ

る

と

と

と

、

共

輪

廓

も

内

部

の

唐

草

も

、

総

て

一

木

か

ら

刻

み

だ

さ

れ

て

ゐ

る

と

と

と

.

唐

草

の

中

心

飾

が

何

か

判

ら

ぬ

が

、

珍

ら

し

い

形

を

し

て

ゐ

る

と

と

等

存

在

意

す

べ

く

、

情

ほ

普

通

の

場

合

は

.

竹

の

節

ω
上

か

ら

で

た

棒

が

た

だ

共

ま

ま

桁

の

下

迄

一

巡

し

て

ゐ

る

丈

け

で

あ

る

の

に

、

と

れ

で

は

世

肘

木

の

や

う

な

も

の

|

|

舟

肘

木

と

い

っ

た

方

が

い

い

か

も

知

れ

ぬ

ー

ー

が

入

れ

て

る

る
J

欄

川

一迩

刻

は

州

側

の

は

後

納

(

三

月

三

日

)

。

- 附 S l ー



建 築 と 量 士 舎 ( XI V) 特ztJ 附録

Ｎ ＮＱＱ ， ＮＱＮＮＱＱＮＮＱＮＮＱＱＮＮ ・・ ｅ ・・・ Ｂ・ ｕｉｉｕｾｃｉＧｉｉｉｉｉｉ ｲＺｊｬ ｉｉ ｉｉ ・・・ＮＮ・ ＱＱＱＱ ・ ＱＱＱＱ ・・・ ＱＱＱＱＱＢＱＱＱ Ｑ ・ ＢＢ ＮＮ，， Ｑ ， ＱＱ ＱＱ ＮＱＱＱＱ ・・・ＮＮ・・・・・・・・・・・ Ｒ ・・・ 1 1 . . . . 1 1 1 . . . 1 1 1 1 1 1 . 1 1 . . . . . . . . 1 1 1 1 . . . . 1 1 1 1 . . . . . .

上 ， 第 五 十 画 本殿外陣互側 ( 左方 JJ( 貫」ニに平 た〈ある は i山尺の二尺〕

下. 第五十一国 同 住上三併及木鼻詳細 ( 大河上に立てるは 曲尺の約五寸( 六け))

ｊ ｪＧ［ｾ ｬ ｲ｣ 於い て ，紫 ＱＡＱ 釘さは ＮｬｾＺｪ 国ので義 ｸ ないのに ， 極僅か海老ＡｬｕＺ梁ｽと して ある。 さ う して凶 ｄ

flて方に見え て ゐる紺l 切は，1 M干の右上 frJの溢で・鈍 f i] を作ってゐる。右方虹梁上 K でてゐ る模 形

の木却は ，内 ｾＡｉｩＺ ノミチ ｪ Ｚ の竿橡を 受 けてゐる巻持 下肘 木の品で あ る ｯ ［ｊ［ｴＺ 右 ｲ｣ｾ 三分見え てゐ る悲 Ａ肢は

Ｒ ＱＵ 五十九ｼ 品， ｩｬｦ ｣Ｎ岡の左方 の斜の は第五十八回 ι 共 杢健をだ しで ある 。下闘の右端 ｲ｣ｾ 三分見 え

てゐるもの亦同じ溢目立で ある 3

下|凶t - j -1-y'との大きな 水品は，上|伍|のN. 上の 去同じもので， た だjメ到の (iilj か らみたので ある。 室町

の而も文岨凶と しては除 りうまく ない J どうもとれでは桃山 l亡近いや うに見える ( 三 月 三 日み

- 附 52ー



建 築 主 枇 曾 ( XIV ) 待別附産量

上，第五十二国 本殿内外陳漬柱上三科及び模形木鼻

下，第五十三国 同 側柱上料棋( 下位の宅き狩と UJ H木のa とに注意せよ 〉

_，-_闘 tr _ 端の必Ij 立は215五十/ii ，f!i( ryjl ，;} のと同じもので，内外やli 境の丙端ので ある。棋M

本鼻は平安以降の! l !T梁の鼻K いくらも あるが，上のひら賓が多い事 と，大鑓 l乞内を

向けて切っ てあるとととで，者し〈 縫っては えるのであらう 。右下K 少しは えてゐ

る ｦｾ ｉｊ 立は， ｴ ｩ 〉六十怖 ｉ ｴｲＮ詳細Ａ 日 ｼが あ る。

下l品hc 於いては. キ 1:上からでてゐる肘木上の料 tc nll fe{ のやう な ものがついてゐる

ととと，肘木_ f -_Yj' /，j tc はぎ木が ある とととを見逃しでは な らぬ 夫れから桁を支へて

ゐる各科 K 含まれた る貸j吋木の品が随分鎧ってゐ るととや， ｾｴ オの総てが「通貨 ｉ ｊＮｊ

:+:J とでもいふや うなも のを含んでゐ るのな どに搾意を要する。 此桝昨は第阿十九

| 副主上のの反封の側ので，同じもので ある( 三 月三 日) 。

- -stt 53ー



建 築 主 雇 土 舎 CX. I V ) 特別附録

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・. ＮＮＮＮＮＮＮｉｴ ＮＮｉＮＮＮｉＮＮＮＮＮ ｾ ・・・ ＮＮＮＮＮＮＱＱＱＱＱ Ｑ

第五+ 四圃 本殿向手事1 ( 股裏面

本殿の 向 秤 ｋ 首る場所の前 ι 更に深さ一聞の 向 秤をつ け ，共 中 央 ｩ Ｇ ｾ 耕間 に との 悲 股

が沿いである。とれは装商即 ち本殿に面した方で，中心飾 は モ利家の紋挙を部肉K 陽刻

し，地 ICは一商 lこ芸: を一層部肉にほつである ο 正商の方はうまく幻民がとれぬためやめ

て沿いたが， とれ亦l'iJi. 肉IC愉費をだしてあった。

此恭股は時代が;Jr しいためI卜. むを得ぬが，随分imい も の で 他 の が み な 室11汀であるの

I'C， とれ丈けがす=っ と後れるため ・共 栄がI切らかで司1・人l亡も'1・IJる。 即 ちとれを次|両i以 下

の夫れ2S; と比ぺてみれば，別段設明を要さないであらう。

共愉廊は; 全中で切れて料 lこまで及ばすコ，オ手は科繰がl日過ぎ !J. 泣商は1K過 ぎ ¥ 悲}J 立の貨質

中にめり込み，無理な ととをして質肘木を入れて重うる 3 何故かかる不思議な形の ものが

できたかを考へてみると ，，変るべ〈 大 き〈毛利氏の紋J析を現はすべ〈勉めたため， 何も

彼 も 峨中Iに伏 して了ったものであらう。類例祈なもので，ゴ: fl，: J i .草山竹 林2 312本堂の 山内

家の家紋を入れ たもの と好 一 針で あらう ( 三 月三 日)。

ー 附 54ー



建 築 と' 量士 舎 (X IV ) 特別附録

e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......1...........................'11......

第五十五圃 本殿右側面北方基股

本肢の附l則的il ζ 二個づつの主主股が ついてゐるが， 他の部分のが一つ一つ) 司ュなってゐる

のに，側凶 ｪ のは 凶 Ｑ ＱＱｩ ｉ ｊ ｉ ， Ｋ ｊ じな匠である 。或 は最 ｉｕ ｢ ，ｾ 、 ととろで少し机は児なってゐるかも

知れぬが， との掠I'L: 1nI れも込み入ってゐるから ，些少の鳥li の1H奥は，拓本でもとってみ

なければ， I よから |眺め丈けでは中中判らな b、。だから先づ同じと してた〈 。

此は何を現はしたのかコいつれ植物性のものを便化 したのであらうが，はっきりしな

い。中 心飾は大韓te有利|隅 D ゃうであるが，中央に例の花がるか其左右に街のやう な

ものがあって，上から芽のやう友ものが向ひ合ってでてゐる 。 とれが全瞳で中心飾をな

してゐるが，共左イ iの白川を充JBしてゐる :;'i = ! Wか防司: か正: かは最小" ，{ i左が等しくたい。

だか らざっとみると li ，，11核的の例の室川式のもののやう - εdうるが， よくみるとそと IC: ll[ な

りの.官民が説らしであり，技術家の頭1 H 込征2! 動きを示してゐるのーε dうる。f ) i : し私は全胞が

迷路の如く，模様の怠味もはっきり してゐ友いから，との線なのは偽り好まなし、 o :) (1乙

示す牡丹唐草rc 比ペで・大分劣る棋に思ふ( 三月 三 日L

ー 附 55ー



建 築 主 量 士 舎 ( 玄I V) 特別附録

第

五

十

六

園

・

第

五

十

七

E

・

第

五

十

八

園

本

殿

正

面

基

股

三

醤
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惑 築 と 祉. 主...iEV〉. . . 特別忠告.....・H ・H ・H ・1. . 11・H ・....・H ・H ・. . . . 1111

"..，，v..... ・H ・......・H ・11111し..，111 . . . " . . . . . . " 一ーしH 一一 J

第五十四| 制 l乙示した一昨前 l亡突きだした深さ一昨日 D 向井: の火iれと，本殿の正I酎併棋聞にあ

る三つの恭股が とれ等で . 上から下へ順I ( * . ・中・西のIUJのもの。最 F即ち凶端のもの は， ｕｾ＠

E. 十脳!のtr . 端。第五十一h¥"".jの布端のもの と同ーのである。 さうしてこの三つは・イIIJ t L も内部

から みたもの で あ名 。 外の Ｉｪ は場所が悲し、の と， 正月でいろいろ飾専がしてあって ＧＨｾｪｐ［が

とれ泣いのと，全部裏I白lばかりに したのである が， 主幹こムな引にと れ等の三つは，表1 &)1" さう

境らや. 殆んど同じだか ら・ どちら で もま主文ないといへるのである。

三つ ) 1，: 同じ総l亡中心飾 として大1;: 1花 rj ) ' ト共左イ i 1亡小IlfH' I:1J : J ' l - を配し， とれが主立与な装飾

で，あとは空隙を主として業( 千If もるるやうである ) で埋められてるる。全臨まんべんなくう

まく配世されて居り ， 甚だ上等のできで あ る 。時 代はやっ と 後れるが ，本誌 ｾ十 三車 ￎ ｦ 第二蹴

I'L ｾ Ｎ ｉｾ げた，弘前の最務院五市［塔イ ｶｈＨ 須蝋目上の等は・正ｦｌ此極の系統で，中央のを奮 と し ｫ

イiの花をもっと上迄もっていったと考へでもいいのである 。

鎌倉時代には未だなかったが，室町時代には， {yIJ へば尾溢 バd{?土子J: 多賀塔のの様 i亡・やは

り中央i ' ( 花，左右i I'L Ｇｦｉ ｾｦ を以で し たのがあるＨ他 ｬ 亡も此陸 の， む ｬ 厄のはある Ｉ Ｐ 此は犬れ等より勿

論時代は降るから，首然 といへば犬れ迄であるが，Lr=有相惜の純| 川i按的のものより一軸し，

たうト l亡輸省的 IL : たり・共上室I 1lr - 流の平nJ i的友 ととろもあるにはあるが・大 K 綬手1I されて i架

みもできてきたから・みたととろ頗る工作がよろしい 五11I JI 時代の装飾基肢としては俊秀の

ＱＧ＼［ＱＱＱｃ 入れる ｺｹｾ ができるものでＦるＨ三月三日 ゐ

ー 附 57ー



建 築 と 量 士 舎 ぐ 玄I V) 特別附録

第五+ 九圃 本殿内外陣境遇雌墓股

中央 lζ IJ か! うか とにかく X 帽を入れ， J，'，j 凶に:ム: を配 しであるが，と れ と玲んど /，，"]じ :O:1leの

がバ ｾｙＯｲ｡ｾ Ｇてもある ｣ だからとの ｬ 人 ｪ 外仰の境のところはＮ ｬ､ ，が Ｇ ｄ ζ 災特で， ι ｉｾ ' ) _とが火 /，;，; /に 示す

質上［ＺＱ Ｚ で ， イ ｉｉｊ れも ｩ 存 ｉｊ イヤ ｉ ｃｬ 会 らしいぷ匠であるむとの ｉＧｉ Ｎｪ［ｬ［自のは やずれ 一 方が日で他方がＩ ｾ ｝で ， つま

り日Ｉｾを現 は し たの で あらうが， をちらが どちらか今のと とろ判然しない。 逗 ｋ 日か ｊｊ かを

入れ たのは，腕枇八阪榊 ｬ 辻本股に も ある Ｈ官官披 ｕｾ 5頁卒耐i団参)!H) 。

山口 di のij iJ l' 枇の必IJ .:t I'C，か かる.U/止のものが三つ もあ ると いふ ととは， 私に とっては可な

り商白いことで・あった。世は 今迄近畿地方で此極のものを附してゐたが. 殆んど見首らす"

f;Y': 1  L  ｾ ｉ＠ f  Ulft 大{dl: -- !j: のイパ;.:&f ｦ Ｇ の側〈新 し い も のにＮ ーご 日 ｊ Ｇ ｊ を ＱＱｾＺ のＯｬｉ ｬｴ｣ だしたもの，及び同 Ｑ ・の

/"J の火h l C，ＭＯ七 ＺＱ ，じ ｴ ｾＮ を だしたものを 比川し，大 設 は Ｎ｣ もしたや う ｴζ 考ヘてゐたのであった

が，とれ 等 ｉｃ 比 べると 山 ｉｾ 'di の ii rl' lli止D は遥に占くも あ り， 叉 意匠も勝れてゐる 。

以前恭肢の事をかし、た とき，天惜を入れたのはないと書いて了ひ，共後 J:) と旦とを見出し，

訂正 を要すと思ってゐ たととろ，今度愈大修正が必要になって しま った( 三月三 日h

- 附 58ー



建 築 正 量 士 舎 ( XI V) 特別附録

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

宮島・六十国 本殿内外陣境中央墓股

此れは中央 l亡費珠が一つあり，周問は唐草で掌11. めであるから，中心' I l I li が目立つと同時t L ，

此和のもの として は非常に賑やかたヂむ込んだものである。 7t宝珠三つの ものには rll '11込み

入ったのもあるが，一つのは必ちらか といふと，簡単な方が多い。

費珠一つ入れたのは，鎌合室OIJ を崩じて，今日迄私の知ってゐたのは，高町山不動l i - : ・後げ'ri

のが最も古< ，此の次は奈良1採添上問; 東山村大字桐山，村枇戸隠制1枇 の もの，第三は同市1: .5

城郡高披村大字鴨神 ， Ａ 附ｩｬＡＺ高 ｉｾＡ 師 ＱＡｬｦｦ ､Ｚ本殿後而ので ｉ 5.11悶は1岐阜県系吉妓f ，! 1開府村大字宮地 ji 係

￭ ｬｈＺ 荒 城ｾｩｉ ＡＱ 枇本 殿 一 正 ｲ Ｈｬ ｬ ー のものＡ［，￭ Ｇｽｊｩ は腕島勝 Ｑ Ｏ ， 河内郡般向ｉＱ ｬｲ ， 官符ｾｾｾ枇 ｦｴＨｴＺ 烏ｾｩｉ Ａｉ ｪｪＱ ｉＺ Ｊｩｩｦｴ 荒川 ｪ 干 Ｇｉ ｍｉ

所1: ( Ara- ebi su Jinj a) 本殿附側耐のもの等である。

撚る rc 今度とれが見つかった。 究珠のくびれが深〈重なってゐたので， さうして大分大

きかったから最初私は蛇だと思って，大に興味を魔えたととろ，よくみたらさうではなか

ったが， 賞味であ ったた めfC，rrrl C一例を加lへるととができたから，蛇でなかったため K 感

じ? と失明は. 充分取返すと とができたのであった。

而j して此杭の芯ー匠のものでは，とれ枕すき1 I 11t;r. < 府中; で均! めたのは・他の凶机の何れにも

見ざる問。/ 正布相僻の問骸的で、平副的な装飾!t宝珠入基股と して I'I， J阪やかさで此有 1'[ /+¥づ

るも のはい。新羅普紳堂欄間式のものである( 三 月三 日) 。

- 附 59ー
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ト
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J

A
材

W

U一
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叶
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か
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H
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入
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h
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J
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o
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M

Z
特

殊

技

置
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一

金

一

五

O

阿

焼

事

一

九

主

人

向

)
ハ
一

ヰ

施

し

ぎ

の

上

に

も

更

に

一

一

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

4

一

安
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の

椛

必

と
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H
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O
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最

新

義

明

防

水

工

事

界

之

革

命

セ

メ

7

7

ル

ト

プ

ラ

イ

マ

!

に

就

て

防

水

工

磁

の

施

工

に

際

し

従

来

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

定

令

に

宮

町

清

せ

し

む

る

市

中

の

悶

艇

な

る

に

依

り

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

ヲ

イ

マ

1

(

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

胆

泊

傍

に

て

給

自

押

し

た

る

も

の

〉

を

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

表

耐

に

塗

布

し

、

ζ

れ

に

よ

り

て

コ

y

p

リ

l

ト

と

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

の

結

合

を

谷

易

な

ら

し

む

る

方

法

を

採

用

し

来

P

た

る

も

ζ

の

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

テ

イ

マ

ー

に

は

次

の

如

き

飲

陥

あ

り

。

ー

、

コ

y

p

p

l

ト

が

完

金

に

乾

燥

せ

ざ

る

川

場

合

は

こ

れ

に

設

布

す

る

ζ

と

を

得

ず

、

即

ち

水

銀

の

銭

浮

上

り

て

そ

の

用

を

銭

さ

ざ

れ

ば

な

り

。

ハ

施

工

能

寧

低

下

〉

2

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

ヲ

イ

マ

l

は

捻

布

後

倫

相

対

時

間

の

悠

泊

を

作

た

ざ

れ

ば

防

水

工

事

を

施

工

す

る

こ

と

を

得

ず

。

〔

施

工

能

率

低

下

U

3

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

ラ

イ

マ

l

塗

布

後

防

水

r

L

事

前

に

於

て

降

H

等

あ

り

た

る

時

は

洗

ひ

流

き

る

L

民

あ

り

。

(

開肺

渚

件

不

足

、

初

氷

能

力

不

備

)

4

、

ヨ

y

p

p

l

ト

と

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

の

密

着

山

内

弱

し

C

(

終

的

性

小

)

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

ー

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

最

も

完

会

に

融

合

す

る

待

性

を

有

し

日

一

つ

以

上

の

快

隔

を

補

ふ

ペ

〈

案

出

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

し

て

次

の

特

徴

を

有

す

ー

、

特

性

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

水

気

あ

る

も

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

完

令

に

仙

街

道

せ

し

む

。

2

、

続

工

能

率

の

埼

這

塗

布

後

三

十

分

を

出

で

ず

し

て

防

水

工

事

を

施

工

す

る

ζ

と

を

作

。

3

防

水

性

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

-
7

4

マ

ー

は

そ

の

も

の

自

身

に

て

大

な

る

防

水

能

力

を

有

す

る

を

以

て

塗

布

後

降

雨

等

の

矯

絶

封

に

洗

ひ

洗

さ

る

L

r

と

な

し

。

4

・

怨

着

怯

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

l

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

内

部

へ

迅

訟

に

浸

透

し

、

旦

其

上

に

塗

布

し

た

る

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

強

〈

結

合

す

る

散

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

と

防

水

暦

と

を

完

全

に

勝

着

す

る

も

の

な

り

。

5

、

施

工

簡

易

セ

メ

フ

ア

ル

ト

プ

ラ

4

マ

l

は

淡

情

な

る

液

慨

に

し

て

乾

燥

早

き

が

放

に

刷

毛

引

き

に

て

施

工

最

も

簡

易

な

り

。

格

低

廉
一

句

ニ

付

取11111111111111111111111111111111111111111111111111川 l川 111111111111111川 111111111111切
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目
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電
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八

O

九
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『

東

京
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久
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丁

目
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315 建 築 と 紅 合 ( XI V)

失

業

救

緒

言

本

文

は

過

日

我

が

協

合

の

時

事

問

題

と

し

て

『

砧

築

閥

係

者

の

失

業

救

憐

の

件

』

と

ぷ

ふ

世

討

に

就

て

討

議

し

た

る

際

、

私

の

述

べ

ま

し

た

意

見

を

誌

に

躍

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

建

築

闘

係

者

の

失

業

救

済

と

は

建

築

技

術

者

及

挫

築

熟

練

工

に

労

務

の

機

舎

を

盟

一

山

な

ら

し

む

る

と

共

に

‘

州

刀

務

需

給

の

結

合

を

凶

滑

左

ら

し

む

る

外

策

の

な

い

ε
は

明

ら

か

で

あ

り

ま

す

3

然

し

今

日

で

は

稲

川

は

あ

る

が

人

を

得

ら

れ

ぬ

場

合

は

殆

ん

ど

友

い

か

ら

、

川

町

務

需

給

の

閥

係

は

比

較

的

凶

滑

で

あ

る

が

、

同

労

務

の

機

A

M

H

を

豊

古

に

す

る

と

と

は

即

ち

盛

ん

に

住

築

工

事

を

起

す

と

一
五

ふ

と

と

で

あ

る

。

そ

れ

で

は

此

財

界

不

振

の

際

に

建

築

を

成

叫

ん

な

ら

し

め

る

方

法

如

何

と

一
五

ふ

に

、

線

本

策

と

し

て

は

・

産

業

銀

興

、

財

界

安

山

、

同

労

働

及

職

業

の

配

分

統

制

等

各

方

刷

よ

り

市

内

全

の

策

を

誹

ゃ

る

の

で

あ

る

が

、

今

日

の

如

く

飢

え

た

る

者

K

食

を

興

ふ

る

様

に

、

前

一

ち

に

之

を

救

済

し

得

る

時

局

の

釘

臨

錠

で

は

な

い

の

で

あ

済

事

業

¥p  

<-

建

る

c

現

内

閣

は

非

同

弁

償

主

義

を

採

り

起

債

を

許

可

し

な

い

か

ら

、

出

版

市

町

村

の

如

き

公

共

囲

憾

で

は

工

事

を

興

す

鐸

K

行

か

ぬ

が

、

失

業

救

済

事

業

と

し

て

建

染

物

を

起

興

せ

ば

起

耐

を

許

可

し

低

利

資

金

の

融

通

を

も

受

け

る

ε
が

出

来

る

か

ら

.

公

共

同

憾

の

必

裂

な

る

建

築

物

乞

川

事

業

と

し

て

盛

ん

に

挫

築

し

そ

れ

に

よ

り

位

築

閥

係

者

を

救

出

せ

ん

と

す

る

一

方

法

を

私

の

経

験

か

ら

誌

に

辿

ぺ

御

参

考

に

供

し

た

い

と

忠

ふ

の

で

る

る

。

先

づ

失

業

救

情

事

業

と

は

如

何

な

る

も

の

で

あ

る

か

、

一

欧

米

各

国

と

我

国

の

失

業

献

犯

現

今

経

桝

界

の

不

況

は

世

界

的

現

象

で

あ

っ

て

失

業

問

題

に

陥

む

も

の

は

凋

り

我

問

の

み

で

な

い

。

臥

米

各

同

に

於

て

は

蹴

洲

大

戦

以

後

(

一

九

一

八

年

)

戦

後

の

疲

弊

、

生

産

過

剰

・

財

政

の

整

理

緊

縮

等

の

阿

国

に

よ

っ

て

失

業

者

が

著

し

く

増

加

し

・

之

に

制

し

て

失

業

救

禎

事

業

は

既

に

恒

久

的

施

設

の

性

質

を

市

ぶ

る

に

到

っ

た

と

考

へ

ら

れ

て

居

る

u

昨

年

九

月

内

務

省

枇

合

局

淵

引

に

依

れ

築

，鳥

ば

.

英

凶

の

失

業

者

数

は

一

一

行

十

八

前

入
、

調

逸

は

二

宵

八

十

高

人

.

点

主

の

振

興

他

凶

に

共

ω
比

を

日

比

ざ

る

米

園

に

於

て

す

ら

向

三

百

高

人

の

失

業

持

②

り

と

併

せ

ら

る

。

北

ハ

他

伊

太

利

回

十

市

内

人

.

館

内

刊

行

肉

入

、

例

制

附

阿

は

仰

に

九

百

人

と

ぶ

ふ

以

況

で

・

全

世

界

K

於

る

失

業

者

数

は

今

日

で

は

千

二

百

高

人

民

連

す

る

で

あ

ろ

う

と

-

五

ふ

事

で

あ

る

v

我

凶

作

仏

於

t

も

世

凶

作

的

不

景

気

の

影

響

、

金

解

禁

、

応

栄

介

理

化

よ

り

起

る

失

業

、

人

円

の

過

剰

、

鮮

人

の

内

地

移

入

・

中

小

企

業

者

の

授

孫

等

ω
原

因

に

よ

っ

て

者

し

く

失

業

計

数

を

増

加

し

、

L

ヘ

正

十

四

年

九

月

六

大

都

市

反

共

附

近

に

於

て

は

三

市

内

六

千

四

行

丸

十

九

人

で

る

っ

た

が

.

昭

和

五

年

九

ハ

枇

合

局

の

環

表

に

よ

れ

ば

、

み

ん
岡

失

業

者

推

光

教

は

三

十

九

市

内

F
A

千

一

一

d

一
一

十

二

人

に

激

増

し
・

共

内

給

料

生

前

者

七

市

内

八

千

八

行

七

十

七

人

、

日

仙

川

労

働

者

十

三

高

六

千

四

百

八

十

九

人

‘

共

他

の

持

働

者

十

七

高

九

千

八

百

七

十

八

人

で

あ

る

。

共

失

業

者

の

内

で

は

生

前

が

凶

雑

で

あ

っ

て

職

を

井

信

興

へ

て

救

消

す

る

事

を

裂

す

る

と

認

め

ら

る

-

些

救

情

者

の

数

は

十

K

W
内

凶

千

人

で

、

重

な

る

所

在

地

は

東

京

八

高

五

千

入
、

大

阪

一

一向

五

千

人

、

一

川

奈

川

一

高

入

、

愛

知

八

千

人

、

稲

岡

六

千

四

百

人
、

兵

山

三

千

五

百

人

、

京

都

二

千

二

百

人

で

あ

る

。

今

日

で

は

一

層

失

業

者

数

を

増

加

し

、

英

国

は

二

百

六

十

九

市内

入
、

狐

逸

は

凶

百

七

十

三

高

人

に

一

巡

し

た

と

新

聞

に

報

導

さ

れ

て

あ

り

ま

す

。

日

本

も

恐

ら

く

凶

十

高

人

を

遥

か

に

超

過

し

て

出

る

事

と

忠

ふ
。

一

失

業

防

止

並

に

救

済

策

失

業

防

止

の

桜

本

方

策

は
、

産

業

の

殻

皆

、

貿

易

の

振

興

に

依

っ

て

州

労

働

機

品

目

を

製

富

な

ら

し

む

る

に

努

む

る

と

同

時

K

.

労

務

日

山

給

の

結

合

を

凶

品

川

な

ら

し

む

る

の

が

故

上

策

で

あ

る

事

は

明

瞭

で

あ

る

が

.

世

界

不

況

の

今

日

で

は
、

別

外

的

殻

川

町

も

望

み

得

な

い

か

ら

先

づ

之

が

積

極

策

は

な

い

と

一
五

っ

て

よ

い

。

然

し

就

業

の

立

志

及

能

力

を

有

す

る

K

拘

は

ら

や

'

・

種

々

友

る

外

部

的

以

凶

に

似

制

さ

れ

て

.

就

業

の

機

ん
げ

を

作

ざ

る
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失

業

者

に

臓

を

興

へ

な

け

れ

ば

.

単

に

人

近

上

の

問

題

た

る

の

み

私

ら

十

園

・

訴

と

し

て

は

失

業

計

の

舵

A

M

H

生

析

に

及

ぼ

す

忠

惣

的

危

険

を

珠

止

す

る

必

必

上

、

又

労

力

乃

泌

氏

を

市

川

す

る

引

は

凶

家

的

利

続

で

も

あ

る

か

ら

、

闘

が

救

術

事

業

を

行

ふ

義

務

が

あ

る

の

で

あ

っ

て

.

陥

米

各

附

に

於

て

は

失

業

問

題

は

選

接

続

的

ず

の

一

大

棋

識

で

あ

り

、

英

岡

野

働

刊

紙

内

附

の

川

現

も

之

れ

に

山

凶

す

る

の

で

あ

る

。

又

我

閑

に

於

て

も

内

附

の

施

政

方

針

の

市

一

一

一

裂

な

る

組

け

と

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

J

さ

れ

ば

政

山

は

之

れ

が

針

策

と

し

て

失

業

防

止

委

μ
合

、

職

業

料

介

所

、

職

業

指

導

、

授

産

、

北

ハ

桝

施

設

、

内

外

移

性

等

の

機

関

の

整

備

i
c

共

の

活

動

を

計

り

、

失

業

者

授

峨

施

設

と

し

て

小

八

法

救

州

事

業

、

小

制

給

料

生

前

者

授

服

部

主

.

リ
パ

川

部

栄

の

起

刷

(

焚

助

等

極

-
K

友

不

方

耐

に

・

労

力

す

る

と

川

時

κ
‘

産

業

の

合

理

化
、

同

席

円川

の

奨

励

、

物

的

金

融

の

制

的

統

制

に

勉

め

て

腐

り

ま

す

が

、

共

の

内

で

、

失

業

救

桝

事

業

と

し

て

土

木

事

業

が

最

も

効

巣

的

で

あ

る

と

し

で

成

叫

ん

に

起

興

せ

ら

れ

て

出

る

の

で

あ

る

そ

れ

は

事

業

の

大

部

が

賃

銀

の

所

作

で

る

る

と

と

、

絡

別

熟

練

を

要

せ

や

し

て

献

に

も

出

来

る

芝

、

賃

金

所

得

の

大

部

分

は

傍

働

者

の

白

川

腕

買

と

友

っ

て

版

官

及

生

産

力

を

哨

加

せ

し

め

る

、

即

ち

対

気

友

よ

く

す

る

さ

ぷ

ふ

理

山

で

.

今

日

で

は

失

業

救

桝

事

業

と

一
ぶ

へ

ば

直

ち

に

土

木

事

業

を

駒

恕

す

る

粍

に

ま

で

な

っ

た

、

い

で

あ

り

ま

す
，

一

失

業

救

漕

事

業

肱

米

各

閣

に

於

て

は

前

辿

の

泊

り

失

業

者

が

、

躍

進

的

K

増

加

致

し

土

す

か

ら

、

各

凶

と

も

莫

大

の

附

託

を

文

川

し

て

救

桝

事

業

を

施

し

て

居

る

の

で

あ

り

ま

す

。

即

ち

此

へ
閣

は

附

目

的

作

品

内

閣

と

な

っ

て

か

ら

附

億

二

千

高

凶

‘

A

H

A

派

閥

は

一

九

三

O

年

に

十

七

位

郎

、

調

逸

は

一

九

一

八

年

よ

り

八

年

間

κ
十

三

位

マ

ー

ク

、

伊

大

利

は

一

九

三

O

年

二

億

五

千

高

リ

ラ

を

支

川

し

て

、

銑

道

、

築

地

、

道

路

、

山

地

提

‘

術

生

一

一訟

術

、

民

事

改

良

等

の

都

北

を

起

則

し

て

居

る

以

態

で

b

る

け

我

が

川

問

K

於

て

は

ト
ヘ

リ

十

同

年

の

冬

季

に

六

ん

都

市

公

共

同

開

K

於

て

.

始

め

て

土

木

事

栄

を

起

え

」

し

め

.

閤

山

仰

は

之

κ
別

し

て

掠

働

賃

卸

の

学

制

を

制

助

し

叉

事

業

資

金

K

到

し

て

は

特

に

起

山

を

許

可

し

ハ

れ

利

資

金

を

融

通

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

よ

り

昭

和

三

年

迄

は

事

業

の

施

行

主

間

及

地

域

は

六

ん

都

市

開

係

公

共

同

開

花

限

ら

れ

、

施

行

時

期

も

冬

期

医

限

定

せ

ら

れ

、

ハ

一

巾

帯

主

種

目

も

主

と

し

て

日

附

労

働

者

を

針

象

と

す

る

土

木

事

業

の

み

で

あ

っ

て

、

年

々

三

凶

百

市

内

川

の

純

凶

に

於

て

凶

山

よ

り

支

出

し

、

一

日

半

均

五

千

名

よ

り

七

千

名

作札

ω
失

業

者

を

救

柿

し

て

肘

た

の

で

あ

る

、

然

る

に

昭

和

同

年

七

月

現

内

閣

が

成

立

以

ぃ

然

、

ホ

叩

業

の

日

開

い

削

‘

的

資

節

約

の

方

針

と

世

外

的

一

小

山

の

一

府

深

刻

と

友

っ

た

鏡

、

ム

金

身

失

業

者

は

増

加

す

る

を

以

て

、

事

業

主

酷

及

施

行

地

域

の

凶

者

北

パ

ム

ハ

た

都

市

閥

係

公

共

同

間

以

外

に

蛸

大

せ

ら

れ

地

行

時

則

も

何

時

に

で

も

1

し

く

事

業

紐

M

4

管

に

日

州

第

働

者

の

み

な

ら

や

共

の

他

の

労

働

者

を

も

救

消

し

作

る

松

立

を

川

ひ

た

る

と

共

K

、

特

に

給

料

生

前

者

を

広

救

桝

す

る

事

と

・

な

っ

た

の

で

、

昭

和

同

年

度

の

事

業

は

従

前

に

比

し

非

常

K

榊

加

し

て

、

…下

北

山

氏

は

千

阿

百

六

十

市

内

M

・

一

日

平

均

一

向

二

百

人

に

臓

を

興

へ

た

の

で

る

る

d

災

に

昭

和

五

年

一

月

、

ふ

い

点

・

叫

山

知

及

世

外

的

不

況

が

徐

々

深

刻

の

皮

を

加

へ

、

失

業

者

は

躍

進

的

に

増

加

す

る

の

み

ぜ

あ

る

か

ら

、

失

業

救

情

事

業

施

行

の

場

合

の

邦

保

件

を

一

唐

綾

和

し

た

。

即

ゆ

り

凶

産

材

料

を

相

川

M

M

多

H

M

K

使

川

す

る

場

合

は

.

労

力

貨

の

市

主

、

資

制

・叫

に

到

す

る

制

ム
n

は

少

な

く

と

も

之

を

認

め

、

熟

練

労

働

者

の

失

業

緩

和

に

資

せ

L

め

、

事

主

主

簡

は

公

共

闘

憾

の

外

新

に

水

利

.

士

山
判

、

耕

地

品

目
ム

坦

.

土

地

回

剖

整

理

、

森

川

等

の

谷

組

合

を

認

め

、

随

時

随

底

K

之

を

起

阻

(

し

得

る

お

と

し

た

.

之

れ

を

何

係

者

き

に

す

れ

ば

内

務

省

及

大

山

州

省

に

於

て

失

業

救

済

事

主

と

し

て

取

扱

は

る

L

傑

件

(

昭

和

五

年

五

月

よ

り

)

川
W

M

1

力

投

は

事

業

費

の

二

割

以

上

同

一

斥

材

料

を

相

官

多

量

佐

川

川

w

持

力

投

は

部

主

貨

の

一

一

別

以

上

問

涼

材

料

と

併

せ

冗

割

以

上

川

w
仰

の

場

A

H

は

起

似

を

許

可

し

悦

利

託

金

を

融

泊

し

狛

ほ

使

川

州

労

働

者

の

内

過

半

数

の

要

救

消

失

業

者

を

使

川

せ

ば

之

を

請

負

K

附

す

る

と

と

を

得

u

内

努

力

貨

は

引

業

伐

の

三

割

以

上

刊

掠

力

貨

が

引

業

貨

の

三

制

米

揃

凶

丙

材

料

を

相

首

多

量

使

川

川

門

川

円

の

場

合

は

川

w

m

w

の

場

合

と

同

じ

く

起

似

を

許

可

し

、

似

利

百

金

を

融

通

し
、

川

町

力

抗

並

K

労

働

手

帳

作

成

に

一

安

す

る

費

川

の

二

分

の

一

を

同

州

制

助

と

し
、

納

ほ

止

む

を

作

ざ

る

場

合

は

前

負

に

附

す

る

と

と

を

作

。

む

の

棋

に

絞

和

さ

れ

た

詰

め

K

、

昭

印

刷

五

年

度

の

市

北

氏

は

五

千

四

百

除

問

凶

卒

均

一

円

三

前

五

千

人

の

失

業

者

を

救

前

し

た

の

で

あ

り

ま

す

、

納

ほ

山

民

林

行

K

於

て

は

川

年

度

比

良

村

.

山

村

、
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漁

村

の

失

業

救

組

問

の

矯

め

七

千

寓

凶

の

低

利

賀

合

を

貸

出

を

な

し

た

の

で

あ

る

。

此

の

椋

に

地

方

公

共

闘

酬

聞

に

失

業

救

情

事

業

を

起

さ

し

め

、

夫

K

起

似

を

許

可

し

且

低

利

資

金

の

融

通

を

認

め

、

或

は

岡

山

貨

の

補

助

を

興

へ

て

奨

附

し

て

も

、

向

失

業

以

態

が

緩

和

せ

ら

れ

な

い

の

み

友

ら

や

・

一

一府

深

刻

の

皮

を

加

へ

枇

合

的

不

安

も

亦

加

は

る

ば

か

り

で

あ

る

か

ら

、

愈

々

岡

自

ら

が

失

業

救

済

市

業

を

起

興

す

る

と

と

に

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

内

務

省

で

は

失

業

救

同

事

業

中

公

共

同

開

の

施

行

せ

ん

と

す

る

も

の

三

千

伶

禽

刷

・

道

路

公

仙

を

募

り

岡

管

の

同

道

改

良

事

業

民

千

八

百

五

十

時

制

府

腕

道

改

良

事

業

技

柿

助

に

千

八

百

寓

倒

、

叉

錨

道

省

は

千

二

百

高

凶

の

鍛

道

公

債

を

募

り

改

良

工

事

を

施

行

す

る

か

ら

、

合

計

七

千

八

百

高

同

一

日

平

均

六

市

内

人

前

後

の

人

を

停

備

す

る

事

に

な

り

土

す

が

、

山

川

要

救

情

者

の

小

駄

を

も

救

掛

す

る

ε
が

出

来

な

い

有

様

で

あ

り

ま

す

。

納

ほ

内

地

失

業

者

の

小

教

は

朝

鮮

人

で

る

る

か

ら

、

朝

鮮

総

仔

府

で

は

三

年

稽

績

の

失

業

救

情

事

業

と

し

て

土

木

費

六

千

五

百

寓

闘

を

支

山

川

致

し

ま

す

が

、

昭

和

六

年

度

に

於

て

は

合

計

一

他

省

内

聞

以

上

の

土

木

工

事

が

起

興

せ

ら

る

L

欣

況

で

、

之

れ

が

需

土

木

の

技

術

者

( 附叩50∞ ) ( 運搬片付 1，ω ∞)
月@ IOO. ∞ 刀35人J ¥@1. 30 922人

期 方 選 搬 栗 石 挽 回 メ @1. 70 

( 打手問、運搬20，051 町 大工 叩 2. 15

@  1. 70 118∞ 人 八 ⑮2. C07061人

(手俄4 M)
@  1. 70 3776人

鍬筋工 @ 1. 70 

Ｈ 鍛工 ＱＱ ， ωｾ ＩＨ 鳶 Ｑ ， Ｓ Ｑ ＸＮＶＹ
@  2. 10 ＵＴＴｾ 人ｽ ｜｀ 1. 90 594人

加 工 据 付 卒 均 小 2. 50

鼻 イ ル 煉TG工 平 均 (ji' . 2.40

製 作 取付 仰 2. 10

(/ @ 2.10 

(鍬作 42，'227∞) ( 附附0.82

刊 2. 30 18360人 ) ¥@ 1. 80 9384人

製 作 取 付 @ 2. CO

ア スフアルトヱ @ 2，20

左 官 及 手 元 卒 均 拘 2.10 、

愈師エ @ 2. 30

精子工 @ 2.70

運搬仲仕 @ 2.0J

大工、左官 セロテ Y) ' J ス卒均 0¥2. 30 

土管狸波ヱ @ 1. 70 

Ｏ 大工 ＳＱ ， ＱＲ ｾ Ｎ ｏｏ ¥( 手侮 10.893 ∞1

¥@ 2. 20 14147人八@ 1. 80 6052人/

調〕組

要

林

t商

( 大

宮製内工戦

銭 筋 漫 凝 土 造 事 絞 建 築 費 にmける材料費及駿工賃調査

合 恒 J 材 料 費 l 職 工 賃 | 職 工 数 一

l，mo p : t ail 702，d sl m. o z F.3 | 1432t O 

48，760. COl  34，650. 0J I  

l 幼 400!

4. 657 14，110. 001  

手持

額

司L

事民

工 事 名

総計 ｾ

内 君事

仮 設 工

I  第

6. 175 10，498.22 5，525，78 本エ正室;勝

22. 637 

4 054 

ｾｏ ， ＵＹＳ ＮＲ Ｕ＠

6，891. 87 

は8，∞2.75

77，189. 13 

6. 036 

1. 968 

904  

6. 747 

1. 533 

12，747.64 

4，9  907 

2，168. : 6 

14，1ι 9，77 

3，?1O.87 

28，132.361  

5，520. 9:i 

16，056.44  

9，447. 231  

3，211.13  

188，596. CO 

84 ， ＰＸ ＱＮ ｃｏ ｾ ｩ＠

40ρ J. ∞1  

10，440.00:  

IS，225. CO;  

23向 7.∞1

6' 422.0:) 

コ γ lJ 9 ート工事

事コ:筋餓

Ｔｾ＠

石 材 工 事

煉 宝石 9 イ ル 工 事

合 物 工 事

鉱 工 事

什 ーヱ鍛

27. 744 

2.082  

824 

23. 193 

4706 

1. 363 

242 

548 

1. 879 

59，117.82 

4，163.70 

1，8 12.04 

46，706. 04 

10，824. 13 

652. 5C 

1，り96 0:)

4，322. 8つ

2，317. 64 

25，3] 6. 18 

IO，7C6 301  

26. 710. 96 

39，850.96 

13，655. 871  

4，532. 5 

70，854. OCI  

18，194. 20  

2，74936 

20，199 42，017. 00 
。

41，497. 00 

39，942.001 

4，' :98.閃

35，793. 凶

41，'314. 201  

84，454.∞ 具

具

事

務

官

常

事

事

事

事

工

工

工

エ

lll: 

製 . m

ホ エ

官

d1¥i  

子

7)( 

エ

工

m 鍛

木

防

左

塗

楠

木

雑

排

日目

絞 房

定 5担

] C j訴

衛 生 工 事

門 11<. 塀 工 事

事

事

務

工

工

工

手言者

コ y lJ 9 - } ，左官、鍛工

運搬等卒均 @ 2. 20

5，769 92，690. 80 
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第 II 筋

銭筋漫鑓土建' 校建築費にmける紛糾費及努力J t 調査 ( 大阪府経絡課調〉

s?l 有円L.I 材 料 6費8円2銭0  

総 工 数 |工 事 名 手再 努 力 費 t向 要

247，231. 8錨0  

人

建 築 星 空 線 制 120，3 15 

内 誇

監 督 4. 224人ー 11，264. ∞

俄
設 了. 事 | 55，873.'4711  39，705.471  16，168. ∞|  7，183 1小 f史

869人 - 869.∞ 

'  大運工搬鳶
I. Soo へ一 平 均2.10 - 3，150 ∞

590人 制 1. 5つ 885.∞ 

打 エ 22，460. 64

1  

19，094.64 3，366. CO:  1，76つ 杭 打 工

運 搬

1，2に 10人 科 2.10

50人 七I Ｑ ＮｾＰ＠
2，8  541. 00 

25. CO 

1i』l  礎 コ: 14，898. 40  7，437. 60 4. 132 ゴ: 工 4. 132人 ω 1. 80 7，437. 60  

土 工 & 脚 人 富柏@  2 旬

混 凝 土 工 事 | 154，932. 23 75，775. 50 43，835  

大 工 8. 390人 2.3:> 19，297. CO 

手 体 3. 355人 1. 70 5; i 03.50 

運 搬 23，2;0人 I. E Q 34，935.0J  

鍛筋工
3.353 人 @U@ih  2. 10  

7，04 1. 30 

銭 筋 工 事 | 133 125，477. 70 7，992，30 4，023 問手元 230人 1 . 70 291. 00 

運 鍬 440人 1 . 5つ 660.∞ 

事 | 35，022.4811  

鍛冶工 3. 032人 拘 2. 3つ 6，Q73. 60 

餓 骨 ヱ
550人 的ω 1. 70 

935. CO 

運 搬 130人 1. 50 195. 00 

石 材 エ 事 | 4，715. 0711  2，525. 07 2，1<;0.00 730 石 工 730人 初 3. 00 2，190. 0)  

煉叉 F

4♂ O人 @ 2. 80 12，880.∞ 

イノι 工

煉叉:7J l . . !J イル工事 | 79，80 1. 4  IJ I  63，73O.3 IJ 16，071，ICI  6，437 1手 元
1. 452人 向FU 1 80 

2，6 13. 60 

洗 工 185人 1 . 50 277. : 0 

運 搬 ヌc o人 @ 1. 50 30J . 00 

合 物 了.

11 叶 220，CO 100  取 付 1CO人 伶 2. 20 220. 0)  

銭 エ 14，594. 16  12，957 
1，ら36，EO 682 銭 工 日 2人 的 2 .40 1，636.60 

大 工 220人 p，1. 80 396.0:> 

銭! } ! ! : 建具工事 | 50，966. 0011  26，459. 601  24，50S. 40 10，266 J主イ也専門職 146人 科 2. 40 350.40  

作 製 9.90:>人 卯 2 .40 23，760. 0つ

16 m 0 711  

150人 科 2.40 360. ∞ 

2，350 作 製
2. 2∞人 ω 2. 40 5，260. 00 

防 水 工 事 21，138.CO 20. 425 712.50 285 防水工 285人 @ 2. 50 712.50 

46，734. 6011  

左，，' :' 7.C∞人 的UO 2. E0 173500.00 

t;: 

，民A、

工 事 | 20，894. 60 25，840. 00 12，10:> 同手元 2. 300人 1. 8つ り' ，0. 00

運 搬 2. 800人 @ 1.50 ..:; .，;わ0.00

塗 日市 ヱ 14745271  
10，145. 27 4，6∞.00 2，∞o  塗mJi 工 2. ∞3人 ⑪ 2. 30 ｾＮ， ＶＰ ＰＮ ｃｏ＠

高首 子 工 6，274. 35 5，464. 35 810.00  400 
石硝w、子工 3CO人 的F与2.20 

660. ∞ 

子拭き 100人 1. 50 150.00  

木 エ 事 l 117，752. 0011 99，186. ∞|  18，56' ) .∞|  7，580 1手大 体工

7. 100人 @ @2.5つ 17，750.00

ゆっ人 1. 70  81る.00

事 | 34，875. 7511  18，815. 751  16，060. col  

大工 、土工. 表.7. 0具0人師、研工. 無枚0

事韓 エ 7，4( 0 
6 F。3 2. 30 14，260. CO  

雑運搬 1. 200人 ! . 50 1，8∞ .( 0 

#ド 7]( 工 事

2214!::竺 川記 j詞日雪

640 
土 工 6<0人 @1. 80  1，152α1 

君主 芥 工 事 12，ち37.00 1，260. (わ 450 
雪E弁工 -'1.50人 ⑪ 2 8 0 1. 2oO. ∞ 

電 気 こE 事 19，058. ∞ 2，::' 50.α1 82J  
電 工 820人 ゆ¥2. 50  フρ回 . 00

J L 斯 工 事 3，124. CO  161. 00 70 J[.j 折工 70人 @ 2. 30 16 1. 0J  

給 水 衛 生 工 事 2 1，871. 00  2，438.00 1，0oO 給水工 句1. 06つ人 ⑪ 2. 30 2，438. 0)  

ニト. 工
1.8∞人 @向g  1. 80 

3，240. ∞ 

門柵及 ニr. .軍司工事 | 12，525.∞ :1 13，050.001 4，475. ∞|  2，:3CO 1大 工

20J 人 2. :30 460. 00 

鍛 冶 50人 2 ∞ 1∞. ∞ 

芝 其 他 250人 2. 70 675. 00 
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セ

八

百

名

M

h

救

済

せ

ら

る

L

と

式

ふ

事

で

あ

り

え

す

の

一

失

業

救

湾

事

業

と

建

築

工

事

政

府

は

続

出

す

る

失

業

者

救

演

に

は

最

大

の

努

力

を

梯

ひ

、

起

債

許

可

保

件

の

緩

和

を

計

り

一

般

失

業

者

の

み

な

ら

や

熟

練

努

働

者

の

失

業

救

済

に

も

意

を

刑

ひ

.

失

業

救

械

の

矯

特

に

起

興

し

た

る

事

業

で

な

く

と

も

・

北

ハ

の

起

興

が

失

業

救

桝

に

役

立

つ

場

合

に

於

て

は

特

に

共

の

事

業

に

封

す

る

起

債

を

認

め

ら

る

L

に

到

り

、

斗

つ

随

時

随

庭

に

起

輿

し

得

ら

る

L

様

に

友

っ

た

篤

建

築

工

事

も

認

に

失

業

救

情

事

業

と

し

て

取

扱

は

る

L

様

に

友

っ

た

。

担

て

嬉

染

工

事

を

先

に

越

べ

た

起

川

許

可

僚

件

K

照

合

す

る

錆

便

宜

上

、

叉

公

共

闘

酬

胞

の

施

設

と

し

て

続

々

起

る

餓

筋

混

蹟

土

浩

及

木

造

の

接

校

建

築

K

J
就

き

て

、

，

総

工

事

日

誌

に

封

す

る

材

料

一

賞

、

直

接

勢

力

費

の

歩

合

及

総

職

工

教

を

知

る

詩

、

大

阪

府

市

営

繕

謀

、

大

林

・

清

水

雨

組

に

就

き

て

調

査

せ

る

に

方

-
表

の

通

り

で

る

る

。

之

れ

は

各

均

質

施

せ

る

数

例

よ

り

組

合

し

て

作

っ

た

も

の

で

.

勿

論

設

計

が

夫

-

R

異

な

っ

て

居

る

の

で

あ

る

。

更

に

銭

筋

混

凝

土

遁

，

木

造

建

築

b

L

夫

々

平

均

し

て

建

築

費

の

百

分

比

を

作

り

、

又

敷

地

買

牧

費

及

地

均

費

を

加

へ

た

る

事

業

貨

と

し

て

百

分

比

を

示

せ

ば

か

表

の

泊

り

の

結

果

を

得

た

り

。

摘

は

最

近

質

施

設

計

せ

る

岡

迫

十

六

脱

線

の

同

百

分

比

を

参

考

の

篇

牢

P

O

 

，f

¥

 

即

ち

敷

地

買

牧

費

及

地

均

費

を

依

り

に

事

業

誌

の

三

二

%

と

す

る

も

銭

筋

の

場

合

に

於

て

材

料

費

は

凶

七

、

九

%

努

力

費

二

0

・

一

%

と

友

る

の

で

あ

る

。

失

業

救

糟

事

業

と

認

め

ら

れ

る

起

債

傑

件

仰

似

の

傑

件

に

適

合

す

( 大 阪市管続謀説)

要摘5平1内ヱｾｾｾ＠

銭筋混凝土筆患絞建築費にｾける材料費及び機工賃調査

材 料 費 | 職 工 賃 |

門 銭| 円 銭|

756β6 6∞1  243，134.CO;  

職 工 数

人

85，136  

ｾ額
円 銭

I，OOO，OCO.ω 

ヨ提

工 事 名手再

線 計 会 額

内 言畢

III 第

下小屋俄枠材料 、器械領料 、運搬、電気、

7}c ;Q:!lIl 

場方運 搬 票石 ｴｾ 凶 Ｈ￡ Ｉ 1. 80  

打手r . 司運搬('!) 1. 80 

銭Ui車 工 科 2、00

t滋工 (川 2. 50 3 3 5:1人

必 利 1. 90 480人

加工据付 0 12. 50

担イ ，1- 煉 ] L 工平均( I ， ，2. 5J

取付 @ 2. 20

製作取付 @ 2.50

卒均 @ 2. 50

@ 20: )  

@ 2.20 

左'山手元卒均 ⑪ 2.10

塗 mu工 島 2. CO

f川 2. 5:1

4f O I  l運搬f中仕 (rr 2. t'O  

1，200 1平均 (I! J 2.20  

480 1@ 2 ∞ 

大工 @ 2. 20

必 (r; ¥1. 90 

10，4:: 0  

9，700 

3，600 

18，720叫

17，4う0 ∞

72，∞0. 00 

8，375.CO 

9 12. 00 
3，830 

386 

840 

4，350 

1，940 

6，500 

3，60)  

970 

1，030 

2. 760 

720  

9，耳87. ∞

問

|

∞

|

凶

∞

凶

0

|

叫

|

即

|

叫

川

川

|

叫

|
閃

|

∞

凶

∞

加

出

向

山

∞

U

品

川

∞

お

∞

印

m
w

印

n
ヲ

1

1

F

D

n

O

内

4

弓

4

・

』

吋
，

b

r

a

n

o

n

ヲ

k

o

n
ツ

2

9

4

6

7

2

2

5

1

2

 

66，∞O. ∞ 

25，α) 0.∞ 

160，0∞. 00 

120，OOJ .0:1 

王長

礎 工 事

コ: y "  9 ート工事

餓 筋 工 事

エ設侵

基

3，730. ∞ 

6，050. CO 

39，750. 001  

10，100. ∞ 

19，36ω !  

51，732 ∞;  

7，780.00i  

7，900.001  

48，040.00， 

26，860∞1  

3，890.001  

46，∞0. 0。

2，170. 00I! 

9，おっ.∞11

1弓300.00

10，900.CO 

56，α) 0.00 

17，3∞001 

21，5CO.00 

54，0∞ー00

13，3C0. 00 

9，7∞. ∞ 

49，0∞. 00 

29，500.∞ 

4，850. 00  

王毎

石 材 工 事

煉 瓦 9 イ ル 工 事

合 物 工 事

銭 工 事

告 訴 製 建 具

木 製 建 兵

防 水 工 事

t x . 官 工 事

塗 師 工 事

:(Ij 'l 子 工 事

木 材

雑エ τｉｾ

排

エ骨銭

司王工71ミ

4( .0，'0  

16，530 

20.∞0 人

8.70つ人
28，700  60，530. 00 

48，500. 00 

158，∞0. 00 

17，330. ∞;  

60，530. 00 

48，S∞. 00 

158，COO. ∞1  

25，250.00:  

目

・
』

j

 

m

z
'
 

官:t ｾ嵐 工事

給 水衛生浮化工事

門 及 堺 ヱ

手諸

運 搬平均 色 2. 203，600 I石工、 織工7，920. 凶
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る

ε
と

な

る

υ

敷

地

を

貰

牧

し

な

い

で

情

む

場

合

は

納

更

で

る

る

υ

叉

木

造

の

場

合

で

は

閤

・

原

材

料

費

十

四

・

三

%

.

努

力

貨

が

二

十

四

%

・

こ

な

り

て

川

の

場

合

に

適

合

す

る

の

で

あ

る

。

更

に

銭

筋

の

場

合

に

手

近

に

砂

、

砂

利

が

採

牧

出

来

れ

ば

砂

、

砂

利

の

材

料

費

は

努

力

費

に

代

り

、

努

力

貨

は

三

十

%

以

上

と

も

な

り

て

努

力

究

ω

牛

分

の

開

山

柿

助

を

も

受

く

る

こ

と

L

な

る

の

で

あ

る

今

蹴

筋

混

凝

土

の

按

校

の

場

合

と

道

路

の

新

設

の

場

合

と

や

比

較

し

て

見

る

に

、

直

接

努

力

資

は

前

者

は

後

者

よ

り

柏

k

少

な

い

が

.

岡

産

材

料

は

遥

か

に

多

く
・

又

直

接

努

力

究

中

熟

練

工

と

不

熟

練

工

の

比

は

前

者

は

三

割

二

位

で

あ

る

が

後

者

は

二

割

一

で

あ

る

。

即

ち

建

築

に

は

熟

練

工

を

多

〈

要

す

る

の

で

あ

っ

て

又

計

責

に

附

す

る

を

使

立

と

し

孔

利

錠

で

る

る

が

、

前

負

に

附

す

る

に

は

使

刑

拙

労

働

者

の

過

午

教

は

要

救

済

失

業

者

を

使

用

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

要

救

済

者

は

所

謂

不

熟

練

工

で

あ

る

か

ら

、

建

築

を

失

業

救

済

事

業

と

し

て

詩

責

に

附

す

る

場

合

支

障

を

来

す

か

ら

、

「

過

牛

教

の

要

救

情

者

を

使

用

せ

よ

」

と

云

ふ

傑

件

は

「

同

割

の

要

救

演

者

を

使

m
せ

よ

」

と

緩

和

し

て

貰

ひ

た

い

の

で

あ

る

し

木

造

の

場

合

に

は

猶

史

熟

練

工

を

多

く

要

す

表I V 第

〈大林組調〉

要t肉言塾内エ職

木 造拳校建築費にml ずる材料費及人件費別調書

材 料 費 | 職 工 費 l

円 鈍l 円 銭1

678，4 16. COI  321 ，日4. ω !

戦工豊主

人

172，0 2 2  

手再

領

名事工

/ 運賃 1，6S2. 00¥( 跡片付 84 1. 00¥

"dS; Q  1  ¥Gの1.20 934人 八 @1. 80  L，67人 j

... ...一 I r監 督 13β25∞ 1  

¥月@ l∞. 00 4. 088人/

(Ad方 ヨ: / lJ V ート 1凶6久仰，∞8 ∞

@ 1上.7河o 9.41凶6人 /

，406  I  ( 栗石綿 1516 ∞y 石加工据付 12，599.∞}

¥@  1.7..; 836人八@ 2.50  5 038人 /  

( 胤工応印削O∞O∞O

@  2. 3ぬo 6“6人/

3ミν，グ7均01川|立淫E搬 仲仕 @ 2.0∞O  

3  I  ( 精子切依 2.113∞) ( 製作附 18，0町う
1  ¥@  2. 70 783人 ) ¥@2. ∞ 9. 010人 /

鍛工 @2 3 0

鋳 工 @ 2. 1O

手元卒均@ 1 . 90

塗 師工 @ 2. 30

6，279 I  ( 大工 96，379.∞ V 手 停 26A4100 }  

1  ¥@  1. 90 50. 726人 八@ 1. 70 15.553人/

(併 問 か50，∞ / 運賃 ' ，295∞

手元卒均0 2.1∞3. 678人 ¥@ 2.∞M.8人

人夫 @ 15O

/ 運賃 2; . 00 ｜Ｈ煉 瓦 Ｓ ｾ ＮＮ ∞ 1  

¥@2 00  12人 八@ 230 15人 j

( 綱方 ヨ : /! t リート 7，090∞)

@  1. 70  ｾＧ ＮＷ ∞人Ｏ

( 大工左官ゆっ4 ∞V 手 俸 仰 03 )

@ 2. 0 830人 八@ l. i O  690人/

( 石工 210∞ )  
@ 2.50  Ｒ ｾＮ 人

( 痢方コ ' ./!t リート 11/- 20∞1

@  178 6.712人 /

( 大工左官 5 5  ｾ ，∞ ＩＨ繍 Ｕ ＰＵ ∞ )  
@ 2 ∞ 2.752人 @ 1. 70 297人/

( 石 工 初5.0J ¥( 手俸 1，682∞

@  2.印 1. 090人 八@ 1. 7 0  990人

16，148. 00 37，59/. . CO 53，740α 訓l事

純 計 s 9 .

内 諜

エ設仮

5，386 

1，71 J  

9，629 

792 

3O，2eO 001  99，412. 00 

292，394 ∞ 

1 .9，672. 00 

ＲＹ Ｙ ， ＷＹＶ 目 ｏ ｾ

事

司王

工

工

司を

材

基

木

58，213∞ 

23，003.∞ 

4，395α3 

9，851.∞|  

2，227. 0)  

78，344 COI  

35，393.∞l  

7，号9コ.COI

23，146. 001  

4，049.∞ 

122，82000 

事

事

事

事

事

n司

エ

工

物 工

工

ヱ

手

具

-=-
国

師

建

A

M

銭

左

塗

害者

4，526 

3つ，978

27 

6，494  

9，051. 0J  

∞

 

つJ
V

勺

，
h

A
崎

a

A

U

 

4

・

5ヲ.co

倒

|

|

∞

l

m

お

3

8

 

1

2

 

73. 041.∞ 

4，038.CO  

2，793∞ 

16，138 ∞ 

82，092.倒

50，461. 0  

27，49300 

2，652.001  

事

抜

王英

排 水 揚 水 工 事

工

捌

エ

根

戸

E量

ｪ ｾ＠

雑

- 50 ー
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3/. 1  建 築 と 最上 合 ( X I V)

( 清水組調〉

要摘課内エ戦

木造皐校建築費に於{ ずる材料費及職工賃謂査

金 額 11 材・料費 ! 被 工 u l 職 工 数

'.: 1，0仰

表

工 事 < < 穏

ー綿 布 命 ー 初

ー内ユ 諜

v  言島.

監督費 3. 30x 630= 2，079.( 0  

4 1，700.00; 小使定夫1 . 70 x  Ｕ ｾＰ＠ =  952. 0J  

! 代人夫 1. 70 X 2.980=5，066∞ 

1，705. ∞ ! 漣 迭 1，602.∞

，. --'--1 姻方巡慌栗石挽闘方1 . 70

2. 846 ∞! 打手間土工 170 X I7，1=289.∞

| 雁板 大了 114. 6 X 230=263. 72 

1  ，3CO 001  (n)， 1.8 0  

2 ρ O.∞! 石工 110  x  300 =  330. 00  

|手元 137 X 200=27J .95

A ，666.00; 製作取付 @ 2. 40

3，620.∞l 同 @ 2.40

10，435.20! 大工 @ 2. 30 

l 金物取付* 込祷へ

2，501. 00; 屋根工、手偲卒均 ⑪ 2. 40

8，692. 0:1 左官 、ヨ 手ヤ 、手元 卒均 府 2. 30

5，555. 50; @  2. 40 

1，2主7. 0q @ 2.40 

運送費

設、ェ
S9，792. 60  

28，996.∞ 7，9ω. 40 

140，950. 00 

10，860. CC 

ｚｪ ｾ＠

事工理棲

仮

主主

5，527. 201  
29，017. 80 

34，545.∞ 
凝 土 工 事I昆

2，462. ∞ 
9，150001  11，612. 00 

事エ筋鍛

6，03ヲ50

11，2∞.301  

8，689 00 

24，0)2. 40  

6，002. ∞ 

19，C91. 80 

ＱＳ ， ＳＳ ｾＮ Ｎ ＲＰ Ｑ＠
3，C42. 2':; 

23.449. 50  

2，364.CO  

6，810. 501  

10，421. ( 0  

ＱＰ ， Ｕ Ｓ Ｔ Ｎ Ｔ ｾ＠

26，976. -:，0  

19，188.20 

21，755.8二

9，120.80j  

451，L37. COI  

17，336. 001  

12，850∞l  

21，622. 10 

19，223.40  

事

事

事

工

ヱ

材-

物

石

令

官長 エ

40，184. 001  

32，973∞ 

39，180. 00 

35，090.0::> 

12，169. CO 

474，886.50  

19，700.00 

具

事

務

事

事

事

事

建

エ

エ

エ

工

WJ 

根

行

師

子

木

M
m

左

塗

補

木

雑

43，068.( 0; 大工 3.48 '1 X 230=8，024. 70 

|え 817.8 X 170=  1，39J .30 

工

エ

94，150.0;) 
94，IEO. 00 問

り

a

t

 

I

 

手諸-

4争事業費 は敷地買牧費、地均若者、建築費

工 事 別

建築費

総 額 験地費 材 料 費 努力安 職工重立 保i
卦Jチ

事業費

銭筋 ヨングリ 建築費
1( 0  26. 2 116.3∞人

木材 は総て ｾ図 ｦｦｦｦＮとし其 他

73. 8 外園南 14.8 の材料 は 総て凶 ｾ 材とせ ｐ

ート溢

毒性校建築物

閣 を 38.3

敷地変を事業費 の323%%とし

事業費 ICO 32.0 47. 9 : W.1 93. 600人 地均授 を事業費の とし

タト閤mt 9.6 
共総て を努力費と せ り

一

建築費 100 
67.8 

図 illr 23. 2 
32. 2  150. 553人

木材は線、て外閣産とし其他

木 塗
外 国F長44. 6

の材料は総 て倒産材とせ り

一 敷 地裂 を事業費の3 2 %%とし

男性校建築物

事業費 1∞ 32. 0  44. 0 

国 産 14.3

24. 0 114.0∞人 地均1! l を :{]l 業費 の 3 とし

外側戸匠29.7
共線、て を努力費と せ り

-

ｾ建 築 費 は 建築工費のみ
事校建婆工事費内薄型聖

表VI  第

⑥若手業費 は敷地買l肱費 、道路工事費

ヱ 本 別

主主君 1円也1田旦一I  政 相 | 材 料 費 | 努力捜 | 機 工 費

備 考

- 1  図 産 5_4.0 J  46. 0 I … 人

I  47. 8 :  園 産 ぬ 1 止 I 1 1  J O. OCOAI  

⑥工事費 は道路工事費のみ
滋路工事費内議表

- 51 ー
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る

か

ら

之

を

改

て

貰

ひ

宰

い

と

思

ふ

っ

熟

練

工

は

失

業

者

と

し

て

職

業

紹

介

所

に

登

録

し

て

居

る

1

0
は

甚

だ

少

な

い

が
、

事

賃

上

失

業

脱

態

に

あ

る

も

の

は

非

常

に

津

山

で

あ

る

。

熟

練

工

は

所

謂

武

士

は

喰

は

ね

ど

高

楊

子

で

、

我

慢

し

て

来

た

が

最

早

我

慢

も

出

来

な

い

欣

態

と

な

っ

て

来

て

居

る

か

ら

、

大

い

に

建

築

を

起

興

し

て

熟

練

工

を

救

済

し

て

貰

い

た

い

も

の

で

あ

る

。

私

は

堺

市

立

商

業

事

校

再

築

工

事

を

失

業

救

済

事

業

と

し

て

計

査

に

曇

加

し

・

昨

年

末

内

議

恥

大

蔵

雨

省

の

許

可

を

得

た

の

で

あ

り

ま

す

。

，
建

築

物

を

失

業

救

情

事

業

と

認

め

ら

れ

た

日

本

で

最

初

の

も

の

だ

そ

う

で

す

。

同

建

物

は

燥

失

敷

地

に

建

て

る

の

で

あ

る

か

ら

、

敷

地

費

は

な

く

組

工

事

費

十

八

高

徐

闘

を

以

て

鍛

筋

「

3

ン

ク

リ

l

ト

」

浩

三

階

建

延

千

ご

百

昨

程

の

も

の

で

請

負

K

附

し

た

の

で

あ

る

。

使

用
対

労

働

者

数

一

高

=

一

千

人

即

事

業

費

の

二

割

一

分

五

厘

と

定

め

入

札

傑

件

に

は

一

直

傭

職

工

使

用

紙

人

員

の

四

割

三

分

以

内

一

指

定

失

業

服

工

人

夫

間

同

三

割

一

一

般

失

業

人

夫

同

同

以'

内

二

割

ヒ

分

以

上

一

失

業

職

工

、

人

夫

、

使

用

人

員

は

七

千

八

百

六

十

名

以

上

と

し

不

熟

練

工

を

津

山

使

用

せ

な

け

れ

ば

な

ら

や

、

又

失

業

者

は

熟

練

者

花

比

し

三

割

能

率

が

悪

い

と

一
五

ふ

経

験

者

の

一一一一口

に

従

ひ

‘

此

工

事

に

於

て

も

能

率

損

約

三

千

五

百

闘

を

見

込

み

請

負

に

附

し

た

る

も
、

失

業

救

情

工

事

と

無

閥

係

の

如

く

安

債

に

て

落

札

せ

ら

れ

た

の

で

る

る

。

北

ハ

後

昨

年

中

的

阜

小

凶

学

校

.

富

山

懸

聴

が

失

業

救

済

事

業

と

し

て

許

可

申

請

中

な

る

ξ

聞

き

、

U

人

本

年

κ
は

大

阪

府

が

今

宮

中

皐

校

、

水

上

警

察

署

の

建

築

綿

工

事

費

丘

十

三

高

闘

、

大

阪

市

は

昭

和

五

‘

六

‘

七

の

三

年

端

績

工

事

と

し

て

五

百

二

十

七

高

聞

の

珠

算

を

以

て

失

業

救

情

事

業

と

し

て

小

腰

校

の

許

可

巾

訪

中

で

あ

る

。

共

他

な

什

方

耐

に

於

て

共

企

て

の

あ

る

王

と

思

ふ

が

、

一

誠

に

喜

し

い

現

象

で

あ

る
。

一

結

論

岡

及

公

共

闘

慌

の

諸

工

事

は

殆

ん

さ

総

て

起

僚

に

依

っ

て

起

さ

れ

る

の

で

あ

る

u

現

内

閣

と

な

っ

τ
非

募

似

主

義

を

係

り

・

起

似

を

認

め

な

い

の

み

か

師

に

決

え

に

な

っ

た

事

業

さ

へ

も

中

止

又

は

繰

延

べ

に

さ

れ

・
川

内

聞

の

事

業

も

緊

縮

の

影

響

を

受

け

て

甚

だ

振

は

な

い

。

不

況

は

袋

々

深

刻

と

な

り

失

業

者

組

問

し

て

途

K

建

築

閥

係

者

の

失

業

救

済

を

も

叫

ば

る

L

K

至

っ

た

の

で

あ

る

。

失

業

救

済

者

は

能

率

が

悪

い

と

が

手

数

で

あ

る

と

云

っ

て

居

れ

る

時

機

で

は

友

い

。

此

深

刻

さ

は

盆

k

加

は

り

向

数

年

払

持

続

す

る

も

の

と

考

へ

・な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

認

に

政

府

も

鑑

み

る

庭

あ

り

建

築

工

事

も

失

業

救

同

事

業

と

し

て

起

債

b

k

許

可

し

、

低

利

資

金

を

も

融

通

す

る

慌

に

傑

件

を

緩

和

し

、

大

に

熟

練

工

の

救

済

に

意

を

別

ひ

て

居

る

の

で

あ

る

が

、

禍

ほ

「

請

負

に

附

す

る

場

合

過

宇

の

要

救

情

者

を

市

町

傭

せ

よ

」

を

「

四

割

の

要

救

情

者

一
五

々

」

に

緩

和

し

て

貰

ひ

た

い

と

思

ふ

。

一

両

府

賑

市

町

村

等

に

於

て

は

.

人

円

の

増

加

に

よ

り

必

然

的

K

要

す

る

小

事

校

を

始

め

、

起

興

せ

ら

る

べ

き

必

要

友

建

築

物

は

津

山

に

t
c

る

の

で

あ

る

か

ら

、

建

築

物

を

失

業

救

済

事

業

と

し

て

起

工

し

得

る

事

を

未

だ

知

ら

な

い

公

共

囲

簡

は

勿

論

、

之

を

知

っ

て

居

る

閤

轄

に

も

諸

若

か

ら

悠

思

し

て

建

築

物

の

大

い

に

起

工

さ

れ

夫

に

依

て

建

築

闘

係

者

が

救

済

さ

る

L

K

至

る

様

に

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

仮

り

に

各

府

賑

に

卒

均

二

十

高

闘

の

小

皐

校

が

五

例

宛

年

々

に

起

工

せ

ら

れ

る

と

せ

ば

、

全

闘

で

は

五

千

七

百

寓

闘

で

あ

る

。

之

に

よ

っ

て

も

津

山

の

失

業

者

が

救

摘

せ

ら

れ

る

と

思

ふ

。

猶

ほ

閤

施

行

の

建

築

工

事

に

し

て

繰

延

べ

て

あ

る

建

築

物

も

失

業

公

債

を

募

り

.

辿

に

起

工

し

て

建

築

関

係

者

在

救

済

せ

ん

正

を

史

ん

で

止

ま

た

い

。

7象

告

ハ

月

械

は

『

建

築

事

務

』

に

就

て

特

輯

の

計

撃

で

す

。

掲

題

陀

就

て

の

御

研

究

御

殻

表

願

ひ

ま

す

。建

築

と

社

曾

編

輯

部

- 52 -ー
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蹟

11 

史

信

駒

主担.

主主

生

ー

ベ

l

高

安

城

祉

|

|

朝

議

孫

子

寺

|

|

賓

山

寺

|

|

高

安

域

社

高

安

城

壮

は

奈

良

懸

と

大

阪

府

去

の

限

界

線

即

ち

小

泉

は

奈

良

川

間

(

大

和

園

)

生

駒

郡

三

郷

村

に

あ

っ

て

西

は

太

阪

府

(

河

内

園

)

中

河

内

部

南

高

安

村

K

接

し

て

ゐ

る

。

高

・

決

・

山

の

山

4

震

を

利

川

し

た

も

の

で

即

ち

生

駒

山

脈

中

に

あ

っ

て

掠

高

海

抜

千

六

山

十

尺

刷

回

の

辿

山

の

中

一

頭

地

を

抜

い

て

命

え

て

ゐ

る

d

西

方

謡

か

に

嬬

何

泉

の
一
宇

野

を

見

下

し

、

大

阪

、

堺

は

乎

K

取

る

如

く

一

昨

の

下

に

展

開

し

質

に

形

跡

の

地

を

占

め

て

ゐ

る

。

妹

K

道

路

は

峻

峻

を

制

め

な

か

/

¥

盛

山

す

る

の

に

凶

雛

で

あ

る

が

、

段

、

近

東

四

双

方

か

ら

・グ

l

プ

ル

が

開

通

し

た

の

で

自

向

に

登

山

が

で

き

る

。

川
正

迄

高

安

城

壮

は

不

明

で

一

設

に

は

士

山

北

山

城

(

戟

閣

時

代

松

永

氏

の

城

)

の

溢

か

と

も

一
一

-n

は

れ

て

ゐ

た

が

、

大

正

六

年

闘

野

工

製

博

士

北

ハ

仙

他

奈

良

懸

史

蹟

調

査

委

員

諸

君

の

調

容

に

よ

っ

て

大

開

山

v ?  

l... 

の

推

定

が

つ

い

て

ゐ

る

ι

然

し

首

時

の

小い

山阿

川

何

等

の

逝

跡

は

鷲

見

さ

れ

な

しr

様

で

あ

る

が

、

そ

の

頃

は

山

城

の

と

と

で

あ

る

か

ら

た

だ

山

形

を

利

川

し

て

防

備

線

と

し

た

に

過

ぎ

な

い

と

云

は

れ

て

ゐ

る

“

ま

た

.

人

智

一

次

自

主

八

年

夏

説

明

臨

せ

ら

れ

て

修

築

の

議

を

附

さ

れ

た

が

人

民

の

疲

弊

ぞ

哀

れ

ん

で

一

時

中

止

を

せ

ら

れ

た

と

と

が

あ

っ

た

。

と

れ

等

の

一掛

か

ら

考

へ

る

と

首

時

大

工

事

堂

起

す

の

に

は

甚

し

く

困

難

だ

っ

た

事

が

想

像

が

で

き

る
。

開

山

川

博

士

等

の

調

布

に

よ

る

と

推

定

域

社

の

周

同

に

は

市

門

、

谷

川

、

大

門

大

門

池

‘

馬

場

、

北

矢

倉

等

の

地

名

が

A

7

も

桝

存

し

て

ゐ

る
。

地

名

辞

典

に

よ

る

と

r

高

安

の

鉢

伏

山

に

在

り

、

五

老

時

と

も

糾

す

、

天

智

天

皐

.

初

て

此

に

築

き

時

火

を

置

き

難

波

津

大

和

京

の

警

備

-

と

話

す

.

宇和

銅

五

年

高

安

臨

時

を

高

見

(

生

駒

山

)

に

移

し

小

平

城

隠

し

た

り

永

秘

中

川

げ

水

久

秀

信

貴

山

に

山

池

築

き

た

る

時

・

属

惑

を

鉢

伏

に

置

き

た

り

(

以

下

略

己

河

内

士

山

・目

安

郡

高

安

故

城

.

在

ニ

服

部

川

村

上

方

サ

俗

呼

ニ

志

貴

出

城

心

河

内

名

所

国

繕

高

安

郡

川

村

民

在

り

。

地

名

臨
時

書

信

貴

山

の

西

は

河

内

高

安

な

れ

ば

、

古

の

高

・茨

城

も

山

中

な

る

ペ

し

。

今

詳

友

ら

十

J

高

安

山

は

古

事

記

高

津

宮

の

段

K

見

ゅ

、

後

世

に

は

専

ら

信

黄

山

と

栴

す

ω

十

三

峠

以

南

中

高

安

村

の

上

方

に

棋

高

四

八

O

米

突

に

及

ぶ

。

之

を

鉢

伏

山

と

栴

す

。

鉢

伏

の

南

十

二

町

を

雁

多

尾

刷

と

日

ひ
・

竪

上

村

に

属

す

。

高

安

山

は

南

北

一

旦

に

過

ぎ

や

と

縁

、

竹

木

満

山

渓

水

多

し

。

濯

瓶

に

利

b

o
、

即

ち

恩

智

溝

の

本

紙

な

り

。

日

本

書

記

天

智

天

皇

六

年

十

一

月

築

τ

倭

園

高

田

ノ十、

' 口l

久

安

城

-

天

智

天

皇

八

年

秋

八

月

下

未

明

己

酉

天

皇

登

z

高

安

嶺

¥

議

欲

L

修

ん

城

.
仇

地

エ

民

控

一、

l

止

而

一小

レ

作

、

時

大

感

而

歎

回

、

宮

乃

仁

愛

之

徳

不

=

亦

寛

-

子

云

k

.

日正

秋

揺

震

ニ

於

藤

原

内

大

臣

家

¥

川

正

各

十

二

月

高

安

城

牧

ニ

畿

内

之

聞

税

-

九

年

二

丹

叉

修

ニ

高

安

城

-
砧

ニ

穀

興

一

盤

、

天

武

天

皇

元

年

阪

本

臣

財

等

次

二

千

卒

石

野

1

時

間

三

近

江

軍

在

ニ

高

安

城

二

間

登

之

、

乃

近

江

市

知

ユ

財

等

来
日

、

以

悉

焚

ニ

秋

税

合

-
特

散

亡

.

的

宿

エ
城

中

戸、

合

明

臨

=

見

西

方

-

、

自

ニ

大

津

丹

比

雨

道

-
衆

多

至

.

山

期

見

ニ

旗

職

-

、

有

』
人

目

、

近

江

将

笠

伎

史

韓

園

之

帥

也

.

財

等

自

-
-
高

安

城

-
降

.

以

渡

ニ

衛

我

河

-

、

輿

ニ

韓

関

-

戟

河

西

天

武

天

皇

阿

年

二

月

天

泉

幸

於

高

安

城持

統

天

皇

冬

十

月

、

天

皇

幸

高

安

城

温

四

日

家

・
記

ニ 53 ー
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文

武

天

皇

二

年

修

理

高

安

城

。

大

賀

元

年

八

月

内

寅

.

廃

-

高

安

城

一

、

其

合

屋

雑

侃

物

、

移

ニ

財

千

大

倭

河

内

二

園

1

元

明

天

皇

和

銅

五

年

正

月

陵

z

河

内

閣

高

安

蜂

-
、

始

世

ニ

高

見

蜂

及

大

倭

園

春

日

蜂

-

、

以

過

ご

.

卒

城

-
也

元

明

天

皇

和

銅

五

年

八

月

庚

申

行

一

幸

高

安

城

-
、

轡

虫

友

〈

聾

般

車

L

高

安

の

古

城

の

松

に

秋

や

入

り

た

っ

信

貴

山

朝

謹

採

子

寺

信

貴

山

は

大

和

闘

生

駒

郡

平

群

村

大

字

信

貴

州

に

あ

っ

て

闘

西

線

王

子

暁

か

ら

信

貴

山

電

錨

に

乗

り

路

面

電

車

か

ら

ケ

I

プ

ル

カ

ー

に

よ

っ

て

芳

山

す

る

の

が

便

で

あ

る

。

比

寸

は

朝

誰

孫

子

土

寸

と

い

っ

て

真

言

{
一京

高

野

山

誠

に

麗

し

併

に

信

貴

山

の

昆

沙

門

堂

で

有

名

で

る

る

。

延

喜

年

中

延

菩

天

皇

御

不

強

K

際

し

法

隆

寺

住

僧

明

誕

上

人

の

開

基

に

か

か

り

寺

停

に

よ

れ

ば

山

主

総

太

子

が

物

部

守

屋

と

の

合

戦

に

兵

屡

々

敗

戦

を

軍

ね

て

信

貴

山

K

逃

げ

て

ゐ

た

が

太

子

専

心

勝

利

を

心

仰

に

把

つ

て

ゐ

る

と

山

中

陀

毘

沙

門

天

の

銘

あ

る

石

摘

を

費

見

し

た

の

で

之

は

自

分

を

擁

護

す

る

も

の

と

信

じ

ら

れ

て

四

天

王

の

像

を

刻

ん

で

警

に

牧

め

絡

に

守

屋

を

紘

伐

す

る

と

と

が

で

き

生

山

三吉=

)JI，リ

3寄

た

。

と

ん

な

山

緒

C

凱

伎

の

後

に

は

石

恨

の

上

に

一

丈

の

常

{

子

を

造

営

し

て

『

信

十

ぺ

〈

貴

ぶ

べ

き

の

制

な

り

ト

と

云

は

れ

て

か

ら

信

貴

山

と

披

す

る

慌

に

な

っ

た

と

停

へ

ら

れ

て

ゐ

る

が

と

れ

は

一

寸

信

じ

難

い

延

喜

二

年

に

は

醍

醐

米

皐

か

ら

臨

聞

大

な

境

域

を

定

め

ら

れ

て

む

似

誰

孫

子

守

』

の

勅

披

を

賜

は

っ

た

，

元

弘

三

年

六

月

に

護

良

親

王

此

山

K

居

給

ふ

た

と

と

も

あ

り

。

ま

た

楠

木

正

成

の

ハ

父

母

と

の

寺

に

熱

心

な

信

仰

の

上

正

成

を

生

ん

だ

の

で

幼

名

を

多

聞

丸

と

い

っ

た

と

も

一

衣

は

れ

て

ゐ

る

。

毘

沙

門

天

は

ま

た

多

門

天

と

云

は

る

L

か

ら

で

あ

る

。

戦

園

時

代

元

亀

天

正

の

頃

に

は

松

永

久

秀

が

信

貴

械

を

築

い

て

純

国

信

長

に

抗

し

た

け

れ

ど

も

、

途

κ
敗

れ

て

城

陥

蒸

し

伽

臨

も

兵

制

火

に

躍

っ

て

次

憾

と

な

っ

て

い

経

っ

た

ι

今

の

堂

字

は

・

医

長

七

年

比

型

原

秀

抑

制

の

祈

願

所

・

こ

し

て

再

建

し

た

も

の

で

毘

沙

門

堂

を

本

堂

と

し

山

中

の

高

庭

K

建

て

ら

れ

て

ゐ

る

。

誰

・即

堂

.

多

賀

塔

の

外

に

玉

蔵

院

、

成

隔

院

千

乎

院

等

が

る

る

。

共

の

他

一

山

の

倫

堂

建

造

物

は

地

勢

上

凡

て

懸

出

の

上

に

立

っ

て

ゐ

る

徳

川

氏

に

は

代

々

保

誰

を

受

け

維

新

前

ま

で

は

別

立

の

一

山

で

あ

っ

た

が

明

治

に

な

っ

て

高

野

山

に

属

す

る

事

と

な

っ

た

。

開

賓

と

し

て

は

紙

本

着

色

の

信

黄

山

古

縁

起

こ

各

が

有

名

で

其

の

他

多

く

の

武

器

類

も

る

る

が

中

に

も

夫

楠

公

の

使

川

さ

れ

た

も

の

と

傍

へ

ら

る

L

兜

一

一

朗

袖

一

一

隻

・

喉

倫

一

懸

等

有

名

で

あ

る

。

飽

名

畳

m

・

信

貴

域

社

、

永

縁

三

年

松

永

久

秀

大

和

河

内

を

征

時

し

・

信

貴

山

に

築

き

、

天

主

屋

倉

を

起

す

。

後

天

正

四

年

繊

同

氏

の

減

却

す

る

庭

と

震

る

。

大

和

寺

社

記

云

、

信

貴

山

の

頂

に

古

城

の

祉

あ

り

初

め

古

川

喜

蔵

と

云

ひ

し

武

士

築

か

れ

し

と

か

や

‘

天

正

年

中

松

永

弾

正

此

叫

慨

に

能

る

。

昆

沙

門

堂

の

濯

な

る

べ

き

に

や

、

築

造

の

壮

存

す

ぺ

き

も

ム

ユ

尋

ぬ

る

人

た

し

J

郷

土

記

信

貴

山

城

、

十

れ

の

城

主

麓

よ

り

昆

沙

門

金

一

迄

三

十

町

夫

よ

り

五

丁

上

り

七

聞

出

曲

倫

二

十

三

町

程

峰

俸

に

位

亦

一

町

許

上

り

・

城

の

物

一

町

絵

永

株

十

二

松

永

信

長

K

背

き

亡

落

す

松

永

父

子

諸

士

此

所

に

生

管

d
晶

E

R

d

 

大

和

寺

社

記

信

黄

山

の

頂

に

古

城

の

枇

あ

り

古

へ

古

川

喜

裁

と

い

ひ

L

武

士

築

か

れ

し

と

か

や

共

後

天

正

年

中

松

永

箱

ム

口

此

械

に

能

り

し

・

大

和

志

料

久

秀

は

三

好

長

慶

の

家

宰

に

し

て

弾

正

少

弼

と

稿

す

。

永

蘇

二

年

六

月

大

和

に

入

り

信

貴

山

城

K

擦

り

圏

中

の

豪

族

を

征

服

せ

ん

と

欲

し

筒

井

小

田

切

十

市

小

泉

等

と

戟

ひ

頻

に

克

ち

、

永

捺

十

年
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一

昨

品

川

六

月

城

を

干

居

間

寺

に

築

き

と

三

年

ノ

1

1

S

J

れ

を

多

聞

城

と

郁

す

階

下

に

古

市

菅

凶

高

山

附

浅

阪

等

の

諸

士

あ

り

。

此

時

に

蛍

り

筒

井

順

附

邸

主

卒

し

順

殴

・
4

刷

に

立

ち

蹴

山

内

少

し

。

久

秀

北

ハ

孤

を

食

り

之

を

鈍

し

大

和

を

併

一否

せ

ん

と

す

。

共

勢

戚

頗

る

旺

ん

に

反

っ

て

十

七

家

を

減

ぐ

の

気

あ

り

。

一

一

一
好

氏

之

を

話

作

永

雄

十

年

十

月

北

ハ

阿

細

川

某

に

兵

五

千

般

を

附

L

久

秀

の

子

久

泊

が

守

れ

る

故

披

を

組

せ

し

め

貞

比

兵

を

分

ち

南

都

に

向

は

し

め

多

聞

叫

慨

を

以

む

ぺ

〈

大

川

殿

に

屯

す

久

秀

夜

牛

鵠

撃

し

大

に

と

れ

を

放

る

。

東

大

寺

小

焼

失

は

貨

に

此

役

k

t

u

り

。

久

秀

新

勝

の

切

に

乗

じ

筒

井

を

減

さ

ん

と

欲

し

永

九

時

十

二

年

三

月

・

階

下

古

市

背

旧

高

山

岡

及

点

大

寺

の

併

兵

を

徴

し

多

刷

山

仙

慨

を

守

ら

し

め

岱

械

に

は

山

術

開

削

枇

人

等

を

肱

り

て

在

品
併

せ

し

め

自

ら

逗

兵

七

千

飴

を

率

ゐ

向

井

の

兵

問

千

絵

と

大

に

法

隆

寺

の

並

怯

に

戦

ひ

之

れ

を

破

り

順

些

を

し

て

僅

に

身

を

枕

し

宇

陀

K

楼

し

め

た

り

。

反

山

城

主

井

戸

闘

秋

は

筒

井

の

戚

姻

を

以

て

矯

め

に

城

守

し

松

永

に

抗

す

、

久

松

と

れ

を

川

越

み

先

づ

反

市

を

屠

り

後

ち

宇

陀

に

及

ぼ

さ

ん

と

し
・
川

組

二

年

七

月

自

ら

兵

一

高

を

以

て

と

れ

ぞ

固

む

。

城

陥

る

日

あ

り

。

時

に

順

鹿

宇

陀

の

明

山

に

あ

り

。

乙

れ

を

聞

き

兵

五

千

を

窓

ゐ

出

て

い

民

市

に

向

ひ

更

に

P

で

林

片

岡

等

の

兵

を

し

て

営

城

を

抑

へ

小

田

切

小

和

泉

は

法

隆

寺

を

抑

へ

、

井

戸

の

後

俊

た

ら

し

む

雨

軍

辰

市

の

東

山

に

相

合

し

筒

井

の

需

K

敗

ら

る

υ

此

時

織

田

信

長

兵

を

閲

し

京

削

に

あ

り

。

乃

ち

佐

久

間

明

符

を

し

て

筒

井

と

和

を

成

さ

し

む

。

久

秀

命

を

聴

き

兵

を

戦

め

共

に

織

刷

山

氏

陀

屈

す

。

後

ち

事

を

以

て

織

田

氏

に

扱

く

に

及

び

信

長

順

川

町

民

を

以

て

郷

導

と

な

し

来

討

す

。

松

永

の

階

下

海

老

名

森

等

片

岡

城

を

守

る

。

順

些

佐

一寸

凶

ん

で

と

れ

を

陥

れ

勢

に

乗

じ

首

披

に

滞

る

。

久

秀

勢

燈

り

力

胡

き

火

を

放

ち

て

自

殺

す

。

松

永

氏

こ

L

K

至

て

滅

ぶ

。

寺

時

K

天

正

五

年

十

月

十

日

な

り

。

久

秀

-

一

一

兵

を

大

和

に

川

ひ

し

よ

り

と

L

陀

至

る

世

ま

で

凡

十

九

年

共

間

鈎

家

の

滅

亡

枇

守

朝

の

焼

失

傘

げ

て

数

ふ

べ

か

ら

や

。

極

代

山

の

遺

物

古

今

の

記

録

烏

有

に

鴎

せ

し

も

立

の

断

る

多

し

。

百

戟

の

下

彼

津

蹴

粁

と

信

共

に

蛇

蛸

視

せ

ら

る

a

A

亦

良

に

以

あ

り

と

剖

ふ

ペ

し

。

生

駒

山

生

駒

山

脈

は

北

は

八

幡

の

岩

清

水

郎

ち

淀

川

の

流

域

か

ら

腕

艇

と

し

て

起

伏

南

行

し

て

其

の

山

の

背

を

東

西

に

河

和

雨

閣

の

境

を

作

っ

て

生

駒

に

至

っ

て

説

然

と

高

く

聾

え

て

海

抜

二

千

百

数

十

尺

山

姿

稀

に

見

る

雄

大

さ

乞

示

し

て

近

畿

に

於

け

る

代

表

的

名

仰

と

言

っ

て

も

差

支

は

な

か

ら

う

と

思

は

れ

る

。

そ

れ

よ

り

利

低

〈

高

安

を

経

て

大

和

川

流

域

に

至

っ

て

川

拾

っ

て

ゐ

る

。

生

駒

山

は

片

麻

治

よ

り

成

っ

て

ゐ

て

大

樹

や

奇

巌

は

た

く

て

登

る

の

に

も

徐

り

蛤

峻

で

も

な

い

。

山

の

束

は

奈

良

川

同

大

和

国

生

駒

郡

北

生

駒

村

.

丙

は

大

阪

府

(

河

内

閣

)

中

河

内

部

牧

岡

村

、

大

戸

に

跨

っ

て

ゐ

て

登

山

路

は

古

来

数

係

も

あ

っ

て

本

易

で

あ

る
。

先

づ

固

か

ら

は

枚

問

付

大

字

削

旦

山

か

ら

登

る

も

の

で

暗

峠

と

い

っ

て

頂

上

の

奈

良

蝦

界

ま

で

は

約

二

十

四

町

徐

②

る

次

は

大

戸

村

大

字

榊

並

か

ら

議

る

も

の

で

鷲

尾

越

と

も

辻

子

越

と

も

い

っ

て

頂

上

ま

で

は

二

十

七

附

飴

あ

る

。

そ

の

他

日

下

‘

中

垣

内

等

種

々

数

多

あ

る

け

れ

ど

も

大

軌

道

車

が

開

通

す

る

ま

で

は

主

に

辻

子

越

が

最

も

便

利

と

さ

れ

て

ゐ

た

d

現

今

で

は

大

軌

電

車

の

生

駒

牒

で

下

車

し

て

す

ぐ

ケ

l

プ

ル

に

莱

替

へ

て

山

頂

に

達

す

る

と

と

が

出

来

る

か

ら

、

徒

歩

で

芳

山

す

る

も

の

は

特

別

注

者

以

外

に

は

な

い

。

ま

た

途

中

賀

山

寺

ま

で

は

大

軌

の

騨

前

か

ら

乗

合

自

動

車

の

専

川

道

路

さ

へ

布

設

さ

れ

て

ゐ

て

先

づ

交

通

機

闘

は

完

備

し

て

ゐ

る

か

ら

便

利

で

容

易

で

あ

る

。

昨

今

何

内

の

方

か

ら

の

登

山

鍛

道

や

ヰ

川

自

動

車

道

路

の

計

霊

も

あ

る

よ

う

だ

が

目

下

の

不

況

に

遭

遇

し

た

L

め

に

な

か

/

¥

着

工

し

及

い

。

山

田

は

蹟

さ

貨

に

三

十

高

附

の

宏

制

な

原

始

野

で

、

脚

下

に

ひ

ろ

が

る

四

方

の

眺

望

は

北

に

は

淀

川

の

悠

k

た

る

流

- 55 ー
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れ

は

木

津

の

流

れ

を

呑

ん

で

銀

色

陀

蹄

い

て

更

に

遠

く

比

叡

、

愛

宥

の

時

の

翠

畑

山

は

微

か

に

見

え

、

そ

の

下

に

は

京

都

の

市

街

も

幻

の

如

く

槌

は

っ

て

ゐ

る

J

東

方

の

山

岳

の

景

品

す

る

の

は

大

和

、

伊

賀

.

伊

勢

の

諸

山

を

背

景

と

し

て

育

問

よ

く

奈

良

の

都

は

脚

下

に

展

が

っ

て

東

大

寺

の

大

仰

肢

の

鶏

尾

は

金

色

燦

〈

光

っ

て

ゐ

て

、

中

阪

の

賀

山

寺

か

ら

は

・

な

だ

ら

か

な

傾

斜

の

生

駒

の

何

や

宮

雄

の

山

つ

ピ

き

は

手

に

取

る

様

に

見

え

て

ゐ

る

0

・
南

は

葛

城

、

金

剛

、

二

上

の

山

の

奥

K

は

紀

伊

大

和

の

連

山

居

情

深

く

重

な

っ

て

、

西

方

六

甲

の

山

は

扉

風

を

立

て

た

様

に

前

に

立

ち

塞

が

っ

て

、

そ

の

前

κ
は

大

阪

湾

の

波

静

か

に

大

大

阪

を

中

心

に

揖

川

泉

の

現

代

文

化

の

オ

ン

パ

レ

ー

ド

は

展

開

さ

れ

て

ゐ

る

。

た

し

か

に

文

手

の

如

く

一

谷

の

納

谷

物

で

あ

る

。

然

し

と

の

自

然

境

も

昭

和

の

文

明

は

話

さ

百

二

十

尺

の

大

飛

行

塔

を

建

て

L

之

れ

見

よ

が

し

に

四

界

を

怖

噸

し

て

ゐ

る

J

生

駒

山

は

ま

た

到

る

庭

史

蹟

に

富

ん

だ

と

と

ろ

で

、

一

紳

武

又

皇

東

征

を

初

め

と

し

て

高

見

燦

社

、

兵

法

寺

、

資

山

寺

八

太

龍

一

土

枇

‘

経

塚

、

鬼

取

位
一
寸
枚

邸

中

に

日

送

が

友

い

。

日

本

書

記

一脚

武

天

皇

成

午

或

夏

凶

月

、

自

主

帥

勅

レ

兵

、

歩

趣

ユ

龍

回

目
、

而

北

ハ

路

狭

縦

、

人

不

レ

得

=

並

行

¥

乃

還

史

欲

下

米

路

コ

脆

駒

山

-
而

入

中

中

洲

ヘ

皇

極

天

皇

二

年

十

一

月

、

蘇

我

匝

入

鹿

遁

ニ

小

出

巨

勢

大

医

大

仁

土

帥

結

婆

速

一

、

掩

ニ

山

背

大

兄

+

等

於

斑

鳩

-

、

へ

中

等

)

山

背

大

兄

的

取

エ

馬

什

-
投

ニ

置

内

{岐

~

遂

卒

ニ

非

、

妃

並

子

弟

等

-

得

L

間

逃

出

.

隠

ニ

脆

駒

山

、

三

輪

文

屋

君

、

進

市

制

目

、

詰

移

こ

向

於

深

草

屯

A

夕

、

従

レ

遊

釆

-

馬

、

詣

ニ

束

図

-

以

コ

乳

部

-

鴬

レ

本

・

興

レ

仰

選

戦

、

北

ハ

戟

必

突

、

山

背

大

兄

割

目

、

如

郷

所

等

、

北

パ

勝

必

然

.

但

・
4

口
前

兆

二

十

年

不

-

レ

役

-

百

姓

-

、

以

=

一

身

之

故

L

Z

M

ニ

弊

高

民

川

叉

於

--

一後

世

¥

不

欲

"

此

言

三

由

工

止

口

之

故

上

史

ニ

巳

父

母

¥

立

共

戦

勝

之

後

‘

方

一

言

z

丈

夫

'
哉

、

夫

出

身

'
園

、

不

ニ

亦

丈

夫

者

数

、

有

レ

人

、

議

見

ニ

上
ん
け
山

王

等

山

中

-
、

運

等

f

蘇

我

陀

入

鹿

-、

入

鹿

間

而

大

憎

、

連

琵

-

車

肱

-、

述

二
一
土

所

レ

在

於

高

向

臣

園

抑

一

日

.

連

可

=
一

向

レ

山

求

ニ

捉

彼

王

-

、

図

押

報

凶

、

侯

守

一

天

皇

宮

-

不

ニ

取

枇

出

-

外

.

入

鹿

即

腕

刑

ニ

自

経

¥

千

時

.

古

人

大

兄

皇

子

哨

息

而

広

弔

問

.

向

二

何

虚

¥

入

鹿

具

・説

ニ

所

川

¥

古

人

泉

子

目

、

鼠

伏

レ

穴

而

生

、

失

レ

穴

而

死

.

入

鹿

μ

是

止

b

行

、

建

ニ

軍

帥

肘

等

-

求

ニ

於

脂

.

駒

1

寛

不

L

能

。

覚

、

於

ト

是

山

背

大

兄

王

等

、

自

ν

山

説

入

ニ

附

鳩

寺

-
、

績

日

本

記

広

明

天

皇

和

銅

五

年

正

月

壬

民

、

肢

;

河

内

園

高

安

峰

、

始

置

ニ

高

見

峰

及

大

倭

闇

春

日

焼

-

、

以

泊

二

今

城

、

-

也

、

生

駒

山

に

闘

す

る

古

人

の

詩

歌

は

頗

る

多

い

が

そ

の

中

ゐ

も

な

る

も

の

を

態

げ

る

と

、

伊

駒

山

た

ち

d

h

み

え

す

散

み

だ

れ

ゆ

き

は

た

れ

な

る

あ

し

た

L

の

し

も人

丸

我

が

宿

の

梢

の

夏

K

怠

る

と

き

は

生

駒

の

山

ぞ

見

え

左

り

け

る

能

凶

法

師

秋

篠

や

外

山

の

旦

や

し

ぐ

る

ら

む

生

駒

の

織

に

者

の

か

く

れ

る

西

行

法

師

伊

駒

山

誌

友

へ

だ

て

そ

秋

の

月

る

た

り

の

室

は

時

一山

な

り

と

も

順

泌

院

生

駒

山

城

か

り

と

馬

に

く

ら

世

て

射

駒

山

う

ち

越

係

れ

ば

紅

葉

ら

り

つ

L

期

禁

固

史

桓

武

天

皇

延

暦

十

六

年

七

月

丙

成

遁

陰

陽

少

嵐

従

八

位

上

藤

原

朝

回

世

道

陰

陽

博

士

r
t

六

位

上

中

臣

志

斐

岡

国

，

t

リ

鋲

奈

大

和

岡

一午

群

山

、

何

内

閣

高

{

女

山

u

先

是

称

雨

二

山

…

朋

額

制

使

人

家

・

・
φ

也

d

一冗

享

樺

書

生

馬

仙

体

生

時

仙

帯

端

州

住

吉

川

綿

入

、

入

河

内

高

安

鯨

東

山

佐

深

谷

中

、

寛

年

九

年

河

内

明

接

持

頭

院

行

至

東

山

時

国

見

深

谷

有

草

庵

下

到

庵

所

有

優

婆

悲

顔

色

似

い到

来

副

戴

白

帽

身

著

白

衣

。

達

、

近

間

日

僑

誰

u

釘

H

是

生

馬

仙

也

ο

便

以

五

瓜

興

蓮

日

是

此

地

之

産

也

可

以

禿

飢

リ

一
連

嘗

之

甘

美

不

可

一
吉

田

.

迷

日

在

此

魚

何

.

日

吾

入

山

以

来

未

見

山

脚

只

求

菩

提

耳

。

遠

出

山

術

開

此

事

。

蔦

葉

集

仙

受

注

背

百

掛

園

よ

り

馬

を

と

の

園

へ

献

，り

た

h

v

o

そ

れ

を

秦

氏

の

先

組

よ

く

の

れ

り

け

り

。

さ

て

・

併

と

れ

友

い

み

し

き

も

の

に

さ

せ

給

ひ

て
、

う

ま

と

一
五

と

と

定

-
り

始

て

、

い

と

ま

山

氏

放

て

か

は

し

め

給

ひ

け

の

。

按

κ
古

事

記

肱

榊

帝

の

時

、

百

慎

一

周

主

山

…

古

正

牡

馬

牝

馬

各

一

疋

h
q
-

阿

知

吉

仰

に

附

し

て

・責

上

し

大

る

事

を

献

す

。

其

時

の

放

倒

の

故

事

に

よ

り

て

駒

山

の

名

起

る

殿

、

伊

駒

の

伊

は

強

訴

を

冠

ら

た

せ

る

者

に

似

た

り

。

賞

、

山

寺

生

駒

山

組

凶

の

東

北

十

川

の

山

腹

山

ち

奈

良

鯨

へ

大

和

園

)

生

駒

郡

北

生

駒

村

菜

畑

に

あ

っ

て

ケ

ー

ブ

ル

カ

ー

及

自

助

(

以

下

回

十

四

頁

下

段

へ

続

く

)

- 56 戸
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メJ

議

住

宅

一

、

設

計

の

要

旨

本

翻

案

は

主

と

し

て

中

度

以

下

の

人

々

に

長

期

月

賦

椀

込

の

方

法

を

以

て

所

有

権

を

取

得

せ

し

む

る

住

宅

を

目

摂

と

す

る

も

の

な

る

に

絞

り

其

の

設

計

に

付

て

は

償

素

箆

貨

を

回

固

と

て

安

み

れ

‘

快

適

、

衛

生

、

使

利

耐

久

等

の

鈷

に

於

て

現

殺

の

生

活

様

式

を

基

調

と

し

将

来

の

日

本

小

住

宅

の

帰

趨

の

針

路

を

示

す

も

の

た

る

乙

と

二

、

耐

応

募

設

計

嬰

件

ハ

イ

)

敷

地

は

東

京

都

心

よ

り

約

一

時

間

に

し

て

達

し

得

る

市

街

川

雄

築

物

法

の

適

用

を

受

く

る

住

屑

地

域

内

と

し

別

紙

附

闘

に

示

す

如

き

一

園

地

に

し

て

各

道

路

南

側

に

は

閃

漢

の

設

け

あ

り

各

披

敷

地

地

税

は

何

れ

も

東

南

に

緩

勾

剛

山

を

有

し

道

路

面

よ

り

約

五

寸

高

し

(

ロ

〉

第

一

一

概

敷

地

は

北

又

は

来

に

主

要

入

口

を

設

く

る

こ

と

第

二

統

第

一一
一

披

敷

地

は

北

に

主

要

入

口

を

設

く

る

こ

と

第

四

鋭

敷

地

は

西

に

、

ま

袈

入

口

を

設

く

る

と

ル

』

第

五

披

敷

地

は

市

に

主

要

入

口

を

役

く

る

こ

と

第

六

披

敷

地

は

来

に

主

要

入

口

を

設

く

る

ζ

・
と

(

乙

住

宅

の

日

刊

額

は

究

室

(

延

三

十

四

坪

以

内

u

同

室

(

延

二

十

六

坪

以

内

U

三

室

ぺ

廷

三n..

員又

計

国

案

懸

賞

募

十

九

坪

以

内

)

の

三

績

と

し

各

披

敷

地

に

通

常

に

配

置

し

六

型

式

の

位

宅

を

設

計

す

る

と

、

と

但

し

益

所

、

協

同

殿

、

納

戸

、

股

様

、

成

問

・

又

は

取

次

等

は

之

を

室

数

に

算

入

せ

ず

ハ

ユ

)

各

務

住

宅

は

木

造

と

し

回

世

式

は

任

意

な

る

も

構

溢

設

備

に

付

て

は

我

園

の

気

候

風

土

に

適

合

し

耐

震

、

防

費

、

防

鼠

、

防

、ぬ

に

閉

山

窓

し

成

る

べ

く

修

絡

を

婆

せ

ず

し

て

耐

久

性

あ

る

様

に

工

夫

す

る

と

と

門

ホ

)

建

築

授

は

延

一

坪

岱

り

時

似

八

O

側

内

外

と

す

但

し

沿

湾

、

瓦

斯

、

給

水

‘

排

水

、

門

塀

植

樹

等

の

附

帯

設

備

裂

を

合

ま

ず

一
一
一

、

所

要

図

而

及

設

明

替

-

態

募

岡

一
閣

は

左

の

各

鋭

の

泊

り

と

し

山

色

製

凶

関

紙

大

剣

一

一

つ

切

に

愚

容

し

陰

影

又

は

色

彩

を

施

さ

ざ

る

こ

と

、

但

し

イ

叫
M

A

ρ

総

は

色

彩

を

施

す

こ

と

を

刊

判

例

各

税

問

国

u

A

由

利

明

書

仙

寺

に

は

暗

叫

棋

を

記

入

し

民

名

を

記

入

せ

ぎ

る

と

と

(

イ

)

駅

地

内

枠

組

物

其

他

慨

泣

闘

縮

尺

百

タ

の

一

(

建

物

位

置

、

路

棒

、

門

、

排

水

設

備

等

生

記

入

す

る

ζ

と

)

(

口

)

作

型

住

山

℃

各

階

卒

而

倒

(

各

階

坪

鍛

を

明

記

す

る

と

と

)

及

友

商

国

(

二

面

、

以

上

縮

尺

百

分

の

一

(

ハ

〉

各

型

住

宅

各

階

詳

細

闘

〔

各

型

住

宅

集

規

程

の

内

代

表

的

の

も

の

一

例

〉

縮

尺

二

十

分

の

一

(

ニ

)

墓

所

詳

細

聞

ハ

各

刻

位

宅

の

内

代

表

的

の

も

の

一

例

)

縮

尺

二

十

分

の

一

ハ

ホ

)

其

他

構

造

設

備

に

封

し

特

に

工

夫

せ

る

部

分

あ

る

と

き

は

其

詳

細

園

縮

尺

二

十

分

の

一

2

説

明

舎

は

各

室

内

部

及

建

物

外

部

の

構

治

仕

上

被

主

袈

柿

刑

法

設

備

に

捌

ず

る

仕

様

統

婆

又

は

略

設

問

舎

と

し

特

に

工

夫

せ

る

部

分

は

英

の

詳

細

説

明

を

附

す

こ

と

但

し

右

は

岡

商

に

記

入

す

る

と

と

を

妨

げ

ず

四

、

入

選

者

の

等

級

及

賞

金

一

等

一

名

武

百

聞

二

時

時

二

名

百

五

拾

蜘

宛

三

等

三

名

百

闘

苑

佳

作

六

名

去

拾

閲

宛

去

、

締

切

期

日

昭

和

六

年

七

月

十

王

日

正

午

六

、

首

選

者

後

表

昭

和

六

年

八

月

十

日

迄

に

本

人

に

沼

知

す

る

外

同

潤

晶

口

事

務

所

前

に

掲

示

す

七

、

森

査

員

』目

口

村

捨

内

務

省

批

品

目

局

技

削

東

京

帝

国

大

製

数

授

工

撃

博

士

中内

回

相i 鮮

山

本

東

京

女

子

高

等

師

範

製

校

講

師

松

卒

藤

岡

関! 友

1'l 巳

問

潤

合

参

事

八

、

師

四

募

心

得

l

態

募

図

案

は

締

切

期

日

の

正

午

迄

に

東

京

市

麹

町

直

内

幸

町

二

ノ

ニ

財

閥

法

人

間

潤

舎

に

到

達

す

る

様

提

出

せ

ら

る

弘

事

2

園

面

及

守

山

矧

は

一

括

し

て

椴

怠

に

包

装

し

分

譲

住

宅

設

計

賂

甘

静

岡

案

の

文

字

及

自

例

所

定

の

暗

械

を

記

し

別

に

廠

募

者

の

住

所

氏

名

漁

業

(

勤

務

先

共

を

記

せ

る

紙

片

を

密

封

し

封

書

の

表

而

に

前

記

暗

貌

を

記

し

た

る

も

の

を

添

附

せ

ら

る

る

と

と

但

し

郵

使

に

付

す

る

も

の

は

更

に

外

封

を

な

し

審

査

後

郵

返

送

還

を

希

認

す

る

者

は

帯

剛

山

制

抑

制

問

料

を

同

封

す

る

こ

と

3

務

食

の

紡

川

却

に

叫

到

し

出

応

募

者

は

異

議

の

申

立

又

は

説

明

を

求

む

る

と

と

を

得

ざ

る

も

の

と

す

4

首

選

し

た

る

感

募

設

計

図

案

は

一

切

之

を

返

還

せ

ず

5

常

選

し

た

る

態

募

設

計

闘

案

及

害

制

州

の

所

有

械

は

募

集

者

に

腕

し

、

回

申

告

の

官

施

、

刊

行

に

付

て

は

呉

織

の

申

立

叉

は

報

償

を

求

む

る

と

と

を

得

ざ

る

も

の

と

す

昭

和

六

年

五

月

郎 三

麹

町

磁

内

幸

町

二

丁

目

二

番

地

の

四

披

財

剛

法

人

同

潤

舎

一 子
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『

建

築

三

枇

曾

』

昭

和

六

年

度

特

輯

計

董

新震

火

健

土築
盛且

4・、、

、.
+

主

イ

l

庖

居

災
百

合官

年

、、、

、ー
イ主都

、、、

、ー

建

{呆建 新 建 郷

築

建

建事

貨

宅 市 建

同

J:

 

ロ

ド

l

(

冬

の

巻

)

ィ、

苧
買

昔、、

、ー

庖

劇

市

映

書

建

競

ハ

一

月

夜

行

夜

切

残

本

な

し

)

築

ハ

一

一

2

2

2本

な

し

〉

築

会

一
月

百

貨

行

商

品

ま

な

し

)

宅

(

四

月

強

行

務

室

あ

り

〉

築

(

支

月

号

5

2

L

務

(

六

月

議

室

定

〉

築

〈

七

月

強

行

漁

定

〉

題

(

八

月

後

行

泊

5

5

築 場 場

特

輯

題

目

の

う

ち

御

研

究

の

も

の

は

ど

本

年

の

特

輯

計

聾

を

右

の

通

り

に

定

め

ま

し

た

、

官

同

し

/

1
御

投

稿

下

さ

い

、

撒

迎

致

し

ま

す

‘

原

稿

の

締

切

日

は

前

の

月

の

十

三

日

で

す

、

左

ほ

」

ハ

月

は

『

建

築

事

務

』

七

月

は

「

新

興

建

築

」

に

就

て

夫

k

特

輔

の

議

定

で

す

。

『

建

築

三

一

枇

曾

』

編

輯

部

は 御 特 接 印 乗費 昭 昭 十 |ー 珊
1奇跡

行 和 和 一

替 讃 ‘ 約 行 FP 乗編 -，A、a -，a-、・‘ 本
IC の 版

刷 年 記 冊 冊 数

て 向 寅
刷 五 四

三土
前 は 大 所 大大 ナ - 輯 五 よr 月月 一 - 一 一I 叫、

金 本 庄 阪 法量土 同政 所 i坂 人 人 十周1
御 合 市 入 閣 ビ 市 市 六県長一廿 六 五 i ;定 r刀L乙， 

直 西 J レ 東 番 武 七

排込 接 霊 電 糊・一] 匝 替電 日 ヂ直 大 医 鷹 町 巨 1:1日 拾| 債
被 又 官 話 京 語 ン土 内 郡 稜 印

下は 足土 々 町 屋 土 本 グ議 |奴淡 今賀ｾ I 固 銭 憤 表度特ｾ佐 ギｾ ｾ＠ 建 路 取 津 一一一ー一 一一一
候 約 阪 掘 堂 調 阪 巴 遇 活 lur 町 一毎

庖 ニ 一 子 三一 築 一 一 今 日 月 武 武 | 郵

へ 言 巴 書 板 巧 六 こ 版 丁 津 接 牽 拾 l  
振 八 四 橋 九 協 凶 字 行 回 凶 |

統支お 庖 忌玄曾 所 者地七宇 陽 風 浦 ~ ‘| 銭 || 錨 |I 税
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夏

八

鍬

V
ロ

ー

ル

ス

ク

リ

ー
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( X 1 V)  市上 令
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近

県

槙

温

品

多

数

あ

り

本

品

御

指

定

あ

り

た

し

特 許 第 7 4  1  9  7 競

島

貿

易

株

式

含

枇

建

材

部

日

本

総

代

理

底

木

庖

大

阪

市

東

国

高

麗

橋

四

丁

目

電

話

本

局

自

五

O

四

O

|
至

五

O

四

七

番

東

京

市

日

本

橋

阻

平

松

町

-

こ

四

番

一

一

二

六

九

番

電

話

日

本

橋

=

二

六

八

番

2二ill 築

支

庖

( 型 銭 11 曇)

重

毘

は

蝿

.

夜

口

蚊

三

夏

は

閑

静

な

郊

外

の

住

宅

に

在

つ

で

も

中

々

に

決

よ

き

休

息

は

出

来

か

ね

ま

す

o

こ

れ

我

が

優

美

軽

便

な

ロ

1

ル

ス

ウ

リ

l

シ

の

御

使

用

を

切

に

御

薦

め

す

る

所

以

で

あ

り

ま

す

。

従

来

病

院

や

郊

外

住

宅

や

又

は

料

理

場

な

ぜ

で

、

窓

の

設

備

中

最

も

苦

心

し

て

来

た

も

の

は

買

に

ス

ウ

リ

l

ン

の

問

題

で

ゐ

h

ま

す

o

凡

そ

博

染

・柄

の

噛

郎

防

さ

か

、

夏

期

蜘

や

蚊

や

、

其

他

色

々

の

虫

類

が

飛

込

ん

で

来

る

の

を

防

い

切

だ

り

、

叉

工

場

地

加

で

煤

倒

防

止

の

必

要

な

場

所

な

ざ

に

は

、

是

非

共

此

の

ス

ウ

リ

l

シ

の

用

意

ぞ

し

て

位

が

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

然

る

に

此

迄

の

も

の

は

.

何

れ

も

取

扱

上

の

不

便

や

、

不

簡

裁

の

貼

や

或

は

又

、

不

経

携

な

J

V

」

の

貼

で

、

主

必

要

を

生

十

る

都

度

、

頭

痛

の

種

ざ

な

っ

て

居

た

も

の

で

あ

り

ま

す

o

此

の

久

し

い

w

聞

の

、

難

問

解

決

の

使

命

を

川

市

た

す

も

の

こ

そ

、

貨

に

我

が

ロ

l

ル

ス

ウ

リ

l

シ

の

出

現

及

び

提

供

で

あ

り

ま

す
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